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第 1 章　研究抄録関係

1 ．病院における研究（課題別研究費）

＜研究課題 1 ＞
　がん治療におけるインターベンショナル・ラジオロジーの応
用についての研究
　Clinical evaluation of interventional radiology in oncology

＜研究者氏名＞
　所　属　部　放射線診断・IVR部（泌尿器科部）
　研究者氏名　稲葉吉隆
　共同研究者　山浦秀和、佐藤洋造、小野田 結、加藤弥菜、 

村田慎一、長谷川貴章、金原佑樹、守永広征、
山口久志（泌尿器科部：林 宣夫、曾我倫久人、
小倉友二）

【目的】
　腹部・骨盤部手術後の尿管合併症には、尿管損傷に伴う尿管
狭窄や閉塞、尿漏（瘻孔形成）等が挙げられる。その対応策と
して、まず経尿道的に膀胱鏡を用いて逆行性に尿管損傷部を通
過させて尿管ステント（ダブルJカテーテル）の留置が試みら
れる。これが困難な場合は、経皮的に腎を穿刺し腎盂から順行
性に尿管損傷部へアプローチすることとなる。しかし、順行性
操作でも、尿管損傷部の通過やカテーテル挿入が困難な場合が
あり、最終的には順行性・逆行性の協同操作により尿管ステン
ト留置を目指すこととなる。
　そこで、術後尿管損傷に対する順行性・逆行性の協同操作に
よる尿管ステント留置手技の実行性を検証した。

【方法】
　平成 7 年～26年に、当科および泌尿器科との協同手技により、
順行性・逆行性同時操作で尿管ステント留置を20患者に対して
21手技試みた。患者内訳は、男性 2 例、女性18例、年齢中央値
59歳（42－79歳）で、子宮・卵巣手術後16例、直腸・肛門手術
後 2 例、膀胱手術後 1 例、骨盤内臓全摘術後 1 例であった。片
側尿管へのアプローチが19例、両側尿管へのアプローチが 1 例
で、18尿管に瘻孔形成、 3 尿管に閉塞を生じていた。
　全例、経尿道的または回腸導管孔から鏡視下での逆行性アプ
ローチのみによる対処が困難であり、経皮的腎瘻造設により順
行性アプローチを行い、最終的に順行性・逆行性の協同手技に
より尿管ステント留置を試みていた。腎瘻造設と同日に行った
のが18手技、別日が 3 尿手技であった。
　順行性または逆行性に尿管損傷部をガイドワイヤーが通過し
ても、ステントカテーテルが追従しない（損傷部を通過できな
い）場合は、通過したガイドワイヤーを一方側からスネアカテー
テル（0.018”ガイドワイヤーでループスネアを作製）を用いて
把持して引き出し、尿道孔または回腸導管孔と腎瘻刺入部との
間で尿管を介した貫通経路を形成して、経路を安定させてカ
テーテルの通過を試みた。また、瘻孔形成例で、ガイドワイヤー
が瘻孔から尿管外に逸脱してしまい一方側尿管に到達できない

場合は、尿管外瘻孔部で一方側からのスネアで他方側からのガ
イドワイヤーを把持して同様に貫通経路を形成してステントカ
テーテルの留置を試みた。
　これら20例（21尿管手技）について、ステントカテーテル留
置の成否とその後の経過をを調査した。

【結果】
　全21尿管手技中、19尿管にステントカテーテルを留置するこ
とができ、技術的成功率は90.5%（19/21）であった。 8 尿管で
はダブルJカテーテルによる内瘻化、11尿管ではストレートカ
テーテルによる内外瘻化が成されていた。スネア把持操作を
行った部位は、11手技が尿管内、 2 手技が回腸導管内、 6 手技
が尿管外瘻孔部であった。不成功例は、完全閉塞のためガイド
ワイヤーの通過が不可能であったものが 1 手技、瘻孔形成部が
広範囲で操作を断念したものが 2 手技であった。手技に伴う重
篤な合併症は認めていない。
　観察期間中央値37.6か月（0.3－111か月）での臨床経過は、
ステントカテーテル抜去可能となり再燃のないものが 4 例、定
期的にステントカテーテルを交換しているものが 9 例、ステン
トカテーテルを留置するも機能不全で腎外瘻状態となったもの
が 4 例、同じく外科的に尿路変更を行ったものが 1 例、ステン
トカテーテルを留置できずに腎外瘻状態となったものが 1 例、
同じく外科的に尿路変更を行ったものが 1 例であった。前 2 者
でステントカテーテル留置が功を奏しており、臨床的成功率は
65.0%（13/20）であった。

【考察】
　尿管損傷の合併症は標準的な子宮・卵巣または結腸・直腸手
術において0.5－15%の発生率と報告されている。また、尿管瘻
を形成している場合での、尿管ステント留置成功率は、逆行性
アプローチで10－40%、順行性アプローチで90%との報告があ
るが、逆行性アプローチでは膀胱鏡や尿管鏡の精度が向上して
おり、その成績は実際にはもっと高いと推測される。
　順行性・逆行性アプローチでのスネアカテーテルを用いての
協同手技による尿管ステント留置は1992年に初めて報告されて
以降、その成功率は60－100%とされている。
　当院での、スネアカテーテルを用いた順行性・逆行性協同ア
プローチでの尿管ステント留置の技術的成功率は90%であり、
高い実行性を有していた。しかし、臨床的成功率は65%にとど
まり、完全回復率は20%未満であった。これには組織再生を促
すステントカテーテルの開発が必要である。

＜研究課題 2 ＞
　治療感受性と再発リスクによる乳癌術後補助療法の選択に関
する研究
　The selection of adjuvant therapy for breast cancer, based 
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on the treatment sensitivity　and the relapse risk

＜研究者氏名＞
　所　属　部　乳腺科部
　研究者氏名　岩田広治
　共同研究者　澤木正孝、服部正也、吉村章代、石黒淳子

【 1 年間の総括 】
　この 1 年間にも乳癌の術前後薬物療法に関する膨大な情報が
世界中から流入し、我々が参加している国内・国外の臨床試験
も多方面にわたって進行した。
1 ：術後内分泌療法に関する研究
報告：2016年に閉経後ホルモン陽性乳癌に対する長期アロマ
ターゼ阻害剤の有効性に関するランダム化比較試験（MA-17R）
の結果が報告された。長期ホルモン治療を行うことで、対側乳
癌の発生や局所・領域再発は有意に減少するが、遠隔転移の頻
度は両群でそれほどの違いは認めなかった。また有害事象とし
ての骨折の頻度が増すことから、日本においてアロマターゼ阻
害剤の長期投与の是非は更なる議論が必要と考えている。2014
年に出された試験の結果の後、当院での閉経前ホルモン感受性
陽性乳癌に対して、Zoladexを使用する頻度が減少しTAM単独
での投与が圧倒的に多くなった。
2 ：術後化学療法に関する研究
報告：術後化学療法の適応をmolecular subtypeで考えようと
する方向性は定着したが、以前“luminal B like 乳がん”と定
義される乳がんでは化学療法の是非がカンファレンスでよく議
論になる。OncotypeDXが解決の 1 つのツールであるが、保険
適応がなく高額な為に、普及していないのが現状である。2015
年12月に術前化学療法でnon pCRの患者を対象にゼローダを 6
か月内服することで有意に生存率が改善することが日本からの
試験結果として報告された（CREATE-X）。この結果を受けて、
術後high risk患者に対しては積極的にゼローダ内服を勧めてい
る。
3 ：術後分子標的治療に関する研究
報告：2015年に術後Trastuzumab 1 年投与後にNeratinbを継
続して 1 年投与することによって再発率が有意に減少すること
が報告された（ExteNET試験）。副作用の下痢のマネージメン
トが大切な薬剤であるが、Trastzuzmab以外の投与で、術後の
予後を改善した薬剤としてNeratinibに注目が集まっている。
Neratinibは現在再発乳癌の適応もなく、今後どのように日本
での承認を取得するかが問題になっている薬剤である。高齢者
HER 2 陽性乳癌患者における化学療法省略の是非を問う
N-SAS-BC07試験（PI：当院の澤木先生）は現在経過観察中で
あり、今後の発表が待たれる。
4 ：術前化学内分泌療法に関する研究 
報告：閉経後ホルモン感受性乳癌では術前ホルモン療法の効果
で術後の抗がん剤の必要性を検証する第III相多施設共同比較
試験（NEOS study：PIは岩田）の登録が終了し、経過観察中
である。閉経後の方を対象にホルモン剤と併用してゾメタと投
与する医師主導治験は登録が終了した。新しい術前化学療法の
医師主導治験も開始されたが、当院が参加するためのインフラ
整備が不十分であり、今後の課題になっている。

＜研究課題 3 ＞
　臨床検査における各種癌診断手法の改善、開発
　Investigation   for  methods   of   cancer   diagnosis   in  
clinical  laboratories

＜研究者氏名＞
　所　属　部　臨床検査部
　研究代表者　谷田部 恭
　共同研究者　亀井慶子、尾関順子、長谷川かおり、柴田典子、
　　　　　　　藤田奈央、早川 登、野中綾子

【研究成果】
　臨床検査部では各部門別に、本年度に得られた成果および研
究経過を報告する。
　生化学部門では、全自動化学発光酵素免疫測定システムの更
新を機に感染症の検査法を見直した。HBs抗原定量検査を以前
よりも高感度としたことで、今まで感度未満のため検出できな
かったHBｓ抗原を検出できるようになり、近年問題となって
いる抗がん剤や免疫抑制剤投与患者におけるHBウイルス

（HBV）の再活性化に対する早期診断に貢献した。また、HIV
検査を第二世代から第四世代にしたことで、HIV- 1 / 2  IgG抗
体だけでなくHIV- 1 / 2  IgM抗体やHIV- 1  P24抗原も検出でき
るようになり、ウィンドウピリオドが短縮し早期診断に貢献し
た。また、以前のシステムよりも処理能力が向上し検査時間を
短縮した。
　血液検査部門では、新たな自動血球分析装置が導入されたこ
とに伴い、自動再検基準を作成した。自動再検条件やシステム
によるアラートを設定することで、自己抗体による寒冷凝集や
採血手技の不良による血小板凝集、異常細胞の出現など、血算
の結果を承認する際の人為的な見逃しを防ぐことに寄与してい
る。また、以前は血算依頼検体に対して非常に多くの割合で標
本を作製し目視確認を行っていたが、血液像の機械的分類能の
精度向上に伴い、標本作製基準をも見直し、目視確認を行う検
体数を大幅に減らすことができた。採血から最終報告までの
TAT短縮に繋げている。
　生理検査部門では、術前検査として、また治療による副作用
の確認のため、肺拡散能（DLCO）を測定している。貧血によ
り低値になることがわかっているが、実際は貧血を考慮せず報
告している。そこで貧血を考慮した場合の影響について検討し
た。
・方法
　2014年にDLCOを測定した男性392名、女性192名のうち％
DLCOが80％未満、かつHb濃度が基準値以下（男性14.6g/dl未
満、女性13.4g/dl未満）の症例を対象とした。日本呼吸器学会
推奨の補正式を使用し、男性は14.6g/dl、女性は13.4g/dlにHb
濃度を補正し、％ DLCO値を再算出した。
・結果
　％ DLCOが80％未満の症例は男性392名中58名（14.8％）、女
性192名中42名（21.9％）、その中でHb濃度が基準値以下だった
のは男性37名（63.8％）、女性26名（61.9％）だった。補正によ
り％ DLCOが80％以上の正常になったのは、男性37名中11名

（29.7％）、女性26名中 5 名（19.2％）だった。
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・考察
　％ DLCO低下の約 6 割に貧血傾向を認めた。より正確な評
価のためにはHb補正が有用であると考えられた。
　病理検査部門では、通常のHE染色に加え、癌の確定、補助
診断に必要不可欠な免疫染色を行っている。今年度は骨などの
硬組織におけるH.E染色の染色性についての検討を行った。骨
組織は、そのままの状態では薄切不可能であり、薄切標本を作
製するためには脱灰操作を必要とする。一般的に用いられる迅
速脱灰液は塩酸を初めとする強酸を多く含むため、組織の変性
が強くなり、染色性の低下、特に核染色性の低下が著しく、診
断への影響が無視できない。そのため当院では、組織の変性が
少ない、キレート剤であるエチレンジアミン四酢酸（ＥＤＴＡ）
を主成分とする中性脱灰を日常法としていた。しかし、この方
法では脱灰完了までに要する時間が長く、病理診断報告に時間
が掛かることが課題であった。そこで核を染めるヘマトキシリ
ンの濃度について検討した。その結果、従来の1.75ｇ/Lのヘマ
トキシリンに対し2.5ｇ/Lのヘマトキシリンに濃度を上げるこ
とにより、脱灰処理をした組織を初めとする染色性が低かった
組織においても十分な染色性が認められ、且つその他の部分は
過染しない染め分けが可能であった。この結果により、多くの
骨を含む検査材料ついては、迅速脱灰法を選択することが可能
となり、結果報告までの時間の短縮につながった。
　細胞診検査室では、日本臨床細胞学会ワークショップの濾胞
性腫瘍に関する検討に参加した。甲状腺癌は組織型により生物
学的特徴が極めて異なり、術前の診断が治療に大きな影響を与
える。しかしながら、濾胞癌と濾胞腺腫の鑑別は細胞診では困
難であり、時に腺腫様結節との鑑別も問題となる。また観察者
間での診断のバラツキがあることも報告されている。本検討は
当院を含め複数施設が参加し、甲状腺専門病院である隈病院（兵
庫県）で実際に用いられている診断アルゴリズムに則り、背景
所見やコロイドの有無、濾胞細胞の出現様式、核所見を評価項
目とし組織型の診断を行った。その結果、高い診断一致率を得
た症例もあったが、多くは施設間での評価にバラツキがみられ
診断一致率は高くなかった。当施設の結果は濾胞癌、濾胞型乳
頭癌、低分化癌では診断不一致で、濾胞性腫瘍の診断の難しさ
を再確認する結果であった。今後は今回提示された診断基準を
参考にし、日常の細胞診断業務に取り入れていく。
　細菌検査室では、血液培養の複数セット採取率の改善で血流
感染症の精度の向上に取り組んだ。血液培養は、血流感染を診
断する目的で実施される。血液中から原因微生物を捉え、最適
な治療へ導くことができる最も重要な検査である。コアグラー
ゼ陰性ブドウ球菌アクネ菌、コリネバクテリウムなどの皮膚の
常在菌は、血液採取時の汚染頻度が高いため複数セット中の 1
セットのみ陽性であればコンタミネーションの可能性が高くな
る。逆に皮膚の汚染頻度の低い大腸菌などの腸内細菌や肺炎球
菌などは 1 セットでも陽性となれば起因菌と判断できる。つま
り、複数セット採取によりコンタミネーションの判断と、検出
感度の向上が期待できる。
　当センターの 2 セット率を2009年度から2014年度について調
査した。血液培養の検体ラベルの発行時間が 3 時間以内を 2
セットとした。 2 セット率は2009年度から2011年度までは数％
であったが2014年度には35％まで増加していた。他施設では

70％以上の施設が多くなっており90％実施の報告もある。感染
防止委員会で現状を報告し、平成26年 4 月 1 日からの診療報酬
改定で血液培養においては 2 セットの保険点数算定が可能と
なったことを踏まえ、 2 セット採取の実施に協力を依頼するな
どした。その後 2 セット率は改善傾向にあり、感染制御活動の
ひとつとして血液培養の 2 セット採取を推進している。
　遺伝子検査部門では、主に分子標的薬の効果予測としての遺
伝子検査を行っており、その検査方法や、測定項目は年々変化
している。検査室として臨床側からの要望に応えられるよう、
検体の保存、結果のデータベース化を進め、新規検査方法、検
査項目を迅速に取り入れられるよう体制を整えている。平成26
年度に取り入れた新規分析機器（LUMINEX）は、一度の測定
で74の遺伝子異常を測定可能であり、これまで解析できなかっ
た領域の遺伝子変異も報告可能となった。具体的には抗EGFR
抗体医療薬の効果予測因子として今までのKRAS遺伝子だけで
なく、NRAS遺伝子変異も検出し、さらには予後不良因子、再
発高リスク因子として有効であるBRAF遺伝子変異も検出する
ことで、進行期大腸がん治療に非常に有用な検査結果を提供で
きるようになった。H27年度にはさらに広範囲な遺伝子変異を
一度に検出可能な次世代シーケンサーを導入し、日常検査とし
て導入できるよう、検討を続けている。　

＜研究課題 4 ＞
　病理細胞診断における分子腫瘍診断法の研究
　Development of molecular analysis on cancer diagnosis

＜研究者氏名＞
　所　属　部　遺伝子病理診断部
　研究代表者　谷田部 恭
　共同研究者　佐々木英一、村上善子、橋本光義

【背景】
　近年の分子生物学の飛躍的な発達により､ がんの発生･悪性
度の評価･薬剤応答性などの知見が蓄積され､ それは現在も増
えつつある｡ これら情報の一部は実臨床に直結しており､ その
応用により適切な診断･治療に結びつくものも多い｡ そこで､
これらの知見を検証した上で､ 実際の病理診断､ 細胞診断に導
入､ 応用することを目標に掲げた｡ その際に、診断に用いられ
る臨床検体は､ 生検検体などの小さな組織を利用しなければな
らなかったり､正常細胞が多数混じているなどの問題点も多い。
そこで、それらの点を踏まえた新たなアッセイ系の確立を検討
した。

【方法】
　本年度はMET遺伝子におけるalternative splicing検出アッセ
イ系について検討した。MET exon 14 skippingについてはこ
れまで世界に先駆けてalternative splicing mutationとして報告
したが、近年この変異に対するcrizotinib応答性が高いことが
報告され、ルーチン検査に加えるべく、簡便で判別のよい方法
の確立を試みた。この変異ではintron 13に遺伝子変異などが加
わることでexon 14のskippingが生じるが、その変異は一定の
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コドンに集積しないことから、skippingそのものを検出する転
写産物によるアッセイ系とした。転写産物を蛍光ラベルにて標
識したﾌﾟﾗｲﾏｰを用いてRT-PCRにて増幅し、その産物をGenetic 
analyzerにてfragment解析をすることで、skipping産物を異な
るシグナルとして認識することを試みた。

【結果】
　配列の異なる 6 つのプライマーセットを作成し、あらかじめ
direct sequencingに て 確 認 し あ るMET exon 14 skipping 
variantを有する症例 6 例、正常転写物を示す症例 3 例を用い、
検討を行った。パラフィン切片から抽出したRNAを用いるこ
とも考慮し、最も増幅効率のよいプライマーセットを選択した。
そのプローブを蛍光標識し、Fragment解析を施行したところ、
判別よくexon 14を欠失した変異型を 6 例で検出することがで
きた一方で、正常型では通常の転写物のみであった。さらに、
一部の症例ではパラフィン切片からRNAを抽出し、変異型を
検出できることを確認した。

【考察】
　MET exon 14 skipping variantはすでに承認されている薬剤
であるcrizotinibに対して効果が予測される他、開発中のMET
阻害剤に対しても有用と考えられ、ルーチンに検査を行うこと
で、これらの薬剤を用いての治療に対する患者選択に役立てる
ことが可能となった。

＜研究課題 5 ＞
トモセラピーを用いた強度変調放射線治療の臨床応用
Clinical application of IMRT using Helical Tomotherapy

＜研究者氏名＞
　所　属　部　放射線治療部
　研究者氏名　古平 毅
　共同研究者　立花弘之、富田夏夫，牧田智誉子

【はじめに】
　当院では 2006/ 6 にトモセラピー（TomoTherapy 社
TomoTherapy Hi-Art System）が設置されて以来、臨床例の
IMRTによる治療を開始してきた。今回われわれはIMRTの治
療効果とその有用性の指標である唾液腺機能を評価検討し当院
での頭頸部IMRTの臨床的評価を試み、臨床的有用性・妥当性
の評価を行うことを目的とした。

【方法】
　我々は今回IMRTの臨床的評価の目的で咽頭がんおよび頭頸
部リンパ腫症例に対し、治療前後での唾液腺機能評価の目的で
唾液腺シンチグラフィーを実施してきた。
　2006/ 6 -2015/12に頭頸部癌に対しヘリカルトモセラピーを
用い683例の頭頸部癌へのIMRT治療の経験を得た。上咽頭お
よび中咽頭はIMRTによる耳下腺の線量低減のメリットが大き
いと考えられ、積極的にIMRTの適応を勧めてきた。誌面の関
係で上咽頭癌の成績を紹介するにとどめる。対象は1990年以降
2013年までに化学放射線療法を行った上咽頭がん患者で年齢は

中央値54歳（11-76）、男性80：女性26という内訳だった。WHO
の病理組織分類のtype Iは24例type II-IIIは81例,のこり 1 例は
組織型判別不能であった。予後調査の解析時点で観察期間中央
値は47.2月（16-97ヵ月）、無病生存は71例、担癌生存は16例、
原病死が12例,他病死 7 例の内訳だった。 3 / 5 年粗生存率は
83.3/79.5%、 3 / 5 年無増悪生存率は69.8/63.6%という結果で
あった。G 2 の口腔乾燥割合は 6 ヶ月： 1 年： 2 年で66:23:16%
と経時的な改善傾向を認めた。また中咽頭癌、下咽頭癌のトモ
セラピーの治療成績を英語論文として発表した。

【まとめ】
　当院におけるトモセラピーを用いた頭頸部癌のIMRTにおい
て治療効果および治療後QOL改善の点で、その高い臨床的有
用性が示された。
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2 ．研究所における研究（人当研究費）

疫学・予防部

＜研究課題＞　 1 － 1 　
　（主題）　がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録資料を

活用した、がんの流行と転帰の分析
　（副題）　地域がん登録データに基づく乳がんの長期予後の変

化について

＜研究者氏名＞
　吉村章代 1 ）、伊藤秀美、細野覚代、尾瀬　功、西野善一 2 ）、
　服部昌和 3 ）、中山富雄 4 ）、田中英夫、伊藤ゆり 4 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　乳癌の罹患率は増加し続けているが、乳癌の予後は臨床研究
の結果では治療の進歩と個別化により改善している。しかし
2000年代における一般集団の予後に関しては、欧米において 5
年相対生存率（Relative Survival：RS）の改善が報告されてい
るのみであり、長期の予後は検討されていない。さらに予後規
定因子である診断時の年齢や進行度毎の予後の変化は明らかで
はない。
　今回　2000年代における乳癌の長期予後の変化を明らかにす
るために、長期生存率の算出可能な 6 府県（山形　宮城　新潟　
福井　大阪　長崎）の地域がん登録データを用い、1993－2006
年に乳癌と診断された63,348人（非浸潤癌と男性乳癌を除く）
を対象に10年相対生存率を算出した。1993－1997年に乳がんと
診断された患者の予後をコホート法で算出、2002－2006に乳癌
と診断された患者の予後をピリオド法で算出した。両年代の予
後を比較する事で、2000年代における予後の変化を評価した。
さらに年齢（－35歳、35－49歳、51－65歳、66歳－）、進行度（限局、
領域、遠隔転移）に分けて予後の変化を評価した。
　両年代間で10年相対生存は2.4％改善していた（76.9% vs 
79.3%）。年齢、進行度毎の検討では、35－49歳（+2.9%: 78.1% 
vs 81.0%）、50－69歳（+2.8% :75.2% vs 78.0%）、 領 域（+3.4%: 
64.9% vs 68.3%）で生存率が明らかに改善していた。一方　15
－34歳（+0.1%: 68.2% vs 68.3%）、70－99歳（+1.0%: 87.6% vs 
88.6%）、限局（+1.1%: 92.6% vs 93.7%）、遠隔（+0.9%:13.8 vs 
14.7%）では改善が少ない事が分かった。極めて改善が少なかっ
た15－34歳や遠隔では新たな治療戦略が必要であることが示唆
された。

＜今後の方向＞
　今回の検討では長期生存率の算出可能な 6 府県のデータを用
いたが、これは日本全体の約13％に値する。今後　癌登録の法
制化に伴いさらに大規模なデータを用いた検討が可能となる。
また　今回2000年代の10年相対生存率を算出するためにピリオ
ド法を用いたが、今後は更に最新の予後データを入手し2000年
代の予後をコホート法で算出する事が必要である。それにより
コホート法で算出した予後を年代毎に直接比較する事で、予後

の変化をより正確に評価する事が可能となる。

1 ）連携大学院生、 2 ）金沢医科大学、 3 ）福井県立病院
4 ）大阪府立成人病センター

＜研究課題＞　 1 － 2
　（主題）　がん対策の企画・評価に必要な地域がん登録資料を

活用した、がんの流行と転帰の分析
　（副題）　愛知県の二次医療圏別主要部位がんの生存率較差　

─進行度分布による検討─

＜研究者氏名＞
　山口通代 1 ）、伊藤秀美、中川弘子 2 ）、田中英夫

＜目的・概要・進捗状況＞
　地域がん登録資料から算出される生存率は、その地域におけ
るがん患者の平均的予後を表し、早期診断と適切ながん治療の
普及（均てん化）を包括する、がん対策の重要な評価指標であ
る。また、生存率の地域較差を確認することにより、早期診断・
治療体制の提供に関する改善の余地を知ることが出来る。
　愛知県では、2001年診断症例から従来の「非がん死亡との照
合」に加え、県内全市町村を対象とした「住民票照会」による
生存確認調査を実施し、より正確な生存率の把握に努めている。

「全国がん罹患モニタリング集計（MCIJ）2006－08年生存率報告」
においては、本県の登録精度が、2012年診断症例で、DCN割
合11.9％、DCO割合6.2％、Ｉ/Ｍ比2.31と、全国生存率集計の
基準｛（DCN割合<30％あるいはDCO割合<25％）、及び、Ｉ/
Ｍ比>=1.5｝を満たしており、また、診断から 5 年経過した時
点における「予後不詳患者の割合」についても 5 ％未満の水準
に達したことから、初めて集計対象県に採用された。
　今回、愛知県がん登録資料を用いて、主にがん検診を実施し
ている主要 5 部位がんの生存率を県内の二次医療圏別に算出
し、その較差を定量した。また、その比較にあたっては、生存
率に影響を及ぼす最大要因の一つである「進行度」の分布と生
存率との間に、どれくらいの地域相関があるかを部位ごとに調
べた。
　愛知県がん登録資料より、2006－08年に診断された症例で、
生存率の集計対象とされた70,672件（男：41,089、女：29,583）
の罹患データを用い、性別、部位別｛胃、大腸、肺、乳房（女）、
子宮頸部｝に、県内二次医療圏別（名古屋医療圏は東部と西部
に区分）に生存率を算出した。
　 5 年相対生存率の集計にあたっては、2006－08年診断症例の
うち、以下の 6 つの条件の者を除外した。①DCO症例、②多
重がんのあるケースでは第 2 がん以降、③上皮内がん・大腸の
粘膜がん、④良悪不詳、⑤遡り調査による登録、⑥100歳以上
の者。相対生存率はEdererII法を用いた。また、生存率に影響
を及ぼす要因である「進行度分布」は、「限局」、「領域（所属
リンパ節転移＋隣接臓器浸潤）」、「遠隔」の 3 群に分け、各医
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療圏毎にその割合を算出した。更に、「限局割合」については、
限局割合＝（限局／全体から不明を除く）×100として求め、
これと対応する医療圏・部位の 5 年相対生存率を用いて散布図
を作成し、それぞれの部位における単線形回帰分析を行い、「限
局割合」と「 5 年相対生存率」の関係について分析した。なお、
5 年相対生存率の算出にあたり、二次医療圏の中で、DCO割
合が25％を上回っていた 1 医療圏については、今回の解析から
除外した。
　二次医療圏の性別、部位別の 5 年相対生存率は、全部位（男：
51.9－62.2％、女：62.6－70.6％）、胃（男：56.5－67.8％、女：45.0
－61.2％）、大腸（男：66.3－72.1％、女：64.8－77.0％）、肺（男：
19.5－32.9％、女：31.2－60.7％）、乳房（女）86.5－93.8％、子宮
頸部60.0－84.8％であった。医療圏別生存率を全愛知と比較する
と、全部位、胃、肺の男女で有意に低い医療圏が認められた。
　また、限局割合については、全部位（男：44.3－52.5、女：
45.2－53.0）、胃（男：45.9－55.9％、女：39.2－50.9％）、大腸（男：
39.8－53.1％、女：37.6－47.9％）、肺（男：18.2－27.5％、女：31.0
－44.2％）、乳房（女）52.8－66.7％、子宮頸部42.9－69.6％であった。
進行度分布割合と生存率との関係を見るために、生存率が最高
及び最低の 2 つの医療圏と、全愛知の 3 群での分布割合を見た。
生存率と進行度分布を比較すると、「限局割合」は大腸（男）
を除く全ての部位において、生存率最大の地域が最小の地域よ
り 3 から26％高く、「遠隔割合」は 1 から17％低かった。大腸（男）
では、限局割合は生存率最大の地域が最小の地域より 5 ％低
かったが、限局及び領域割合を合計した値で観察すると、 1 ％
高かった。
　次に、「限局割合」と「 5 年相対生存率」の各値を用いて、
それぞれの部位における散布図と近似曲線を求めた。それらに
ついて単線形回帰分析を行った結果、回帰係数は、全部位（男：
1.065、女：0.808）、胃（男：0.946、女：0.733）、大腸（男：－0.667、
女：0.434）、肺（男：0.662、女1.013）、乳房（女）0.365、子宮
頸部0.618であった。全部位、胃、肺（男）、乳房、子宮頸部に
ついては有意な正の相関関係がみられた。　

＜今後の方向＞
　今回、 5 年相対生存率を医療圏別・性別・部位別で比較した
ところ、全部位、胃、肺において、全愛知より有意に低い医療
圏が確認された。その部位の中で、胃及び肺（男）については
限局割合と生存率に正の有意な関係が認められるため、がんの
早期発見が生存率向上に繋がることが示唆された。また、生存
率と進行度分布を比較すると、「限局割合」は大腸（男）を除
く全ての部位において、生存率最大の地域が最小の地域より 3
から26％高く、「遠隔割合」は 1 から17％低かったことから、
進行度分布は生存率に密接に関係していることが確認できた。
　更に、「限局割合」と「 5 年相対生存率」について単線形回
帰分析を行った結果、全部位、胃、肺（男）、乳房、子宮頸部
については、正の有意な関係が確認できた。大腸（男）におい
てその関係が認められなかったことは、進行度別生存率が「領
域」においても比較的良好である影響が考えられた。
　今回の結果から、限局割合と生存率の回帰式から大きく外れ
ている医療圏については、その原因を分析することが、当該部
位のがん患者の予後改善のために重要であると考えられた。

　がん対策を正しく評価するためには、生存率に影響を与える
要因を正しく理解して、生存率を解釈した上で、地域間比較を
する必要があるため、今後、さらに、進行度分布、進行度別生
存率を合わせたより詳細な評価を進め、医療計画やがん対策へ
の活用に繋げていきたい。

1 ）研修生、 2 ）リサーチレジデント

＜研究課題＞　 2 － 1
　（主題）　がんの環境要因、宿主要因、および両者の交互作用

を解明するための病院疫学研究
　（副題）　PSCA－rs2294008多型、ピロリ菌感染、その他の既

知のリスク要因による胃がんリスク予測モデルの構
築と精度評価

＜研究者氏名＞
　伊藤秀美、尾瀬　功、細野覚代、渡邉美貴、田中英夫、
　松尾恵太郎 1 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　分子疫学の進歩により、がんの個別化予防において遺伝的要
因の果たす役割について検討されるようになっている。しかし、
胃がんリスクの決定において、生物学的あるいは生活習慣に関
連するリスク要因と組み合わせた場合、遺伝的要因がどの程度
寄与するかについては、評価されていない。本研究では、がん
予防介入への実用化の可能性として、遺伝的要因（PSCA－
rs2294008多型）とその他の既知のリスク要因を組み合わせ、
リスク予測モデルを構築し、その精度を評価した。
　愛知県がんセンター病院疫学プログラムの参加者を対象に、
性、年齢を適合させた 2 つの症例対照研究を実施した。モデル
構築を目的とした研究 1 では2001－2005年初診の697例の胃がん
症例と1372例の非がん対照者が、外的妥当性の評価を目的とし
た研究 2 では2006－2013年初診の678例の胃がん症例と678例の
非がん対照者が対象である。研究 1 で、年齢、ABCD分類（ピ
ロリ菌感染と胃粘膜萎縮により定義）、喫煙、野菜果物摂取と
PSCA－rs2294008多型を予測因子として、条件付きロジス
ティック回帰モデルにより予測モデルを構築した。さらに、両
研究において、識別（ROC解析におけるAUC）、較正（calibration 
plot）、再分類（Integrated discrimination improvement, IDI）
指標を算出し、再現性を評価した。
　すべての予測因子を含むモデルAUCは0.78（95%信頼区間, 
0.76－0.80）で、calibration plotにおける較正勾配は0.99（0.90－
1.09）、IDI指標は0.12（p<0.00001）と、高いリスク予測精度を
示していた。研究 2 では、それぞれ、0.79（0.77－0.81）、0.98（0.88
－1.09）、0.12（p<0.00001）で、構築したリスク予測モデルの外
的妥当性は担保されていた。また、両研究において、モデル構
築に用いた予測因子の中で最も高いAUCとIDIを示したのは、
ABCD分類［AUC, 研究 1 =0.75（0.73－0.77）、研究 2 =0.76（0.74
－0.79）; IDI, 0.09（p<0.00001）, 0.11（p<0.00001）］ で、PSCA
多型ではなかった［AUC, 0.61（0.59－0.64）, 057（0.54－0.59）; 
IDI,0.09（p<0.00001）, 0.11（p<0.00001）］。
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【結論】遺伝的要因PSCA－rs2294008多型を含めた 4 つのリス
ク要因を用いて胃がんリスク予測モデルを構築した。胃がんリ
スク決定において、PSCA多型の貢献度は大きくないものの、
ABCD分類を初めとする既知のリスク要因と組み合わせること
により、高い識別、較正、再分類精を持つ胃がんリスク予測モ
デルを構築でき、精度の再現性を確認できた。本研究で開発し
たリスク予測モデルは、個別化予防プログラムにおいて、日本
人を適切な胃がんリスク群に分類するのに有用である可能性が
示唆された。

＜今後の方向＞
　リスク予測精度向上を目的として、近年GWAS研究で同定
された複数の遺伝子多型を加えたリスク予測モデルを再構築す
る。

1 ）遺伝子医療研究部

＜研究課題＞ 2 － 2
　（主題）　がんの環境要因、宿主要因、および両者の交互作用

を解明するための病院疫学研究
　（副題）　エストロゲン代謝関連遺伝子多型と閉経女性性ホル

モン濃度との関連：日本多施設コーホート研究
（J-MICC study） 横断研究

＜研究者氏名＞
　細野覚代、松尾恵太郎 1 ）、伊藤秀美、尾瀬　功、渡邉美貴、
　田島和雄 2 ）、田中英夫、J-MICC Study Group 

＜目的・概要・進捗状況＞
　近年乳がんなどのエストロゲン依存性腫瘍の罹患数が増加し
ている。また、CYP19A1 、HSD17B1 やHSD17B2 などのエ
ストロゲン代謝関連遺伝子の遺伝子多型が血中性ホルモン濃度
と関連するとの報告もある。日本多施設共同コーホート研究

（J-MICC研究）のデータを用いて、閉経女性の血清性ホルモン濃
度 とCYP19A1 （rs12148604, rs4441215, rs936306）、HSD17B1

（rs605059）、HSD17B2 （rs4888202, rs6564961, rs2955160） 遺
伝子多型との関連を検討した。
　本研究対象者はJ-MICC研究に参加した自然閉経女性（年齢
47－69歳）で現在ホルモン治療を受けていない785名である。生
活習慣情報は自記式質問票より収集した。保存血清を用いてエ
ストロン（E 1 ）、エストラジオール（E 2 ）、アンドロステン
ジオン、テストステロンをLC-MS/MS法で測定した。遺伝子
型はMultiplex PCR-based Invader assayにより決定した。各
SNPと性ホルモン濃度平均値の検定には年齢、閉経年数、喫煙、
飲酒、現在のbody mass index、身体活動、ホルモン治療歴、
SHBGレベルを共変量とした共分散解析を用いた。
　rs605059を除いた各遺伝子多型の遺伝子型頻度はHardy-
Weinberg平衡に従っていた。CYP19A1 のrs4441215 GG型と
rs936306 CC型、HSD17B1 のrs605059 CC型ではE 1 の平均値
が有意に低かった（p<0.05）。また、統計学的に有意ではなかっ
た が、CYP19A1 のrs12148604 TT型 とrs936306 TT型 はE 2

濃度が高かった。
　エストロゲン代謝に関連する遺伝子多型が日本人閉経女性の
血清性ホルモン濃度と関連する可能性が示された。

＜今後の方向＞
　長期間のエストロゲン曝露はエストロゲン関連腫瘍のリスク
因子であり、今後このコーホート集団のがん罹患等の追跡調査
を実施していく。

1 ）九州大学大学院医学研究院予防医学分野、
2 ）三重大学大学院医学系研究科公衆衛生・産業医学分野

＜研究課題＞　 2 － 3
　（主題）　がんの環境要因、宿主要因、および両者の交互作用

を解明するための病院疫学研究
　（副題）　びまん型胃がんの早期発見マーカーとしての

miRNAの検討

＜研究者氏名＞
　尾瀬　功、長崎洋美 1 ）、島田　周 1 ）、秋山好光 1 ）、谷田部 恭、
　細野覚代、伊藤秀美、田中英夫、松尾恵太郎、湯浅保仁 1 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　びまん型胃がん（diffuse-type gastric cancer; DGC）は予後
不良であり、早期発見が望まれるが効果的な方法は未だない。
我々はヒトと形態学的・分子的に同様のDGCを発生するモデ
ルマウスとしてE-cadherinとp-53のdouble conditional knockout

（DCKO） マウスを作成した。このマウスでは 3 種のmiRNA
（miR-103, miR-107, miR-194）がDGCの早期発見マーカーとな
り得る事を報告した。これらmiRNAがヒトでも同様に早期発
見マーカーとなるかを検討した。
　愛知県がんセンター初診患者のうち、DGCと診断された50
人と年齢･性別を一致させた非がん患者50人を対象として症例
対 照 研 究 を 行 っ た。 対 象 者 の 血 漿 か らmiRNeasy Serum/
Plasma KitでRNAを抽出し、miScript II RT Kitで逆転写を行っ
た。miRNAの定量はmiScript SYBR Green Kitを用い、Spike-
in cel-miR-39をコントロールとした。
　非がん患者の 3 種のmiRNAレベルは臨床要因等とは相関が
見られなかった。miR-103, miR-107, miR-194のROC曲線の曲線
下面積（AUC）はそれぞれ0.55、0.56、0.51であった。組織型
で層別化すると、混合型（DGC優位）ではmiR-103、miR-107、
miR-194のAUCはそれぞれ0.54、0.58、0.55、DGCのみではそれ
ぞれ0.53、0.61、0.56であった。
　マウスと異なりヒトのDGCでは血中miRNAレベルと関連が
見られなかった原因は、単純に種の違いによる可能性以外に、
ヒトDGCの発生要因が多様であることなどが考えられた。

＜今後の方向＞
　早期診断マーカーとして可能性のある他のmicroRNA等を検
討する。
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1 ）東京医科歯科大学分子腫瘍医学

＜研究課題＞　 2 － 4
　（主題）　がんの環境要因、宿主要因、および両者の交互作用

を解明するための病院疫学研究
　（副題）　日本人におけるコーヒー摂取と大腸がんリスクの関

連について

＜研究者氏名＞
　中川弘子 1 ）、伊藤秀美、細野覚代、尾瀬　功、松尾恵太郎 2 ）、
　田中英夫

＜目的・概要・進捗状況＞
　大腸がんは2011年のがん罹患統計において男性 4 位、女性 2
位のがんである。近年疫学研究においてコーヒー摂取と大腸が
ん発生率低下との関連が報告され、コーヒーが大腸がん予防に
有用であるとの期待が高まっているものの、大腸がんリスクに
おけるコーヒーの効果は未だに確立されておらず、更なるエビ
デンス構築が必要とされる。そこで我々は、コーヒー摂取と大
腸がん発症リスクについて症例対照研究を実施しメタ解析によ
り検討を行った。
　愛知県がんセンター病院疫学プログラム（HERPACC）への
参加者を対象とした 2 つの症例対照研究［HERPACC－I（1988
－2000年 ） とII（2001－2005年 ）］ を 実 施 し た。 対 象 は、
HERPACC－Iの大腸がん症例1867名と非がん症例9335名、及び、
HERPACC－IIの大腸がん症例829名と非がん症例4145名であ
る。各々の研究において、コーヒー摂取と大腸がんリスクの関
連を、飲酒、喫煙、肥満、運動習慣、大腸がんの家族歴等を調
整因子とした条件付きロジスティックモデルを用い、コーヒー
を飲まない群と比べ、コーヒー摂取群（ 1 日に 1 杯未満、 1 －
2 杯、 3 杯以上）のオッズ比を算出した。さらに、Random-
effects modelによるメタ解析法により、統合オッズ比を算出し
た。
　コーヒーを飲まない群と比べ、コーヒー摂取群（ 1 日に 1 杯
未満、 1 － 2 杯、 3 杯以上）のオッズ比は、HERPACC－Iでは
それぞれ0.86（95%CI:0.73－1.00）、0.89（0.78－1.01）、0.75（0.61
－0.91）（傾向性p=0.009）、HERPACC－IIでは0.93（0.72－1.20）、0.94

（0.74－1.21）、0.86（0.63－1.19）（傾向性p=0.482）であり、メタ
解析による統合オッズ比は、それぞれ0.88（95%CI:0.77－1.00）、
0.90（0.80－1.01）、0.78（0.65－0.92）、傾向性p=0.009であった。
部位別リスクについて同様に評価したところ、コーヒーを飲ま
ない群と比べ、 3 杯以上/日飲む群の統合オッズ比は、右側、
左側結腸、直腸それぞれ、0.97（95%CI:0.62－1.53）、0.76（0.55－
1.07）、0.77（0.55－1.07）で、傾向性p値はそれぞれ、0.833、0.048、
0.068と、特に左側結腸で有意な関連がみられた。以上より、コー
ヒー摂取と全体および部位別大腸がんリスク低下との関連を示
すことができ、部位別ではとくに左側結腸において関連が強く
観察された。

＜今後の方向＞
　GWAS研究により日本人のコーヒー摂取行動関連遺伝子多

型を同定することで、遺伝子情報を考慮した上でのコーヒー摂
取と大腸がんリスクとの関連の検討を行う。

1 ）リサーチレジデント　 2 ）遺伝子医療研究部

＜研究課題＞　 3
　（主題）　「健康日本21あいち」に基づく愛知県民のためのが

ん予防啓発技術の開発研究
　（副題）　禁煙治療受療者における禁煙成功に関連する諸要因

の同定　セルフエフィカシーとの関連を中心に

＜研究者氏名＞
　田中英夫、谷口千枝 1 ）、伊藤秀美、尾瀬　功

＜目的・概要・進捗状況＞
　2006年から開始されたニコチン依存症管理料の算定では、患
者は薬物療法に加えて、医師や看護師から12週間に 5 回の頻度
で禁煙支援を受ける。セルフエフィカシー（自己効力感）は、
禁煙を始めとした健康行動との関連が強いと報告されており、
禁煙支援ではセルフエフィカシーを強化することが重要とされ
ている。しかし、禁煙治療の中でどの程度までセルフエフィカ
シーを強化することが、その後の禁煙成功確率を上げるかは報
告されていない。本研究では、2008年から2012年に愛知県がん
センター、名古屋医療センター等の協力 6 施設を受診した患者
660名（うち、がん患者119名を含む）を対象に、診療毎のセル
フエフィカシーの高さと、禁煙治療終了時（開始から12週目）
の禁煙成功との関連を多重ロジスティック回帰分析にて算出し
た。95％以上の高いセルフエフィカシーを持つ者は、初回では
全体の12％程度であったが、 5 回目の禁煙治療終了時には半数
を超えた。禁煙治療終了時に禁煙を成功していた者の初回のセ
ルフエフィカシーは、禁煙に失敗していた者に比べて高めであ
り、初回から 2 回目にかけて急激に上昇し、その後もなだらか
に上昇し続けた。一方で禁煙に失敗した者のセルフエフィカ
シーは、上昇がほとんどみられなかった。診療毎のセルフエフィ
カシーは、初回から 5 回目まで全て60％以上に保つことで禁煙
成功との関連が見られた（性、年齢、基礎疾患の有無を調整）。

＜今後の方向＞
　禁煙治療においてセルフエフィカシーを高く保つことは、禁
煙治療終了時の禁煙成功確率を上げることが示唆された。今後
はセルフエフィカシーのみでなく、様々な要因ごとに禁煙成功
との関連を詳細に分析し、禁煙治療に携わる医師や看護師に必
要な知見として広めていく必要があると考えた。

1 ）椙山女学園大学看護学部

分子腫瘍学部

＜研究課題＞　 1 　
　（主題）　肺がんの発症・進展機序の解明と分子標的療法の探
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索
　（副題）　肺がんの浸潤・転移に関連する新規遺伝子CLCP 1

の機能解析と治療への応用

＜研究者氏名＞
　長田啓隆、立松義朗、関戸好孝、谷田部 恭、小野健一郎 1 ）、
　柳澤　聖 2 ）、高橋　隆 2 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　多くの先進諸国において癌死亡率第一位を占める難治性の肺
癌の予後改善のために革新的な新規治療法の開発が求められて
おり、そのために肺癌の発生・進展機序に関する分子生物学的
な解析が精力的になされ、肺癌に特徴的な遺伝子発現プロファ
イルが、肺癌の病理組織像や臨床予後と強い関連を持つことが
明らかとなってきている。そのような知見の蓄積のもと、現在
我々は、高転移性の肺癌細胞株で高発現しているI型膜貫通型
の新規転移関連遺伝子CLCP 1 の機能解析を進め、その知見を
新規のがん診断法・治療法へ応用することを目的とし研究を進
めている。この転移関連分子CLCP 1 についてこれまで、ホモ
二量体及び受容体型チロシンキナーゼ（RTK）とのヘテロ二
量体を形成することや、抗CLCP 1 抗体がEGFRの内在化と分
解を惹起することを明らかとしてきた。そこで、平成27年度は
さらにCLCP 1 とRTKとの関連性について、RTKが伝達するシ
グナルによるCLCP 1 のリン酸化修飾の機能的役割を中心に検
討を加えた。
　CLCP 1 上の五箇所のリン酸化候補部位のチロシンをアラニ
ンに置換した各種変異体を作成し、野生型CLCP 1 或いは作成
したリン酸化部位変異型CLCP 1 を肺がん細胞株に導入して、
多層的な比較検討を進めた。その結果、特定のリン酸化候補部
位について、単独に、或いは、複数個所のチロシンをアラニン
に置換した変異体において、有意な増殖抑制が惹起されること
を見出した。また、CLCP 1 の野生型あるいはリン酸化変異体
を導入した肺がん細胞株を用いて、マイクロアレイ解析を行っ
て 遺 伝 子 発 現 プ ロ フ ァ イ ル デ ー タ を 取 得 し、gene set 
enrichment analysis（GSEA）法によって影響をうける遺伝子
セットの探索解析を進めた。その結果、EGFR阻害剤によって
EGFRから伝達されるシグナルを抑制した際に変動する、遺伝
子セットとの有意な関連性を検出した。一方、CRISPR/Cas 9
システムを用いてノックアウト、或いは、siRNAによってノッ
クダウンしたところ、METの自己リン酸化の著減と、HGF添
加に対する反応性の減弱が引き起こされた。これらの検討に
よって、CLCP 1 は、EGFRやMET等のRTKが伝達するシグナ
ルによってリン酸化を受けて制御を受けているとともに、逆に
恐らくそのリン酸化を介して、RTKシグナリングに促進的に
働く機能を持つ分子であり、CLCP 1 とRTKとの間に機能的な
クロストークが存在することを示唆する研究成果が得られた。

＜今後の方向＞
　RTKの内在化・活性抑制を誘導する抗CLCP 1 抗体が、in 
vitro及びin vivoにおいて単独でどの程度、腫瘍増殖抑制及び
浸潤転移抑制作用を発揮し得るかも検討していく。

1 ）医学生物学研究所、
2 ）名古屋大学大学院医学系研究科分子腫瘍学分野

＜研究課題＞ 2
　（主題）　中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研究
　（副題）　スタチンはYAPを制御して悪性中皮腫細胞の増殖

を抑制する

＜研究者氏名＞ 
　田中広祐、長田啓隆、村上優子、堀尾芳嗣、樋田豊明、
　関戸好孝

＜目的・概要・進捗状況＞ 
　悪性中皮腫は胸膜あるいは腹膜に存在する中皮から発生する
腫瘍で、アスベスト曝露によって引き起こされる極めて予後不
良の腫瘍である。診断時には既に進行していることが多く、現
在、有効な標準治療法は確立していない。他の高頻度に発症す
る腫瘍に比べて、その分子病態の解析は極めて遅れており新規
の診断法や分子標的治療法の開発への大きな障壁となってい
る。 が ん 抑 制 遺 伝 子 異 常 と し て は、CDKN 2 A、NF 2 、
BAP 1 遺伝子の高頻度不活化変異が認められるが、がん遺伝
子異常は稀である。NF 2 遺伝子産物（転写産物はマーリンと
呼ばれる）は細胞内の増殖抑制性のHippoシグナル伝達系を制
御し、転写コアクチベーターであるYAPの活性を抑制する。
悪性中皮腫細胞はNF 2 やHippoシグナル伝達系の構成因子を
コードするLATS 2 遺伝子等の変異により約70％の症例でYAP
が恒常的に活性化していることを当部は明らかにしてきた。
　抗高脂血症薬であるスタチンは、様々な腫瘍において抗腫瘍
効果を示すことが示されている。一方、最近、スタチンはメバ
ロン酸経路を通じ、YAPを負に制御することが示された。我々
は、スタチンが悪性中皮腫細胞の増殖にどのように影響を与え、
さらに、その効果が中皮腫細胞のHippoシグナル伝達系の異常
の有無によって差が見られるか否かを明らかにするために研究
を進めた。
　悪性中皮腫細胞株13株に対してスタチン（fluvastatin）を投
与したところ、細胞株毎に細胞増殖抑制効果の顕著な差が認め
られた。不死化中皮細胞株MeT－ 5 A株よりスタチンに対して
高感受性の株は 6 株、低感受性の株は 7 株であった。高感受性
株はいずれもNF 2 あるいはLATS 2 遺伝子変異を有しており、
Hippoシグナル伝達系の不活性化が認められた。一方、高感受
性株の中にはNF 2 あるいはLATS 2 の遺伝子変異を有する株が
あるものの、BAP 1 遺伝子変異の共存が認められた。BAP 1 遺
伝子変異の影響を疑い、BAP 1 変異を有するY-MESO-25株に
野生型BAP 1 を導入したところ、スタチンによる感受性が中
等度回復した。
　スタチン投与による効果についてYAPのリン酸化（リン酸
化によりYAPは不活性化される）を検討したところ、高感受
性株ではYAPの優位な高リン酸化（不活性化）が検出された。
同時に、YAPの転写標的遺伝子である結合組織成長因子

（CTGF）遺伝子等の発現が抑制された。さらにメバロン酸経
路の中間代謝物であるGeranylgeranyl-PP（GGPP）を投与した
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ところ、スタチンによるYAPのリン酸化、細胞増殖抑制効果
はキャンセルされた。一方、その下流であるF-actinに対する
阻害剤Latrunclin AによってGGPPの効果はキャンセルされた
ため、悪性中皮腫細胞株においてメバロン酸経路→RhoA→F-
actinの系がYAPの制御に重要であることが明らかとなった。
　最後に、YAPの新たな転写標的遺伝子としてCD44を同定し、
CD44遺伝子のプロモーター領域にYAPおよび転写因子TEAD
が結合することを明らかにした。さらに、スタチンはYAP/
CD44アキシスをブロックし、OCT 4 、SOX 2 遺伝子などの転
写を抑制することにより、悪性中皮腫細胞のがん幹細胞様の表
現型を減弱させることを明らかにした。

＜今後の方向＞
　悪性中皮腫細胞において腫瘍抑制性に機能するNF 2 －
Hippoシグナル伝達系の不活性化は極めて重要であり、その機
能的な意義、および本シグナル伝達系の不活性化によって恒常
的に活性化されるYAPに対する候補薬剤を見出すことが中皮
腫に対する新たな治療法開発への足がかりになるものと期待さ
れる。今回の検討により、 1 ）スタチンは悪性中皮腫細胞に対
して腫瘍抑制性に機能すること、 2 ）スタチンはメバロン酸経
路を通じてYAPを不活性化すること、 3 ）スタチンはYAP/
CD44アキシスを制御し、がん幹細胞様の表現型を減弱させる
こと等、が明らかとなった。これらの知見は、実際の中皮腫患
者に対してスタチン投与による治療戦略を構築する上で極めて
重要な示唆を与えるものと考えられた。

遺伝子医療研究部　

＜研究課題＞ 1 － 1
　（主題）　造血器腫瘍発症機構の分子生物学的研究及び診断治

療への応用
　（副題）　悪性リンパ腫の初発/再発共通クローンに対する染

色体異常解析

＜研究者氏名＞
　片山　幸、高原大志 1 ）、垣内辰雄 2 ）、竹内一郎 3 ）、
　Toby Dylan Hocking 4 ）、都築　忍、瀬戸加大 5 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　悪性腫瘍は、治療によっていったん寛解した後でも、しばし
ば再発する。この再発は予後不良の原因となるため、再発のメ
カニズムを明らかにすることは、重要である。我々は、悪性リ
ンパ腫に対する同一症例に対する初発および再発腫瘍に対する
染色体増幅欠失異常の検討から、この再発の原因であると考え
られる初発/再発共通クローンの存在を見出した。自験例と他
験例を合わせた150例の検討では、B細胞性リンパ腫の約40%の
症例における初発/再発共通クローンに18番染色体の増幅異常
が存在しており、これらの症例の多くは 3 番染色体の異常を同
時に持っていることが判明した。

＜今後の方向＞

　いくつかの染色体異常の組み合わせが存在することで、B細
胞性リンパ腫の腫瘍クローンは長期生存することが可能となり
再発すると考えられる。このような染色体=遺伝子異常の組み
合わせを明らかにし、これらの異常に対する治療を行うことで、
再発予防を目指す。

1 ）リサーチレジデント、 2 ）研修生、 3 ）名古屋工業大学、
4 ）McGill University、 5 ）久留米大学医学部・病理

＜研究課題＞ 1 － 2
　（主題）　造血器腫瘍発症機構の分子生物学的研究及び診断治

療への応用
　（副題）　マウスモデルを用いたDLBCL（Diffuse Large B 

Cell Lymphoma）関連遺伝子の機能解析

＜研究者氏名＞
　高原大志 1 ）、都築　忍

＜目的・概要・進捗状況＞
　DLBCL（び漫性大細胞型B細胞性リンパ腫）は悪性リンパ
腫の一亜型であり、その多くは遺伝子発現解析によりGerminal 
center B cell like（GCB）－DLBCLとActivated B cell like（ABC）
-DLBCLに分類される。いずれも胚中心B細胞から発生すると
されている。DLBCLについては多数の遺伝子異常がこれまで
に報告されているものの、何れの遺伝子異常が発症に寄与して
いるのか、また複数の遺伝子異常の間に協調作用があるのかと
いった問題は十分に解明されていない。この問題を検証するた
め、以前我々が確立した、in vitroで成熟B細胞から胚中心B細
胞を誘導し、レトロウイルスにより腫瘍関連遺伝子を導入して
免疫不全マウスに移植する系を用いた。今回我々はDLBCLの
リンパ腫関連遺伝子として知られているCard11L225LI、Bcl 2 、
Bcl 6 について評価した。これらの 3 種の全てと、任意の 2 種
の遺伝子を導入したところ、 3 種すべてを導入した群と
Card11L225LI、Bcl 6 を導入した群においては、いずれの個体に
おいても 2 か月以内にDLBCLの発症がみられた。一方、それ
以外の群においては、リンパ腫の発症は大きく遅延するか、認
められなかった。
　腫瘍細胞における転写因子の発現を検討したところ、腫瘍細
胞はABC-DLBCLのマーカーであるIRF 4 とFOXP 1 を発現し
ていた。今回の結果により、NF-κB経路の恒常的な活性化を
もたらす変異型Card11と、分化の停止をもたらすBcl 6 の協調
がABC-DLBCLの発症に重要な役割を果たしていることが示さ
れた。

＜今後の方向＞
　DLBCLにおいて報告されている多数の遺伝子異常に関して
も今回の検討と同様の評価が可能と考えている。さらに治療薬
のin vivoモデルとしての応用を期待している。

1 ）リサーチレジデント
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＜研究課題＞ 1 － 3
　（主題）　造血器腫瘍発症機構の分子生物学的研究及び診断治

療への応用
　（副題）　ATLマウスモデルの系を応用した化合物スクリー

ニング

＜研究者氏名＞
　春日井由美子、都築　忍

＜目的・概要・進捗状況＞
　成人T細胞性白血病（Adult T-cell Leukemia: ATL）はhuman 
T-cell leukemia virus type 1 （HTLV－ 1 ）感染者に発症する
予後不良のT細胞性腫瘍で、約60年という長い期間を経て、感
染者の約 5 %以下に発症する。このことから、ATL発症には
HTLV－ 1 感染だけでは不十分で、他の要因の蓄積が必要であ
ることが示唆されるものの、その特定には至っていない。また、
近年、ATLに対する免疫抗体療法の臨床試験なども行われて
おり、約50%に効果があると言われているが、残りの50%に有
効な薬剤は見つかっていない。
　我々は、独自のデータや公開されている情報をもとに、
ATL発症に加担する遺伝子異常の候補を探索し、さらにこれ
らの遺伝子異常とHTLV－ 1 が発現している遺伝子を組み合わ
せることにより、急性型ATL様疾患を発症するマウスモデル
を以前確立した。この系を応用し、ATL特異的に有効な新し
い薬剤を検出するため、化合物ライブラリースクリーニングを
行うことにした。
　in vitroで分化・増殖させたマウスT細胞に、HBZ、BCLxL、
Aktの 3 遺伝子を導入し、OP 9 －DL 1 細胞上で培養し、サイト
カインを加えなくても増殖する細胞を作製した。この細胞に、
東京大学創薬機構から提供された、化合物約 1 万個を反応させ
て、特異的に細胞の増殖を抑制、または死滅させる薬剤を検出
できるように現在、条件設定を行っている。

＜今後の方向＞
　ATL特異的に有効な薬剤を検出できるよう、スクリーニン
グの感度を向上させる。

＜研究課題＞ 2 － 1
　（主題）　造血器細胞の分化・増殖に関与する遺伝子の血清学

的、分子生物学的研究
　（副題）　リンパ性白血病関連遺伝子の機能解析

＜研究者氏名＞
　都築　忍

＜目的・概要・進捗状況＞
　白血病は様々な遺伝子異常によって生じるヘテロな疾患群だ
が、その疾患単位を特徴づける遺伝子変異も存在する。今回
AYA世代臨床検体解析から見いだされた 3 種のリンパ性白血
病関連遺伝子の機能解析を通して、その遺伝子が白血病の成立・
維持に果たす役割を考察した。さらに白血病の表現型との相関

について検討した。
　コントロールのマウス未分化Ｂリンパ球は、移植後マウス体
内で急速に分化し、1 か月程度で体内から検出できなくなった。
これに対して、DUX 4 －IgHをマウス未分化Ｂリンパ球に発現
させて移植すると、細胞は最も未分化なプロＢの段階で分化が
停止して、マウス体内に長期（ 1 か月以上）存在し続けた。さ
らに、DUX 4 －IgHを発現させたこのＢリンパ球は 2 次移植後
も分化が停止したまま体内で増殖し続け、さらに 3 次移植も可
能であった。EP300ZNF384をマウス未分化Ｂリンパ球に発現
させてマウスに移植すると、細胞はプレＢの段階で分化が停止
し、それ以降への分化が完全に阻害された。同細胞も 2 次移植
が可能であった。MEF 2 DBCL 9 の機能解析は現在進行中で
あるが、Ｂリンパ球の分化抑制作用は不完全であるという予備
的結果を得ている。
　以上より、DUX 4 －IgH, EP300ZNF384は各々異なる分化段
階で細胞の分化を止めること、MEF 2 DBCL 9 の分化抑制作
用が弱いことから、各々の遺伝子は白血病の異なる表現型と相
関を示す可能性がある。さらに 3 種の各遺伝子を発現させたＢ
リンパ球を移植したマウスは時期に違いはあれ、いずれも白血
病を発症し、各々異なる細胞表面形質を示した。

＜今後の方向＞
　遺伝子機能のさらなる解析のために遺伝子発現解析などを行
う。

＜研究課題＞ 2 － 2
　（主題）　造血器細胞の分化・増殖に関与する遺伝子の血清学

的、分子生物学的研究
　（副題）　不死化中皮細胞株に対する遺伝子導入による悪性化

の検討

＜研究者氏名＞
　垣内辰雄 1 ）、高原大志 2 ）、中西速夫 3 ）、長田啓隆 4 ）、
　関戸好孝 4 ）、瀬戸加大 5 ）、都築　忍

＜目的・概要・進捗状況＞
　悪性中皮腫においても造血器腫瘍と共通する遺伝子異常がみ
られることがあるため、悪性中皮腫の増殖、腫瘍化における遺
伝子異常の役割について検討した。これまで悪性中皮腫に関連
する遺伝子異常は、中皮腫の細胞株を用いてその機能が評価さ
れて来たが、正常中皮細胞から悪性中皮腫への形質転換におけ
る役割に関しては評価されていない。今回、われわれはヒトパ
ピローマウイルスE 6 /E 7 およびhTERTを導入した不死化中
皮細胞株を用いて、中皮腫関連遺伝子の形質転換能を検討した。
　悪性中皮腫臨床検体や細胞株に認める遺伝子異常は、Hippo
経路を高頻度に不活化させる。Hippo経路の不活化により、転
写活性化補助因子YAPのリン酸化が抑制され、その結果YAP
は核内に移動し、特定の遺伝子発現を制御する。
　今回我々は不死化中皮細胞株を用いてYAPを過剰発現させ
ることでHippo経路の不活化を再現した。その結果、YAPを過
剰発現させた不死化中皮細胞株はin vitroでの増殖能が亢進し、
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ヌードマウスに移植すると腫瘍を形成することを見出した。
YAPによる形質転換において重要な役割を担う遺伝子を明ら
かにするために、YAP遺伝子導入前後の不死化中皮細胞株に
対して遺伝子発現解析を行った。その結果、YAPの下流にあっ
て、細胞増殖に関与する遺伝子としてphospholipase C beta 4

（PLCB 4 ）を同定し、またPLCB 4 はin vitroにてYAP活性化
を示す中皮腫細胞株の増殖に関与していることを見出した。

＜今後の方向＞
　PLCB 4 が中皮腫細胞株のin vivoにおける腫瘍増生の役割を
明らかにする。

1 ）研修生、 2 ）リサーチレジテント、
3 ）愛知県がんセンター愛知病院 臨床研究検査科、
4 ）愛知県がんセンター分子腫瘍学部、
5 ）久留米大学医学部・病理

＜研究課題＞ 3
　（主題）　遺伝背景を考慮する事による新たな発がん要因の探

索
　（副題）　アルコール代謝酵素関連遺伝子と膀胱がん

＜研究者氏名＞
　正岡寛之 1 ）、松尾恵太郎、伊藤秀美 2 ）、尾瀬　功 2 ）、
　細野覚代 2 ）、渡邉美貴 2 ）、田中英夫 2 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　喫煙や職業曝露といった化学曝露は、膀胱がん発症の危険因
子であることが知られている。アルコールの代謝産物であるア
セトアルデヒドは、頭頚部、食道がんなどの飲酒関連がんにお
ける化学発がんにおいて重要な役割を果たすことが知られてい
るが、膀胱がんリスクと飲酒・アセトアルデヒドとの関連は明
らかではない。アルコール代謝に関与するアルデヒド脱水素酵
素 2 （ALDH2 ; rs671, Glu504Lys）やアルコール脱水素酵素
1 B（ADH1 B; rs1229984, His47Arg）の遺伝子多型を考慮す
ることで、飲酒と膀胱がんリスクとの関連が明らかになる可能
性が考えられたため、愛知県がんセンター病院疫学研究

（HERPACC 2 ）に登録された、膀胱がん症例74人と対照740人
にて症例対照研究を行った。その結果、飲酒者において、アセ
トアルデヒド代謝活性の低いALDH2  Glu/Lysは、代謝活性の
高いALDH2  Glu/Gluと比較して、膀胱がんリスクの有意な上
昇と関連していた。しかしながら、非飲酒者では、ALDH2   
Glu/LysはALDH2  Glu/Gluと比較して膀胱がんリスクの上昇
は認められなかった。また、アルコール代謝活性の低い
ADH1 B Arg+は、代謝活性の高いADH1 B His/Hisと比較し
て膀胱がんのリスクは有意に上昇しており、ALDH2  Glu/Lys
とADH1 B Arg+を有する者は、ALDH2  Glu/GluとADH1 B 
His/Hisを有する者と比較して、最も膀胱がんのリスクが高かっ
た（オッズ比 4.00, 95% 信頼区間 1.87－8.87）。以上の結果より、
飲酒に由来するアセトアルデヒドが、膀胱がんの発がん物質で
ある可能性が示唆された。

＜今後の方向＞
　上記の結果が確固たるものかを検証するために、別の日本人
集団にて追試試験を行う、もしくは、アセトアルデヒド代謝活
性の低いALDH2  Lysキャリアーの多い中国人を対象とした症
例対照研究を行う。

1 ）リサーチレジデント
2 ）愛知県がんセンター疫学・予防部

腫瘍免疫学部

＜研究課題＞　 1
　（主題）　腫瘍抗原の免疫学的、分子生物学的検索
　（副題）　がん細胞では異常なTAP分子によりエピトープを

提示する

＜研究者氏名＞　
　岡村文子、赤塚美樹 1 ）、葛島清隆

＜目的・概要・進捗状況＞
　細胞傷害性Tリンパ球（CTL）は受容体を介してがん細胞の
ヒト白血球抗原（HLA）とペプチドの複合体を認識して、が
ん細胞を特異的に殺傷できる。しかしながらがん細胞にはしば
しば免疫細胞からの攻撃から回避する免疫回避機構が備わって
いる。抗原提示機構でペプチドを小胞体内へ運んでいる
transporter associated with antigen processing（TAP）の欠
損はがん細胞でのみ起こる。その結果、大部分のペプチドの供
給が行われなくなり、CTLによる免疫監視から回避しやすく
なる。しかしながら、TAP欠損時にどのような免疫応答が起
こるか詳しくわかっていない。そこで、CRISPR/Cas 9 システ
ムによりTAP 2 遺伝子を標的としてゲノム編集法により遺伝
子改変がん細胞を作製し、CTLによる免疫応答を検討した。
本年度は、昨年度作製中であった遺伝子改変がん細胞から樹立
したクローンの解析および、CTLによる免疫応答を行った。
　TAP 2 遺伝子を標的としたCRISPR/Cas 9 システムにより膵
臓癌細胞株KP－ 3 細胞にゲノム編集を行い、限界希釈法にてク
ローンを樹立した。これらの細胞について、TAP 2 遺伝子の
DNA配列を調べた。また蛋白質発現をウェスタンブロット法
にて、細胞表面HLAの発現をフローサイトメトリーにて確認
した。ゲノム編集KP－ 3 クローンに対するCTL応答をIFN-γ産
生を指標にELISAにて測定した。

【結果】ゲノム編集KP－ 3 クローンの標的付近DNA配列を調べ
たところ、TAP 2 遺伝子が全くゲノム編集されていなかった
クローンはサロゲートマーカーであるHLAの発現が高かった

（high）。ゲノム編集されていたがTAP 2 蛋白質の発現が微弱
ながらも残っていたクローンでは、HLAの発現は中程度であっ
た（intermediate）。またゲノム編集の結果TAP 2 遺伝子が破
壊されたクローンではHLAの発現が非常に低く（low）なって
いた。これら 3 群に対して、エピトープ生成過程において
TAP必要性の異なるCTLの反応を調べた。エピトープ生成に
おいてTAPを必要とするCTLはlow群には全く反応しなかった
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が、intermediate群には若干反応した程度であった。一方でエ
ピ ト ー プ 生 成 に お い てTAPを 必 要 と し な いCTLはlow群、
intermediate群によく反応してIFN-γを産生した。また、TAP
の発現が低下した時やTAPの機能を阻害されるとエピトープ
が生成されるCTLはintermediate群のみを認識した。

【考察・結論】がん細胞にTAP 2 遺伝子を標的としてゲノム編
集を行って、クローンを樹立することができた。ゲノム編集細
胞に対するCTL応答は様々で、TAPの発現が低下した時にの
み生成されるエピトープが存在することが明らかとなった。こ
れらの結果はがん免疫応答を考える上で重要な知見になると考
えられる。

1 ）客員研究員（藤田保健衛生大学・血液内科）

＜研究課題＞　 2
　（主題）　免疫診断及び免疫治療の前臨床的及び臨床的研究
　（副題）　高親和性T細胞受容体による分子標的治療薬の開発

＜研究者氏名＞
　太田里永子、葛島清隆

＜目的・概要・進捗状況＞
　がんに対する特異的な細胞傷害性T細胞（CTL）は、がん患
者において存在したとしても、その機能は制御性T細胞や、腫
瘍に発現しているPD－L 1 などにより、強く抑制されている。
そこで腫瘍を効率よくターゲティングし、免疫応答による腫瘍
破壊を誘導するために、T細胞受容体（TCR）分子に着目した。
TCRは、主要組織適合複合体（MHC）/抗原ペプチド－複合体
に結合する。抗体と同様、多種多様な抗原に対して、遺伝子再
構成によって様々なバリエーションのTCRが作られる。抗体
と抗原の結合は強力（解離定数：KD=10－ 9 ～10－11 M）である
のに対して、TCRとMHC－ペプチド複合体との結合は比較的弱
い（KD=10－ 4  M～10－ 7  M）。しかしながら、抗体は、がん細
胞表面に発現している抗原にしか反応できないのに対し、
TCRは、HLAを介して提示された細胞内抗原も認識すること
ができる。私共は、抗体に匹敵する親和性の可溶型TCRを得
ることで、新規の分子標的治療薬の開発を目指している。例え
ば、 高 親 和 性 のTCRと 抗CD 3 抗 体 のscFv（single chain 
fragments variant）を繋げた分子は、免疫アナジーや免疫疲
労に陥っていない“元気な”CD 3 陽性T細胞を腫瘍局所に集
積させ、活性化し、腫瘍の破壊に動員することができると考え
られる。
　in vitroにおいてTCRを親和性成熟（affinity maturation）さ
せるリーディング実験として、研究室に解析システムが完備さ
れている、サイトメガロウイルス由来のタンパク質pp65を用
いた。HLA－A＊24:02拘束性pp65特異的CTLクローンのαおよ
びβTCR遺伝子を、ファージミドベクターpUC119に構築し、
大腸菌HB2151に形質転換したTCRのα鎖とβ鎖の二量体の分
子量を確認した。
　次に、α鎖及びβ鎖のCDR 3 領域のアミノ酸にランダム変
異を導入したファージミドライブラリーを作製した。大腸菌

TG 1 を用いてファージ溶液を作製後、HLA－A24/pp65複合体
をコートした磁気ビーズで 4 回パニングした。しかしながら、
得られたファージクローンは全て元のTCR構造を有していな
かった。そこで、実験の諸条件を再検討するため、すでに報告
済みのHLA－A*02:01拘束性HTLV－ 1  Tax特異的TCRを用いて
ライブラリーの構築を行った。変異導入のためのPCRの条件も
検討した。HLA－A 2 /Tax複合体をコートした磁気ビーズで 3
回パニングしたところ、高親和性TCRとして報告済みの変異
に類似したアミノ酸配列を持つファージが濃縮された。このこ
とから、TCRファージライブラリーを用いたin vitro affinity 
maturationのシステムが構築できた。

＜今後の方向＞
　現在、今回確立した方法でpp65特異的TCRのライブラリー
を再作製し、パニングを行っている。高親和性のTCRクロー
ンを取得した後、CD 3 発現293T細胞に導入してHLAテトラ
マーとの結合性の改善を評価する予定である。

＜研究課題＞　 3
　（主題）　乳がんの発症にかかわる遺伝子の解析と臨床応用
　（副題）　非遺伝性散発性乳癌におけるTREX 2 複合体の機能

解析

＜研究者氏名＞　
　権藤なおみ 1 ）、桑原一彦 2 ）、葛島清隆

＜目的・概要・進捗状況＞
　乳癌の90%以上を占める非遺伝性散発性乳癌は多因子疾患と
考えられる。我々は転写共役型DNA傷害の研究の過程で哺乳
動物TREX 2 複合体の一員であるGANPが乳癌発症に関与する
ことを二種類の遺伝子欠損マウスの解析から明らかにし、さら
にヒト乳癌検体の解析からGANPの発現が低い乳癌は高い乳癌
に比べて予後が悪いことを示した。また、GANPの一塩基多型
がヒト乳癌発症に関わる可能性をがんセンター疫学研究から得
て い る。 哺 乳 動 物TREX 2 複 合 体 はGANP-Pcid 2 -DSS 1 -
Centrin 3 / 4 -ENY 2 からなり、出芽酵母ではTREX 2 複合体
のどの因子が欠損しても転写共役型DNA傷害が誘導される。
我々はGANP以外の他のTREX 2 複合体の分子DSS 1 に着目し
て解析を行ってきた。
　非遺伝性散発性乳癌検体を用いたDSS1 の発現解析から、
DSS1 高発現群がDSS 1 低発現群に比べて無再発生存期間が短
縮しているということを見出した。この結果は、DSS1 高発現
乳癌細胞株がコントロール細胞と比較して化学療法感受性が低
下しているというin vitroの解析結果と相関する。逆にDSS1
低発現乳癌細胞株はコントロール細胞と比べて化学療法感受性
が亢進する。DSS 1 は家族性乳癌の原因の一つであるBRCA 2
やプロテアソーム構成分子と結合することが知られている。
BRCA 2 は相同組換えに重要な分子だが、DSS 1 の発現による
化学療法感受性への影響はBRCA 2 非依存性であった。さらに
二重鎖切断に影響するプロテアソームもDSS 1 の発現による化
学療法感受性には関与していなかった。これらの結果は、乳癌
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細胞における化学療法感受性にはDSS 1 の発現量そのものが重
要であることを示唆しており、化学療法抵抗性を示す乳癌（例
えばトリプルネガティブ乳癌）の治療効果改善のためにDSS 1
が良い標的となることが期待される。
　TREX 2 複合体を構成する別の分子Pcid 2 もDSS 1 と同様な
機能があることが明らかになった。非遺伝性散発性乳癌検体を
用いたPcid2 の発現解析から、Pcid2 高発現群がPcid2 低発
現群に比べて生存期間が短縮している傾向を認めた。また
Pcid2 高発現乳癌細胞株がコントロール細胞と比較して化学
療法感受性が低下しているというin vitroの解析結果も得られ
ている。

＜今後の方向＞
　DSS 1 はTREX 2 複合体の一員として働くことで薬剤感受性
亢進に関与することが考えられた。TREX 2 複合体の機能とし
て転写共役型DNA傷害の制御が重要であるが、この時に出芽
酵母の解析からRループと呼ばれる一本鎖DNAが関与するこ
とが知られている。このRループ形成と薬剤感受性亢進が実際
にリンクしているかを解析する。

1 ）研修生
2 ）客員研究員（新潟大学大学院医歯学・分子細胞病理）

感染腫瘍学部

＜研究課題＞　 1 － 1
　（主題）　がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治

療戦略創出への応用
　（副題）　脂質ラフトによるシグナル分子の空間的制御とがん

進展

＜研究者氏名＞
　小根山千歳、桒原　敦 1 ）、渡邉理沙代、宮田眞美子

＜目的・概要・進捗状況＞
　最初に同定されたがん原遺伝子産物であるチロシンキナーゼ
c-Srcは、様々ながんにおいて発現や活性の亢進が認められる。
しかし腫瘍組織においてもsrc遺伝子自体の変異はほとんど見
られず正常型として発現している。即ち細胞にはSrcの恒常性
を維持する巧妙な分子メカニズムが存在し、その破綻ががん進
展に深く関わっていると示唆されるがその詳細は未だ明らかと
なっていない。そこで、c-Srcのラフト外への移行に伴いがん
形質が発現する際にラフト外においてリン酸化が亢進する分子
を探索し、非受容体型チロシンキナーゼFerがラフト外におけ
るc-Srcの標的分子であることを見出した。詳細な解析の結果、
ラフト外で活性化したSrcによるFerの自己リン酸化部位のリ
ン酸化がトリガーとなり、オリゴマーで存在しているFerにお
ける効率的な自己活性化が起こることで、がんシグナルが増幅
されることを明らかとした。Ferのリン酸化は大腸がん患者組
織において高頻度に見られ、それらの検体ではSrc活性化も同
時に起こっていることもわかった。これらの結果からFerが

Srcがんシグナルを中継する鍵分子であり、ラフトの軛を逃れ
たc-SrcはFer及びその下流分子を通じがん進展シグナルの発信
に至ると考えられる。

＜今後の方向＞
　Ferのリン酸化抗体を用いて様々な癌種におけるFer活性化
を調べ、Ferが寄与する癌種を解析する。また正常細胞におい
てFerに結合する分子を探索し、その分子の役割を明らかにす
ることにより、Ferの制御機構の破綻がどのようにがん進展に
つながるかを明らかにする。

1 ）研修生（大阪大学大学院理学研究科）

＜研究課題＞　 1 － 2
　（主題）　がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治

療戦略創出への応用
　（副題）　microRNAによるシグナル分子の発現制御とがん進

展

＜研究者氏名＞
　小根山千歳、二宮悠一 1 ）、渡邉理沙代

＜目的・概要・進捗状況＞
　これまでSrc等によるがんシグナルの伝達やその制御機構に
ついては、主にリン酸化及びタンパク質間相互作用の側面から
捉えられてきたが、そういった直接的ながんシグナル伝達経路
の陰に、複数のmicroRNAが協調してシグナル分子の発現を制
御する、いわば隠れたネットワークが存在することが示唆され
て い た。 今 年 度 は、Src活 性 化 に よ り 発 現 量 が 低 下 す る
microRNAのうち機能が明らかとなっていなかったmiR－27bに
ついて解析を行った。miR－27bはSrcの発現が高いことが知ら
れる大腸がん組織や細胞において発現量が顕著に低下してお
り、これら大腸がん細胞にmiR－27bを導入すると足場非依存的
増殖能や浸潤能などがん形質が抑制されることを見出した。詳
細な解析の結果、miR－27bの標的遺伝子の一つでSrcの基質で
もあるpaxillinの発現を保持すると、がん形質のうち浸潤能が
完全に回復することを見出した。一方、足場非依存的増殖能の
獲得においては、同じくmiR－27bの標的遺伝子であり、Src下
流で増殖に関わるARFGEF 1 の発現を保持することによって
回復することが認められた。これらの結果から、miR－27bは
Srcを中心としてSrc近傍に存在する因子の発現を同時に抑制す
ることにより、がん形質発現を制御していることが示唆された。

＜今後の方向＞
　Srcの発現亢進におけるmicroRNAの関与を解析するため、
c-src遺伝子を標的とし得るmicroRNAを探索しその機能を明ら
かにする。さらにこれまでの研究と合わせ、microRNAによる
Srcシグナルネットワークの破綻とがん進展メカニズムを明ら
かにする。

1 ）研修生（大阪大学大学院理学研究科）
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＜研究課題＞　 2
　（主題）　ヒトがんウイルス感染による細胞発がん機序の解析

＜研究者氏名＞
　神田　輝、宮田眞美子

＜目的・概要・進捗状況＞
　ヒト腫瘍ウイルスであるEBウイルスは、Bリンパ球を主な
感染宿主細胞とする一方で、咽頭や胃の上皮細胞へも感染し、
その発がんに関与すると考えられている。しかしEBウイルス
による上皮細胞がん化のメカニズムの詳細は不明である。最近、
シークエンス技術の進歩に伴い、EBウイルス株間に予想以上
の多様性が存在することが明らかになりつつある。がん組織に
感染したEBウイルス株が発がんコファクターとして機能する
特殊なウイルス株である可能性も否定できない。そこでゲノム
編集技術を応用して、EBウイルス陽性がん細胞からウイルス
ゲノム全長を迅速かつ確実にクローン化できる新しい技術を開
発 し た。 こ の 技 術 に よ り、 胃 が ん 細 胞 株（SNU－719, 
YCCEL 1 ）に潜伏感染したEBウイルス株 2 株をクローン化し
て、第三世代シークエンサーで全塩基配列を決定した。さらに
再構成ウイルスを感染させた上皮細胞は、がん遺伝子Rasの発
現で誘導される細胞死を回避することを見出した。

＜今後の方向＞
　様々なEBウイルス感染細胞からEBウイルスゲノムをクロー
ン化し、がん細胞由来のウイルスと正常リンパ球由来のウイル
スの性質の違いの有無を調べる。

分子病態学部

＜研究課題＞　 1 － 1
　（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
　（副題）　腸管腫瘍形成におけるJNK/mTORC 1 経路の活性

化機構

＜研究者氏名＞
　梶野リエ、藤下晃章、武藤　誠 1 ）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　大腸がんの多くで最初に生じる遺伝子レベルの変化は、
APCがん抑制遺伝子の変異と考えられている。Apc遺伝子にヘ
テロ接合変異を持つ遺伝子改変マウス（以下Apc変異マウス）
では、腸上皮細胞のApc遺伝子座でのヘテロ接合性の消失

（LOH）によりAPCタンパクの機能が失われる結果、Wnt経路
が恒常的に活性化し、腺腫性ポリープを発症する。我々は、
Apc変異マウスの腸管ポリープの成長にはWnt経路の活性化に
加えて、mammalian target of rapamycin complex 1（mTORC 1 ）
経路の活性化が重要な役割を果たすこと、mTORC 1 の活性化
はその構成因子であるRaptorがJNKによってリン酸化されて
引き起こされることなどを報告してきた。しかしながら、Apc
変異マウスのポリープでJNKが活性化する機序については不明

であった。前年度までに、野生型マウスの小腸正常陰窩および
Apc変異マウスのポリープに由来するオルガノイド培養を用い
た解析により、JNKの活性化は細胞外因子によることを示唆す
る結果を得ていた。このJNKの活性化を引き起こす細胞外因子
の候補としては、それまでの知見から、自然免疫応答に関わる
TLR経路や炎症性サイトカインが挙げられた。まず、TLR経
路について検討するため、TLR経路の主要なアダプター因子
であるMyD88の機能を腸管上皮特異的に欠損させ、Apc変異マ
ウスにおけるポリープ形成への影響を検討した。その結果、
MyD88の機能欠損により、ポリープ形成数の減少傾向がみら
れたが、形成されたポリープではJNKの活性化がみられたこと
から、JNKの活性化におけるTLR経路の寄与は大きくないと考
えられた。次に、サイトカインの寄与について、Apc変異マウ
スのポリープに由来するオルガノイド培養を用いて検討したと
ころ、サイトカイン刺激によりJNKとmTORC 1 の活性化が引
き起こされた。平成27年度は、サイトカイン刺激によるJNKの
活性化について、正常部由来のオルガノイド培養も加えてさら
に検討を進めた。その結果、IL－ 1βやTNFといったサイトカイ
ンの刺激によってJNKの活性化が引き起こされることを見出し
た。また、この活性化は正常部由来よりもポリープ由来のオル
ガノイドにおいて亢進していた。次に、ヒト大腸がん細胞株を
用いて、Apcとその下流のβ-cateninの変異の有無によりJNKの
活性化に違いがみられるか検討した。その結果、Apcまたは
β-cateninに変異を持つ大腸がん細胞では、IL－ 1βやTNF刺激に
よるJNKの活性化が顕著にみられた。これらのことから、Apc
に変異が生じた細胞ではサイトカインによるJNKの活性化が引
き起こされやすい可能性が示唆された。

＜今後の方向＞
　腸管腫瘍におけるJNK活性化の分子機序の解明について、引
き続き取り組んでいく。サイトカインによるJNK活性化の亢進
にApcやβ-cateninの変異が関与するか、Apcやβ-cateninを機能
消失させる実験系等によりさらに検討を進める。また、Apcや
β-cateninの変異に依存したJNK活性化が腫瘍細胞の増殖に与え
る影響についても検討し、JNK/mTORC 1 経路の腫瘍形成に
おける役割を解明していきたい。

1 ）京大・国際高等教育院

＜研究課題＞　 1 － 2
　（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
　（副題）　腸管腫瘍の悪性化におけるmTORC 1 経路の役割

＜研究者氏名＞
　藤下晃章、梶野リエ、武藤　誠 1 ）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　家族性大腸腺腫症のマウスモデルであるApc変異マウスは良
性の腺腫性ポリープを発症し、さらにSmad4 遺伝子のヘテロ
接合変異を併せ持つcis-Apc/Smad4 マウスは、局所浸潤性の
腸がんを発症する。我々はこれまでに、Apc変異マウスの腸管
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ポリープおよびcis-Apc/Smad4 マウスの腸がんの管腔側への
成長にはmTORC 1 経路の活性化が重要な役割を果たし、
mTORC 1 選択的阻害薬RAD001によって腫瘍形成が顕著に抑
制されることを明らかにした。一方、cis-Apc/Smad4 マウス
の腺がんの浸潤はRAD001投与およびmTORC 1 、mTORC 2
の両方を阻害するmTORキナーゼ阻害薬AZD8055でも抑制で
きないことを見出した。平成26年度にはmTORキナーゼ阻害
薬投与によるフィードバック経路の活性化を介して、特定の受
容体型チロシンキナーゼとその下流シグナル経路が顕著に活性
化していることを見出し、このチロシンキナーゼを阻害する薬
剤を投与したところ、腺がんの形成とそれに伴う浸潤を強力に
抑制した。平成27年度は、mTOR阻害薬による新たなフィー
ドバック経路としてMEK/ERK経路が活性化されること、そし
てこの活性化はがん細胞よりも周辺の線維芽細胞様の間質細胞
で引き起こされることを見出した。間質細胞のMEK/ERK経路
の役割を解明するため、mTORキナーゼ阻害薬AZD8055に加
えMEK阻害薬を併用したところ、ある種のサイトカイン・ケ
モカインの発現を抑制し、腺がん形成及び浸潤を強力に抑制し
たことから、がん周辺の間質細胞もまたmTOR阻害薬抵抗性
の獲得に関与することが明らかになった。

＜今後の方向＞
　大腸がんがmTOR経路阻害薬に対する抵抗性を獲得する分
子機構を明らかにし、その克服戦略を確立したい。また、
mTOR阻害薬と併用することで腺がんの浸潤を抑制できる分
子標的薬の探索・評価を行う。さらに、抵抗性に関与する間質
細胞の役割を解明し、微小環境を標的とした抵抗性克服法の開
発につなげたい。

1 ）京大・国際高等教育院

＜研究課題＞　 1 － 3
　（主題）　がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解明
　（副題）　マウスモデルを用いた大腸がんのがん関連線維芽細

胞の解析

＜研究者氏名＞
　藤下晃章、梶野リエ、小島　康、武藤　誠 1 ）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　KRAS遺伝子の変異は大腸がんを含む多くのがんで確認され
ている。KRASは様々な下流のシグナル経路を調節するが、な
かでもRAS/RAF/MEK/ERK経路の活性化は細胞増殖を促進
させることから、KRASに変異のあるがんの治療標的として、
この経路を阻害する薬剤の開発が進められている。特に日本で
開発されたMEK阻害薬trametinibはBRAF変異メラノーマの治
療に既に利用されている。我々はKRAS変異大腸がんにおける
MEK/ERK経路の役割を検証することを最終目標としている
が、この経路が良性の腸管ポリープにおいて果たす役割が明ら
かではなかったことから、まずApc変異マウスの腸管ポリープ
を用いて検証した。MEK/ERK経路は、腫瘍上皮細胞よりも、

むしろ管腔側に存在する間質細胞、特に血管内皮細胞及び線維
芽細胞で強く活性化していることを見出した。また、Apc変異
マウスにTrametinibを投与したところ、腸管ポリープの形成
が顕著に阻害され、腫瘍上皮細胞の増殖と血管新生が抑制され
ていた。これらの結果は、間質細胞のMEK/ERK経路の活性化
が何らかの形でポリープ形成を促進することを示唆している。
平成27年度はポリープ形成における間質細胞のMEK/ERK経
路の役割について検証を行った。ポリープ形成には間質細胞の
COX 2 （cyclooxygenase－ 2 ）が必要であることから、ポリー
プにおけるMEK/ERK経路活性化細胞とCOX 2 発現の関係に
ついて検証したところ、COX 2 を発現している細胞の殆どが
MEK/ERK経路の活性化が認められ、trametinibを投与した
Apc変異マウスの腸管ポリープではCOX 2 の発現が減少したこ
とから、MEK/ERK経路の活性化を介してCOX 2 の発現を制
御していることを見出した。さらにMEK/ERK経路を介した
COX 2 はApc変異マウスのポリープ形成を促進することが報告
されているケモカインCCL 2 の発現も制御していることを解明
した。

＜今後の方向＞
　MEK/ERK経路の腸管良性腫瘍の形成における役割を解明
したことから、次により悪性度の高い大腸がんマウスモデル

（cis-Apc/Smad4 マウス）におけるMEK/ERK経路の役割、及
び治療標的としての可能性を検証する。
1 ）京大・国際高等教育院

＜研究課題＞　 2 － 1
　（主題）　転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探

索
　（副題）　新規大腸がん転移抑制遺伝子HNRNPLLの機能解

析

＜研究者氏名＞
　佐久間圭一朗、佐々木英一 1 ）、木村賢哉 2 ）、清水泰博 2 ）、
　谷田部 恭 1 ）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　大腸がんの罹患数は年々増え続けており、その死因の大半に
転移が関与するといわれる。転移の機序は未解明の点が多く、
転移促進因子は数多く報告されている一方で、転移抑制因子は
ほとんど同定されていない。我々は、shRNAライブラリーを
用いたマウス生体内スクリーニングによって、新規大腸がん転
移抑制遺伝子Hnrnpllを同定した。平成26年度までに、Hnrnpll
のノックダウンによってマトリゲル浸潤能と生体内での肺転移
能が亢進すること、HNRNPLLはCD44 pre-mRNAと結合し
variant exon 6 のスプライシングを制御すること、大腸がん細
胞の上皮間葉転換（EMT）によってHNRNPLLの発現が低下
することなどを報告した。
　平成27年度は、大腸がん細胞におけるHNRNPLLの役割の全
体像をより明らかにするため、大腸がん細胞株SW480に
HNRNPLL cDNAあるいはHNRNPLL shRNAを導入し、次
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世代シーケンサーを用いて両者のmRNA発現パターンを網羅
的に比較した。 2 倍以上の発現増加を示したスプライスバリア
ントを有する遺伝子群を抽出し、公共データベースDAVID

（Database for Annotation, Visualization and Integrated 
Discovery）によるクラスタリング解析をおこなったところ、
HNRNPLL cDNAを導入した細胞では“DNA replication”や

“Cell cycle”などのパスウェイが上位に検出され、HNRNPLL 
shRNAを導入した細胞では“Regulation of actin cytoskeleton”、

“Adherence junction”、“Focal adhesion”などのパスウェイが
上位に検出された。

＜今後の方向＞
　個々のパスウェイについて詳細な検証をおこない、HNRNPLL
によって制御されるCD44以外の分子群を明らかにしたい。

1 ）遺伝子病理診断部
2 ）消化器外科部

＜研究課題＞　 2 － 2
　（主題）　転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探

索
　（副題）　トランスポゾンを用いた大腸がん転移制御因子の同

定

＜研究者氏名＞
　藤下晃章、梶野リエ、小島　康、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　大腸がんの治療成績は、検出技術の発達や外科的切除・化学
療法の進歩により顕著に向上しているものの、転移を伴う大腸
がんについては依然として治療が困難なことが多い。近年のゲ
ノム・トランスクリプトーム解析により大腸がん転移のシグネ
チャー遺伝子が同定され、大腸がん細胞株の移植実験などから
も転移に関与するとされる遺伝子が発見されているが、これら
の遺伝子を改変することによって安定的に転移する大腸がんマ
ウスモデルが作出されたという報告はまだない。このことは、
生体レベルで大腸がんの転移に関与することが証明された遺伝
子は未だないことを示している。我々は、大腸がんの転移を制
御する遺伝子を個体レベルで探索するために、PiggyBacトラ
ンスポゾンを用いたスクリーニングを開始した。現在、大腸が
ん モ デ ル と し て 腸 管 に 良 性 の 腺 腫 を 発 症 す るVillin-
creERT2 ;Ctnnb+/loxEx3 マ ウ ス（VBマ ウ ス ） お よ びLgr 5 －
creERT2 ; Ctnnb+/loxEx3 マウス（LBマウス）にトランスポゾン

（ATP 1 －S 2 ）マウス、さらにトランスポゼース（Rosa－LSL－
PBase）マウスを交配させることにより（LBAPマウス）、タモ
キシフェン依存的に腸管ポリープを形成させると同時に、その
細胞でトランスポゼースを発現させる系を構築している。この
ようなマウスに発生した腸管腫瘍細胞内では、トランスポゾン
の転移により遺伝子の活性化または不活性化がランダムに起こ
り、その結果として転移能を獲得することが期待される。平成
27年度では作出したLBAPマウスにタモキシフェンを投与し、

発生した腸管腫瘍の解析を行った。形成した腫瘍ではトランス
ポゾンの転移が認められ、トランスポゾン－トランスポゼース
の実験系が想定通り機能していることを確認した。タモキシ
フェン投与 6 ヶ月後に解析したところ、一部の腫瘍では浸潤が
認められたものの、粘膜下層に到達する程度であり、その他大
部分の腫瘍では浸潤が認められなかった。

＜今後の方向＞
　Ctnnbマウスを用いたトランスポゾンにより転移関連遺伝子
を探索する実験系は、浸潤・転移に必要な変異が蓄積する期間
が不十分なために、現状のまま続けることは困難な可能性が高
い。より長期間LBAPマウスの観察を行うと共に、大腸がんの
悪性化に関わるSmad4 やKras遺伝子の変異を導入し、浸潤・
転移に関わる遺伝子の蓄積する期間の短縮を試みる。

＜研究課題＞　 2 － 3
　（主題）　転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の探

索
　（副題）　高転移性肺がん細胞における一次線毛下流シグナル

経路の役割の解明

＜研究者氏名＞
　佐久間圭一朗、米村重信 1 ）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　ヘッジホッグ（Hh）シグナル構成分子であるPTCH 1 や
SMOの遺伝子変異によるHhシグナルの異常な活性化は基底細
胞がんや髄芽腫の原因として知られている。一方、これらの変
異に依存しないHhシグナルの活性化も肺がん、膵がん、大腸
がん、前立腺がんなどで報告されており、これらの活性化には
Hhシグナルの上流制御因子である一次線毛が関与する可能性
が考えられる。しかし、一次線毛－Hh経路のがんの病態生理
における役割、特に転移における役割はほとんど解明されてい
ない。
　上皮間葉転換（EMT）は転移の初期ステップでがん細胞に
生じる形質変化である。平成26年度までに、ヒト肺腺がん細胞
株のA549にEMTを誘導し免疫細胞染色で観察したところ、一
次線毛マーカーのARL13Bとアセチル化αチューブリンが陽性
で特徴的な線状の形態を示す一次線毛様構造物が出現すること
を見出した。平成27年度は、神戸理化学研究所との共同研究で
透過型電子顕微鏡による検証をおこない、免疫細胞染色で観察
さ れ た 構 造 物 はBasal bodyか ら 伸 長 す るAxonemeやDistal 
appendageなど一次線毛に特徴的な所見を示すことを確認し
た。

＜今後の方向＞
　EMTに伴う肺がん細胞の一次線毛発現について、A549以外
の肺腺がん細胞株ならびに他の組織型の肺がん細胞株を用いて
再現性の検証を進める。EMTに伴うA549の一次線毛発現の生
理的意義について、Hhおよびその他の一次線毛下流シグナル
経路に着目し、特に転移とのかかわりの観点から明らかにして
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いきたい。

1 ）理研・ライフサイエンス技術基盤研究センター

＜研究課題＞ 3
　（主題）　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築
　（副題）　マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞
　小島　康、藤下晃章、梶野リエ、曽我朋義 1 ）、武藤　誠 2 ）、
　青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋
肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が
ん 患 者 のPerformance Status（PS）、Quality of Life（QOL）
を著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病
態解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。我々は、
悪液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指して、大腸がんマ
ウスモデルのApc変異マウスとcis-Apc/Smad4 複合変異マウス
の解析に取り組んでいる。
　Apc変異マウスでは約20週齢から、cis-Apc/Smad4 変異マウ
スでは14週齢から悪液質様病態を呈して衰弱し、数日で瀕死の
状態に至る。衰弱個体の肉眼解剖所見では、骨格筋の萎縮、白
色脂肪組織の萎縮、脾腫が特徴的である。前年度までに、悪液
質を発症したApc変異マウスとcis-Apc/Smad4 複合変異マウス
の肝臓、骨格筋、血漿、腫瘍組織の代謝変化に関して、キャピ
ラリー質量分析法（CE－MS）を用いた解析を行い、データに
関して統計学的検討を加えて、肝臓に関して悪液質に特徴的な
代謝プロファイルが存在することを確認した。平成27年度は、
そのような特徴的代謝プロファイルを示す原因、およびその悪
液質病態生理における役割を解明するため、薬理学的・遺伝学
的手法を用いた実験を開始した。一方、悪液質を発症している
マウス肝臓のトランスクリプトーム解析を実施し、悪液質肝臓
では特定の炎症関連シグナルが活性化していることを見出し
た。

＜今後の方向＞
　悪液質発症肝臓に特徴的な代謝プロファイルについて、その
詳細をさらに解析する。また悪液質発症肝臓で活性化している
ことが確認された炎症関連シグナルに関しては、各種分子生物
学的手法によりその妥当性を検証し、さらに遺伝学的介入を行
うための準備を進める。また、これまでに得られた知見の普遍
性について、Apc/変異マウスやcis-Apc/Smad4 変異マウス以
外の悪液質発症モデルマウスを導入して検証する。

1 ）慶應大・先端生命科学研究所
2 ）京大・国際高等教育院

腫瘍医化学部

＜研究課題＞ 1 － 1
　（主題）　がん細胞周期における新規キナーゼカスケイド
　（副題）　がんの分子標的Aurora－Aキナーゼの制御機構

＜研究者氏名＞
　稲葉弘哲 1 ）、後藤英仁 2 ）、笠原広介 3 ）、熊本香奈子 4 ）、
　米村重信 5 ）、猪子誠人、何 東偉 1 ）、山野荘太郎 6 ）、
　鰐渕英機 6 ）、谷川順美、川本恵理子、五島直樹 7 ）、清野　透 8 ）、
　広常真治 4 ）、稲垣昌樹 2 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　細胞は、自身の染色体の複製・分配過程を緻密に制御するこ
とによって、その遺伝情報を正確に 2 つの娘細胞に伝達してい
る。しかし、様々な要因により染色体の複製・分配過程に異常
が生ずると、染色体の恒常性が維持できなくなる（染色体の不
安定性）。このような染色体の不安定性は、がんや細胞老化に
起因する種々の疾患の基盤になっていると考えられている。染
色体の複製・分配過程の調節には、状況に反応して特異的に活
性化されるタンパク質リン酸化酵素（キナーゼ）が中心的な役
割を果たしている。
　Aurora-Aは、大腸癌などの組織において遺伝子増幅が認め
られたり、多くのがん腫で発現が上昇したりすることが知られ
ているキナーゼである。現在、Aurora-Aは、がん治療の分子
標的としても注目され、多くの薬剤メーカーがAurora-A阻害
剤を抗がん剤として開発している。これまで、Aurora-Aは、
分裂期特異的に活性化するキナーゼとして位置づけられてき
た。最近我々は、Aurora-Aが分裂間期においても活性を有し、
一次線毛（primary cilia）と呼ばれる細胞小器官の形成を抑制
することによって細胞を増殖に向かわせていることを明らかに
した。また、この一次線毛の抑制においてはTrichopleinが
Aurora-Aの活性化因子として働き、線毛形成時にはTrichoplein
が分解を受け、Aurora-Aが不活化され、抑制機構が解除され
ることを明らかにした。
　この抑制機構に関与する分子群をさらに明らかにするため、
siRNAスクリーニグを行った。その結果、足場タンパク質とし
て知られるNdel 1 をノックダウンすると増殖細胞において一
次線毛を形成し、細胞増殖が停止することがわかった。この
Ndel 1 のノックダウンによる一次線毛形成はTrichopleinの過
剰発現によるAurora-Aの活性化で抑制された。また、血清飢
餓によって一次線毛形成を引き起こす際にNdel 1 を過剰発現
すると、Trichopleinの分解が抑制され、その結果、Aurora-A
の活性が維持され、一次線毛形成が抑制された。これらの結果
から、Ndel 1 はTrichoplein-Aurora-A経路の上流で、一次線毛
形成に抑制的に機能することが示唆された。
　また、Ndel 1 のhypomorphic変異マウスでは、一次線毛の機
能不全などによる線毛病でよくみられる、肥満の表現型がみら
れた。さらに、この変異マウスの新生児期の腎臓尿細管におい
ては野生型と比べて、一次線毛を形成する細胞の割合が多く、
細胞増殖の低下もみられた。このことは、生体内でもNdel 1 －
Trichoplein-Aurora-A経路が一次線毛形成を抑制し、細胞増殖
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を制御することを示唆している。

＜今後の方向＞
　多くのがん細胞においては一次線毛の形成能が失われている
ことが報告されている。線毛が形成しないことと、過増殖に向
かうこととが関連していると考えられるため、Aurora-Aを中
心とした線毛形成抑制因子のがん細胞における発現や活性を調
べ、がん治療の分子標的となりうるかを検討する。

1 ）リサーチレジデント、 2 ）名大・医・細胞腫瘍（兼任）、
3 ）名市大院・薬・腫瘍制御（兼任）、
4 ）大阪市大院・医・細胞機能制御、 5 ）理研（CLST）、
6 ）大阪市大院・医・分子病理、
7 ）産総研・創薬分子プロファイリング研究セ、
8 ）国がんセ研・ウイルス

＜研究課題＞ 1 － 2
　（主題）　がん細胞周期における新規キナーゼカスケイド
　（副題）　抗がん治療の分子標的としてのChk 1

＜研究者氏名＞
　後藤英仁 1 ）、鐘巻将人 2 ）、谷川順美、中井由希子、清野　透 3 ）、
　稲垣昌樹 1 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　細胞の遺伝情報であるDNAは、外来性（電離放射線、紫外線、
DNA障害性薬物など）および内因性（フリーラジカル、細胞
内代謝産物など）の要因によって、絶え間なく、損傷されてい
る。DNA障害を受けた細胞は、細胞周期の進行を停止させる
こと（細胞周期チェックポイント）で、DNA修復に必要な時
間を生み出している。また、修復機能を上回るDNA損傷や欠
損の場合は、細胞周期の進行を半永久的に停止したり（細胞老
化）、細胞死（アポトーシス）を導いたりして、障害細胞を増
殖細胞集団から排除する。
　このようなDNA障害チェックポイントは、ATM－Chk 2 －
p53経路とATR－Chk 1 －Cdc25A経路の大きく二つのシグナル
伝達経路によって制御されている。ATM－Chk 2 －p53経路は、
多くのがんにおいて（遺伝子変異や欠失などによって）障害さ
れていることが知られている。そのため、抗がん剤や放射線治
療等でDNA障害を引き起こした後、Chk 1 阻害剤を併用する
ことで細胞死をがん特異的に引き起こすことが期待され、多く
の薬剤が臨床治験に入っている。
　我々の研究グループは、これまでに、Chk 1 が、ATR以外
のキナーゼからもリン酸化修飾を受けて機能変化していること
が明らかにしてきた。そのなかで、Chk 1 がDNA障害チェッ
クポイント応答だけなく、外的なDNA損傷が引き起こされて
いない環境においても機能していることも明らかにしてきた。
また、詳細は不明であるが、外的なDNA損傷がない状態にお
いてもがん細胞のほうが正常細胞よりもChk 1 活性が高いこと
が数々のグループから報告されている。このことは、Chk 1 阻
害剤が単剤でも抗がん治療に用いることを示唆しており、近年

ではこの方向で薬剤開発がされつつある。
　しかしながら、外的なDNA損傷がない状態におけるChk 1
の機能はほとんどわかっていないのが現状といえる。その一つ
の要因として、RNA干渉法などの手法では特定の細胞周期で
のみChk 1 を阻害できないため、出てきた表現型がどの細胞周
期におけるChk 1 阻害による影響かを検討できないことがあげ
られる。
　我々は、CRISPR/Cas 9 を用いてCHEK1 遺伝子座に特定の
遺伝子を挿入することで、内在性のChk 1 が薬剤依存性に分解
されるHCT116（大腸がん）細胞株（CHEK1 mAID/mAID）を樹
立することに成功した。親株のHCT116細胞（CHEK1 WT/WT）
と比較して、外的DNA損傷刺激に対するチェックポイント応
答に（内在性のChk 1 を分解していない条件下では）大きな差
異を認めなかった。CHEK1 mAID/mAID細胞では、オーキシンの
付加後15－30分という比較的短いタイミングで効率的なChk 1
の分解が誘導された。CHEK1 WT/WT細胞ではオーキシン添加
によって細胞増殖にほとんど変化認められなかったのにもかか
わらず、CHEK1 mAID/mAID細胞ではオーキシン添加後 2 － 3 日
目より細胞増殖が低下し、その後、細胞死（アポトーシス）が
誘導されることが判明した。
　以上の結果は、がん細胞において、外的DNA損傷がない状
態においてもChk 1 が細胞の生存に関与していること、Chk 1
阻害剤が単剤で十分にがん細胞に細胞死を誘導できることを示
唆している。

＜今後の方向＞
　今後、DNA損傷や複製障害を外的に加えていない状況でな
ぜChk 1 機能を阻害すると細胞死が誘導されるのかについて明
らかにすることで、Chk 1 阻害剤が抗がん治療の分子標的薬と
して機能しうるかを検討していきたい。

1 ）名大院・医・細胞腫瘍（兼任）、
2 ）国立遺伝研・分子細胞工学、 3 ）国がんセ・研・ウイルス

＜研究課題＞ 2 － 1
　（主題）　新しい中心体及び細胞間接着制御因子群の機能解析
　（副題）　trichoplein、Albatrossをはじめとした中心小体動

態を制御する蛋白質群によるがん研究

＜研究者氏名＞
　猪子誠人、林　裕子、五島直樹 1 ）、清野　透 2 ）、稲垣昌樹 3 ）

＜目的・概要・進捗状況＞　
　中心体は 1 umほどの小さな細胞内構造であるが、特徴的な
動態変化として、①中心小体複製、②紡錘体形成、③一次線毛
形成、の 3 つを示す。これらに付随する細胞分裂・増殖・分化
は細胞の重要現象であるだけでなく、がん化の標的でもある。
特にがんでは中心体数の異常や一次線毛形成能の欠失がみられ
る。このように小さい作用点で大きい現象効果を生む中心小体
構造には、治療標的としての期待も持てる。一方で、その小さ
さゆえに困難な解析は、最近の高～超解像顕微鏡やオミックス
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解析技術の総合進歩による克服を待つ必要があった。
　これまでに私どもは、一次線毛形成制御が細胞周期制御と連
動する発見をtrichoplein－オーロラA分裂期キナーゼ分子経路
と共に示した。具体的には、①一次線毛を強制的に形成させた
正常二倍体細胞は増殖培地中でも細胞増殖休止が誘導されるこ
とを発見し、②この線毛動態制御の内在性分子機構は中心小体
内におけるtrichoplein蛋白質の微小局在の有無によるオーロラ
A分裂期キナーゼの活性切り替えであることを提示した。これ
により、一次線毛が形成できない培養がん細胞はオーロラA阻
害で特異的に分裂期障害を起こし死滅する可能性を同時に提示
し得た。
　現在は、このような中心体機能分子を新たに検索し、補填中
にある。これまでに、中心小体で動態制御にあずかる新規標的
分子群を局在と機能の両面から検索し、新たに補填した。具体
的には産総研が保有する蛋白質局在情報データベース（HGPD） 
に基づき、中心体局在を示す遺伝子約680個およびtrichoplein
類似配列蛋白質約100個を抽出した。これらを配列特性や
RPE 1 －hTRET細胞（不死化正常二倍体）を用いた遺伝子ノッ
クダウンスクリーニングで絞り込み、trichopleinと類縁の機能
蛋白質を数十個見出した段階にある。
　本年度は、trichoplein類縁蛋白質であるAlbatrossが中心体
の 3 機能を全て統括する新知見を得た。私どもが作成した
Albatross抗体は、生体組織において、気管多線毛の根元にあ
る中心小体類似構造に加え、広く複製中の中心小体に局在を示
した。そのため、正常二倍体培養細胞で以下の局在・機能相関
実験を追加した。まず、詳細な局在観察では中心小体の遠位端
と近位端の両方への局在を認めた。Albatrossノックダウンで
は血清飢餓下での一次線毛形成が阻害されたが、これは先行報
告で示唆のあった遠位端機能の障害による。一方で、血清存在
下のAlbatrossノックダウンでは新たに中心小体複製の障害が
明らかとなった。マーカーを用いた局在相関確認や・生化学的
結合実験からは、これが近位端に局在するSAS 6 の障害による
ことが示唆された。さらにAlbatrossノックダウンでは紡錘体
形成の障害が新たに見られた。こちらは近位端に局在する
Plk 1 の障害との相関を示す強いデータを複数得ている。以上
の結果は、Albatrossが 3 つの特徴的な中心体動態を統括する
これまでにない重要分子であることを示唆するものであり、さ
らなる確証を複数の細胞種、生化学的手法、点変異導入、断片
変異体解析、によって求めている最中である。

＜今後の方向＞
　Albatrossの中心体機能を先行研究との比較で詳細に提示し、
論文報告としてまとめる。また、trichoplein、Albatrossをは
じめとした一連の中心小体制御分子群について、細胞増殖だけ
でなく分化に及ぼす影響の可能性も分子レベルで検討するた
め、①相互作用分子の検索、②正常細胞分化・未分化アッセイ
系の確立、③それらを用いた遺伝子欠失表現型の確認を行う。

1 ）産総研・創薬分子プロファイリング、 2 ）国立がんセ・研、
3 ）名大・医・細胞腫瘍（兼任）

＜研究課題＞ 2 － 2
　（主題）　新しい中心体及び細胞間接着制御因子群の機能解析
　（副題）　ユビキチンシステムによる一次繊毛の形成メカニズ

ムの解明

＜研究者氏名＞
　笠原広介 1 ）、後藤英仁 2 ）、青木啓将 3 ）、清野　透 4 ）、
　川本恵理子、五島直樹 5 ）、稲垣昌樹 2 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　一次線毛は細胞増殖停止期（G 0 期）に形成される細胞表面
から突出したアンテナ様の構造物で、化学的/物理的刺激を受
容し細胞増殖を制御する。その骨格は母中心体から変化した基
底小体から伸びた微小管からなる。一次線毛の形成、機能不全
は、腎嚢胞などの線毛病を引き起こすことがしられている。一
方で、多くのがん細胞においては一次線毛の形成能が欠失して
おり、一次線毛形成、退縮の分子機構を明らかにすることは、
がん細胞が無秩序に増殖する仕組みの解明に繋がると考えられ
る。
　我々はこれまでに、TrichopleinとAurora Aの複合体が一次
線毛の形成に抑制的に働くことを示した。血清飢餓などの増殖
停止シグナルが入ると、TrichopleinはE 3 リガーゼCRL 3 KCTD17

によってポリユビキチン化されプロテアソーム依存的に分解す
るため、抑制機構が解除され、一次線毛の形成が開始されるこ
と も 明 ら か に し た。 我 々 は 今 回、 増 殖 細 胞 に お い て、
Trichopleinを安定化して一次線毛の抑制に働く脱ユビキチン
化酵素の同定を試みた。86種類のヒト脱ユビキチン化酵素につ
い て ヒ ト 網 膜 色 素 上 皮 細 胞（hTERT－RPE－ 1 ） を 用 い て
siRNAスクリーニングを行った。その結果、 6 つの脱ユビキチ
ン化酵素が一次線毛形成に抑制的に働くことを見出した。さら
に、その中の 1 つであるUsp 8 （ubiquitin-specific protease 8 ）
がTrichopleinの脱ユビキチン化酵素であることが明らかに
なったので解析を進めた。
　まず、増殖中のRPE－ 1 細胞においてsiRNAを用いてUsp 8
をノックダウンしたところ、Trichopleinのタンパク質レベル
が著しく減少し、約40％の細胞で一次線毛が形成された。この
細胞にsiRNA抵抗性のUsp 8 を外来性に発現させると、Usp 8
の酵素活性依存的にノックダウンの表現型がレスキューされる
こ と も 確 認 し た。In vitro実 験 系 に お い て、Usp 8 は 直 接
Trichopleinに結合して脱ユビキチン化することから、Usp 8 が
Trichopleinの安定化を介して一次線毛の形成を抑制している
ことが示唆される。
　次にUsp 8 の翻訳後修飾による活性制御メカニズムを解析し
たところ、Usp 8 は血清飢餓に伴い脱チロシンリン酸化される
ことが判明した。さらに、Usp 8 の酵素活性を測定したところ、
血清含有培地で培養した細胞から免疫沈降したチロシンリン酸
化されたUsp 8 が、血清飢餓細胞から免疫沈降した脱リン酸化
されたUsp 8 より強い酵素活性を示した。また、λプロテイン
フォスファターゼによる脱リン酸化処理でもUsp 8 の酵素活性
が減衰することも見出した。すなわち、Usp 8 はチロシンリン
酸化修飾により酵素活性が亢進すること、血清飢餓により脱リ
ン酸化されると酵素活性が減衰するため、トリコプレインの安
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定化作用が消失して一次線毛の形成が引き起こされると考えら
れる。

＜今後の方向＞
　これまでの解析により、チロシンリン酸化されたUsp 8 が増
殖細胞における一次線毛の形成抑制に働いていることが明らか
となったが、Usp 8 のリン酸化を遂行するリン酸化酵素（プロ
テインキナーゼ）は不明である。血清により活性化するリン酸
化酵素であることから、受容体型チロシンキナーゼ群やその下
流にあるチロシンキナーゼの可能性が高い。今後の研究により
解明したい。

1 ）名市大院・薬・腫瘍制御（兼任）、
2 ）名大院・医・細胞腫瘍（兼任）、 3 ）研修生、
4 ）国がんセ・研・ウイルス、
5 ）産総研・創薬分子プロファイリング

＜研究課題＞　 3
　（主題）　がん細胞の細胞骨格・増殖にかかわる遺伝子の遺伝

子改変マウスの作製

＜研究者氏名＞
　牧原弘幸 1 ）、稲葉弘哲 1 ）、田中宏樹 1 ）、榎本 篤 2 ）、
　友野靖子 3 ）、笠原広介 4 ）、後藤英仁 5 ）、林 裕子、谷川順美、
　稲垣昌樹 5 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　中間径フィラメントは、アクチンフィラメント、微小管とも
に細胞骨格を形成する主要な構成成分である。中間径フィラメ
ントの基本構造は、ヘッド、ロッド、テイルの 3 つのドメイン
から構成されており、フィラメントの重合・脱重合は、ヘッド
ドメインのリン酸化修飾によって時空間的に制御される。当研
究室では世界に先駆けて部位特異的リン酸化状態を認識する抗
リン酸化ペプチド抗体の開発し、細胞周期特異的なリン酸化部
位の同定およびその酵素の同定をしてきた。また、リン酸化の
生理的な意味を理解するために、リン酸化部位がリン酸化され
ない変異を導入した細胞では、細胞質分裂が終了したにもかか
わらず娘細胞間が断裂されない架橋構造を認め、リン酸化が細
胞質分裂の完了に必要であることを示した。しかしながら、マ
ウスなどを用いた個体レベルにおいて、それらのリン酸化シグ
ナルの生理的機能は、ほとんど解明されていない。そこで、我々
は細胞分裂期特異的リン酸化部位の11カ所のリン酸化部位をセ
リンからアラニンに置換したマウスを作製・解析を行った。
　現在までに、変異マウスでは目の水晶体の形態形成不全、白
内障の発症、皮膚の損傷治癒遅延を観察した。皮膚組織では、
3 か月齢において変異マウスではコラーゲン層減少に加え、脂
肪層の増多を認めた。その脂肪細胞の核は大きく細胞質分裂障
害の結果であることが示唆された。14か月齢のマウスでは、変
異マウスで脂肪層がほとんど認められないという早老化の表現
型を認めた。さらに、詳細に損傷治癒過程を解析すると、変異
マウス特異的に 2 核細胞・ブリッジ構造の線維芽細胞の出現、

Aneuploidyを示す核の出現、DNA損傷反応を示す細胞、細胞
老化に陥る細胞が経時的に認められた。中間径フィラメントリ
ン酸化不全による細胞質分裂障害は、染色体不安定性の亢進、
さらには細胞老化に至ることを個体レベルで明らかにした。
　染色体異数性はがんのhallmarkとして考えられている。我々
のマウスは、染色体異数性を示すことから、高発がんモデルマ
ウスとなりうると予期された。しかしながら、生後 2 年以上に
わたりマウスを観察したが自然発がんの亢進を認めなかった。
また、皮膚に 3 週間おきに損傷を与えて、腫瘍形成の亢進を検
討したが野生型と同様、全く腫瘍形成を認めなかった。そこで、
化学発がんによる腫瘍形成を検討したところ、野生型に比べ変
異マウスにおいて腫瘍発生の遅延および腫瘍による個体死の遅
延を認めた。この腫瘍を組織学的に検討したところ、すべての
遺伝子型で線維肉腫を形成し、染色体異数性を呈した。この結
果から、腫瘍形成初期における染色体異数性が誘導する細胞老
化（AIS; Aneuploidy-induced senescence）はがん化へのセー
フガードとしての役割をしている可能性を示唆している。
　我々は、中間径フィラメントのデスミンに関してこれまでに、
Aurora－BとRho－キナーゼに関するリン酸化部位を報告してき
たが、新たにCdk 1 によるリン酸化部位としてSer－ 7 、Ser－28 
および Ser－32を同定した。また、Ser－32のリン酸化部位特異
的な抗体（TD 3 － 4 ）の作製にも成功した。この抗体により、
Ser－32のリン酸化が分裂中期で起こることを明らかにした。さ
らに、個体発生時における細胞分裂部位を同定することができ、
形態形成機構の一端を明らかにすることを可能にした。さらに、
本抗体は、これまで腫瘍マーカーが存在しない横紋筋肉腫の診
断の有用なツールになり得る。

＜今後の方向＞
　ビメンチン点変異マウスでは染色体不安定性、細胞老化を認
めたが、老化の主要な因子であるp53－p21経路依存的にこれら
の現象が起きている可能性が考えられる。p53遺伝子破壊マウ
スとの交配し、その子孫マウスを解析することにより、発がん
におけるビメンチンリン酸化の役割を個体レベルで明らかで
き、発がんの分子機構の一端が明らかになる。さらに、老化関
連因子であるp21、16の遺伝子破壊マウスとの交配し、その子
孫マウスの解析によりこれらの遺伝子に依存的か否かを検証す
る。
　白内障、損傷治癒遅延をきたすビメンチン変異マウスに加え
て、筋組織、皮膚、肝臓、脳などの特異的組織でaneuploidyを
生じて老化をきたす細胞質分裂障害型中間径フィラメント・
ノックインマウスを作製する。その後、種々の組織およびその
損傷治癒モデルにおいて時系列発現プロファイル解析を通じて
aneuploidyからの老化誘導に必須の分子群の同定を試みる。
　また、デスミンのリン酸化の生体内における生理学的意義の
解明するため、デスミンのリン酸化部位に変異を導入したマウ
スの作製に成功したので、今後はこのマウスの解析を遂行する。

1 ）リサーチレジデント、 2 ）名大院・医・腫瘍病理学、
3 ）重井医学研・分子細胞生物、
4 ）名市大院・薬・腫瘍制御（兼任）、
5 ）名大院・医・細胞腫瘍（兼任）
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中央実験室

＜研究課題＞ 1
　（主題）　食道がん、頭頸部腫瘍の分子遺伝学的研究
　（副題）　ミトコンドリアDNA の多型と食道がん発がんリス

ク

＜研究者氏名＞
　組本博司、松尾恵太郎 1 ）、田中英夫 2 ）、田島和雄 3 ）

＜目的・概要・進捗状況＞
　ミトコンドリアゲノムDNA（mtDNA）は核ゲノムDNA と
比べ、一般に変異が生じやすいといわれている。また最近では
老化やがん化に伴ってmtDNAに変異を生じることも報告され
ている。我々は、食道がんについて高頻度にmtDNAの変異が
蓄積していることを以前明らかにした。もともと食道は、喫煙・
飲酒の影響を直接受ける器官であり、これらの生活習慣によっ
て発がんリスクも上昇することが示されている。mtDNAに多
くの多型が存在することで、酸化的リン酸化の過程で電子が漏
れ、活性酸素がより多く産生されることが考えられる。そこで、
本研究では、mtDNAのD-loop領域に存在する多型の数を数え、
食道がんの発がんリスクとの関連を解析することを計画した。
また、生活習慣に関わる発がんリスクとmtDNAの多型の数と
の関連も解析する。
　本研究には、HERPACC（the Hospital based Epidemiologic 
Research Program at the Aichi Cancer Center）のデータベー
スより食道がん患者185例、食道がん患者に性、および年齢を
一致させた非がん患者対照185例を用いた。喫煙、飲酒習慣を
含む生活習慣に関する情報、さらに、血液からDNAを得た。
　mtDNAのD-loop領域は、複製、転写をコントロールする領
域であり、多型、変異が多数見つかっている領域でもある。現
在、市販のリシーケンシングプライマーセットを用い、食道が
ん患者および、非がん患者由来のDNAの塩基配列を決定する
と同時に、これらの解析した塩基配列と、mtDNAの基準配列
であるrCRSと比較することによって、D-loop領域の多型を網
羅的に検出しているが、塩基置換が全体の 8 割を占めた。現在
のところ、平均で、食道がん患者で6.7多型/人、非がん患者で6.7
多型/人の多型が検出されている。

＜今後の方向＞
　今後、これらの結果を用いて食道がんにリスクを与える多型
の探索や、多型の数と食道がんリスクとの関連、さらに飲酒・
喫煙のリスクを修飾する多型の探索を行う。また、核だけでな
くミトコンドリアでも働いていることが明らかとなっている修
復遺伝子、hOGG－ 1 の多型（Ser326Cys）をそれぞれのサンプ
ルについて解析し、mtDNAの変異と喫煙・飲酒との関連や、
さらに、mtDNAの変異と飲酒・喫煙習慣との関連を明らかに
し、食道がんにおけるmtDNAの変異がどのような過程で生じ
るかを考察する。

1 ）遺伝子医療研究部、 2 ）疫学・予防部、 3 ）三重大学医学部



─ 75 ─

3 ．病院及び研究所における共同研究（共同研究費）

＜研究課題 1 ＞
　肺癌・中皮腫細胞の解析と診断、治療法への応用　
　Analysis of lung cancer and mesothelioma cells for clinical 
application

＜研究者氏名＞
　所　属　部　呼吸器内科部　
　研究者氏名　樋田豊明
　共同研究者　田中広祐、大矢由子、吉田達哉、清水淳市、
　　　　　　　堀尾芳嗣、谷田部 恭、関戸好孝

＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞
　EGFR遺伝子変異陽性非小細胞肺癌に対するEGFR阻害薬治
療により著効が認められるが、多くの症例では次第に耐性を獲
得し、その原因の約半分がT790M耐性遺伝子の出現に由来す
ると考えられている。今回、T790M耐性遺伝子の出現頻度が
肺癌の原発部位によって異なるかどうか検討した。

　背景：以前、肺腺癌のEGFR遺伝子変異は原発部位によって
頻度が異なる（中葉・舌区で陽性率が高い）ことを報告してお
り、獲得耐性に関する原発部位別の解析を施行した。
　対象：当センターでEGFR遺伝子変異の有無が判明している
Ⅰ-Ⅳ期肺腺癌1124例のうち、2009-2015年にEGFR遺伝子変異
陽性肺腺癌に対してEGFR-TKIを施行し病勢進行後にRe-
biopsyにてT790M耐性遺伝子の有無を調べた135症例に関して
後ろ向きに解析した。
　結果：Ⅰ-Ⅳ期肺腺癌全体におけるEGFR遺伝子変異陽性率は
47％（528/1124例）で、中葉・舌区原発肺腺癌で有意にEGFR
遺伝子変異が多かった（中葉舌区/上葉（左は上区、以下略）/
下葉＝66％ /48％ /42％、p<0.001）。EGFR-TKIに対する耐性
獲得後にRe-biopsyを施行した進行肺腺癌135例の臨床背景は、
女性90例（67％）、非喫煙者89例（66％）、年齢中央値は62歳（範
囲：35-84歳）であった。Gefitinib/Erlotinib/Afatinibがそれぞ
れ103/30/ 2 例で投与され、 9 /95/31例がⅢ期/Ⅳ期/術後再発
であった。19DEL/L858Rがそれぞれ70/65例で原発部位は上葉
/中葉舌区/下葉が77/20/38例であった。T790M耐性遺伝子の
陽性率は50％（68/135例）で臨床背景によって陽性率の違いは
認めなかったが、原発部位別では中葉・舌区原発で明らかに
T790M耐性遺伝子の陽性率が高かった（中葉舌区/上葉/下葉
＝80％ /52％ /32％、p=0.001）。多変量解析でも原発部位が
T790M耐性遺伝子の独立した予測因子であった（p<0.001）。
　結論：中葉・舌区原発肺腺癌はEGFR遺伝子変異が多く認め
られ、かつEGFR-TKI施行後にT790M耐性遺伝子を獲得しや
すいという遺伝子学的特性を有する。一方、下葉原発肺腺癌で
はT790M耐性遺伝子の出現頻度が低く原発部位によって耐性
機序が異なる可能性も示唆された。
　今回の検討で得られた知見は、今後のEGFR遺伝子変異陽性
非小細胞肺癌の治療戦略に重要な情報をもたらすものと考えら
れた。

＜研究課題 2 ＞
　機能温存を目指す頭頸部癌の外科治療
　Organ preservation surgery for head and neck cancer

＜研究者氏名＞
　所　属　部　頭頸部外科部
　研究者氏名　長谷川泰久
　共同研究者　花井信弘、鈴木秀典、西川大輔、福田裕次郎、
　　　　　　　小出悠介

＜目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等＞
喉頭癌に対する手術療法
①　喉頭温存手術
　喉頭機能の温存手術である。一次治療として行われる場合と、
放射線治療後の残存腫瘍や再発腫瘍に対して行われる場合があ
る。
A）経口的切除
・経口的レーザー手術（TLM; Transoral Laser Microsurgery）
　直達喉頭鏡を口から喉頭に挿入し、顕微鏡観察下にCO 2 レー
ザーやKTPレーザーなどを使用し病変を切除する。早期の声
門がんが適応となる。早期がんは同時に放射線治療の適応でも
あるが、放射線治療は治療後咽喉頭の違和感が遷延する場合が
あること、放射線誘発がんの可能性があること、二次性に頭頸
部がんが生じた場合に再度の放射線治療が困難となることなど
不利な点もある。早期声門がんに対する経口的レーザー治療の
成績は放射線治療と同等とされており、放射線治療を避けたい
場合に選択肢となる。
B）喉頭部分切除
　主に早期がんが適応となる。
・喉頭垂直部分切除
　主に早期の声門がんが適応となる。患側の声帯と甲状軟骨を
切除する術式である。健側声帯の一部も含めて切除することが
多いが、健側声帯の大部分は温存されるため、頸部皮膚などで
患側声帯を再建することで発声が可能となる。
・喉頭水平部分切除
　主に早期の声門上がんが適応となる。声帯より上方の仮声帯、
喉頭蓋、甲状軟骨上部などを切除する。両側声帯が温存される
ため発声は比較的良好だが、嚥下障害が問題となることがある。
C）喉頭亜全摘
　CHEP（CricoHyoidEpiglotto-Pexy）と言われるものが一般
的である。甲状軟骨、声帯、仮声帯を切除し、輪状軟骨、舌骨、
喉頭蓋を上下に縫縮する術式である。主に声帯の前方中心の病
変で部分切除では十分な切除が困難である病変が適応となる。
術後嚥下機能の回復に時間を要するものの、発声機能が温存さ
れ、下記の喉頭全摘のような永久気管孔が不要であるなどの利
点がある。

②　喉頭全摘術
　進行喉頭がんや放射線治療後の再発が適応となる。喉頭（甲
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状軟骨、輪状軟骨、披裂軟骨）をすべて取り去り、気管を皮膚
に縫合し永久気管孔という呼吸の経路を頸部に新しく造設する
こととなる。そのため、発声機能が失われるが、代用発声を使
用してコミュニケーションをとることが可能である。また身体
障害者の 3 級に認定される。
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4 ．プロジェクト研究（共同研究費）

＜研究課題 1 ＞
　ganp遺伝子多型の非遺伝散発性乳癌発症及び悪性進展への
寄与の検討
　Contribution of ganp polymorphisms to the occurrence and 
malignant progression of sporadic breast cancers

＜研究者氏名＞
　所　属　部　腫瘍免疫学部
　研究者氏名　権藤なおみ
　共同研究者　伊藤秀美、吉村章代、桑原一彦

＜目的＞
　GANP分子の発現異常がマウスにおいては乳癌発症を引き起
こすことが明らかとなった（Kuwahara et al., 2016）。ヒト乳
癌の発症や悪性進展にもこの分子が関与する可能性を考え、ヒ
トganp遺伝子多型（single nucleotide polymorphisms; SNPs）
に着目して「愛知県がんセンター病院疫学研究」（HERPACC）
のデータを解析した。

＜方法＞
　「愛知県がんセンター病院疫学研究」（HERPACC）で健常人
694名、乳癌患者1376名（2001年から2005年に愛知県がんセン
ター中央病院で乳癌と診断された患者）のゲノム情報を検討し
た。イルミナ社iCOGSチップでジェノタイプを解析し、ganp 
SNPsを13カ所同定した。これらのSNPsはすべてganp遺伝子の
3 ’側のイントロン領域に存在し、12カ所は35kbのBlock 1 と
1 kbのBlock 2 に分けられた。Block 1 とBlock 2 からランダム
にSNPを一つずつ選び（rs2839186とrs11702450）、これらのジェ
ノタイプの頻度を解析した。

＜結果および進捗状況＞
①　ganp SNPsと乳癌リスク
　HERPACCのゲノム情報を検討したところ、ganp遺伝子の
Block 1 に存在する10ヶ所は連鎖不平衡（linkage disequilibrium; 
LD）の関係にあり、乳癌発症リスクと統計学的に有意な相関
を示した。Block 1 とBlock 2 からランダムに選択したSNP

（rs2839186とrs11702450）は、両SNPでマイナーアレルの頻度
は乳癌患者では健常人と比較して 1 / 2 以下であることがわ
かった。さらに三種類のモデルを用いてオッズ比を計算した。
Block 1 内のrs2839186ではGenotype modelで計算すると野生
型アレル（GG）を 1 とした時、マイナーアレル（AA）は0.41
であった（95% CI, 0.23－0.72, p=0.002）。またRecessive model
ではマイナーアレル（AA）のオッズ比は0.40であった（95% 
CI, 0.23－0.78, p=0.002）。一方、Dominant Modelではマイナー
アレル（GA+AA）のオッズ比は0.95であった（95% CI, 0.78－1.16, 
p=0.635）。さらにBlock 2 内のrs11702450に関してもオッズ比
を計算した。Genotype modelとRecessive modelではマイナー
アレル（AA）のオッズ比が0.42で、rs2839186と同様の傾向を
示したが、統計学的に有意ではなかった（p=0.094とp=0.097）。

以上の結果から、ganp SNPs（特にBlock 1 ）ではマイナーア
レルを有する集団はメジャーアレルを有する集団に比べて乳癌
の発症が約40%に低下することが示され、ganp SNPsのマイ
ナーアレルは乳癌発症リスクに対して抑制的に働くことが示唆
された。なお、この抑制効果は乳癌のサブタイプによる差は認
めなかった。
②　ganp SNPsと乳癌患者予後
　ヒト乳癌患者検体を用いた後向きコホート研究により、
GANP低発現群は高発現群に比べて乳癌特異的生存期間、無再
発生存期間の両方において予後が悪いことが明らかとなってい
る（Kuwahara et al., 2016）。そこでganp SNPsが発症のみなら
ず予後にも影響するかどうかを解析中である。現在、愛知県が
んセンター中央病院の患者データをほぼ追跡し終え、ジェノタ
イプごとの予後を解析している。予備的な結果では、全生存期
間では有意な差は認めていない。

＜考察＞
　ganp欠損マウスと乳癌発症との関連に基づき、本研究では
ヒト乳癌発症とGANPの異常に関してganp SNPsに着目して解
析した。ganp SNPsのgermline変異では乳癌発症リスクが40%
まで低下するということが示されたが、ganp SNPsがGANPタ
ンパク発現にどのような影響を与えるかは本研究では明確にで
きていない。今回解析したSNPsがganp 3 ’側に存在しているこ
とより、GANPのカルボキシル末端側に存在するヒストンアセ
チルフェラーゼ活性に影響を与えている可能性も考えられる。
これまでGWASで同定された多くの乳癌疾患感受性遺伝子の
オッズ比は2.0以下（もしくは0.5以上）であることを考えると、
今回同定したganp SNPsは0.4であり、乳癌発症に抑制的に機能
するSNPsとして大いに有望である。

＜研究課題 2 ＞
　大腸がん転移抑制遺伝子の同定およびその機能解析
　Identification and functional analysis of colon cancer 
metastasis suppressor genes

＜研究者氏名＞
　所　属　部　分子病態学部
　研究代表者　佐久間圭一朗
　共同研究者　佐々木英一、木村賢哉、清水泰博、谷田部 恭、
　　　　　　　青木正博

＜研究成果＞
【背景】　
　大腸がんの罹患数は年々増え続けており、その死因の大半に
転移が関与するといわれる。転移の機序は未解明の点が多く、
転移促進因子は数多く報告されている一方で、転移抑制因子は
ほとんど同定されていない。我々は、低転移性マウス大腸がん
細胞株CMT93とshRNAライブラリーを用いたマウス生体内ス
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クリーニング法を確立し、新規大腸がん転移抑制因子として
pre-mRNAスプライシングファクターとして知られるHnrnpll
を同定した。CMT93のHnrnpllをスクリーニングで同定された
shRNA配列および別の配列のshRNAでそれぞれノックダウン
するとマトリゲル浸潤能ならびに生体内での肺転移能が亢進
し、さらにshRNA抵抗性のHnrnpll cDNAを導入することに
よ っ て ど ち ら の 亢 進 も 抑 制 さ れ た。 そ の 他、Hnrnpllは
Cd44v 6 のオルタナティブスプライシングを制御することなど
の予備成果を得た。本研究課題ではこれらの予備成果を発展し、
HnrnpllのヒトオルソログであるHNRNPLLと大腸がん浸潤転
移の関係について検証をおこなう。

【平成27年度の研究成果】
1 ．HNRNPLLとがん浸潤転移の関係
　Ⅰ．ヒト大腸がん細胞株を用いた検証
　SW480、HT29細胞のHNRNPLLを 2 種類の配列のshRNAで
ノックダウンしたところ、増殖能が有意に低下する一方で、マ
トリゲル浸潤能は有意に亢進した。これらの変化はshRNA抵
抗性のHNRNPLL cDNAを導入することで抑制されたことか
ら、HNRNPLLはがん細胞のマトリゲル浸潤能を負に制御すると
考えられた。さらに、SW480、T84、SW1116細胞のHNRNPLL
をノックダウンすると、CD44v6 のmRNAレベルでの発現上昇
ならびにCD44vのタンパクレベルでの発現上昇を認めた。以上
の結果はマウスの大腸がん細胞株CMT93において見られた結
果と同じものであり、マウスHnrnpllのがん浸潤抑制機能およ
びCd44v6 のスプライシング制御機能はヒトでも保存されてい
ることが示された。
　Ⅱ．臨床検体を用いた検証
　大腸がん原発巣と転移巣のHNRNPLL発現レベルを比較する
ため、同一患者の原発巣と肺転移巣手術標本の免疫組織染色を
おこない、HNRNPLLの発現量をImageJで定量した。 3 症例
の統計解析の結果、原発巣と転移巣の間でHNRNPLLの発現量
に有意差を認めなかった。この結果から考察されることは、
HNRNPLLは転移がん細胞全般で発現が低下しているのではな
く、一部のがん細胞のみで発現が低下している可能性、あるい
は、HNRNPLLは浸潤転移過程で一過性に発現低下するものの、
転移巣で発現が回復する可能性などが考えられた。がん細胞の
浸 潤 能 を 一 過 性 に 亢 進 さ せ る 現 象 と し て 上 皮 間 葉 転 換

（epithelial-mesenchymal transition: EMT）が知られているこ
とから、EMTとHNRNPLLの関係の検証をおこなった。
2 ．HNRNPLLとEMTの関係
　Ⅰ．ヒト大腸がん細胞株を用いた検証
　SW480、CaR－ 1 細胞にEMTを誘導するとHNRNPLLの発現
が低下し、間葉上皮転換（mesenchymal-epithelial transition: 
MET）を誘導することで回復した。また、EMTを誘導し
HNRNPLLの発現が低下した細胞では、CD44v6 およびCD44v
の発現上昇を認めた。EMTに伴うHNRNPLLの発現低下は
mRNAレベルでもみられたことから、SNAILなどのEMT関連
転写因子の関与も示唆されるが、今後の検討課題である。
　Ⅱ．臨床検体を用いた検証
　浸潤性大腸がん臨床検体の免疫組織染色をおこなった。浸潤
先端部のCytokeratin-18陽性腫瘍細胞の一部に、腫瘍中心部の
腫瘍細胞と比べてHNRNPLLの発現が低下した細胞を認めた。

ま た、 浸 潤 先 端 の 腫 瘍 細 胞 の 一 部 はEMTの 特 徴 で あ る
E-cadherinの発現低下を認め、それらの細胞ではHNRNPLLの
発現が腫瘍中心部の腫瘍細胞と比べて低下していた。この結果
はEMTとHNRNPLLの生体レベルでの関係を示唆するもので
あり、今後、症例数を追加して検証を進めたい。

＜研究課題 3 ＞
　HER 2 陽性胃癌患者のリキッドバイオプシーによるトラス
ツマブ耐性機序の解明とその克服法の検索
　A pilot study to investigate the mechanisms of resistance 
to trastuzumab and promising combination therapy to 
overcome the resistance using liquid biopsy in HER 2 -positive 
gastric cancer

＜研究者氏名＞
　所　属　部　薬物療法部
　研究者氏名　谷口浩也
　共同研究者　宇良　敬、門脇重憲、田中 努（内視鏡部）、
　　　　　　　中西速夫（遺伝子病理診断部）、室　　圭

＜目的＞
　切除不能進行・再発HER 2 陽性胃癌に対する標準治療は、
抗HER 2 抗体薬トラスツズマブを含む全身化学療法である。
しかしながら、未だその治療成績は十分とは言えないのが現状
である。本研究は、HER 2 陽性胃癌患者から採取した腫瘍由
来血中遊離DNAおよび血液循環腫瘍細胞を用いてトラスツズ
マブ獲得耐性機構を解明し、耐性克服を目標とした分子標的薬
併用療法を企業･医師主導治験として提案することを目的とし
ている。

＜方法＞
　当院通院中のHER 2 陽性胃癌患者を含む胃・大腸癌患者に
対し化学療法開始前、実施中、耐性後に血液採取を行い、腫瘍
由来血中遊離DNA（cfDNA）ならびに血液循環腫瘍細胞（CTC）
を採取する。cfDNAを抽出しBioRad社QX100によるdroplet 
digital PCR法にてHER 2 , EGFR, KRAS, PIK 3 CA, METなど
の遺伝子変異/遺伝子増幅の有無を測定し、抗HER 2 薬治療前
後での変化を検討する。CTCは院内で開発した方法にて測定
し、可能であればDNA/RNAを抽出、遺伝子発現解析を行う。

＜結果＞
　2016年 9 月末現在234検体の遺伝子変異解析を実施した。患
者背景は年齢中央値（範囲）66（24－88）歳，男/女 57%/43%
である。ほぼ全ての大腸癌患者から採取した血液検体から
cfDNAの抽出は可能であった。腫瘍組織のRAS/BRAF遺伝子
状態との一致率を検討したところ、RAS遺伝子は感度56.2%、
特異度85.4%であった。BRAF遺伝子変異は腫瘍組織由来の
DNAでBRAF変異型と診断された 6 例中 3 例でcfDNAからの
BRAF遺伝子変異が検出可能であった。一方、腫瘍組織からの
診断にてHER 2 遺伝子増幅のある胃癌におけるcfDNAでの
HER 2  copy numberの検討を行ったが、copy numberの明ら
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かな増加が認められたのは33.3%と低率であった。

＜考察＞
　本研究は腫瘍組織を（再）生検することなく低侵襲に患者の
癌の遺伝子状態を知り得る、いわゆる“リキッドバイオプシー”
の臨床応用を目指す重要な研究として位置付けられる。血液（血
漿）から癌由来の核酸（DNA）を抽出し、遺伝子状態を調べ
る技術は、近年急速に確立されつつあるが、未だ標準化されて
おらず発展途上である。本研究においても、遺伝子検査に十分
なcfDNA量の抽出は可能であったものの、遺伝子変異/増幅の
検出率は期待よりも低率であった。血液採取した患者の多くが、
進行癌患者であるものの化学療法により癌のコントロールが出
来ていたことも一因かもしれない。引き続き、最適な検体採取
のタイミングを含めて研究を継続する予定である。

＜研究課題 4 ＞
　悪性リンパ腫の治療効果・予後に関与する遺伝子変異の探索　
　Investigation for genetic alterations associated with 
predictive and prognostic value in malignant lymphoma

＜研究者氏名＞
　所　属　部　血液・細胞療法部
　研究者氏名　加藤春美
　共同研究者　都築　忍、山本一仁、木下朝博

＜目的＞
　近年、がん治療における分子標的治療薬の研究開発は目覚ま
しく、今後さらなる臨床応用への一般化が必要とされている。
有効な薬剤を投与するために薬剤反応性を事前に予測すること
は重要であると考えられている。しかしながら、悪性リンパ腫
では病型ごとに分子生物学的・病理学的特徴が異なり、それに
伴って臨床経過・予後も異なっているため、各病型ごとにモデ
ルを構築することが重要な課題となっている。本研究は、悪性
リンパ腫の一病型であるリンパ芽球性リンパ腫における薬剤反
応性を事前に予測するシステムを構築することを目的とする。

＜進捗状況＞
　成人リンパ芽球性リンパ腫の検体を用いて腫瘍細胞の解析を
行った。対象は当院で化学療法をうけた 8 症例。治療として治
療強度の高い化学療法であるhyper CVAD/MA交代療法にひ
きつづく強化・維持療法（Thomas et al. Blood 2004）をうけ
た症例を対象とした。まず細胞起源を同定するため、抗CD 1 a, 
CD 2 , cCD 3 , sCD 3 , CD 7 , CD34抗体を用いて表現型の解析を
おこなった。 4 症例はcortical T-cell type、 2 症例はmedullary 
T-cell type、 2 例はpro T/pre T-cell typesであった。これら 8
症例のうち、 2 例で再発をみとめ、再発を認めた症例はpro/
pre T-cell typesと診断された症例であった。
　最近の報告によると、小児急性リンパ芽球性白血病では、細
胞起源と予後との相関が検討されており、early T-cell precursor 
acute lymphoblastic leukemiaと診断される表現型を示す症例で
不良な予後が示すことが報告されている（Coustan-Smith et al. 

Lancet Oncol 2009）。Early T-cell precursorsの表現型として
は、T細胞表現型（CD 1 a陰性, CD 8 陰性, CD 5 dim）を有す
る 細 胞 に お い て、myeloidま た はstem cell antigensと し て
CD13, CD33, CD34, CD117, and/or HLA-DRを発現している細
胞と定義されている（Bell et al. Nature 2008）。これらの表現
型について検討を行ったところ、pro T-cell typeの症例がearly 
T-cell precursorsの 表 現 型 と 診 断 さ れ た。 本 症 例 はhyper 
CVAD/MA交代療法中に早期再発を認め、化療抵抗性を示す
症例であった。

＜まとめおよび今後の方向性＞
　小児急性リンパ芽球性白血病で示されているearly T-cell 
precursor phenotypeは、成人リンパ芽球性リンパ腫において
も認められる表現型であり、治療抵抗性を示す症例であった。
成人リンパ芽球性リンパ腫においても表現型解析をもちいた細
胞起源の同定は重要である可能性が示唆された。今後は遺伝学
的検討を行う予定である。
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第 2 章　研究発表関係

1 ．学会等における研究発表テーマ調べ（名誉総長・総長）

名誉総長

001	 Nimura Y : Progress of  Biliary Cancer Surgery - Nagoya 
experience. International College of Surgeons, Japan 
Section 2015, 2015, （Tokyo）, [Hall of Fame Memorial 
Lecture]

002	 Nimura Y  :  R ight  t r i sec t i onectomy for  H i l ar 
Cholangiocarcinoma. American College of Surgeons 
Clinical Congress 2015, 2015, （Chicago）, [Subject Oriented 
SymposiumⅠ, ACS Multimedia Atlas of Surgery - Liver 
Volume]

003	 二村雄次：Passion and Mission in Biliary Surgery. 第29回
日本肝胆膵外科学会, 2015,（東京）,[Lecture]

004	 二村雄次：胆道外科の課題と展望. 第70回日本消化器外科
学会， 2015,（浜松）,[教育講演]

005	 二村雄次：柔道教育―日本とフランスの比較から. 日本教
育福祉学会 秋の研究例会 2015, 2015,（名古屋）,[特別講演]

006	 二村雄次：最近のがん医療とがん対策. 日本柔道整復師会 
第50回東海学術大会 愛知大会, 2015,（名古屋）,[特別講演]

総長

001	 清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，小森康司，川上次郎，浅
野智成，木下　平：迷わない確実な膵吻合術を目指して　
膵頭十二指腸切除術における確実な膵空腸吻合法　soft 
pancreas症例に対する陥入法．第27回日本肝胆膵外科学会・
学術集会，2015,（東京）,[ビデオシンポジウム]

002	 千田嘉毅，清水泰博，夏目誠治，小森康司，川合亮佑，川
上次郎，浅野智成，木下　平：膵嚢胞性疾患の治療方針　
主膵管型IPMNの治療方針　至適切除範囲と膵全摘の要
否．第27回日本肝胆膵外科学会・学術集会，2015,（東京）,[ビ
デオシンポジウム]

003	 夏目誠治，清水泰博，千田嘉毅，小森康司，川合亮佑，川
上次郎，浅野智成，木下　平：膵臓外科のドレーンの管理
2 　膵頭十二指腸切除後、膵管チューブにおける膵液感染
の臨床的意義．第27回日本肝胆膵外科学会・学術集会，
2015,（東京）,[ワークショップ]

004	 千田嘉毅，清水泰博，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，木下　平：合併症ゼロを目指した再建、
吻合手術手技（胆道、膵臓）膵頭十二指腸切除術における
膵空腸吻合法の工夫 soft pancreasに対する陥入法の有用
性．第77回日本臨床外科学会総会，2015,（福岡）,[ビデオシ
ンポジウム]

005	 清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村

則久，川上次郎，木下　平：膵IPMNの手術適応と術式　
主膵管型IPMNの治療成績　膵切除範囲と膵全摘の要否に
ついて．第77回日本臨床外科学会総会，2015,（福岡）,[パネ
ルディスカッション]

006	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，松井隆則，廣田政志，小
島 宏，清水泰博，木下　平：CS再建による腹腔鏡下胃全摘・
噴門側胃切除の導入期の安全性に関する前向き第Ⅱ相試験
の成績．第88回日本胃癌学会総会，2016,（大分）,[ポスター
セッション]

007	 伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，清水泰博，木下　平：
P 0 CY 1 症例の手術適応．第88回日本胃癌学会総会，
2016,（大分）,[ポスターセッション]

008	 筒山将之，伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，木下　平：当
院におけるconversion surgeryの治療成績．第88回日本胃
癌学会総会，2016,（大分）,[ポスターセッション]

009	 岩田至紀，伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，清水泰博，木
下　平：残胃の癌の検討．第88回日本胃癌学会総会，
2016,（大分）,[ポスターセッション]

010	 伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，田近正洋，清水泰博，木
下　平：胃癌内視鏡治療非治癒切除後の外科切除症例に関
する検討．第88回日本胃癌学会総会，2016,（大分）,[ポスター
セッション]
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2 . 学会等における研究発表テーマ調べ（病院）

消化器内科部

001	 Hara K : Usefullness of pCLE for biliary stricture. ワーク
ショップ,2015,(Lisbon IPA),[ワークショップ]

002	 Hara K : Endoscopic Biliary Intevention. International 
interventional Endocsopy Advisory Board,2015,(Boston),[講
演]

003	 Hara K : EUS-guided approach. International interventional 
Endocsopy Advisory Board,2015,(Boston),[講演]

004	 Morizane C, Machida N, Honma Y, Okusaka T, Boku 
N, Kato K, Mizusawa J, Katayama H, Hiraoka N, 
Taniguchi H, Ikeda M, Shibuya Y, Hosokawa A, 
Mizuno N, Sano T, Tsuda M, Yokosuka O, Kitagawa 
Y, Sasako M, Furuse J,(JCOG)JCOG : Randomized 
phase III study of etoposide plus cisplatin versus 
irinotecan plus cisplatin in advanced neuroendocrine 
carcinoma of the digestive system: A Japan Clinical 
Oncology Group study(JCOG1213). Presented at the 
ASCO 2015,2015,(Chicago),[ポスター]

005	 Hara K : EUS-guided Biliary Drainage for malignant 
lower biliary obstruction. 第89回日本消化器内視鏡学会総
会,2015,(名古屋),[International Video Session 2 ]

006	 Hara K : EUS-BD. T-CAP 2015,2015,(東京),[講演]
007	 Yoshida T, Hijioka S, Hosoda W, Mizuno M, Hara K, 

Imaoka H, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Yogi T, 
Tsutumi H, Fujiyoshi T, Sato T, Hieda N, Okuno N, 
Shimizu Y, Yatabe Y, Niwa Y, Yamao K : Treatment 
strategy for pancreatic neuroendocrine carcinoma. 第13回
日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[international session]

008	 Hara K : EUS for pancreatic malignancy. 2 nd AEG 
Train-The-Trainer EUS Course,2015,(香港),[講演]

009	 Hara K : Case and Live Demo. 2 nd AEG Train-The-
Trainer EUS Course,2015,(香港),[ワークショップ]

010	 Hara K : EUS-guided Biliary Drainage. 2 nd AEG Train-
The-Trainer EUS Course,2015,(香港),[講演]

011	 Hara K : How to be a good trainer. 2 nd AEG Train-
The-Trainer EUS Course,2015,(香港),[講演]

012	 Hara K : Case and Live Demo. 2 nd AEG Train-The-
Trainer EUS Course,2015,(香港),[ワークショップ]

013	 Hara K : Interventional EUS. 2 nd AEG Train-The-
Trainer EUS Course,2015,(香港),[ワークショップ]

014	 Hara K : Role of EUS for pancreatic malignancy. NKC 
workshop in 2015,2015,(Thai),[講演]

015	 Hara K : Case and Live Demo. NKC workshop in 
2015,2015,(Thai),[ワークショップ]

016	 Hara K : Hands-On. NKC workshop in 2015,2015,(Thai),[ワー
クショップ]

017	 Yoshida T, Hara K, Bhanthumkomol P, Mizuno N, 
Hijioka S, Imaoka H, Tajika M,  Tanaka T, Ishihara 

M, Hieda N, Okuno N, Shimizu Y, Niwa Y, Yamao K : 
Comparison of fully and partially-covered 6 mm self-
expanding metalic stent for hilar malignant biliary 
stricture. JDDW2015,2015,( 東京 ),[international panel 
discussion]

018	 Hara K : EUS for Pancreas. 新華医院学会,2015,(上海),[講
演]

019	 Hara K : EUS-FNA LIVE Demo. 新華医院学会,2015,(上
海),[ワークショップ]

020	 Hara K : Case: EUS-PD. APFF 2015 in TOKYO,2015,(東
京),[口演]

021	 Hara K : Case: EUS-BD for benign biliary obstruction. 
APFF 2015 in TOKYO,2015,(東京),[口演]

022	 Hara K : Standardize Teaching Aids and Assessment 
Methods. AEG 1 st Training Material Sub-Committee 
Planning Meeting,2015,(台湾),[ワークショップ・司会]

023	 Hara K : EUS-guided pseudocyst drainage. 1 st NUH-
NCI Endoscopic Joint Meeting,2016,(Bangkok),[講演]

024	 Hara K : Video Symposium: EUS-FNA. 1 st NUH-NCI 
Endoscopic Joint Meeting,2016,(Bangkok),[講演]

025	 Hara K : ライブデモンストレーション EUS for pancreatic 
lesion. 1 st NUH-NCI Endoscopic Joint Meeting,2016, 
(Bangkok),[ワークショップ]

026	 Ozaka M, Todaka A, Mori K, Boku N, Mizuno N, Ueno 
H, Kobayashi S, Uesugi K, Kobayashi N, Hayashi H, 
Sudo K, Okano N, Horita Y, Kamei K, Yukisawa S, 
Nakamori S, Yachi Y, Henmi T, Kobayashi M, 
Fukutomi A: JASPAC 06  : Observational study of 
FOLFIRINOX therapy for unresectable and recurrent 
pancreatic cancer-Preliminary report on serious adverse 
events. 2016 Gastrointestinal Cancers Symposium,2016, 
(San Francisco),[Poster]

027	 Hara K : Usefulness of FV-EUS. 超声内镜新产品交流会, 
2016,(天津),[特別講演]

028	 Hijioka S, Hosoda W, Matsuo K, Ueno M, Furukawa M, 
Yoshitomi H, Kobayashi N, Ikeda M, Ito T, Nakamori 
S, Ishii H, Kodama Y, Morizane C, Yanagimoto H, 
Yane K, Notohara K, Furuse J, Yatabe Y, Mizuno N, 
Japan pNEC Study Group : Clinicopathological features 
and response to platinum-based chemotherapy in 
pancreatic neuroendocrine carcinoma:A retrospective 
multicenter study of 70patients. 2016 Gastrointestinal 
Cancers Symposium,2016,(San Francisco),[POSTER 
SESSION]

029	 Hara K : EUS-CDS vs. EUS-HGS. Round Table Meeting 
on international Consensus Guideline for EUS-guided 
Biliary Drainage,2016,(Seoul),[講演]

030	 Hara K : Consensus Guideline for EUS-BD. Round Table 
Meeting on international Consensus Guideline for EUS-
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guided Biliary Drainage,2016,(Seoul),[panel discussion]
031	 Hara K : Interventional EUS. “New Techniques in GI 

Endoscopy Workshop” in Cho-Ray Hospital,2016,(Ho Chi 
Minh),[講演]

032	 Hara K : EUS-guided drainage. “New Techniques in GI 
Endoscopy Workshop” in Cho-Ray Hospital,2016,(Ho Chi 
Minh),[司会]

033	 Hara K : Live Demo: EUS and EUS-FNA. “New 
Techniques in GI Endoscopy Workshop” in Cho-Ray 
Hospital,2016,(Ho Chi Minh),[ワークショップ]

034	 吉田　司，肱岡　範，堤　英治，水野伸匡，原　和生，今
岡　大，田近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，藤吉
俊尚，佐藤高光，稗田信弘，奥野のぞみ，細田和貴，谷田
部恭，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 当院における膵神
経内分泌腫瘍に対するエベロリムスの使用成績. 第101回
日本消化器病学会総会,2015,(仙台),[一般口演]

035	 肱岡　範，水野伸匡，原　和生 : 膵NECに対する治療戦略
－ワークショップ 8 : 胆膵領域におけるNET治療の新展開. 
第101回日本消化器病学会総会,2015,(仙台),[口演]

036	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，輿儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : CEA上昇を示す切除不能膵癌は高悪性度
を示し予後不良である～切除不能膵癌における腫瘍マー
カーの測定意義～. 第101回日本消化器病学会総会,2015,(仙
台),[口演]

037	 稗田信弘，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，吉田　司，丹
羽康正，山雄健次 : ゲムシタビン耐性進行膵癌に対する、
2 次治療以降のFOLFIRINOXの検討. 第101回日本消化器
病学会総会,2015,(仙台),[プレナリーセッション]

038	 奥野のぞみ，原　和生，山雄健次 : 偶発症の軽減と容易な
re-interventionを目指したEUSガイド下経肝胆道ドレナー
ジ術. 第101回日本消化器病学会総会,2015,(仙台),[ワーク
ショップ]

039	 肱岡　範 : 膵消化管NET診断・治療の最前線～とっつきに
くいNETを紐解きます～. 第 4 回GI Web in Aizu,2015,(福
島),[講演]

040	 原　和生 : 胆膵癌、診断・治療の最前線. 第13回海部津島
消化器病研究会,2015,(津島),[特別講演]

041	 肱岡　範 : わかった気になる胃NET. エーザイ株式会社社
内研修,2015,(名古屋),[講演]

042	 肱岡　範 : 膵内分泌腫瘍の診断(EUS-FNAの役割). 第27回
日本内分泌外科学会総会,2015,(仙台),[講演]

043	 原　和生 : サテライトセミナー 2 . 第89回日本消化器内視
鏡学会総会,2015,(名古屋),[座長]

044	 吉田　司，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉
俊尚，佐藤高光，稗田信弘，奥野のぞみ，丹羽康正，山雄
健次 : ステント抜去時の偶発症回避を目的とした大口径片
フラップ膵管ステントの有用性. 第89回日本消化器内視鏡
学会総会,2015,(名古屋),[一般口演]

045	 稗田信弘，原　和生，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與
儀竜治，奥野のぞみ，吉田　司，今岡　大，肱岡　範，水
野伸匡，石原　誠，田中　努，田近正洋，丹羽康正，山雄
健次 : 悪性胃十二指腸狭窄に対するCovered Stentの有用
性. 第89回日本消化器内視鏡学会総会,2015,(名古屋),[口演]

046	 原　和生 : 口演58膵EUS下ドレナージ 1 . 第89回日本消化
器内視鏡学会総会,2015,(名古屋),[座長]

047	 原　和生 : ブースレクチャー. 第89回日本消化器内視鏡学
会総会,2015,(名古屋),[座長]

048	 原　和生 : EUS-CD 術後管理とトラブルシューティング. 
第89回日本消化器内視鏡学会総会　附置研究会,2015,(名古
屋),[講演]

049	 奥野のぞみ，原　和生，山雄健次 : 膵疾患に対するEUS-
FNAの正診率向上に向けて. 第89回日本消化器内視鏡学会
総会,2015,(名古屋),[ワークショップ]

050	 水野伸匡，原　和生，肱岡　範，今岡　大，山雄健次 : 
AIP-not otherwise specified(AIP-NOS)にステロイド維持
療法は必要か？. 第46回日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[講
演]

051	 井岡達也，上野秀樹，池田公史，上野　誠，水野伸匡，古
瀬 純 司 : 切 除 不 能 進 行・ 再 発 膵 癌 患 者 に 対 す るnab-
Paclitaxel + Gemcitabine療法第I/II相試験: 切除不能膵癌
の治療選択. 第46回日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[パネル
ディスカッション]

052	 原　和生 : Interventional EUS. Advanced GI & Liver Forum 
3 rd, 2015,(鹿児島),[特別講演]

053	 肱岡　範 : 胆膵診療におけるEUSの役割. 藤元総合病院　
院内講演会,2015,(宮崎),[講演]

054	 原　和生 : IPMN経過観察と膵癌早期発見. パープルリボ
ンセミナーin名古屋,2015,(名古屋),[講演]

055	 肱岡　範 : 家族性膵癌家系におけるスクリーニング検診. 
第46回日本膵臓学会家族性膵癌登録制度公聴会,2015,(名古
屋),[公聴会]

056	 原　和生 : ビデオシンポジウム 膵疾患に対するInterventional 
Endoscopy. 第46回日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[座長]

057	 吉田　司，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉
俊尚，佐藤高光，稗田信弘，奥野のぞみ，細田和貴，谷田
部恭，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : PNETの集学的治
療 エベロリムスの二次以降治療の有用性に関する検討. 第
46回日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[ミニパネルディス
カッション]

058	 奥野のぞみ，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，
與儀竜治，堤　英治，佐藤高光，吉田　司，稗田信弘，山
雄健次 : 膵癌による胃十二指腸狭窄および胆管狭窄に対す
るステント留置術の検討. 第46回日本膵臓学会大会,2015, 
(名古屋),[ビデオシンポジウム]

059	 肱岡　範，原　和生，水野伸匡，今岡　大，吉田　司，稗
田信弘，奥野のぞみ，細田和貴，清水泰博，千田嘉毅，夏
目誠治，丹羽康正，山雄健次 : TS 1 a膵癌の臨床病理学的
検討. 第46回日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[口演]

060	 肱岡　範 : pNETにおける画像およびEUS-FNA診断の留
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意点. 第46回日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[講演]
061	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田

中　努，石原　誠，輿儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : GemおよびS- 1 に不応となった転移性膵
癌に対しmFOLFIRINOX療法が奏功を示した 2 例. 第46回
日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[ポスター]

062	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，輿儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : 切除不能進行膵腺扁平上皮癌に対する予
後の検討＜膵管癌との比較を中心に＞. 第46回日本膵臓学
会大会,2015,(名古屋),[口演]

063	 稗田信弘，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，吉田　司，佐
藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀竜治，丹羽康正，山雄
健次 : 進行膵癌に対する 2 次治療以降のFOLFIRINOXの
検討. 第46回日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[ミニパネル
ディスカッション]

064	 稗田信弘，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，吉田　司，佐
藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀竜治，丹羽康正，山雄
健次 : 手術不能膵癌に対する 2 次治療以降のFOLFIRINOX
の検討. 第122回日本消化器病学会東海支部例会,2015,(三
重),[シンポジウム]

065	 鈴木博貴，田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，吉田　司，奥野のぞみ，稗田
信弘，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，藤田　曜，
徳久順也，山雄健次，丹羽康正 : S- 1 /CDDP術前化学療法
により組織学的CRが得られた進行胃癌,大腸癌の重複癌の
1 例. 第122回日本消化器病学会東海支部例会,2015,(三
重),[一般演題]

066	 藤田　曜，田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，吉田　司，奥野のぞみ，稗田
信弘，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和
浩，徳久順也，山雄健次，丹羽康正 : API 2 -MALT 1 陽
性胃MALTリンパ腫の長期経過観察中にDLBCLが合併し
た 1 例. 第122回日本消化器病学会東海支部例会,2015,(三
重),[一般演題]

067	 近藤　尚，石原　誠，徳久順也，藤田　曜，鳥山和浩，鈴
木博貴，渋谷　仁，平山貴視，稗田信弘，奥野のぞみ，吉
田　司，今岡　大，田中　努，肱岡　範，原　和生，田近
正洋，水野伸匡，丹羽康正，山雄健次 : SSA/Pの癌化症例
に対してESDを施行した一例. 第122回日本消化器病学会
東海支部例会,2015,(三重),[一般演題]

068	 奥野のぞみ，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，
吉田　司，稗田信弘，山雄健次 : Endoscopic ultrasound-
guided rendezvous(EUS-RV)technique via various 
approach route. T-CAP 2015,2015,(東京),[ポスター]

069	 肱岡　範 : GEP-NET診断　臨床・病理・画像. NETアカデ
ミー,2015,(東京),[講演]

070	 原　和生 : 胆膵領域におけるInterventional EUS. 第15回日

本消化器内視鏡学会東海支部ガイドライン研修会,2015,(静
岡),[講演]

071	 肱岡　範 : RECISTについて. ノーベルファーマ株式会社
社内研修,2015,(名古屋),[講演]

072	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，輿儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : 5-FU系薬剤不応転移性膵癌症例に
FOLFIRINOX療法は有効か？ . 第13回日本臨床腫瘍学会
学術集会,2015,(札幌),[ポスター]

073	 肱岡　範 : 膵神経内分泌腫瘍の診断と治療. 群馬GIST/
pNET学術講演会,2015,(群馬),[講演]

074	 稗田信弘，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，吉田　司，近
藤　尚，渋谷　仁，鈴木博貴，鳥山和浩，平山貴視，藤田　
曜，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 検診を契機に発見さ
れた微小膵癌の 1 例. 第 4 回膵癌早期診断研究会,2015,(品
川),[口演]

075	 吉田　司，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，稗田信弘，奥野のぞみ，谷
田 部 恭， 清 水 泰 博， 丹 羽 康 正， 山 雄 健 次 : Small cell 
neuroendocrine carcinoma(SCNEC)の 1 切除例. 第16回臨
床消化器病研究会,2015,(東京),[一般口演]

076	 近藤　尚，肱岡　範，鈴木博貴，原　和生，丹羽康正，山
雄健次 : 膵神経内分泌腫瘍における造影所見と病理学的所
見における検討. 日本超音波医学会第36回中部地方会学術
集会,2015,(静岡),[一般演題]

077	 肱岡　範 : 早期診断のためのGEP-NETの画像診断. 第 3 回
日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会,2015,(仙台),[シンポジ
ウム]

078	 吉田　司，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，稗田信弘，奥野のぞみ，平
山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，藤田　曜，
徳久順也，谷田部恭，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 当
院における膵神経内分泌腫瘍の予後の検討. 第 3 回日本神
経内分泌腫瘍研究会学術集会,2015,(仙台),[ポスター]

079	 渋谷　仁，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，吉
田　司，平山貴視，近藤　尚，徳久順也，鳥山和浩，鈴木
博貴，藤田　曜，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 当院に
おけるストレプトゾシンの初期使用経験. 第 3 回日本神経
内分泌腫瘍研究会学術集会,2015,(仙台),[一般演題]

080	 鳥山和浩，石原　誠，田近正洋，田中　努，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，吉田　司，稗田信弘，奥野の
ぞみ，平山貴視，渋谷　仁，徳久順也，近藤　尚，鈴木博
貴，藤田　曜，安部哲也，室　　圭，古平　毅，谷田部恭，
山雄健次，丹羽康正 : 当院における食道神経内分泌癌に関
す る 検 討. 第 3 回 日 本 神 経 内 分 泌 腫 瘍 研 究 会 学 術 集
会,2015,(仙台),[ポスター]

081	 原　和生 : 特別企画EUS-BD、手技の実際. 第51回日本胆
道学会学術集会,2015,(宇都宮),[講演]

082	 肱岡　範，原　和生，水野伸匡，今岡　大，清水泰博，千



─ 84 ─

田嘉毅，夏目誠治，山雄健次 : 十二指腸乳頭部NETの 5
切除例. 第51回日本胆道学会学術集会,2015,(宇都宮),[ポス
ター]

083	 奥野のぞみ，原　和生，山雄健次 : 胆管挿管困難例に対す
るEUSガイド下ランデブー法の検討. 第51回日本胆道学会
学術集会,2015,(宇都宮),[シンポジウム]

084	 原　和生 : EUS下ドレナージ術の進歩. 第38回重点卒後教
育セミナー,2015,(東京),[講演]

085	 水野伸匡，上野秀樹，池田公史，上野　誠，井岡達也，小
室泰司，中島貴子，古瀬純司 : 切除不能進行・再発膵癌患
者におけるnab-paclitaxel+Gem療法第I/II相試験: 追加解
析. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワーク
ショップ]

086	 肱岡　範，原　和生，清水泰博 : 臨床病理学的特徴から見え
てくる1 cm以下(TS 1 a)膵癌の診断方法. JDDW2015,2015,(東
京),[パネルディスカッション]

087	 原　和生 : セルビジオで明日をみる. pCLE研究会,2015,(東
京),[講演]

088	 今岡　大，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，田近正洋，田
中　努，石原　誠，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清
水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 膵癌遠隔転移症例における
fibrinogenの予後への影響～Propensity score matchingを
用いた検討～. JDDW2015,2015,(東京),[ポスター]

089	 奥野のぞみ，原　和生，山雄健次 : 胆管挿管困難例に対す
るEUSガイド下ランデブー法の検討. JDDW2015,2015,(東
京),[ワークショップ]

090	 肱岡　範 : 進行NETに対する薬物治療～数ある武器をどう
使い分けるか；診断も含めた治療戦略～. JDDW2015,2015,(東
京),[ランチョンセミナー]

091	 肱岡　範，水野伸匡，原　和生 : EUS-FNAを用いた膵神
経内分泌腫瘍の診断. JDDW2015,2015,(東京),[ワークショッ
プ]

092	 肱岡　範 : 膵消化管神経内分泌腫瘍に対する化学療法の新
展開. ケアネットwebセミナー,2015,(名古屋),[講演]

093	 肱岡　範 : 膵・消化管の神経内分泌腫瘍の診断・治療の最
前線. Focus on NET&GIST,2015,(新潟),[講演]

094	 肱岡　範 : 膵・消化管の神経内分泌腫瘍の診断・治療の最
前線. GIST&NET meeting in yamanashi,2015,(山梨),[講演]

095	 鈴木博貴，石原　誠，田近正洋，田中　努，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，山雄健次，丹羽康正 : EMR
後 潰 瘍 瘢 痕 に 発 生 し、 出 血 を 繰 り 返 し たPyogenic 
granulomaの 1 例. 第227回内科学会東海地方会,2015,(岐阜), 
[一般演題]

096	 今岡　大，清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，水野伸匡，肱
岡　範，原　和生，田近正洋，田中　努，石原　誠，丹羽
康正，山雄健次 : 膵癌術後補助化学療法後のCA19- 9 値は
予後予測に有用である～Elevated post-adjuvant serum 
CA19- 9  level is associated with worse prognosis in 
patients with pancreatic cancer～. 第53回日本癌治療学会
学術集会,2015,(京都),[ワークショップ]

097	 肱 岡　 範 : 第 一 部review　 診 断. NET Expert Seminar 
2015,2015,(東京),[講演]

098	 肱岡　範 : 第 2 部臨床診断分科会(臨床症状・画像・組織
採取). NET Expert Seminar 2015,2015,(東京),[講演]

099	 原　和生 : Convex EUSを使いこなす！ . 第27回日本消化
器内視鏡学会東北セミナー,2015,(秋田),[講演]

100	 肱岡　範 : pNET,GI-NET 内科治療. 京滋NET academy, 
2015,(京都),[講演]

101	 肱岡　範 : 大腸NETの診断と治療. 第70回日本大腸肛門病
学会,2015,(名古屋),[教育講演]

102	 肱岡　範 : 膵臓①. 第123回日本消化器病学会東海支部例
会,2015,(名古屋),[座長]

103	 平山貴視，石原　誠，丹羽康正 : 当院における食道ステン
ト 挿入術の検討. 第123回日本消化器病学会東海支部例
会,2015,(名古屋),[シンポジウム]

104	 渋谷　仁，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，吉
田　司，近藤　尚，鈴木博貴，徳久順也，鳥山和浩，平山
貴視，藤田　曜，丹羽康正，山雄健次 : 当院における進行
膵神経内分泌腫瘍に対する薬物療法の現状. 第123回日本
消化器病学会東海支部例会,2015,(名古屋),[シンポジウム]

105	 鳥山和浩，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，大
瀬戸久美子，田中　努，石原　誠，吉田　司，稗田信弘，
奥野のぞみ，千田嘉毅，夏目誠治，田近正洋，清水泰博，
山雄健次，丹羽康正 : 膵神経内分泌腫瘍を契機に発端者と
して診断に至った多発性内分泌腫瘍症 1 型の 2 例. 第123
回日本消化器病学会東海支部例会,2015,(名古屋),[一般演題]

106	 藤田　曜，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，清水泰博，千田嘉毅，夏目
誠治，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，丹羽康正，山雄
健次 : 化学療法が著効し、根治的外科手術を施行し得た
StageIVb膵癌の 2 例. 第123回日本消化器病学会東海支部
例会,2015,(名古屋),[一般演題]

107	 肱岡　範 : ここまで進歩したEUS-FNA～膵神経内分泌腫
瘍を中心に～. 第54回日本臨床細胞学会秋期大会,2015,(名
古屋),[ランチョンセミナー]

108	 肱岡　範 : 膵消化管神経内分泌腫瘍の診断・治療の最前線. 
沖縄NET講演会,2015,(沖縄),[講演]

109	 原　和生 : How to perform EUS-FNA. EUSトレーニング
コース(オリンパス),2015,(八王子),[ワークショップ]

110	 肱岡　範 : 胆道・膵臓. 第58回日本消化器内視鏡学会東海
支部例会,2015,(名古屋),[若手研究者優秀演題奨励賞選定
セッション審査員]

111	 原　和生 : シンポジウム 2 　胆膵悪性腫瘍に対する内視鏡
診断と治療のup-to-date. 第58回日本消化器内視鏡学会東海
支部例会,2015,(名古屋),[司会]

112	 吉田　司，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，平
山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　
曜，徳久順也，丹羽康正，山雄健次 : 肝門部悪性胆管狭窄
に対する 6 mm fully covered self-expandable metallic stent
のside by side留置の成績. 第58回日本消化器内視鏡学会東
海支部例会,2015,(名古屋),[一般口演]

113	 稗田信弘，原　和生，山雄健次 : ERCP関連手技による
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十二指腸乳頭部穿孔に対する、メタリックステント留置の
有用性. 第58回日本消化器内視鏡学会東海支部例会,2015, 
(名古屋),[シンポジウム]

114	 奥野のぞみ，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，
田近正洋，田中　努，石原　誠，吉田　司，稗田信弘，平
山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，徳久
順也，丹羽康正，山雄健次 : 術後膵管空腸吻合部狭窄に対
し超音波内視鏡ガイド下膵管ドレナージ(EUS-PD)が有効
であった 1 例. 第58回日本消化器内視鏡学会東海支部例
会,2015,(名古屋),[一般演題]

115	 平山貴視，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　司，渋
谷　仁，近藤　尚，徳久順也，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　
曜，田近正洋，山雄健次，丹羽康正 : 食道癌術後吻合部難
治性狭窄に対してステロイド併用RIC(Radial Incision and 
Cutting)を施行した 1 例. 第58回日本消化器内視鏡学会東
海支部例会,2015,(名古屋),[一般演題]

116	 渋谷　仁，田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　
司，近藤　尚，鈴木博貴，徳久順也，鳥山和浩，平山貴視，
藤田　曜，谷田部恭，木下朝博，山雄健次，丹羽康正 : 自
然退縮を認めた濾胞性リンパ腫の 1 例. 第58回日本消化器
内視鏡学会東海支部例会,2015,(名古屋),[一般演題]

117	 鳥山和浩，田近正洋，田中　努 : 当院における大腸拡大
NBI分類(JNET分類)の有用性に関する検討. 第58回日本消
化器内視鏡学会東海支部例会,2015,(名古屋),[シンポジウム]

118	 鈴木博貴，肱岡　範，原　和生，水野伸匡，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，吉田　司，奥野のぞみ，稗
田信弘，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，藤田　
曜，徳久順也，丹羽康正，山雄健次 : EUS-CDSにて人工
瘻孔が完成された十二指腸狭窄合併膵癌の 1 例. 第58回日
本消化器内視鏡学会東海支部例会,2015,(名古屋),[一般演題]

119	 藤田　曜，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，宇良　敬，吉田　司，奥野
のぞみ，稗田信弘，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木
博貴，鳥山和浩，徳久順也，丹羽康正，山雄健次 : 輸入脚
症候群に対して内視鏡的ダブル消化管ステント留置術を
行った 1 例. 第58回日本消化器内視鏡学会東海支部例
会,2015, (名古屋),[一般演題]

120	 近藤　尚，原　和生，徳久順也，藤田　曜，鳥山和浩，鈴
木博貴，渋谷　仁，平山貴視，稗田信弘，奥野のぞみ，吉
田　司，今岡　大，石原　誠，田中　努，肱岡　範，田近
正洋，水野伸匡，丹羽康正，山雄健次 : 術前診断が困難で
あったPalagangliomaの一例. 第58回日本消化器内視鏡学会
東海支部例会,2015,(名古屋),[一般演題]

121	 肱岡　範 : 膵NET診断のknack＆pitfall. NET ACADEMY 
IN AICHI,2015,(名古屋),[基調講演]

122	 鳥山和浩，肱岡　範，山雄健次 : 同時性多発肝転移を認め
た膵神経内分泌腫瘍の 1 例. NET ACADEMY IN AICHI, 
2015,(名古屋),[一般演題]

123	 原　和生 : EUS-BDの適応と現況. 第 4 回超音波内視鏡下
穿刺術の手技標準化に関する研究会,2016,(東京),[司会]

124	 肱岡　範 : 高リスク群に対するスクリーニング(前向き臨
床試験のデザイン). 平成27年度第 1 回家族性膵癌に関する
小班会議,2016,(東京),[講演]

125	 原　和生 : EST診療ガイドライン. F-J研究会,2016,(福岡),[司
会]

126	 肱岡　範 : NETの診断と治療の最前線. 両毛胆膵研究
会,2016,(群馬),[講演]

127	 吉田　司，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，夏
目誠治，橋本光義，谷田部恭，清水泰博，山雄健次 : 膵管
内進展をともなった膵神経内分泌腫瘍の 1 例. 第64回日本
消化器画像診断研究会,2016,(名古屋),[一般口演]

128	 肱岡　範 : pNETの診断と治療. 栃木県pNET学術講演
会,2016,(栃木),[講演]

129	 鳥山和浩，肱岡　範，大瀬戸久美子，山雄健次，丹羽康正 
: 膵神経内分泌腫瘍を契機に発端者として診断に至った多
発性内分泌腫瘍症(MEN) 1 の 2 例. 第 3 回遺伝性腫瘍研究
会,2016,(名古屋),[一般演題]

130	 肱岡　範 : 膵・消化管神経内分泌腫瘍の薬物治療. 群馬
NET座談会,2016,(群馬),[講演]

内視鏡部

001	 Niwa Y, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Fujiyoshi T, 
Imaoka H, Hijioka S, Hara K, Mizuno N, Yamao K : Is 
the NBI magnifying endoscopy useful for the depth 
diagnosis of superficial esophageal squamous cell 
carcinoma (SCC)?. DDW2015,2015,(Washington),[ポスター]

002	 Ishihara M, Tajika M, Tanaka T, Mizuno N, Hara K, 
Hijioka S, Imaoka H, Hieda N, Okuno N, Yoshida T, 
Yamao K, Niwa Y : Clinical evaluation of unexpected 
colonic focal uptake detected by FDG-PET/CT. UEGW 
2015,2015,(Barcelona),[ポスター]

003	 Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Mizuno N, Hara K, 
Hijioka S, Imaoka H, Sato T, Yogi T, Tsutsumi H, 
Fujiyoshi T, Hieda N, Okuno N, Yoshida T, Bhatia V, 
Yatabe Y,  Yamao K, Niwa Y : A randomized controlled 
trial evaluating a low-volume PEG solution plus ascorbic 
acid versus Standard PEG Solution in Bowel Preparation 
for Colonoscopy. UEGW 2015,2015,(Barcelona),[ポスター]

004	 Yoshida T, Hijioka S, Hosoda W, Mizuno N, Hara K, 
Imaoka H, Tajika M, Tanaka T, Ishihara M, Yogi T, 
Tsutumi H, Fujiyoshi T, Sato T, Hieda N, Okuno N,  
Shimizu Y, Yatabe Y, Niwa Y, Yamao K : Treatment 
strategy for pancreatic neuroendocrine carcinoma. 第13回
日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[international session]

005	 Yoshida T, Hara K, Bhanthumkomol P, Mizuno N, 
Hijioka S, Imaoka H, Tajika M, Tanaka T, Ishihara 
M, Hieda N, Okuno N, Shimizu Y, Niwa Y, Yamao K : 
Comparison of fully and partially-covered 6 mm self-
expanding metalic stent for hilar malignant biliary 
stricture. JDDW2015,2015,( 東京 ),[international panel 
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discussion]
006	 石原　誠，田近正洋，丹羽康正 : 表在型バレット食道癌の

背景粘膜による臨床病理学的検討　SSBEとLSBEを相違. 
第101回日本消化器病学会総会,2015,(仙台),[シンポジウム]

007	 吉田　司，肱岡　範，堤　英治，水野伸匡，原　和生，今
岡　大，田近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，藤吉
俊尚，佐藤高光，稗田信弘，奥野のぞみ，細田和貴，谷田
部恭，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 当院における膵神
経内分泌腫瘍に対するエベロリムスの使用成績. 第101回
日本消化器病学会総会,2015,(仙台),[一般口演]

008	 田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，稗田信弘，奥野のぞみ，吉田　司，山雄健次，丹羽
康正 : 近年当院で経験した消化管原発悪性リンパ腫の臨床
病理学的検討. 第101回日本消化器病学会総会,2015,(仙台), 
[ポスター]

009	 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀
竜治，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　司，山雄健次，丹羽
康正 : 食道表在癌におけるESD適応外病変治療後の長期経
過. 第101回日本消化器病学会総会,2015,(仙台),[ポスター]

010	 稗田信弘，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，吉田　司，丹
羽康正，山雄健次 : ゲムシタビン耐性進行膵癌に対する、
2 次治療以降のFOLFIRINOXの検討. 第101回日本消化器
病学会総会,2015,(仙台),[プレナリーセッション]

011	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，輿儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : CEA上昇を示す切除不能膵癌は高悪性度
を示し予後不良である～切除不能膵癌における腫瘍マー
カーの測定意義～. 第101回日本消化器病学会総会,2015,(仙
台),[口演]

012	 田近正洋 : 胃 スクリーニング. 第89回日本消化器内視鏡学
会総会,2015,(名古屋),[座長]

013	 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀
竜治，山雄健次，丹羽康正 : 切除可能胃癌におけるHER 2
診断の臨床病理学的検討. 第89回日本消化器内視鏡学会総
会,2015,(名古屋),[口演]

014	 稗田信弘，原　和生，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與
儀竜治，奥野のぞみ，吉田　司，今岡　大，肱岡　範，水
野伸匡，石原　誠，田中　努，田近正洋，丹羽康正，山雄
健次 : 悪性胃十二指腸狭窄に対するCovered Stentの有用
性. 第89回日本内視鏡学会総会,2015,(名古屋),[口演]

015	 吉田　司，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉
俊尚，佐藤高光，稗田信弘，奥野のぞみ，丹羽康正，山雄
健次 : ステント抜去時の偶発症回避を目的とした大口径片
フラップ膵管ステントの有用性. 第89回日本消化器内視鏡
学会総会,2015,(名古屋),[一般口演]

016	 田近正洋，田中　努，丹羽康正 : 当院における直腸肛門部

腫瘍に対する治療戦略の変遷. 第89回日本消化器内視鏡学
会総会,2015,(名古屋),[ビデオシンポジウム]

017	 石原　誠，田近正洋，丹羽康正 : バレット食道癌の深達度
の診断および側方範囲診断の現状について. 第89回日本消
化器内視鏡学会総会,2015,(名古屋),[パネルディスカッショ
ン]

018	 石原　誠，田中　努，肱岡　範，山雄健次，丹羽康正 : 
PET-CT検査における大腸癌診断能の検討. 第54回日本消
化器がん検診学会総会,2015,(大阪),[一般口演]

019	 吉田　司，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉
俊尚，佐藤高光，稗田信弘，奥野のぞみ，細田和貴，谷田
部恭，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : PNETの集学的治
療 エベロリムスの二次以降治療の有用性に関する検討. 第
46回日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[ミニパネルディス
カッション]

020	 稗田信弘，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，吉田　司，佐
藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀竜治，丹羽康正，山雄
健次 : 進行膵癌に対する 2 次治療以降のFOLFIRINOXの
検討. 第46回日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[ミニパネル
ディスカッション]

021	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，輿儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : GemおよびS- 1 に不応となった転移性膵
癌に対しmFOLFIRINOX療法が奏功を示した 2 例. 第46回
日本膵臓学会大会,2015,(名古屋),[ポスター]

022	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，輿儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : 切除不能進行膵腺扁平上皮癌に対する予
後の検討＜膵管癌との比較を中心に＞. 第46回日本膵臓学
会大会,2015,(名古屋),[口演]

023	 稗田信弘，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，吉田　司，佐
藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀竜治，丹羽康正，山雄
健次 : 手術不能膵癌に対する 2 次治療以降のFOLFIRINOX
の検討. 第122回日本消化器病学会東海支部例会,2015,(三
重),[シンポジウム]

024	 鈴木博貴，田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，吉田　司，奥野のぞみ，稗田
信弘，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，藤田　
曜 ，徳久順也，山雄健次，丹羽康正 : S-1 /CDDP術前化
学療法により組織学的CRが得られた進行胃癌・大腸癌の
重複癌の 1 例. 第122回日本消化器病学会東海支部例
会,2015,(三重),[一般演題]

025	 藤田　曜，田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，吉田　司，奥野のぞみ，稗田
信弘，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和
浩，徳久順也，山雄健次，丹羽康正 : API 2 -MALT 1 陽
性胃MALTリンパ腫の長期経過観察中にDLBCLが合併し
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た 1 例. 第122回日本消化器病学会東海支部例会,2015,(三
重),[一般演題]

026	 石原　誠，田近正洋，田中　努，藤吉俊尚，丹羽康正 : 食
道表在癌におけるFDG-PETの有用性. 第69回日本食道学会
学術集会,2015,(横浜),[ポスター発表]

027	 田近正洋 : 新しい腸管洗浄剤(モビプレップ)の安全性の検
討～高齢者の安全性を問う～. 第83回大腸癌研究会アフタ
ヌーンセミナーＡ,2015,(久留米),[講演]

028	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肱岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，輿儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : 5-FU系薬剤不応転移性膵癌症例に
FOLFIRINOX療法は有効か？ . 第13回日本臨床腫瘍学会
学術集会,2015,(札幌),[ポスター]

029	 田近正洋，丹羽康正，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，木下朝博，山雄健次 : 当院で
経験した腸管原発リンパ腫の臨床病理学的検討. 第12回日
本臨床腫瘍学会総会,2015,(札幌),[ポスター]

030	 稗田信弘，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，吉田　司，近
藤　尚，渋谷　仁，鈴木博貴，鳥山和浩，平山貴視，藤田　
曜，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 検診を契機に発見さ
れた微小膵癌の 1 例. 第 4 回膵癌早期診断研究会,2015,(品
川),[口演]

031	 吉田　司，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，稗田信弘，奥野のぞみ，谷
田 部 恭， 清 水 泰 博， 丹 羽 康 正， 山 雄 健 次 : Small cell 
neuroendocrine carcinoma(SCNEC)の 1 切除例. 第16回臨
床消化器病研究会,2015,(東京),[一般口演]

032	 鳥山和浩，石原　誠，田近正洋，田中　努，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，吉田　司，稗田信弘，奥野の
ぞみ，平山貴視，渋谷　仁，徳久順也，近藤　尚，鈴木博
貴，藤田　曜，安部哲也，室　　圭，古平　毅，谷田部恭，
山雄健次，丹羽康正 : 当院における食道神経内分泌癌に関
する検討. 第 3 回日本神経内分泌腫瘍研究会学術集会,2015, 
(仙台),[ポスター]

033	 吉田　司，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，稗田信弘，奥野のぞみ，平
山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木博貴，鳥山和浩，藤田　曜，
徳久順也，谷田部恭，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 当
院における膵神経内分泌腫瘍の予後の検討. 第 3 回日本神
経内分泌腫瘍研究会学術集会,2015,(仙台),[ポスター]

034	 渋谷　仁，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，吉
田　司，平山貴視，近藤　尚，徳久順也，鳥山和浩，鈴木
博貴，藤田　曜，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 当院に
おけるストレプトゾシンの初期使用経験. 第 3 回日本神経
内分泌腫瘍研究会学術集会,2015,(仙台),[一般演題]

035	 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀
竜治，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　司，山雄健次，丹羽
康正 : 特徴的な内視鏡所見を示した 0 -Isp+IIa型早期大腸

癌の 1 例. 第12回拡大内視鏡研究会,2015,(横浜),[口演]
036	 田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱

岡　範，今岡　大，稗田信弘，奥野のぞみ，吉田　司，谷
田部恭，山雄健次，丹羽康正 : 胃ＭＡＬＴリンパ腫におけ
るWatch and wait strategyの位置付け. 第57回日本消化器
学会大会,2015,(東京),[ポスター]

037	 田中　努，田近正洋，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀
竜治，山雄健次，丹羽康正 : H.pylori除菌後に発症した異
時性胃癌症例と背景胃粘膜との検討. JDDW2015,2015,(東
京),[ポスター]

038	 石原　誠，田近正洋，田中　努，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，藤吉俊尚，與儀
竜治，稗田信弘，奥野のぞみ，吉田　司，山雄健次，丹羽
康正 : 食道表在癌に対するEMRとESDの治療成績および
長 期 予 後 の 比 較 検 討. 第23回 日 本 消 化 器 関 連 学 会 週
間,2015,(東京),[一般口演]

039	 石原　誠，田近正洋，田中　努，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，佐藤高光，堤　英治，　藤吉俊尚，與
儀竜治，稗田信弘，奥野のぞみ，吉田　司，山雄健次，丹
羽康正 : 直腸ＮＥＴに対する臨床病理学的検討. 第23回日
本消化器関連学会週間,2015,(東京),[一般口演]

040	 今岡　大，水野伸匡，肱岡　範，原　和生，田近正洋，田
中　努，石原　誠，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清
水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 膵癌遠隔転移症例における
fibrinogenの予後への影響～Propensity score matchingを
用いた検討～. JDDW 2015,2015,(東京),[ポスター]

041	 鈴木博貴，石原　誠，田近正洋，田中　努，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，山雄健次，丹羽康正 : EMR後
潰瘍瘢痕に発生し、出血を繰り返したPyogenic granuloma
の 1 例. 第227回内科学会東海地方会,2015,(岐阜),[一般演題]

042	 田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，野村基雄，室　　圭，山雄健次，丹羽
康正 : 食道表在癌に対する内視鏡治療後非治癒切除症例に
対する追加治療成績の検討. 第53回日本癌治療学会学術集
会,2015, (京都),[ポスター]

043	 今岡　大，清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，水野伸匡，肱
岡　範，原　和生，田近正洋，田中　努，石原　誠，丹羽
康正，山雄健次 : 膵癌術後補助化学療法後のCA19- 9 値は
予後予測に有用である～Elevated post-adjuvant serum 
CA19-9  level is associated with worse prognosis in 
patients with pancreatic cancer. 第53回日本癌治療学会学
術集会,2015,(京都),[ワークショップ]

044	 石原　誠，田中　努，肱岡　範，山雄健次，丹羽康正 : 胃
癌検診で指摘困難であった残胃進行癌の 1 例. 第46回消化
器がん検診学会東海北陸地方会,2015,(福井),[一般口演]

045	 鳥山和浩，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，大
瀬戸久美子，田中　努，石原　誠. 吉田　司，稗田信弘，
奥野のぞみ，千田嘉毅，夏目誠治，田近正洋，清水泰博，
山雄健次，丹羽康正 : 膵神経内分泌腫瘍を契機に発端者と
して診断に至った多発性内分泌腫瘍症 1 型の 2 例. 第123
回日本消化器病学会東海支部例会,2015,(名古屋),[一般演題]



─ 88 ─

046	 渋谷　仁，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，吉
田　司，近藤　尚，鈴木博貴，徳久順也，鳥山和浩，平山
貴視，藤田　曜，丹羽康正，山雄健次 : 当院における進行
膵神経内分泌腫瘍に対する薬物療法の現状. 第123回日本
消化器病学会東海支部例会,2015,(名古屋),[シンポジウム]

047	 藤田　曜，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，清水泰博，千田嘉毅，夏目
誠治，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，丹羽康正，山雄
健次 : 化学療法が著効し、根治的外科手術を施行し得た
StageIVb膵癌の 2 例. 第123回日本消化器病学会東海支部
例会,2015,(名古屋),[一般演題]

048	 田近正洋 : シンポジウム①. 第58回日本消化器内視鏡学会
東海支部例会,2015,(名古屋),[座長]

049	 吉田　司，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，平
山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　
曜，徳久順也，丹羽康正，山雄健次 : 肝門部悪性胆管狭窄
に対する 6 mm fully covered self-expandable metallic stent
のside by side留置の成績. 第58回日本消化器内視鏡学会東
海支部例会,2015,(名古屋),[一般口演]

050	 奥野のぞみ，原　和生，水野伸匡，肱岡　範，今岡　大，
田近正洋，田中　努，石原　誠，吉田　司，稗田信弘，平
山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，鈴木博貴，徳久
順也，丹羽康正，山雄健次 : 術後膵管空腸吻合部狭窄に対
し超音波内視鏡ガイド下膵管ドレナージ(EUS-PD)が有効
であった 1 例. 第58回日本消化器内視鏡学会東海支部例会, 
2015,(名古屋),[一般]

051	 平山貴視，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　司，谷　
仁，近藤　尚，徳久順也，鳥山和浩，鈴木博貴，藤田　曜，
田近正洋，山雄健次，丹羽康正 : 食道癌術後吻合部難治性
狭 窄 に 対 し て ス テ ロ イ ド 併 用RIC(Radial Incision and 
Cutting)を施行した 1 例. 第58回日本消化器内視鏡学会東
海支部例会,2015,(名古屋),[一般演題]

052	 渋谷　仁，田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　
和生，肱岡　範，今岡　大，奥野のぞみ，稗田信弘，吉田　
司，近藤　尚，鈴木博貴，徳久順也，鳥山和浩，平山貴視，
藤田　曜，谷田部恭，木下朝博，山雄健次，丹羽康正 : 自
然退縮を認めた濾胞性リンパ腫の 1 例. 第58回日本消化器
内視鏡学会東海部例会,2015,(名古屋),[一般演題]

053	 鳥山和浩，田近正洋，田中　努 : 当院における大腸拡大
NBI分類(JNET分類)の有用性に関する検討. 第58回日本消
化器内視鏡学会東海支部例会,2015,(名古屋),[シンポジウム]

054	 鈴木博貴，肱岡　範，原　和生，水野伸匡，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，吉田　司，奥野のぞみ，稗
田信弘，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鳥山和浩，藤田　
曜，徳久順也，丹羽康正，山雄健次 : EUS-CDSにて人工
瘻孔が完成された十二指腸狭窄合併膵癌の 1 例. 第58回日
本消化器内視鏡学会東海支部例会,2015,(名古屋),[一般演題]

055	 藤田　曜，肱岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，宇良　敬，吉田　司，奥野

のぞみ，稗田信弘，平山貴視，渋谷　仁，近藤　尚，鈴木
博貴，鳥山和浩，徳久順也，丹羽康正，山雄健次 : 輸入脚
症候群に対して内視鏡的ダブル消化管ステント留置術を
行った 1 例. 第58回日本消化器内視鏡学会東海支部例
会,2015,(名古屋),[一般演題]

056	 藤吉俊尚，田近正洋，丹羽康正 : 日本食道学会拡大内視鏡
分類の深達度診断能と問題点について. 第101回日本消化
器病学会総会,2015,(仙台),[パネルディスカッション 2 ]

呼吸器内科部

001	 Hida T, Itoh T, Shin W, Sakumura Y, Sato K : Unique 
volatolomic signatures of anaplastic lymphoma kinase 
gene rearrangement in lung cancer. American Thoracic 
Soc i e ty  2015,2015, (Denver ) , [La te  Break ing  Min i 
Symposium]

002	 Nishio M, Hida T, Nakagawa K, Sakai H, Nogami N, 
Atagi S, Takahashi T, Nokihara H, Saka H, 
Takenoyama M, Fujita S, Tanaka H, Takeda K, 
Satouchi M, Isobe H, Maemondo M, Goto K, Hirashima 
T, Minato K, Tamura T :  Phase Ⅱ studies of 
nivolumab(anti-PD-1 ,BMS-936558,ONO-4538)in patients 
with advanced squamous(sq)or nonsquamous(non-sq)non-
small cell lung cancer(NSCLC). ASCO 2015,2015,(Chicago), 
[Poster]

003	 Nokihara H, Katakami N, Hida T, Imamura F, Sakai 
H, Atagi S, Nishio M, Hewing C, Achiwa H : Phase Ⅰ/
Ⅱ study of tecemotide cancer immunotherapy for 
Japanese patients with unresectable stage Ⅲ non-small 
cell lung cancer(NSCLC). ASCO 2015,2015,(Chicago), 
[Poster]

004	 Ohe Y, Nishio M, Kimura K, Seto T, Nakagawa K, 
Maemondo M, Inoue A, Hida T, Yoshioka H, Harada 
M, Nogami N, Murakami M, Takeuchi K, Shimada T, 
Kuriki H, Tanaka T, Tamura T : A Phase Ⅰ/Ⅱ study 
with a CNS-penetrant, selective ALK inhibitor alectinib in 
ALK-rearranged non-small cell lung cancer(ALK+NSCLC)
patients(pts):Updates on progression free survival(PFS)
and safety results from AF-001JP. ASCO 2015,2015, 
(Chicago),[Poster]

005	 Hosomi Y, Yoh K, Kasahara K, Yamada K, Takahashi 
T, Tanaka K, Hida T, Yoshioka H, Kato T, Takeda K, 
Nishio M, Sakai H, Maemondo M, Takenoyama M, 
Nokihara H, Tatsumi M, Nakamura T, Enatsu S, 
Tamura T, Nakagawa K : Docetaxel+ramucirumab(DR)
versus docetaxel+placebo(D)as second-line treatment for 
advanced non-smal l  ce l l  lung cancer(NSCLC) :A 
randomized, phaseⅡ , double-blind, multicenter trial in 
Japan. ASCO 2015,2015,(Chicago),[Poster]

006	 Mok T, Spigel D, Felip E, deMarinis F, Ahn M, Groen 
H, Wakelee CA, Hida T, Crino L, Nishio M, Scagliotti 
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GV, Branle F, Emeremni C, Quadrigli M, Zhang J, 
Shaw AT : ASCEND-2 : A single-arm, open-label, 
mult icenter phase Ⅱ study of  cer i t in ib in adult 
patients(pts)with ALK-rearranged(ALK+)non-small cell 
l u ng  c an c e r (NSCLC )p r ev i o u s l y  t r e a t ed  w i t h 
chemotherapy and crizotinib(CRZ). ASCO 2015,2015, 
(Chicago),[Poster]

007	 Sakai H, Nishio M, Hida T, Nakagawa K, Nogami N, 
Atagi S, Takahashi T, Nokihara H, Saka H, 
Takenoyama M, Fujita S, Tanaka H, Takeda K, 
Satouchi M, Isobe H, Maemondo  M, Goto K, 
Hirashima T, Minato K, Tamura T : PhaseⅡstudies of 
Nivolumab in patients with Advanced Squamous(SQ)or 
Non-Squamous(NSQ)Non-Small Cell Lung Cancer(NSCLC). 
ESMO 2015,2015,(Vienna),[Poster]

008	 Yoshida T, Oya Y, Tanaka K, Shimizu J, Horio Y, 
Hida T, Yatabe Y :  Impact of alectinib on survival after 
crizotinib failure in ALK-positive NSCLC patients. ESMO 
2015,2015,(Vienna),[Poster]

009	 Yoshida T, Oya Y, Tanaka K, Shimizu J, Horio Y, 
Hida T, Yatabe Y : Impact of total lesion glycolysis at 
pretreatment FDG PET/CT on response duration of 
EGFR-TKIs in advanced NSCLC harboring EGFR mutation. 
ESMO 2015,2015,(Vienna),[Poster]

010	 Kobayashi Y, Togashi Y, Yatabe Y, Mizuuchi H, Park 
J, Kondo C, Simoji M, Sato K, Suda K, Tomizawa K, 
Takemoto T, Hida T, Nisino K, Mitsudomi T : EGFR 
Exon 18 mutations in lung cancer: molecular predictors of 
sensitivity to afatinib or neratinib but not to other EGFR-
TKIs. 16th WCLC 2015,2015,(Denver),[Oral]

011	 Atagi S, Nishio M, Goto K, Hosomi Y, Seto T, Hida T, 
Nakagawa K, Yoshioka H, Nogami N, Maemondo M, 
Nagase S, Okamoto I, Yamamoto N, Yamanaka T, 
Igawa Y, Tajima K, Fukuoka M, Yamamoto N, Nishio 
K : Biomarkers for efficacy in JO25567 study evaluating 
erlotinib plus bevacizumab versus erlotinib in advanced 
NSCLC with EGFR mutation. 16th WCLC 2015,2015, 
(Denver),[Oral]

012	 Tanaka K, Oya Y, Yoshida T, Shimizu J, Horio Y, Hida 
T, Yatabe Y : Oncogenic profiling lung adenocarcinoma 
emerged in the youth.16th WCLC 2015,2015,(Denver),[Oral]

013	 Nakagawa K, Nishio M, Hida T, Sakai H, Nogami N, 
Atagi S, Takahashi T, Nokihara H, Saka H, 
Takenoyama M, Fujita S, Tanaka H, Takeda K, 
Satouchi M, Isobe H, Maemondo M, Goto K, Hirashima 
T, Minato K, Tamura T : PhaseⅡstudies of nivolimab in 
pa t i en t s  w i th  advanced  squamous (SQ )or  non -
squamous(NSQ)non-small-cell lung cancer(NSCLC). 16th 
WCLC 2015,2015,(Denver),[Mini Oral Sessions]

014	 Crino L, Ahn MJ, Marinis FD, Groen H, Wakelee HA, 
Scagliotti GV, Branle F, Emeremini C, Sutradhar S, 
Quadrigli M, Zhang J, Spigel D : Symptoms and QOL 

with ceritinib in ALK+NSCLC patients with/ without 
brain metastases. 16th WCLC 2015,2015,(Denver),[Mini 
Oral Sessions]

015	 Shimizu J, Oya Y, Tanaka K, Yoshida T, Horio Y, 
Yatabe Y, Hida T : Does pemetrexed/platinum fit all 
patients with non-squamous non-small cell lung cancer? A 
retrospective study of clinical factors and outcomes. 16th 
WCLC 2015,2015,(Denver),[Poster]

016	 Hotta K, Hida T, Nakagawa K, Seto T, Satouchi M, 
Nishio M, Murakami H, Ohe Y, Takeda K, Yoshimoto 
T, Tanaka T, Tamura T : Updated data from JP28927 
study of alectinib in ALK+NSCLC patients with or 
sithout history of ALK inhibitor treatment. 16th WCLC 
2015,2015,(Denver),[Poster]

017	 Park K, Tan D, Ahn M.-J, Yu C.-J, Tasi C.-M, Hida T, 
Nisio M, Branle F, Emeremni C, Mok T : Efficacy and 
safety of ceritinib in patients(pts)with ALK-rearranged(ALK+)
non-small cell lung cancer(NSCLC)and baseline brain 
metastases(BM)-results from ASCEND- 2  and ASCEND- 3 . 
ESMO Asia 2015,2015,(Singapore),[Oral]

018	 Yoshida T, Oya Y, Tanaka K, Shimizu J, Horio Y, 
Hida T, Yatabe Y : Differential Crizotinib response 
duration among ALK Fusion Variants in ALK-positive 
NSCLC. ESMO Asia 2015,2015,(Singapore),[Poster]

019	 Tanaka K, Oya Y, Yoshida T, Shimizu J, Horio Y, 
Hida T, Yatabe Y : Driver oncogene status in early-
emerging lung denocarcinoma. ESMO Asia 2015,2015, 
(Singapore),[Poster]

020	 樋田豊明 : Volatolomic signatures of anaplastic lymphoma 
kinase gene rearrangement in lung cancer. ALK肺癌の呼
気分析. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[一般
口演]

021	 戸崎加奈江，山口知里，小原真紀子，吉田達哉，清水淳市，
堀尾芳嗣，樋田豊明 : The role of nurse in management 
of diarrhea induced by afatinib. アファチニブによる下痢
対策における看護師の役割. 第13回日本臨床腫瘍学会学術
集会,2015,(札幌),[一般口演]

022	 大矢由子，吉田達哉，田中広祐，清水淳市，樋田豊明，坂
尾幸則，谷田部恭 : Association between clinical outcome 
of 1 st EGFR-TKIs and T790M in patients who had 
acquired resistance to EGFR-TKIs. 初回EGFR-TKIの治療
効果とT790M変異の関連性についての検討. 第13回日本臨
床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[一般口演]

023	 上月稔幸，西尾誠人，木浦勝行，瀬戸貴司，中川和彦，前
門戸任，井上　彰，樋田豊明，田中智宏，田村友秀 : 
Updates on PFS and safety results of a Phase Ⅰ/Ⅱ 
study(AF-001JP)of alectinib in ALK-rearranged advanced 
NSCLC. ALK融合遺伝子陽性非小細胞肺癌を対象としたア
レクチニブの第Ⅰ/Ⅱ相臨床試験(AF-001JP)におけるPFS
並びに安全性情報の更新. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集
会,2015,(札幌),[インターナショナルセッション]

024	 吉田達哉，大矢由子，清水淳市，田中広祐，堀尾芳嗣，谷
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田部恭，樋田豊明 : Impact of crizotinib on brain metastasis 
in ALK-positive NSCLC patients. 第13回日本臨床腫瘍学
会学術集会,2015,(札幌),[インターナショナルセッション]

025	 下村一景，吉田達哉，梶田正樹，大矢由子，田中広祐，清
水淳市，堀尾芳嗣，水谷旭良，樋田豊明 : Risk factors of 
crizotinib-induced nephrotoxicity in ALK positive NSCLC. 
ALK陽性肺癌におけるCrizotinibによる腎機能障害のリス
ク因子の検討. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札
幌),[インターナショナルセッション]

026	 田中広祐，大矢由子，吉田達哉，清水淳市，堀尾芳嗣，樋
田豊明，谷田部恭 : 若年発症肺腺癌の遺伝子学的特徴. 第
13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[ポスターセッ
ション]

027	 近藤千晶，吉田達哉，清水淳市，坂尾幸則，堀尾芳嗣，樋
田豊明，谷田部恭 : PD-L 1 (programmed death-ligand 1 )
陽性肺がんの臨床組織学的検討. 第13回日本臨床腫瘍学会
学術集会,2015,(札幌),[一般口演]

028	 野上尚之，西尾誠人，樋田豊明，中川和彦，酒井　洋，安
宅信二，高橋利明，軒原　浩，田村友秀 : Phase Ⅱ studies 
of nivolumab in patients with advanced squamous or non-
squamous non-small cell lung cancer. 第13回日本臨床腫瘍
学会学術集会,2015,(札幌),[一般口演]

029	 山田知里，小原真紀子，戸崎加奈江，佐々木照美，吉川　恵，
青山寿昭，吉田達哉，堀尾芳嗣，樋田豊明 : Support for 
self-management of skin disorder in patients receiving 
EGFR-TKIs. EGFR-TKIによる皮膚障害に対する看護師の
セルフケア介入. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015, 
(札幌),[ポスターセッション]

030	 Hida T, Katakami N, Nokihara H, Imamura F, Sakai 
H, Atagi S, Nisio M, Kashii T, Satouchi M, Helwig C, 
Achiwa H, Tamura T : PhaseⅠ/Ⅱstudy of tecemotide 
immunotherapy for Japanese patients with unresectable 
stageⅢ NSCLC. 第56回日本肺癌学会学術集会,2015,(横浜), 
[ワークショップ]

031	 安宅信二，西尾誠人，樋田豊明，中川和彦，酒井　洋，野
上尚之，高橋利明，軒原　浩，坂　英雄，竹之山光広，藤
田史郎，田中洋史，武田晃司，里内美弥子，磯部　宏，前
門戸任，後藤功一，平島智徳，湊　浩一，田村友秀 : 日本
人非小細胞肺癌に対する抗PD- 1 抗体nivolumabの第Ⅱ相
試験. 第56回日本肺癌学会学術集会,2015,(横浜),[ワーク
ショップ]

032	 清水淳市，大矢由子，田中広祐，吉田達哉，堀尾芳嗣，谷
田部恭，樋田豊明 : ペメトレキセド併用療法を行った進行
非扁平上皮非小細胞肺がん患者における生存期間に関与す
る因子の検討. 第56回日本肺癌学会学術集会,2015,(横浜),[一
般演題(口演)]

033	 大柳文義，小塚拓洋，瀬戸貴司，佐々木智成，山中竹春，
國武直信，清水淳市，古平　毅，武田真幸，中松清志，小
野　哲，原田英幸，吉村成央，堤　真一，北島寛元，片岡
正明，中川和彦，西村恭昌，中西洋一 : LA-NSCLCに対す
るRTと同時実施するS- 1 /CDDP療法とVNR/CDDP療法
を 比 較 し た 無 作 為 化 第II相 試 験　WJOG5008L研 究(A 

randomized phase II study of S- 1 /CDDP vs. VNR/CDDP 
with concurrent RT for LA-NSCLC: WJOG5008L). 第56回
日本肺癌学会学術集会,2015,(横浜),[一般演題(口演)]

034	 Hirashima T, Hida T, Satouchi M, Hatano B : 
AZD9291 in pre-treated T790M positive advanced 
NSCLC:pooled data from two PhⅡ studies. 第56回日本肺
癌学会学術集会,2015,(横浜),[一般演題(口演)]

035	 小林祥久，冨樫庸介，谷田部恭，水内　寛，朴　将哲，近
藤千晶，下治正樹，佐藤克明，須田健一，富沢健二，武本
智樹，樋田豊明，西尾和人，光冨徹哉 : EGFR exon18変異
肺癌の頻度と各世代EGFR-TKIに対する奏功率の違い. 第
56回日本肺癌学会学術集会,2015,(横浜),[一般演題(口演)]

036	 大矢由子，吉田達哉，田中広祐，清水淳市，堀尾芳嗣，坂
尾幸則，谷田部恭. 樋田豊明 : EGFR minor mutation を有
する進行・再発NSCLCにけるcytotoxic chemotherapyと
EGFR-TKIsの治療成績. 第56回日本肺癌学会学術集会,2015, 
(横浜),[一般演題(口演)]

037	 下川恒生，三角祐生，岡本浩明，安宅信二，田中洋史，富
澤由雄，細見幸生，酒井　洋，後藤功一，樋田豊明，中川
和彦，今村文生，高山浩一，大江裕一郎 : 高齢者進展型小
細胞肺がんにおける臨床試験と実臨床の乖離─アンケート
結果からの解析─. 第56回日本肺癌学会学術集会,2015,(横
浜),[一般演題(口演)]

038	 吉田達也，田中宅卓，大矢由子，田中広祐，清水淳市，堀
尾芳嗣，黒田浩章，坂尾幸則，樋田豊明，谷田部恭 : 
EGFR-TKI獲得耐性後におけるT790M耐性遺伝子変異と
FDG/PET-CT所見の関連性の検討. 第56回日本肺癌学会学
術集会,2015,(横浜),[一般演題(口演)]

039	 Satouchi M, Hida T, Nakagawa K, Seto T, Matsumoto 
S, Tokushige K, Natori H, Nishio M : Global Ph 2  
study of ceritinib in ALK+NSCLC with prior 
CRZ(ASCEND- 2 ) : Japanese subset results. 第56回日本
肺癌学会学術集会,2015. (横浜),[一般演題(口演)]

040	 Hida T, Satouchi M, Seto T, Nakagawa K, Tokushige 
K, Natori H, Nishio M : Global Ph 2  study of ceritinib 
in ALK inhibitor-naïve ALK+NSCLC(ASCEND- 3 ): 
Japanese subset results. 第56回日本肺癌学会学術集会,2015, 
(横浜),[一般演題(口演)]

041	 村上晴泰，樋田豊明，中川和彦，瀬戸貴司，里内美弥子，
西尾誠人，堀田勝幸，大江裕一郎，武田晃司，島田　忠，
田中智宏，田村友秀 : ALK阻害剤既治療例を含むALK陽
性肺癌に対するアレクチニブの安全性・有効性の最後解析
(JP28927試験). 第56回日本肺癌学会学術集会,2015,(横浜),[一
般演題(口演)]

042	 高濱隆幸，坂井和子，東　公一，樋田豊明，平野勝也，新
美彰男，田中洋史，海老規之，澤　祥幸，別所昭宏，立原
素子，下川元嗣，中川和彦，中西洋一，西尾和人 : EGFR
遺伝子変異陽性肺癌に対する血漿中cell free DNAを用い
たT790M変異検出の臨床的有用性試験WJOG8014LTR. 第
56回日本肺癌学会学術集会,2015,(横浜),[一般演題(口演)]

043	 中村有希子，山田一彦，佐伯　祥，堀池　篤，梅村茂樹，
宿谷威仁，浦田圭子，大熊裕介，福井朋也，小暮啓人，駄
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賀晴子，長谷川好規，中尾美香，藤阪保仁，吉田達哉，大
泉聡史，水柿秀紀，藤原　豊，濱田啓暢，大江裕一郎，ク
リゾチニブ臨床薬理多施設試験グループ : Association of 
crizotinib toxicity with PK/PGx in NSCLC harboring 
ALK fusion gene:multicenter study. 第56回日本肺癌学会
学術集会.2015,(横浜),[一般演題(口演)]

044	 高橋明子，石井源一郎，袮里真也，吉田達哉，鈴木繁紀，
梅村茂樹，葉　清隆，仁保誠治，後藤功一，大松広伸，永
井完治，弦間昭彦，大江裕一郎，落合淳志 : Podoplanin-
expressing cancer-associated fibroblasts inhibit small cell 
lung cancer growth. 第56回日本肺癌学会学術集会,2015,(横
浜),[ポスター]

045	 田中広祐，大矢由子，吉田達哉，清水淳市，堀尾芳嗣，樋
田豊明 : Exon19欠失変異陽性進行肺腺癌の特徴. 第56回日
本肺癌学会学術集会,2015,(横浜),[ポスター]

046	 宇良　敬，清水淳市，福島敬子，田近正洋 : 食道癌化学療
法クリニカルパス使用の有用性と課題. 第16回日本クリニ
カルパス学会学術集会,2015,(東京),[ポスター]

047	 中松清志，武田真幸，瀬戸貴司，佐々木智成，山中竹春，
國武直信，清水淳市，古平　毅，大柳文義，小塚拓洋，高
橋利明，原田英幸，中川和彦，西村恭昌，中西洋一 : 肺が
ん集学的治療の展望 WJOG-5008L　局所進行NSCLCに対
する化学放射線同時併用療法の無作為化第II相試験. 第53
回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワークショップ]

048	 吉田達哉，大矢由子，田中広祐，清水淳市，堀尾芳嗣，樋
田豊明，谷田部恭 : 肺がんのゲノム解析とその臨床応用 
EGFR遺伝子陽性肺癌におけるEGFR-TKIs治療効果とtotal 
lesion glycolysisの相関. 第53回日本癌治療学会学術集
会,2015,(京都),[ワークショップ]

血液・細胞療法部

001	 Ogura M,Tobinai K,Shibata T,Ando K,Kurosawa 
M,Gomyo H,Uike  N,Tsukamoto  N,Fukuhara 
N,Shimoyama T,Taniwaki M,Nosaka K,Matsuno 
Y,Hotta T,Tsukasaki K,Morishima Y, Yamamoto K 
,Japam Clinical Oncology Group-Lymphoma Study 
Gtoup(JCOG-LSG): Phase II study of rituximab plus 
high-dose ara-C(HDAC)-containing chemotherapy(CTX)
f o l l owed  by  ASCT i n  un t r e a t ed  man t l e  c e l l 
lymphoma(MCL): Japan Clinical Oncology Group 
study(JCOG0406). 2015 ASCO Annual Meeting.  Abstract 
Number: 8565. 2015,(McCormick Place, Chicago, IL, USA)

002	 Yuda J, Miyamoto T, Odawara J, Ohkawa Y, 
Miyamura K, Tanimoto M, Yamamoto K, Taniwaki M, 
Aoki M, Okada H, Akashi K : QUANTITATIVE 
EVALUATION OF BOTH POINT MUTATED AND 
ALTERNATIVELY SPLICED BCR-ABL IN CML-CP 
PATIENT WITH SUBOPTIMAL MOLECULAR 
RESPONSE TO IMATINIB: RESULT OF HIGHLY-
SENSITIVE, DEEP SEQUENCING STUDY(Abstract: 

P224)(Poster). 20th Congress of European Hematology 
Association(EHA),June 11-14,2015,(Vienna Austria), 
[ポスター]

003	 村上五月，加藤春美，山本一仁，山本秀行，樋口悠介，田
地浩史，谷田部恭，中村栄男，木下朝博 : 一般的に予後不
良な早期再発濾胞性リンパ腫における長期生存例の臨床的
特徴. 第55回日本リンパ網内系学会総会,2015,(岡山),[ポス
ター]

004	 加藤省一，浅野直子，高田友子，高田尚良，AhmedAli 
Elsayed，佐藤　啓，高橋恵美子，木下朝博，中村栄男 : 
T細胞受容体の発現パターンから見た節性EBV陽性細胞傷
害性T細胞リンパ腫39例の臨床病理学的特徴. 第55回日本
リンパ網内系学会総会,2015,(岡山),[口演]

005	 木下朝博(司会): DLBCL~病態を基にした治療の新たな風. 
第13回日本リンパ網内系学会総会,2015,(岡山),[シンポジウ
ム]

006	 木下朝博(座長): 濾胞性リンパ腫に対する新しい治療戦略. 
第13回日本リンパ網内系学会総会,2015,(岡山),[ランチョン
セミナー]

007	 樋口悠介，加藤春美，山本秀行，齋藤統子，田地浩史，山
本一仁，谷田部恭，中村栄男，木下朝博 : Stage-stratified 
analysis of prognostic significance of GELF criteria in 
newly diagnosed follicular lymphoma　初期進行期濾胞性
リンパ腫における病期別予後因子としてのGELF基準の意
義. 第55回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[口演]

008	 Kato H, Yamamoto K, Higuchi Y,Yamamoto H, Saito 
T, Taji H, Yatabe Y ,Nakamura S,Kinoshita T :  
Immunophenotypic analysis of adult T-cell lymphoblastic 
l ymphoma  t r e a t ed  un i f o rm ly  w i t h  i n t en s i v e 
chemotherapy(統一レジメンで治療された成人T細胞リン
パ芽球性リンパ腫の表現型解析). 第74回日本癌学会学術総
会,2015,(名古屋),[English Oral Session]

009	 木下朝博(座長): Introduction course for curre nt cancer 
research( 1 ). 第74回日本癌学会学術総会2015,(名古屋),[が
ん研究入門コース]

010	 山本一仁(座長): Hematological malignancies. 第74回日本
癌学会学術総会 ,2015,(名古屋),[Oral Session]

011	 加藤春美(座長): Characteristics of cancer cells(15). 第74回
日本癌学会学術総会,2015,(名古屋),[Poster Session]

012	 山本一仁(座長): 濾胞性リンパ腫、 その他 : 第77回日本血液
学会学術集会,2015,(金沢),[口演]

013	 Morishima S,Yamamoto K, Matsuo K, Kinoshita 
T,Kashiwase K, Ikeda N, Saji H, Nishida N, 
Tokunaga K, Okamoto M, Emi N, Nakamura 
S,Morishima Y : HLA alleles and haplotypes with EBV-
positive diffuse large B-cell lymphoma. 第77回日本血液学
会学術集会,2015,(金沢),[口演]

014	 Kaji D, Ota Y, Sato Y, Nagafuji K, Ueda Y, Okamoto 
M, Terasaki Y, Tsuyama N, Matsue K, Kinoshita T 
,Taniguchi S, Oshima K, Izutsu K :  A retrospective 
study of body cavity-based lymphoma(BCBL),PEL and 
HHV 8 -negative BCBL. 第77回日本血液学会学術集会,2015, 
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(金沢),[口演]
015	 Yamamoto H,Kato H,Higuchi Y,Murakami S,Saito 

T,Taji H,Yatabe Y, Yamamoto K,Kinoshita T : Long-
term outcomes of patients with Burkit lymphoma/
leukemia treated with hyper-CVAD regimen. 第77回日本
血液学会学術集会2015,(金沢),[ポスター]

016	 Okuno S, Kinoshita T,Taji H, Sawa M, Kitamura 
K,Nagai H,Iida S,Kosugi H, Miyamura K,Sugiura I : 
Long-term outcome of high-dose therapy for MM patients 
in pre-novel agents era(C-SHOT0401 Trial).第77回日本血
液学会学術集会,2015,(金沢),[ポスター]

017	 丸山　大，山本一仁，柴田大朗，飛内賢正，安藤　潔，黒
澤光俊，五明広志，鵜池直邦，塚本憲史，福原規子，下山　
達，谷脇雅史，野坂生郷，松野吉宏，堀田知光，塚崎邦弘，，
森島泰雄，小椋美知則 : Phase II study of R-High-CHOP/
CHASER followed by LEED therapy with ASCT in 
untreated MCL(JCOG0406). 第77回日本血液学会学術集会, 
2015,(石川県),[口演]

018	 森島聡子，山本一仁，松尾恵太郎，木下朝博，柏瀬貢一，
池田奈未，佐治博夫，西田奈央，徳永勝士，岡本昌隆，恵
美宣彦，中村栄男，森島泰雄 : HLA alleles and haplotypes 
associated with EBV-positive diffuse large B-cell 
lymphoma.第77回日本血液学会学術集会,2015,(石川県),[口
演]

019	 梶　大介，大田泰徳，佐藤康晴，長藤宏司，上田恭典，岡
本昌隆，寺崎　靖，津山直子，末永孝生，木下朝博，谷口
修一，大島孝一，伊豆津宏二 : A retrospective study of 
body cavity-based lymphoma (BCBL): PEL and HHV 8 -
negative BCBL. 第77回日本血液学会学術集会,2015,(石川
県),[口演]

020	 奥野慎吾，木下朝博，田地浩史，澤　正史，北村邦朗，永
井宏和，飯田真介，小杉浩史，宮村耕一，杉浦　勇 : 
Long-term outcome of high-dose therapy for MM patients 
in pre-novel agents era(C-SHOT0401 Trial): 第77回日本血
液学会学術集会,2015,(石川県),[ポスター]

021	 Kato H,  Yamamoto K,  Murakami S,  Yusuke H,  
Yamamoto H,  Saito T,  Taji H,  Yatabe Y ,  Nakamura 
S,  Kinoshita T : Impact of sex differences in prognosis of 
patients with follicular lymphoma receiving R-CHOP 
therapy(初発濾胞性リンパ腫における性別の予後への影
響).第77回日本血液学会学術集会,2015,(石川県),[English 
Oral Sessions]
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におけるHyper-CVAD療法で治療したBurkittリンパ腫/白
血病の長期追跡結果. 第77回日本血液学会学術集会,2015, 
(石川県),[ポスター]

023	 木下朝博(座長): Progress in the diagnosis and treatment 
for intractable lymphomas : 第77回日本血液学会学術集会, 
2015,(石川県),[シンポジウム]
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MCLtreatment : 第77回日本血液学会学術集会,2015,(石川

県),[コーポレートセミナー]
025	 山本一仁 : Bosutinib使用経験に基づくCMLの新たな治療
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レートセミナー]
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血液学会学術集会,2015,(石川県),[ポスター]

027	 山本一仁(座長): B細胞リンパ腫 6  MTX-LPD, CAEBV. 第
55回日本リンパ網内系学会総会,2015,(岡山),[ポスターセッ
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028	 山本一仁(座長): 濾胞性リンパ腫とマントル細胞リンパ腫 : 
第38回日本造血細胞移植学会総会,2016,(名古屋),[ランチョ
ンセミナーLS 8 ]
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survival in patients with KRAS wild-type unresectable 
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005	 Taniguchi H, Hasegawa H, Masuishi T, Narita Y, 
Komor i  A ,  Kadowak i  S ,  Ura  T ,  Muro  K  : 
Characterization of serum HER 2  ECD level in patients 
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ロナ),[ポスター]

006	 Cutsem 1  EV, Atreya C, André T, Bendell J, 
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Schellens J, Gordon M, McRee A, Yoshino T, Muro 
K,Dwyer PO, Tabernero J, Middleton G, Ducreux M, 
van Gee R, Sidhu R, Greger J, Rangwala F, Liu Y, 
Wu Y, Mookerjee B, Corcoran R : Updated Results of 
the MEK inhibitor trametinib(T), BRAF inhibitor 
dabrafenib(D), and anti-EGFR antibody panitumumab(P)in 
patients(pts)with BRAF V600E mutated(BRAFm)
metastatic colorectal cancer(mCRC). ESMO-GI,2015,(バ ル
セロナ),[Late Breaking Abstracts]

007	 Falcone A, Laurent S, Grávalos C, Benavides M, 
Muñoz FL, Ychou M, Ciardiello F, Siena S, 
Yamaguchi K, Muro K, Denda T, Tsuji Y, Tebbutt N, 
Loehrer PJ, Lenz H-J, Mayer RJ, Ohtsu A, Cutsem 
EV, RECOURSE Study Group : Phase 3  RECOURSE 
trial of TAS-102 versus placebo with best supportive care 
in patients with metastatic colorectal cancer: European 
subgroup. ESMO-GI,2015,(バルセロナ ),[Late Breaking 
Abstracts]

008	 Ikeda M, Yamanaka T, Yamazaki K, Yamaguchi K, 
Muro K, Kusumoto T, Uetake H, Sato T, Kato T, 
Nishina T, Kanazawa A, Oki E, Chao C, Maddala T, 
Krishnakumar J, Akagi K, Ochiai A, Ohashi Y, Ohtsu 
A, Yoshino T :  Validation study of the 12-gene 
Recurrence Score(RS)in patients(pts)with stage II and III 
colon cancer(CC)without adjuvant chemotherapy; 
SUNRISE Study. ESMO-GI,2015,(バルセロナ ),[poster 
discussion]

009	 Bang　Y-J, Chung HC, Shankaran V, Geva R, 
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patients with advanced gastric cancer treated with 
pembrolizumab(MK-3475): KEYNOTE-012. ESMO-
GI,2015,(バルセロナ),[Late Breaking Abstracts]
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Ciardiello F, Siena S, Yamaguchi K, Muro K, Denda 
T, Tsuji Y, Ohtsu A, CutsemEV, Mayer RJ, 
RECOURSE Study Group : KRAS and BRAF gene 
subgroup analysis in the Phase 3  RE-COURSE trial of 
TAS-102 versus placebo in patients with metastatic 
colorectal cancer. ESMO-GI,2015,(バルセロナ),[Oral Session]

011	 Ura.T : Phase 2  study of Nivolumab(Anti-PD- 1 ; ONO-
4538)in Patients with Esophageal Cancer: Preliminary 
Report. ESMO,2015,(ウィーン),[poster] 

012	 Muro  K : Initial safety survey report from early post-
marketing phase vigilance(EPPV)on TAS-102 for 
metastatic colorectal cancer(mCRC). ESMO,2015,(ウィーン), 
[poster]
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K, Muro K, Denda T, Tsuji Y, Wahba M, Benedetti F, 
Ohtsu A, Mayer R.J, Cutsem　EV : Low rates of 
hospitalizations with TAS-102 in the European(EU)
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patients(pts)with metastatic colorectal cancer(mCRC). 
ESMO,2015,(ウィーン),[poster]

014	 Shinozaki E, Laurent S, Gravalos C, Benavides M, 
Muñoz FL, Mizuguchi H, Wahba M, Ychou M, 
Ciardiello F, Siena S, Yamaguchi K, Muro K, Denda 
T, Tsuji Y, Loehrer P, Lenz HJ, Tebbutt N, Mayer 
RJ, Cutsem EV, Ohtsu A :  Timing of adverse 
events(AEs)in the Phase 3  RECOURSE trial of TAS-102 
versus placebo in patients(pts)with metastatic colorectal 
cancer(mCRC). ESMO,2015,(ウィーン),[poster]

015	 Fujita Y, Yamazaki Y, Oba MS, Muro K, Negoro Y, 
Yoshida M, Suyama K, Kurimoto T, Sugimoto N, Seki 
N, Sato M, Ebi M, Tamagawa H, Ueda S, Tamura T, 
Boku N, Hyodo I, Yamanaka T, Tsurutani J, Nishio K 
: Exploratory analysis of predictive biomarkers of 
oxaliplatin versus irinotecan in combination with 
bevacizumab for patients with metastatic colorectal 
cancer in WJOG4407G study. ESMO,2015,(ウィーン),[poster]

016	 Chau I, Fuchs C, Muro K, Tomasek J, Cutsem EV, 
Cho JY, Oh SC, Safran H, Bodoky G, Shimada Y, 
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Chandrawansa K, Emig M, Ferry D, Wilke H, Al-
Batran SE : Quality of life(QoL)as a prognostic factor for 
survival in previously treated advanced gastric or 
gastroesophageal junction(GEJ)cancer: Analysis of pooled 
data  f rom two phase  3  s tud ies (REGARD and 
RAINBOW). ESMO,2015,(ウィーン),[poster]

017	 Ikeda M, Otsuka T, Ueno H, Mitsunaga S, Sugimoto R, 
Muro K, Saito I, Sasaki T, Inoue K, Loembe AB, 
Okusaka T : Phase I dose-escalation study of nintedanib 
in Japanese patients with advanced hepatocellular 
carcinoma(HCC)and mild or moderate liver impairment. 
ESMO,2015,(ウィーン),[poster]

018	 Denda T, Shitara K, Fuji S, Kajiwara T, Yuki S, 
ENakajima T, Takashima A, Kawasaki K, Tamura 
T, Esaki T, Daisuke N, Ebi H, Toshihiro K, 
Taniguchi H, Akagi K, Yamanaka T, Ochiai A, 
Toshihiko D, Ohtsu A, Yoshino T : The Nationwide 
Cancer Genome Screening Project for Gastroin-testinal 
Cancer in Japan(GI-SCREEN): Simultaneous identification 
of KRAS, NRAS, BRAF, and PIK 3 CA mutation in 
advanced colorectal cancer(aCRC)(GI-SCREEN 2013-01). 
ESMO,2015,(ウィーン),[poster]

019	 Muro K : ESMO Clinical Practice Guidelines. ESMO 
ASIA,2015,(シンガポール),[ESMO Clinical Practice Guidelines 
session(司会)] 

020	 Muro K : Gastrointestinal tumours. ESMO ASIA,2015,(シ
ンガポール),[Proffered Paper session(司会)] 
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021	 Muro K : Targeting angiogenesis in GI cancers. ESMO 
ASIA,2015,(シンガポール),Proffered Paper session(司会), 
[Special Symposium] 

022	 Hamauchi S, Yamazaki K, Masuishi T, Kito Y, 
Komori A, Tsushima T, Todaka A,Yokota T, Machida 
N, Fukutomi A, Onozawa Y, Muro K,Yasui H, Mori K, 
Taniguchi H : Neutropenia as a predictive factor in 
patients with metastatic colorectal cancer treated with 
TAS-102. ESMO ASIA,2015,(シンガポール ),[Special 
Symposium]

023	 Komori A : Serum CA19- 9  response is an early 
predictive marker for the efficacy of regorafenib in 
refractory metastatic colorectal cancer. ESMO ASIA,2015, 
(シンガポール),[Poster Display session]

024	 Narita Y : Development of nomograms including HER 2  
status for predicting survival in metastatic gastric cancer. 
ESMO ASIA,2015,(シンガポール),[Poster Display session] 

025	 Muro K : A Multinational, Randomized, Phase III trial of 
XELIRI(+bevacizumab)vs. FOLFIRI(+bevacizumab)as the 
second line chemotherapy. ASCO-GI, 2016,(サンフランシ
スコ),[Poster Session] 

026	 Narita Y : Survival outcome of metastatic adenocarcinoma 
of esophagogastric junction in the trastuzumab era. ASCO-
GI, 2016,(サンフランシスコ),[Poster Session] 

027	 Hasegawa H : Effect of first-line molecular targeted 
agents on the efficacy of second-line bevacizumab-
containing regimen for metastatic colorectal cancer. 
ASCO-GI, 2016,(サンフランシスコ),[Poster Session]

028	 Masuishi T : A retrospective comparison between 
regorafenib and TAS-102 for refractory metastatic 
colorectal cancer. ASCO-GI, 2016,(サンフランシスコ ), 
[Poster Session]

029	 室　　圭 : 切除不能進行・再発胃癌における抗PD- 1 抗体
MK-3475(Pembrolizumab)のphaseⅠb試験. 第101回日本消
化器病学会総会,2015,(仙台),[ワークショップ]

030	 室　　圭 : 胃癌、大腸癌薬物療法の進歩と今後の展望. 日
本消化器病学会甲信越支部例会,2015,(長野),[教育講演]

031	 室　　圭 : オキサリプラチン導入後の胃癌化学療法. 日本
消化器病学会東海支部例会,2015,(三重),[ランチョンセミ
ナー]

032	 室　　圭:化学療法(高度進行癌). 日本食道学会学術集
会,2015,(横浜),[ポスター(司会)]

033	 植村則久，安部哲也，川合亮佑，川上次郎，室　　圭，宇
良　敬，門脇重憲，丹羽康正，田近正洋，篠田雅幸 : 食道
癌における術前DCF療法無効例の選別. 日本食道学会学術
集会, 2015,(横浜),[ポスター]

034	 野村基雄，宇良　敬，安部哲也，植村則久，川合亮佑，丹
羽康正，室　　圭，武藤　学 : JCOG9907の術後因子を用
い た 予 後 予 測 モ デ ル の 検 証. 日 本 食 道 学 会 学 術 集
会,2015,(横浜),[ポスター] 

035	 室　　圭 : 大腸がん. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集
会,2015,(札幌),[インターナショナルセッション(司会)]

036	 室　　圭 : HER 2 陽性胃がんに対する薬物療法 ～HER 2
陽性乳がんに対する治療戦略から学ぶ. 第13回日本臨床腫
瘍学会学術集会,2015,(札幌),[メディカルセミナー(司会)] 

037	 安藤正志 : 各種肉腫の薬物療法. 第13回日本臨床腫瘍学会
学術集会,2015,(札幌),[教育講演(司会)]

038	 安藤正志 : 軟部肉腫治療におけるチーム医療の構築. 第13
回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[シンポジウム(司
会)]
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臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[ポスターセッション(司
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gastric cancer treated with pembrolizumab(MK-3475)in 
KEYNOTE-012. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015, 
(札幌),[インターナショナルシンポジウム]

043	 室　　圭 : Molecular targeting agents combined with 
radiation therapy for esopha-geal cancer. 第13回日本臨床
腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[合同シンポジウム]

044	 安藤正志 : Medication therapy for soft tissue sarcoma, 
speaking as a medical oncologist. 第13回日本臨床腫瘍学
会学術集会,2015,(札幌),[シンポジウム]

045	 谷口浩也 : 大腸癌の個別化医療を考える－抗EGFR抗体薬
を中心に－.第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌), 
[イブニングセミナー]

046	 谷口浩也 : Precision medicine for metastatic colorectal 
cancer; Current status and future perspectives. 第13回日
本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[シンポジウム] 

047	 室　　 圭 : Open-label phase outcomes of the phase Ⅲ 
SELECT trial of lenvatinib in patients with differentiated 
thyroid cancer. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札
幌),[一般口演]

048	 谷口浩也 : Initial safety report of a phase Ⅱ study of 
FOLFOXIRI with bevacizumab in metastatic colorectal 
cancer - QUATTRO study. 第13回日本臨床腫瘍学会学術
集会,2015,(札幌),[一般口演]

049	 舛石俊樹 : Impact of morphologic response on survival in 
patients with unre-sectable CLM receiving an anti-EGFR 
or anti-VEGF agent. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015, 
(札幌),[一般口演]

050	 成田有季哉 : Development of nomograms for predicting 
survival in advanced gastric cancer. 第13回日本臨床腫瘍
学会学術集会,2015,(札幌),[一般口演]

051	 長谷川裕子 : Characterization of serum HER 2  extracellular 
domain(ECD)level in patients with metastatic colorectal 
cancer. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[ポス
ターセッション]

052	 木下史緒理，小松弘和，森　義徳，飯田真介，安藤正志 : 
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A questionnaire survey on the clinical practice of rare 
neoplasms in the Tokai region of Japan. 第13回日本臨床
腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[ポスターセッション]

053	 植竹宏之，室　　圭，藤田直弘，古田高章，原　直子，香
取　純，吉野孝之 : Safety survey report from Early Post-
marketing Phase Vigilance(EPPV)on TAS-102 for 
Metastatic Colorectal Cancer(mCRC). 第13回日本臨床腫瘍
学会学術集会,2015,(札幌),[インターナショナルシンポジウ
ム]

054	 設楽紘平，室　　圭，Shah Manish，Tebbutt Niall，Bang 
YJ，吉川麗月，Borodyansky Laura:, Chaing J. Li, Lordick 
Florian, 大津 敦The BRIGHTER trial : A PhaseⅢ study of 
BBI608 + wPTX in patients with pre-treated advanced 
gastric and GEJ adenocarcinoma. 第13回日本臨床腫瘍学
会学術集会,2015,(札幌),[一般口演]

055	 橋本直弥，前田美恵子，平島佳代，松崎雅英，立松三千子，
室　　圭，水谷旭良 : 新規経口抗がん剤“TAS102”を安
全に外来導入するために～愛知県がんセンター中央病院に
おける運用～. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札
幌), [一般口演]

056	 吉野孝之，設楽紘平，谷口浩也，Brega Nicoletta，大倉
征幸，小野知穂，鈴木美絵，Vermette Jennifer，室　　圭 
: PF-05212384 + irinotecan Phase Ⅱ study in metastatic 
colorectal cancer(mCRC): B2151005 Japanese lead-in-
cohort(J-LIC). 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌), 
[インターナショナルセッション]

057	 野村基雄，加藤　健，水澤純基，片岡幸三，安藤暢敏，室　　
圭，大津 敦，井垣弘康，大幸宏幸，北川雄光 : Comparison 
between NAC-S and CRT in overall survival for patients 
with esophageal squamous cell carcinoma(JCOG1406-A). 
第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[一般口演]

058	 安井直子，吉田朗彦，金田英秀，安藤正志，河本　博 : 
Desmoplastic small round cell tumor(DSRCT)15例の臨床
検討. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[一般口
演]

059	 小原真紀子，吉田達哉，宇良　敬 : Nursing care for skin 
disorder of scalp in patients receiving EGFR inhibitors. 第
13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[一般口演]

060	 大場彬博，加藤　健，伊藤芳紀，堅田親利，石山博條，山
本幸子，宇良　敬，古平　毅，工藤滋弘，中村哲之 : Phase 
Ⅱ study of chemoradiotherapy with docetaxel for elderly 
patients with stage Ⅱ/Ⅲ esophageal carcinoma. 第13回
日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[一般口演]

061	 野村基雄，岩佐　悟，對馬隆浩，加藤　健，安井博史，室　　
圭，朴　成和 : Exploratory analysis of prognostic subset 
in esophageal cancer patients previ-ously treated with 
FU, Pt, taxane therapy. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2015,(札幌),[ポスターセッション] 

062	 岩佐　悟，野村基雄，對馬隆浩，加藤　健，安井博史，室　　
圭，朴　成和 : Salvage chemotherapy versus BSC for 
esophageal cancer refractory or intolerable to fluorouracil, 
platinum, and taxane. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集

会,2015,(札幌), [ポスターセッション]
063	 對馬隆浩，野村基雄，岩佐　悟，加藤　健，安井博史，室　　

圭，朴　成和 : Re-introduction of taxane for patients with 
esophageal squamous cell carcinoma refractory to 5 -FU, 
CDDP, and a taxane. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2015,(札幌),[ポスターセッション]

064	 服部正也，澤木正孝，近藤直人，吉村章代，石黒淳子，瀧
由美子，安藤正志，谷田部恭，岩田広治 : Risk factors and 
prognosis in breast cancer pa-tients who have relapsed 
after achieving pCR with neoadjuvant chemotherapy. 第13
回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[ポスターセッ
ション]

065	 安藤正志 : 原発不明癌. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2015,(札幌),[教育セミナー]

066	 室　　圭 : 大腸がんにおける標的分子と治療開発.第74回日
本癌学会学術総会,2015,(名古屋),[腫瘍別シンポジウム(司
会)]

067	 室　　圭 : Future Directions in Gastrointestinal Cancer 
Treatment with Transla-tional Research. 第74回日本癌学
会学術総会,2015,(名古屋),[ランチョンセミナー(司会)] 

068	 谷口浩也 : 大腸がんにおけるPrecision Medicineの現況と
展望－Beyond RASを中心に－. 第74回日本癌学会学術総会, 
2015,(名古屋),[腫瘍別シンポジウム] 

069	 谷口浩也，室　　圭 : BRAF変異陽性大腸がんに対する特
別な治療戦略は必要か？. JDDW,2015,(東京),[統合プログラ
ム]

070	 室　　圭 : 大腸癌サルベージラインにおけるチーム医療の
取り組み. JDDW,2015,(東京),[イブニングセミナー(司会)]

071	 室　　圭 : What is the best personalized therapy for 
mCRC? Treatment strategy for patients ?. JDDW,2015,(東
京),[スポンサードシンポジウム(司会)]

072	 室　　圭 : What is the best personalized therapy for 
mCRC? Treatment strategy for patients?. JDDW,2015,(東
京),[スポンサードシンポジウム]

073	 室　　圭 : 最新知見に基づいた大腸癌化学療法の実践　～ 
GI Oncologistの矜持～. 第53回日本癌治療学会学術集会, 
2015,(京都),[ランチョンセミナー]

074	 宇良　敬，室　　圭 : 腫瘍関連静脈血栓症発症スコア
Khoranaスコアの本邦の臨床実地成績における妥当性検討. 
第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワークショッ
プ] 

075	 宇良　敬 : EQ- 5 Dを用いた苦痛のスクリーニング法の有
用性. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワーク
ショップ]

076	 谷口浩也 : 大腸癌サルベージラインにおけるチーム医療の
取り組み. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[イブ
ニングセミナー]

077	 谷口浩也 : ゲノムスクリーニングネットワークの将来像 - 
愛知大腸がん遺伝子プロファイル研究( 2 ). 第53回日本癌
治療学会学術集会,2015,(京都),[ワークショップ]

078	 小森　梓 : レゴラフェニブの早期効果予測は可能か? 静岡
がん・愛知がん共同観察研究[ 2 ]. 第53回日本癌治療学会学
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術集会,2015,(京都),[ポスター]
079	 長谷川裕子 : 抗EGFR抗体薬の前治療は大腸癌の二次治療

Bevacizumab併用療法の治療効果に影響するか? 第53回日
本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワークショップ]

080	 舛石俊樹 : 切除不能な大腸癌症例におけるセツキシマブを
含む 1 次治療の観察研究:CORAL study. 第53回日本癌治
療学会学術集会,2015,(京都),[ワークショップ]

081	 舛石俊樹 : レゴラフェニブとTAS-102はどちらを先行すべ
きか? 静岡がん・愛知がん共同観察研究[ 3 ]. 第53回日本癌
治療学会学術集会,2015,(京都),[ワークショップ] 

082	 三谷誠一郎 : 当院における胃癌術後補助化学療法後の早期
再発例に対する治療の現状. 第53回日本癌治療学会学術集
会,2015,(京都),[ワークショップ]

083	 田原　信，室　　圭，長谷川泰久，山崎知子，榎田智弘，
若杉哲郎，門脇重憲，花井信広，寺田星乃，田中義信，今
井健太郎，嶋本隆司 : 日本人進行性頭頸部扁平上皮癌患者
に対するMK-3475(抗PD- 1 抗体)の第Ib相試験. 第53回日本
癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワークショップ]

084	 對馬隆浩，安井博史，原　浩樹，山口研成，廣中秀一，加
藤　健，小島隆嗣，宇良　敬，室　　圭，佐藤太郎，土岐
祐一郎，大津　敦，浜本康夫，北川雄光 : 標準治療に不応
又は不耐の食道がんに対するニボルマブ(ONO-4538)の第II
相試験. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワーク
ショップ]

085	 金澤旭宣，山中竹春，山崎健太郎，山口研成，室　　圭，
池田正孝，楠本哲也，植竹宏之，佐藤武郎，加藤健志，仁
科智裕，沖　英次，赤木　究，大橋靖雄，吉野孝之 : 
StageII/III結腸癌の再発リスク予測としてのOncotype Dx 
Colon Cancer Assayの有用性. 第53回日本癌治療学会学術
集会, 2015,(京都),[ワークショップ]

086	 中山裕史，中山吾郎，上原圭介，大河内治，近藤千紘，松
岡　宏，宇都宮節夫，坂本英至，奥村徳夫，梅田晋一，澤
田　武，小森康司，谷口浩也，室　　圭，谷田部恭 : 愛知
大腸がん遺伝子プロファイル研究( 1 )原発部位と遺伝子変
異の関連. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワー
クショップ]

087	 賀川義規，加藤健志，江見泰徳，室　　圭，辻　晃仁，沖　
英次，吉野孝之，山崎健太郎，谷口浩也，坂東英明，山口
達郎，當山鉄男，山中竹春，向坂英樹，金澤旭宣 : 切除不能
な進行再発大腸がんに対する初回治療としてのFOLFOXIRI 
+ bevacizumab療法. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015, 
(京都),[ワークショップ]

088	 浜内　諭，山﨑健太郎，舛石俊樹，木藤陽介，小森　梓，
對馬隆浩，戸髙明子，横田知哉，町田　望，福冨　晃，小
野澤祐輔，室　　圭，安井博史，盛　啓太，谷口浩也 : 
TAS-102に伴う好中球減少は効果予測因子となり得るか? 
静岡・愛知がん共同観察研究[ 1 ]. 第53回日本癌治療学会学
術集会,2015,(京都),[ワークショップ]

089	 吉野孝之，室　　圭，藤田直弘，古田高章，原　直子，香
取　純，植竹宏之 : ロンサーフR配合錠T15・T20 市販直
後調査の結果報告. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015, 
(京都), [ワークショップ]

090	 渡邉聡明，西田俊朗，植竹宏之，山口研成，佐藤太郎，吉
野孝之，山﨑直也，滝川　一，濱田葉子，帖佐雅幸，山本
由佳，伊藤雄一郎，室　　圭，杉原健一 : レゴラフェニブ
(スチバーガ錠)使用大腸癌患者に対する製造販売後調査 中
間報告. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワーク
ショップ]

091	 石黒めぐみ，板橋道朗，室　　圭，佐藤太郎，濱島明美，
柳澤昭浩，川上祥子，杉原健一 : 患者・市民のがん情報ア
クセスの現状～ブルーリボンキャラバン来場者アンケート
集計. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),,[ワーク
ショップ]

092	 田近正洋，田中　努，石原　誠，水野伸匡，原　和生，肱
岡　範，今岡　大，野村基雄，室　　圭，山雄健次，丹羽
康正 : 食道表在癌に対する内視鏡治療後非治癒切除症例に
対する追加治療成績の検討. 第53回日本癌治療学会学術集
会,2015,(京都),[ポスター]

093	 服部正也，澤木正孝，吉村章代，石黒淳子，久田知可，瀧
由美子，水野愛弓，安藤正志，岩田広治 : HER 2 陽性進行
再発乳癌治療における各治療ラインでのペルツズマブ治療
の有効性と安全性. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015, 
(京都),[ポスター]

094	 室　　圭 : 消化管がん(食道癌,胃癌,大腸癌)における免疫
チェックポイント阻害薬の可能性. 第28回日本バイオセラ
ピィ学会学術集会総会,2015,(埼玉),[シンポジウム]

095	 宇良　敬 : 食道癌化学療法クリニカルパス使用の有用性と
課題. 第16回日本クリニカルパス学会回学術集会,2015,(千
葉),[ポスター]

096	 安藤正志 : がんの診療と倫理. 日本癌治療学会,2015,(千
葉),[日本がん治療認定医機構教育セミナー]

097	 谷口浩也 : 大腸癌治療選択のヒント～さらなるOS延長を
目指して～. 第70回日本大腸肛門病学会,2015,(名古屋),[ラン
チョンセミナー]

098	 室　　圭 : QOLを軸とした胃がん化学療法. 第58回日本消
化器内視鏡学会東海支部例会,2015,(名古屋),[司会]

099	 室　　圭 : 胃癌治療ガイドラインにおける化学療法 ～第
5 版に向けて～. 胃癌学会,2016,(大分),[プレナリーセッショ
ン]

100	 木藤陽介，成田有季哉，尾瀬　功，門脇重憲，町田　望，
田近正洋，川上武志，安井博史，室　　圭 : 切除不能進行
胃癌の予後に関するNomogramの検討. 胃癌学会, 2016,(大
分), [ポスター]

101	 成田有季哉，長谷川裕子，門脇重憲，谷口浩也，宇良　敬，
安藤正志，田近正洋，伊藤誠二，谷田部恭，室　　圭 : 切
除不能進行再発食道胃接合部腺癌の予後. 胃癌学会, 
2016,(大分),[ポスター]

臨床検査部・遺伝子病理診断部

001	 Yatabe Y : Impact of tumour heterogeneity on biomarker 
testing. European Lung Cancer Conference,2015,(Geneva, 
Switzerland),[シンポジウム]
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002	 Yatabe Y : Update on revisions to CAP/IASLC/AMP 
lung cancer biomarker guidelines. Pulmonary Pathology 
Society Biennial Meeting,2015,(San Francisco, USA),[講演]

003	 Yatabe Y :Molecular classification and biomarkers of 
lung cancer. Annual Meeting of Taiwan Society of 
Pathology,2015,(Taipei, Taiwan),[シンポジウム]

004	 Yatabe Y : Pro vs Con Whole exome sequencing vs. 
selected testing(e.g., ALK and EGFR). World Lung Cancer 
Conference,2015,(Denver, USA),[シンポジウム]

005	 Yatabe Y : Chairing the IASLC Pathology Committee 
Meeting,2015,(Denver, USA),[講演]

006	 Yatabe Y : IHC project proposal to IASLC path panel 
WCLC2015. IASLC Pathology Committee Meeting,2015, 
(Denver, USA),[講演]

007	 Yatabe Y : 病理分野におけるコンパニオン診断薬標準化
の問題と展望. BioTech,2015,(東京ビックサイト東京都有明), 
[シンポジウム]

008	 谷田部恭 : 肺癌における病理診断と遺伝子検査.JMTO臨床
試験ワークショップ,2015,(名古屋,愛知県),[講演]

009	 谷田部恭: 2015 WHO分類改訂のまとめ.第24回信州大学臨
床検査部セミナー,2015,(松本,長野県),[講演]

010	 谷田部恭: 次世代の新しい細胞診断学とは?. 第29回関臨床
細胞学会,2015,(つくば,茨城県),[シンポジウム]

011	 谷田部恭: 肺癌の2015 WHO新病理分類. 第72回日本病理学
会近畿支部学術集会,2016,(大阪市),[講演]

012	 谷田部恭 : コンパニオン診断の問題点と展望[日本病理学
会共催企画].第74回日本癌学会学術会,2015,(名古屋市),[シン
ポジウム]

013	 谷田部恭 : 2015肺癌WHO分類における変更点.第74回日本
癌学会学術総会,2015.10,(名古屋市),[講演]

014	 谷田部恭 : 病理におけるコンパニオン診断ーOverview.第
61回日本病理学会秋季特別総会,2015,(東京都文京区),[シン
ポジウム]

015	 谷田部恭 : 肺の新WHO分類(第 4 版)の要点.第54回日本臨
床細胞学会秋期大会,2015,(名古屋市),[シンポジウム]

016	 谷田部恭 : 肺癌診療に必要な分子診断の基礎知識.第56回日
本肺癌学会学術集会,2015,(神奈川県横浜市),[シンポジウム]

017	 谷田部恭 : 肺癌の分子生物学.第57回日本肺癌学会学術集
会,2015,(神奈川県横浜市),[講演]

018	 村上善子 : 肝生検により異型が明らかでない甲状腺濾胞組
織が採取され、甲状腺癌が疑われた 1 例. 第 3 回甲状腺病
理学会総会,2015,(浜松),[口演]

019	 柴田典子，谷田部恭 : 細胞診分野における遺伝子検査. 第
54回日本臨床細胞学会秋期大会,2015,(名古屋),[口演]

020	 柴田典子 : 病理組織検体、細胞診検体からの遺伝子検索. 
平成27年度 新潟県臨床検査技師会病理細胞部門研修会, 
2015,(新潟),[口演]

021	 藤田奈央 : 超音波内視鏡を用いた細胞診～消化器領域を中
心に～.平成27年度愛知県細胞診従事者講習会,2016,(名古
屋),[口演]

022	 柴田典子 : 遺伝子検査に適した病理標本作製のポイント. 
平成27年度 中部圏支部病理細胞検査研修会,2016,(名古屋), 

[口演]
023	 尾関順子 : 質の高いEUS-FNAを目指した細胞検査士によ

る迅速細胞診. 第46回日本膵臓学会,2015,(名古屋),[ポス
ター]

024	 尾関順子 : 細胞診検体を用いた免疫染色・遺伝子検査への
準備. 第54回日本臨床細胞学会秋期大会,2015,(名古屋),[口
演]

頭頸部外科部

001	 Suzuki H, Nishio M, Hanai N, Hirakawa H, Tamaki T, 
Hasegawa Y : Relation between 18F-FDG-uptake and in 
vitro chemosensitivity of cisplatin in head and neck 
cancer. 第39回日本頭頸部癌学会・第 4 回アジア頭頸部癌
学会,2015,(神戸),[シンポジウム]

002	 脇坂尚宏，長谷川泰久，吉本世一，三浦弘規，塩谷彰浩，
横山純吉，菅澤　正，遠藤一平，吉崎智一: 口腔癌のセン
チネルリンパ節におけるリンパ管新生とリンパ節転移に関
する検討. 第116回日本耳鼻咽喉科学会総会･学術講演会, 
2015,(東京),[口演]

003	 欄真一郎，伊地知圭，中西速夫，加藤幸成，長谷川泰久，
小川徹也，村上信五 : 頭頸部扁平上皮癌におけるpodoplanin
の機能解析と標的治療の検討. 第116回日本耳鼻咽喉科学会
総会･学術講演会,2015,(東京),[口演]

004	 花井信広，寺田星乃，平川　仁，鈴木秀典，西川大輔，中
多祐介，澤部　倫，都築秀典，向山宣昭，的場拓磨，長谷
川泰久: ω 3 系脂肪酸を用いた頭頸部癌周術期の栄養管理
は有用か？．第39回日本頭頸部癌学会・第 4 回アジア頭頸
部癌学会,2015,(神戸),[口演]　

005	 西川大輔，花井信広，平川　仁，鈴木秀典，中多祐介，澤
部　倫，都築秀典，向山宣昭，寺田星乃，的場拓磨，長谷
川泰久: 頭頸部癌科学放射線療法と栄養状態の関連性の検
討. 第39回日本頭頸部癌学会・第 4 回アジア頭頸部癌学会, 
2015,(神戸),[口演] 

006	 的場拓磨，花井信広，鈴木秀典，平川　仁，西川大輔，中
多祐介，澤部　倫，都築秀典，向山宣昭，寺田星乃，長谷
川泰久: ボイスプロテーゼ交換間隔の検討. 第39回日本頭
頸部癌学会・第 4 回アジア頭頸部癌学会,2015,(神戸),[口演]

007	 平川　仁，花井信広，鈴木秀典，西川大輔，中多祐介，澤
部　倫，都築秀典，向山宣昭，寺田星乃，的場拓磨: 口腔
癌における術前化学療法の効果と意義. 第39回日本頭頸部
癌学会・第 4 回アジア頭頸部癌学会,2015,(神戸),[ポスター]

008	 脇坂尚宏，長谷川泰久，吉本世一，三浦弘規，塩谷彰浩，
横山純吉，菅澤　正，喜多万紀子，遠藤一平，吉崎智一: 
口腔癌のセンチネルリンパ節におけるリンパ管新生とリン
パ節転移に関する検討. 第39回日本頭頸部癌学会・第 4 回
アジア頭頸部癌学会,2015,(神戸),[口演]

009	 別府慎太郎，伊地知圭，川北大介，高野　学，村上信五，
伊藤洋平，長谷川泰久，谷田部恭，鬼塚哲郎，草深公秀，
稲垣　宏: 腺様嚢胞癌55例における予後因子の検討. 第39
回日本頭頸部癌学会・第 4 回アジア頭頸部癌学会,2015,(神
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戸),[口演]
010	 高津　淳，花井信広，平川　仁，鈴木秀典，西川大輔，中

多祐介，向山宣昭，都築秀典，澤部　倫，的場拓磨，寺田
星乃，長谷川泰久: 舌癌周術期における構音障害に対する
リハビリテーション効果. 第39回日本頭頸部癌学会・第 4
回アジア頭頸部癌学会,2015,(神戸),[口演]

011	 長縄弥生，萩原純孝: 高濃度栄養剤経口摂取患者に認めら
れる口腔衛生の傾向. 第40回日本口腔外科学会中部支部学
術集会,2015,(岡崎),[口演]

012	 花井信広: 頭蓋底手術－Openの立場から. 第72回耳鼻咽喉
科臨床学会学術講演会,2015,(浜松),[シンポジウム]

013	 鈴木秀典: 鼻副鼻腔扁平上皮癌における根治治療法の比較. 
第27回日本頭蓋底外科学会,2015,(名古屋),[口演]

014	 鈴木秀典: 当院における頸部の症状に対する診断の進め方
と最近の現況. 第 3 回中部地区がん医療連携学術講演会, 
2015,(名古屋),[口演]

015	 高野　学，花井信広: 頭頸部非扁平上皮癌の臨床的検討. 
第28回日本口腔・咽頭科学会総会ならびに学術講演会, 
2015,(大阪),[口演]

016	 高津　淳，田中康博，田中誠也，長谷川泰久，山本正彦: 
舌癌周術期における構音障害に対するリハビリテーション
効果. 第60回日本音声言語医学会総会・学術講演会,2015,(名
古屋),[口演]

017	 長縄弥生，西川雅也，坂井謙介，立花弘之，小西晢仁，百
合草健圭志，横田知哉，全田貞幹: 化学放射線療法を受け
る頭頸部癌患者を対象とした口腔ケア・プログラム運用に
関する他施設共同第 2 相試験. 第21回日本摂食嚥下リハビ
リテーション学会学術大会,2015,(京都),[ポスター]

018	 都築秀典，鈴木秀典，花井信広，西川大輔，藤本保志，長
谷川泰久: 中下咽頭癌における同時食道胃癌例のFDG-
PET/CT有用性. 第53回日本癌治療学会学術集会. 2015,(京
都),[ポスター]

019	 本間明宏，林　隆一，川端一喜，藤井　隆，岩江信法，長
谷川泰久，丹生健一，加藤孝邦，志賀清人，松浦一登，門
田伸也，藤井正人: 腎機能は中咽頭癌の予後因子である. 
第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ポスター]

020	 田原　信，室　　圭，長谷川泰久，山崎知子，榎田智弘，
若杉哲郎，門脇重憲，花井信広，寺田星乃，田中義信，今
井健太郎，嶋本隆司，Cheng Jonathan: 頭頸・口腔　頭
頸部がんに対する新規治療開発 日本人進行性頭頸部扁平
上皮癌患者に対するMK-3475(抗PD- 1 抗体)の第Ib相試験. 
第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワークショッ
プ]

021	 長縄弥生: 多様に変化に変化した歯科衛生士業務からみる
医療安全. 日本障害者歯科学会学術大会　医療安全研修
会,2015,(名古屋),[シンポジウム]

022	 鈴木秀典: 下咽頭癌と肺癌の同時重複癌症例. 第67回日本
気管食道科学会総会ならびに学術講演会,2015,(福島),[パネ
ルディスカッション]

023	 寺田星乃，鈴木秀典，花井信広，西川大輔，的場拓磨，高
野　学，長谷川泰久: 唾液腺癌cN 0 症例における頸部郭清
の有用性について. 第67回日本気管食道科学会総会ならび

に学術講演会,2015,(福島),[口演]
024	 長谷川泰久，吉本世一，松塚　崇，甲能直幸，本間明宏，

塩谷彰浩，横山純吉，小須田茂，近松一朗，吉崎智一，上
村裕和，三浦弘規，菅澤 正，鈴木幹男，丸尾貴志，平野 滋，
尾瀬 功，谷田部恭，川北大介，鈴木基之，塚原清彰，村
上善子: 頭頸部癌センチネルリンパ節生検術臨床試験. 第
17回ＳＮＮＳ研究会学術集会,2015,(横浜),[口演]

025	 西川大輔，花井信広，鈴木秀典，福田裕次郎，小出悠介，
寺田星乃，的場拓磨，高野　学，長谷川泰久: 頭頸部扁平
上皮癌患者におけるL 3 骨格筋面積指数の臨床的意義. 第
163回東海地方部会連合講演会,2015,(岐阜),[口演]	

026	 花井信広: 頭頸部領域のプレゼンのために. 第26回日本頭
頸部外科学会, 2016,(名古屋),[教育パネルディスカッション]

027	 高野　学，鈴木秀典，花井信広，福田裕次郎，小出悠介，
西川大輔，的場拓磨，寺田星乃，長谷川泰久: 眼窩悪性腫
瘍の臨床的検討. 第26回日本頭頸部外科学会, 2016,(名古屋), 
[口演]

028	 福田裕次郎，花井信広，鈴木秀典，西川大輔，小出悠介，
的場拓磨，寺田星乃，高野　学，長谷川泰久: 頭頸部癌治
療におけるCaroid Blowout Syndomeの検討. 第26回日本頭
頸部外科学会, 2016,(名古屋),[口演]		

029	 的場拓磨，花井信広，鈴木秀典，福田裕次郎，西川大輔，
小出悠介，寺田星乃，高野　学，長谷川泰久: 導入化学療
法を行った下咽頭癌の治療成績. 第26回日本頭頸部外科学
会, 2016,(名古屋),[口演]

030	 寺田星乃，鈴木秀典，花井信広，西川大輔，福田裕次郎，
小出悠介，的場拓磨，高野　学，長谷川泰久: 唾液腺癌
cN 0 症例における予防的頸部郭清についての検討. 第26回
日本頭頸部外科学会, 2016,(名古屋),[口演]

031	 鈴木秀典，花井信広，平川　仁，西川大輔，長谷川泰久: 
大唾液腺癌におけるLymph node density. 第26回日本頭頸
部外科学会, 2016,(名古屋),[口演]

032	 西川大輔，花井信広，鈴木秀典，福田裕次郎，小出悠介，
寺田星乃，的場拓磨，高野　学:当科における甲状腺分化
癌喉頭気管浸潤例の検討. 第26回日本頭頸部外科学会, 2016, 
名古屋, [口演]	

033	 小出悠介，福田裕次郎，西川大輔，鈴木秀典，花井信広，
高野　学，寺田星乃，的場拓磨，長谷川泰久: 甲状腺乳頭
癌術後のルビエールリンパ節再発. 第26回日本頭頸部外科
学会, 2016,(名古屋),[口演]

034	 平川　仁，花井信広，鈴木秀典，西川大輔，鈴木幹男，長
谷川泰久: 口腔癌に対する術前化学療法の組織学的効果と
予後との相関. 第26回日本頭頸部外科学会, 2016,(名古屋), 
[口演]

035	 別府慎太郎，伊地知圭，川北大介，伊藤洋平，花井信広，
長谷川泰久，村上信五，稲垣　宏: 早期に死に至った高悪
性度転化腺様嚢胞癌の 3 例. 第26回日本頭頸部外科学会, 
2016, (名古屋),[口演]

036	 花井信広: 導入化学療法を行った下咽頭癌の治療成績. 第
21回頭頸部癌化学療法研究会, 2016,(東京),[口演]

037	 別府慎太郎，伊地知圭，川北大介，小栗恵介，三好晋平，
村上信五，花井信広，長谷川泰久，谷田部恭，鬼塚哲郎，



─ 99 ─

草深公秀，伊藤洋平，稲垣 宏: 腺様嚢胞癌における癌精巣
単抗原の発現:予後因子, 治療標的としての可能性. 第33回
東海頭頸部腫瘍研究会, 2016,(名古屋),[口演]

038	 鈴木秀典，花井信広，西川大輔，福田裕次郎，小出悠介，
的場拓磨，寺田星乃，高野　学，長谷川泰久: 下咽頭扁平
上皮癌におけるLymph node density. 第33回東海頭頸部腫
瘍研究会, 2016,(名古屋),[口演]

039	 寺田星乃，花井信広，鈴木秀典，西川大輔，福田裕次郎，
小出悠介，的場拓磨，高野　学，長谷川泰久: 頸部リンパ
節転移による化学放射線治療後の超音波検査による評価. 
第33回東海頭頸部腫瘍研究会, 2016,(名古屋),[口演]

形成外科部

001	 兵藤伊久夫，奥村誠子，中村亮太，桑田知幸，澤本尚哉，
亀井　譲 : 胃管再建既往歴を有する咽喉食摘、遊離空腸再
建例の検討. 第58回日本形成外科学会総会・学術集会,2015, 
(京都),[一般演題]

002	 奥村誠子，中村亮太，桑田知幸，澤本尚哉，兵藤伊久夫，
亀井　譲 : 当院における 1 次 1 期インプラントによる乳房
再建の検討. 第58回日本形成外科学会総会・学術集会,2015, 
(京都),[一般演題] 

003	 奥村誠子，中村亮太，澤本尚哉，桑田知幸，兵藤伊久夫，
武石明精，亀井　譲 : 乳房再建におけるMS 2 　TRAM　
flapにてICGを用いた穿通枝選択の方法. 第23回日本乳癌学
会学術集会,2015,(東京),[ポスター発表]

004	 兵藤伊久夫，奥村誠子，角谷　聡，長谷川泰久，亀井　譲，
中村亮太 : 当院における遊離皮弁による頭蓋底再建の検討. 
第27回日本頭蓋底外科学会,2015,(名古屋),[シンポジウム]

005	 中村亮太，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 遊離前外側
大腿皮弁による側頭骨亜全摘の再建に関する検討. 第27回
日本頭蓋底外科学会,2015,(名古屋),[一般演題] 

006	 兵藤伊久夫，奥村誠子，角谷　聡，亀井　譲 : 肋骨付き遊
離広背筋皮弁による下顎骨および舌再建の 1 例. 第50回中
部形成外科学会学術集会,2015,(小牧),[一般演題] 

007	 奥村誠子，角谷　聡，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 当院でのイ
ンプラントによる乳房再建における 1 次 1 期と 1 次 2 期の
比較. 第 3 回日本乳房オンコプラスティックサージャリー
学会総会,2015,(札幌),[一般演題]

008	 角谷　聡，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 乳房再建に
おける胸骨傍リンパ節の検討. 第66回東海形成外科学会, 
2015,(大垣),[一般演題]

009	 兵藤伊久夫，奥村誠子，角谷　聡，亀井　譲 : 胸背動静脈
系連合皮弁による頭頸部再建. 第99回九州・沖縄形成外科
学会学術集会,2015,(大分),[一般演題]

010	 兵藤伊久夫，奥村誠子，角谷　聡，亀井　譲 : 頭頸部遊離
皮弁再建における術中・術後事象の検討. 第42回日本マイ
クロサージャリー学会学術集会,2015,(さいたま),[シンポジ
ウム]

011	 角谷　聡，奥村誠子，兵藤伊久夫，亀井　譲 : 頭頸部複合
組織欠損に対する胸背動静脈系連合皮弁の有用性.第42回

日本マイクロサージャリー学会学術集会,2015,(さいたま), 
[一般演題]

012	 兵藤伊久夫，奥村誠子，角谷　聡，亀井　譲 : 遠隔リンパ
節転移に対する再建術の検討. 第67回東海形成外科学会, 
2016,(長久手),[一般演題]

013	 兵藤伊久夫，奥村誠子，角谷　聡，亀井　譲 : 当院におけ
る乳房 1 次再建の現状．九州・沖縄形成外科学会　100回
記念・学術集会,2016,(大宰府),[一般演題]

呼吸器外科部

001	 Seto K, Kuroda H, Yatabe Y, Sakao Y, Yoshida T,  
Hida T : Effects of smoking habit in the patients with 
KRAS mutation in pathological stageⅠ non-small cell 
lung cancer.ESMO ASIA,2015,( Singapore),[ポスター]

002	 Seto K, Kuroda H, Yoshida T, Hida T, Yatabe Y, 
Sakao Y : Comparison of clinicopathological findings of 
ALK positive and EGFR positive adenocarcinoma. ESMO 
Asia,2015,(Singapore),[ポスター]

003	 坂倉範昭，森　俊輔，千葉眞人，小林祥久，水野鉄也，黒
田浩章，谷田部恭，坂尾幸則 : 隣接臓器浸潤肺癌における
術前導入療法別の治療成績および初回手術療法との比
較.第32回日本呼吸器外科学会総会,2015,(香川),[口演]

004	 坂倉範昭，瀬戸克年，出嶋　仁，飯塚修平，直海　晃，水
野鉄也，黒田浩章，稲葉吉隆，谷田部恭，坂尾幸則 : 肺癌
の縮小手術の対象病変をどう絞り込んでいくか？－HRCT 
肺野条件径と縦隔条件径による対象病変の探索－.第68回日
本胸部外科学会定期学術集会,2015,(神戸),[ディベート口演]

005	 坂倉範昭，瀬戸克年，出嶋　仁，飯塚修平，直海　晃，水
野鉄也，黒田浩章，坂尾幸則 : 隣接臓器浸潤T 3 肺癌にお
ける術前導入化学放射線＋手術療法と初回手術療法の比
較. 第56回日本肺癌学会総会,2015,(横浜),[ワークショップ口
演]

006	 黒田浩章，出嶋　仁，飯塚修平，瀬戸克年，直海　晃，水
野鉄也，坂倉範昭，坂尾幸則 : 胸腔鏡下区域切除における
術後肺瘻・連続50症例の検討─シーリングデバイスと自動
縫合器─. 第68回日本胸部外科学会定期学術集会,2015,(神
戸),[ポスター]

007	 黒田浩章，出嶋　仁，瀬戸克年，飯塚修平，直海　晃，水
野鉄也，坂倉範昭，谷田部恭，坂尾幸則 : KRAS変異陽性
肺癌の喫煙と臨床病理学所見との関連についての検討. 第
56回日本肺癌学会学術集会,2015,(横浜),[ポスター]

008	 黒田浩章，出嶋　仁，瀬戸克年，飯塚修平，直海　晃，水
野鉄也，坂倉範昭，坂尾幸則 : 完全胸腔鏡下解剖学的区域
切除時の注意点とその対策.第28回日本内視鏡外科学会総
会,2015,(大阪),[一般口演]

009	 水野鉄也，瀬戸克年，直海　晃，飯塚修平，谷田部恭，黒
田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則 : 非小細胞肺癌切除後再発に
おけるEGFR遺伝子変異と再発形式の関係. 第32回日本呼
吸器外科学会総会,2015,(高松),[一般口演]

010	 水野鉄也，瀬戸克年，飯塚修平，直海　晃，出嶋　仁，谷
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田部恭，黒田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則 : 非小細胞肺癌切
除後肺転移再発例におけるEGFR遺伝子変異の有無による
予後の相異. 第56回肺癌学会総会,2015,(横浜),[一般演題(ポ
スター)]

011	 水野鉄也，瀬戸克年，直海　晃，飯塚修平，谷田部恭，黒
田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則 : 非小細胞肺癌切除後再発に
対する再発切除の意義.第68回日本胸部外科学会定期学術
集会,2015,(神戸),[Debate]

012	 瀬戸克年，黒田浩章，飯塚修平，出嶋　仁，直海　晃，水
野鉄也，坂倉範昭，坂尾幸則 : 当院における区域切除75例
の術後再発の検討. 日本呼吸器外科学会総会,2015,(高松), 
[口演]

013	 瀬戸克年，水野鉄也，飯塚修平，出嶋　仁，直海　晃，佐
藤洋造，黒田浩章，坂倉範昭，坂尾幸則 : 治療に難渋した
特発性乳び胸の一例. 関西胸部外科学会,2015,(岡山),[口演]

014	 瀬戸克年，飯塚修平，出嶋　仁，直海　晃，水野鉄也，黒
田浩章，坂倉範昭，谷田部恭，坂尾幸則 : 術前ＣＴにおけ
る、背景肺が腫瘍径計測に与える影響. 日本肺癌学会総
会,2015,(横浜),[ポスター]

015	 瀬戸克年，黒田浩章，飯塚修平，出嶋　仁，直海　晃，水
野鉄也，坂倉範昭，谷田部恭，坂尾幸則 : 気管支鏡検査施
行後に腫瘍退縮を認めた肺扁平上皮癌の 1 例.呼吸器内視
鏡学会中部地方会,2015,(名古屋),[口演]

016	 瀬戸克年，黒田浩章，飯塚修平，出嶋　仁，直海　晃，水
野鉄也，坂倉範昭，坂尾幸則 : 胸腔鏡と胸骨正中切開併用
による左上葉肺葉切除が有用であった 2 例. 日本内視鏡外
科学会総会,2015,(大阪),[口演]

017	 瀬戸克年，小林祥久，飯塚修平，出嶋　仁，直海　晃，水
野鉄也，黒田浩章，光冨徹哉，谷田部恭，坂尾幸則 : 
Crizotinib投与中に腺癌から肉腫様癌へ形質転換したALK
肺癌の 1 切除例. 進行肺癌治療研究会, 2016,(名古屋),[口演]

018	 出嶋　仁，坂倉範昭，瀬戸克年，飯塚修平，直海　晃，水
野鉄也，黒田浩章，坂尾幸則 : 気管支・肺カルチノイド治
癒切除後の長期予後についての解析. 第56回日本肺癌学会
総会,2015,(横浜),[ポスター]

019	 出嶋　仁，飯沼久恵，金岡里枝，河合瑛香，田村純子，中
山敬史，高橋祐介，原 浩文，松谷哲行，川村雅文 : 肺癌
症 例 に お け る 血 漿 エ ク ソ ソ ー ムmicroRNA-21, micro-
RNA-4257の癌診断マーカーとしての有用性. 第56回日本肺
癌学会総会,2015,(横浜),[一般口演]

020	 出嶋　仁，飯沼久恵，金岡里枝，河合瑛香，田村純子，中
山敬史，高橋祐介，原　浩文，松谷哲行，川村雅文 : 肺癌症
例における血漿エクソソームmicroRNA-21, micro-RNA-4257
の癌診断マーカーとしての有用性. 第28回日本バイオセラピ
イ学会総会,2015,(川越),[一般口演]

乳腺科部

001	 NaitoY, Ohashi Y, Yokota I, Watanabe T, Iwata H, 
Ohsumi S, Ohno S, Hozumi Y, Yamamoto S, 
Takahashi M, Aihara T, Mukai H : Impact of BMI on 

survival and toxicity in early breast cancer: An 
exploratory analysis of prospective randomized phase III 
study N-SAS BC02 and 03. ASCO2015,2015,(Chicago), 
[Poster Session] 

002	 Turner N, Ro J, Andre F, Loi S, Verma S, Iwata H, 
Harbeck N, Loibl S, Bartlett C.H., Zhang K, Giorgetti 
C, Randolph S, Koehler M, Cristofanill  M  : 
PALOMA 3 : A double-blind, phase III trial of fulvestrant 
with or without palbociclib in pre- and post-menopausal 
women with hormone receptor-positive, HER 2 -negative 
metastatic breast cancer that progressed on prior endocrine 
therapy. ASCO2015,2015,(Chicago),[Oral Abstract Session]　

003	 Chan A, Delaloge S, Holmes F.A., Moy B, Iwata H, 
Harvey V.J., Robert N.J., Silovski T, Gokmen E, 
Minckwitz G.V., Ejlertsen B, Chia S.K.L., Mansi J, 
Barrios C.H., Gnant M, Wong A, Bryce R, Yao B, 
Marti M :  Neratinib after adjuvant chemotherapy and 
trastuzumab in HER 2 -positive early breast cancer: 
Primary analysis at 2  years of a phase 3 , randomized, 
placebo-controlled trial(ExteNET). ASCO2015,2015, 
(Chicago),[Oral Abstract Session] 

004	 Baselga J, Iwata H, Clemons M, Ito Y, Awada A, 
Chia S, JagielloGruszfeld A, Pistilli B, Tseng L-M, 
Hurvitz S, Masuda N, Cortes J, DeLaurentiis M, 
Arteaga C, Jiang Z, Jonat W, Hachemi S, LeMouhaer 
S, Di Tomaso E, Urban P, Massacesi C, Campone M : 
PIK 3 CA status in circulating tumor DNA(ctDNA)
predicts efficacy of buparlisib(BUP)plus fulvestrant(FULV)
in postmenopausal women with endocline-resistant HR+/
HER 2 -advanced breast cancer(BC):First results from the 
randomized, PhaseⅢ BELLE- 2  trial. San Antonio Breast 
Cancer Symposium,2015,(San Antonio),[poster]

005	 Ohno S, Ishiguro H, Yamamoto Y, Takao S, Sato N, 
Fujisawa T, Kadoya T, Kuroi K, Bando H, Teramura 
Y, Iwata H, Tanaka S, Toi M : Pharmacogenomics-
pharmacokinetics study of selective estrogen-receptor 
modulators with intra-patient dose-escalation for Japanese 
breast cancer patients. San Antonio Breast Cancer 
Symposium,2015,(San Antonio),[poster]

006	 Gondo N, Rezano A, Kuzushima K, Iwata H, 
Kuwahara K : DSS 1  depletion is a promising strategy 
increasing chemosensitivity possibly independent of B 
RCA 2  expression. San Antonio Breast Cancer Symposium, 
2015,(San Antonio),[poster]

007	 Fujisawa T, Iwata H, Sakai T, Nakamura R, 
Hasegawa Y, Ohtani S, Kashiwaba M, Taira N, 
Toyama T, Masuda N, Yamamoto Y, Kihara K, 
Shimozuma K, Ohashi Y, Mukai H : Endocrine-related 
symptoms during deoadjuvant endocrine therapy for 
breast cancer : Agreement between ratient and physician 
reporting in a prospective clinical trial. San Antonio 
Breast Cancer Symposium,2015,(San Antonio),[poster]
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008	 Hattori M, Sawaki M, Kondo N, Yoshimura A, 
Ishiguro J, Kotani H, Adachi Y, Hisada T, Taki Y, 
Iwata H : Patterns of recurrence and survival in HER 2 + 
patients relapsing after receiving adjuvant trastuzumab. 
14th St.Gallen International Breast Cancer Conference,20
15,(Vienna),[poster]

009	 岩田広治，山下年成，山本　豊，佐治重衡，増田慎三 : セ
カンドオピニオンから学ぶ進行・再発乳がん治療.第23回
日本乳癌学会学術集会,2015,(東京),[セミナー]　

010	 大橋靖雄，岩田広冶，向井博文 : RCTだけが臨床研究では
ない！！ . 第23回日本乳癌学会学術集会,2015,(東京),[セミ
ナー] 

011	 岩田広治，Gunter von Minckwitz : 日本と欧米の乳癌臨床
試験のギャップを埋める. 第23回日本乳癌学会学術集会, 
2015,(東京),[ディスカッション]

012	 澤木正孝 : 高齢者乳がん治療のポイント. がん医療研修機
構,2015,(東京),[口演] 

013	 服部正也，近藤直人，澤木正孝，吉村章代，石黒淳子，久
田知可，瀧由美子，水野愛弓，岩田広治 : 同側乳房内再発
に対するセンチネルリンパ節生検 : 同側腋窩領域以外での
センチネルリンパ説同定の予測因子と局所制御. 第115回
日本外科学会定期学術集会,2015,(名古屋),[口演]

014	 服部正也，澤木正孝，近藤直人，吉村章代，石黒淳子，小
谷はるる，安達弥生，久田知可，瀧由美子，安藤正志，岩
田広治 : トラスツズマブ治療後に再発が認められたHER 2
陽性乳癌の予後と再発後の予後因子. 第23回日本乳癌学会
学術集会,2015,(東京),[ポスター] 

015	 服部正也，澤木正孝，吉村章代，石黒淳子，久田知可，瀧
由美子，水野愛弓，安藤正志，谷田部恭，岩田広治 : 術前
化学療法でpCRを得た後に遠隔再発した乳癌の予後と再発
リスク因子の検討. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015, 
(札幌),[ポスター]

016	 服部正也，澤木正孝，吉村章代，石黒淳子，久田知可，瀧
由美子，水野愛弓，安藤正志，岩田広治 : HER 2 陽性進行
再発乳癌治療における各治療ラインでのペルツズマブ治療
の有効性と安全性.第53回日本癌治療学会,2015,(京都),[ポス
ター]

017	 服部正也，片岡愛弓，瀧由美子，石黒淳子，吉村章代，澤
木正孝，谷田部恭，岩田広治 : 非触知石灰化病変に対する
フックワイヤーを用いた乳房部分切除術.第25回日本乳癌
画像研究会,2016,(名古屋),[口演]

018	 石黒淳子 : HBOCスクリーニング及びカウンセリングが術
式選択に与える影響. 第115回日本外科学会定期学術集会, 
2015,(名古屋),[口演]

019	 石黒淳子 : 乳癌初期化学療法における発熱性好中球減少発
現の実態と持続型G-CSF予防投与の適応についての検討. 
第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[口演]

020	 石黒淳子 : 自家組織による再建乳房への照射後の整容性に
ついての検討. 第 3 回日本乳房オンコプラスティックサー
ジャリー学会総会,2015,(札幌),[口演]

021	 吉村章代 : 欧米の臨床試験の結果からセンチネルリンパ節
macro転移陽性時に腋窩リンパ節郭清を省力すべきか. 第

23回日本乳癌学会学術集会,2015,(東京),[ポスター討論]
022	 瀧由美子，岩田広治，安達弥生，小谷はるる，久田知可，

石黒淳子，吉村章代，近藤直人，服部正也，澤木正孝 : 乳
頭分泌症例に対する乳管造影の有用性について. 東海乳腺
疾患懇話会,2015,(名古屋),[口演]

023	 瀧由美子，近藤直人，安達弥生，小谷はるる，久田知可，
権藤なおみ，石黒淳子，吉村章代，服部正也，澤木正孝，
岩田広治 : IHC 4 スコアを用いたER陽性乳癌に対する術前
化学療法における腫瘍縮小効果の検討. 第23回日本乳癌学
会学術集会,2015,(東京),[ポスター]

024	 瀧由美子，服部正也，水野愛弓，石黒淳子，吉村章代，澤
木正孝，岩田広治 : 乳腺膿瘍との鑑別を要した直腸癌乳房
転移の一例.第12回日本乳癌学会中部地方会,2015,(福井),[口
演]

025	 水野愛弓 : 乳癌術後ホルモン剤内服中に骨髄穿刺で確定診
断を得た多発性骨髄腫の一例. 第12回日本乳癌学会中部地
方会,2015,(福井),[口演]

消化器外科部

001	 Komori K, Fujita S, Mizusawa J, Kanemitsu Y, Saito 
N, Kinugasa Y, Ohue M, Ota M, Nagoya, Japan; 
Utsunomiya, Japan; Tokyo, Japan; Osaka, Japan; 
Yokohama, Japan; Sunto-gun, Japan; Chiba, Japan : 
Risk Factors of Lateral Lymph Node Metastasis in the 
Patients without Clinical Lateral Pelvic Lymph Node 
Metastasis. The American Society of Colon and Rectal 
Surgeons 2015,2015,(Boston, MA),[示説]

002	 Hayashi Y, Misawa K, Hawkes D, Mori K : Progressive 
internal landmark registration for image guided vessel 
clamping in laparoscopic gastrectomy. Computer Assisted 
Radiology and Surgery(CARS)2015,2015,(Barcelona),[口演]

003	 Morita C, Hayashi Y, Oda M, Hawkes D, Misawa K, 
Mori K : Intra-operative registration method using organ 
surface information for surgical navigation in laparoscopic 
gastrectomy. Computer Assisted Radiology and Surgery(
CARS)2015,2015,(Barcelona),[口演]

004	 Sasaki Y, Akasu T, Saito N, Kojima H, Matsuda K, 
Nakamori S, Komori K,  Amagai K, Yamaguchi T, 
Nagashima K, Okita N, Yamada Y : Impact of KRAS/
NRAS mutation status on the outcomes of patients with 
stage III colorectal cancer: Correlative study in NSAS-
CC/RC. The 18th ECCO - 40th ESMO European Cancer 
Congress 2015,2015,(Vienna, Austria),[示説]

005	 Kanavati F, Tong T, Misawa K, Fujiwara M, Mori K, 
Rueckert D, Glocker B : Supervoxel Classification 
Forests for Estimating Pairwise Image Correspondences 
Machine Learning in Medical Imaging. 18th International 
Conference 2015,2015,(Munich),[口演]

006	 Nakamura Y, Nimura Y, Oda M,Kitasaka T, 
Furukawa K, Goto H, Fujiwara M, Misawa K, Mori K 
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: Ensemble lymph node detection from CT volumes 
combining local intensity structure analysis approach and 
appearance learning approach,'' Proceedings of SPIE, Vol., 
pp., SPIE Medical Imaging. 2016. Computer-Aided 
Diagnosis 2016,2016,(San Diego),[口演]

007	 Nimura Y, Hayashi Y, Kitasaka T, Misawa K, Mori K : 
Automated torso organ segmentation from 3 D CT 
images using conditional random field,'' Proceedings of 
SPIE, Vol., pp., SPIE Medical Imaging, 2016. Computer-
Aided Diagnosis 2016, 2016,(San Diego),[口演]

008	 木下敬史，小森康司，木村賢哉，川合亮佑，植村則久，夏
目誠治，伊藤友一，三澤一成，千田嘉毅，安部哲也，伊藤
誠二，清水泰博 : 下部進行直腸癌に対する開腹自律神経温
存側方郭清術. 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名
古屋),[パネルディスカッション]

009	 安部哲也，植村則久，川合亮佑，川上次郎，伊藤誠二，小
森康司，千田嘉毅，三澤一成，清水泰博，木下　平，篠田
雅幸 : 高度局所進行食道癌に対する導入DCF療法後手術に
よる治療戦略. 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名
古屋),[パネルディスカッション]

010	 木村賢哉，小森康司，木下敬史，川合亮佑，植村則久，夏
目誠治，伊藤友一，三澤一成，千田嘉毅，安部哲也，伊藤
誠二，清水泰博 : 骨盤内臓全摘術後の骨盤死腔炎重症化を
防ぐために－ 骨盤底を腹膜で再建することは有用か？ . 第
115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古屋),[口演]

011	 千田嘉毅，清水泰博，伊藤誠二，小森康司，安部哲也，三
澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，夏目誠治，植村
則久，川合亮佑，木下　平 : 大腸癌両葉多発肝転移に対す
る集学的治療の現状～肝切除前化学療法の影響～. 第115
回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古屋),[口演]

012	 上坂克彦，小西　大，松本逸平，金岡祐次，清水泰博，中
森正二，坂本裕彦，森永聡一郎，貝沼　修，今井浩二 : 切
除後膵癌に対する補助化学療法のエビデンス : JASPAC 
01を中心に. 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古
屋),[パネルディスカッション]

013	 伊藤誠二 : 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古
屋),[座長]

014	 重吉　到，三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，小森康司，安
部哲也，千田嘉毅，木村賢哉，木下敬史，植村則久，夏目
誠治，川合亮佑，浅野智成，川上次郎，筒山将之，岩田至
紀，倉橋真太郎，清水泰博，木下　平 : 当院における幽門
保存胃切除例と幽門側胃切除例との比較. 第115回日本外
科学会定期学術集会,2015,(名古屋),[口演]

015	 伊藤友一，中西速夫，寺澤佳代子，遊佐亜希子，川合亮佑，
夏目誠治，植村則久，木下敬史，木村賢哉，三澤一成，千
田嘉毅，安部哲也，小森康司，伊藤誠二，清水泰博 : 新規
血液中がん細胞(CTC)分離デバイスと担がんCTCマウスモ
デルを用いた消化器がんに対する分子標的治療のモニタリ
ング. 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古屋),[プ
レナリーセッション]

016	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川合

亮佑，川上次郎，浅野智成，岩田至紀，倉橋真太郎，筒山
将之，重吉　到，清水泰博 : 当科における骨盤内臓全摘術
時の回腸導管作成時の工夫. 第115回日本外科学会定期学
術集会,2015,(名古屋),[口演]

017	 安部哲也 : 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古
屋),[座長]

018	 伊藤誠二，佐野　武，高張大亮，円谷　彰，片山　宏，水
澤純基，笹子三津留 : 高度リンパ節転移陽性胃癌に対する
術前化学療法の開発 JOCG胃がんグループにおける取り組
み. 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古屋),[パネ
ルディスカッション]

019	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，川合亮佑，植村則久，夏
目誠治，木下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森
康司，清水泰博，木下　平 : 通常の腹腔鏡下胃切除術と同
様の手技で行う胃癌Reduced Port Surgery. 第115回日本
外科学会定期学術集会,2015,(名古屋),[口演]

020	 浅野智成，清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小
森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下
敬史 : 当院における膵頭十二指腸切除術後中長期合併症の
検討. 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古屋),[口
演]

021	 夏目誠治，清水泰博，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川合亮佑，木下　平 : 亜全胃温存膵頭十二指腸切除
術後における胃内容排出遅延発生の危険因子の検討. 第
115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古屋),[口演]

022	 植村則久，安部哲也，川合亮佑，伊藤誠二，小森康司，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，夏目
誠治，清水泰博，篠田雅幸 : 食道癌の術前治療に対する反
応性予測. 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古
屋),[口演]

023	 清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川合亮佑，木下　平 : 膵癌における膵切除断端の術
中迅速病理診断の臨床的意義. 第115回日本外科学会定期
学術集会,2015,(名古屋),[口演]

024	 望月能成，石榑　清，伊藤誠二，松井隆則，石山聡治，中
山裕史，蜂須賀丈博，小寺泰弘 : 胃癌術後のS- 1 /CDDP療
法は有用かつ実行可能か？－CCOG0703およびCCOG1106
の解析から－. 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名
古屋),[パネルディスカッション]

025	 今野元博，石神浩徳，藪崎　裕，小林大介，伊藤誠二，上
之園芳一，上田修吾，木村　豊，山口博紀，今本治彦，梨
本 篤，古河　洋，安田卓司，竹吉　泉，福島亮治，小寺
泰弘，北山丈二 : 根治切除可能な漿膜浸潤を伴う胃癌に対
する周術期化学療法(TS- 1 、パクリタキセル経静脈・腹腔
内投与併用療法) 第Ⅱ相試験. 第115回日本外科学会定期学
術集会, 2015,(名古屋),[パネルディスカッション]

026	 川合亮佑，安部哲也，植村則久，清水泰博，伊藤誠二，小
森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，篠田
雅幸 : cStageII/III(nonT 4 )食道癌に対する術前DCF療法
の治療成績. 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古
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屋),[口演]
027	 吉川貴己，田邊和照，西川和宏，藤谷和正，伊藤友一，松

井隆則，林　勉，青山　徹，長　晴彦，森田智視，円谷 彰，
坂本純一 : 胃癌に対する術前補助化学療法 : Phase IIIで検
証すべきレジメンとコース数は？ . 第115回日本外科学会
定期学術集会,2015,(名古屋),[パネルディスカッション]

028	 小森康司 : 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古
屋),[座長]

029	 清水泰博 : 第115回日本外科学会定期学術集会,2015,(名古
屋),[座長]

030	 小森康司，木村賢哉，木下敬史 : 病理組織学的所見からみ
た直腸癌術後骨盤内再発の術前補助化学療法(NAC)の有効
性について. 第101回日本消化器病学会総会,2015,(仙台),[シ
ンポジウム]

031	 清水泰博，山上裕機，真口宏介 : “worrisome features”の
治療方針-IPMN癌予測ノモグラムの診断能-. 第101回日本
消化器病学会総会,2015,(仙台),[パネルディスカッション]

032	 今岡　大，水野伸匡，肘岡　範，原　和生，田近正洋，田
中　努，石原　誠，興儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : CEA上昇症例は高悪性度を示し予後不良
である～ 切除不能膵癌における腫瘍マーカーの測定意義
～. 第101回日本消化器病学会総会,2015,(仙台),[口演]

033	 吉田　司，肘岡　範，堤　英治，水野伸匡，原　和生，今
岡　大，田近正洋，田中　努，石原　誠，興儀竜治，藤吉
俊尚，佐藤高光，稗田信弘，奥野のぞみ，細田和貴，谷田
部恭，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 当院における膵神
経内分泌腫瘍に対するエベロリムスの使用成績. 第101回
日本消化器病学会総会,2015,(仙台),[口演]

034	 小森康司 : 腸閉塞の徴候と対処法. 2015年度　日本オスト
ミー協会　愛知県支部　医療講演会,2015,(名古屋), [ワーク
ショップ]

035	 重吉　到，植村則久，安部哲也，川合亮佑，川上次郎，伊
藤誠二，小森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村
賢哉，木下敬史，夏目誠治，清水泰博 : 食道癌サルベージ
手術後胃管癌に対し幽門側胃管切除を施行した 1 例. 第
289回東海外科学会,2015,(名古屋),[口演]

036	 筒山将之，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川合亮佑，浅野智成，川上次郎，重吉 到，岩田至紀，
倉橋真太郎，清水泰博 : 直腸癌低位前方切除術後に皮膚再
発・再々発を来し､ 切除した 1 例. 第289回東海外科学会, 
2015,(名古屋),[口演]

037	 岩田至紀，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川合亮佑，川上次郎，浅野智成，倉橋真太郎，重吉　
到，筒山将之，清水泰博， 木下　平 : 退形成性膵管癌の 1
切除例. 第289回東海外科学会 ,2015,(名古屋),[口演]

038	 安部哲也 : 第289回東海外科学会,2015,(名古屋),[座長]
039	 伊藤友一 : 第289回東海外科学会,2015,(名古屋),[座長]
040	 佐藤淳史，道満恵介，目加田慶人，三澤一成，森　健策 : 

Leap Motionによる外科手術ナビゲーションシステム操作

の一提案. 平成27年度日本生体医工学会東海支部大会, 
2015,(名古屋),[口演]

041	 三澤一成，林雄一郎，小田昌宏，伊藤誠二，伊藤友一，森　
健策 : 手術用 3 D表示ディスプレイを用いた腹腔鏡下手術
ナビゲーションシステムの開発と臨床応用. 第54回日本生
体医工学会大会,2015,(名古屋),[示説]

042	 林　雅大，道満恵介，目加田慶人，三澤一成，森　健策 : 
音声操作手術ナビゲーションシステムのユーザインタ
フェースに関する一検討. 第54回日本生体医工学会大会, 
2015,(名古屋),[示説]

043	 林雄一郎，三澤一成，小田昌宏，森　健策 : 解剖学的名称
表示機能を持つ腹腔鏡下手術ナビゲーションシステムに関
する検討. 第54回日本生体医工学会大会,2015,(名古屋),[示
説]

044	 小森康司 : 直腸がんの術式の変遷－QOL(生活の質)向上を
考慮した術式とは－. 第 1 回平成27年度愛知県がんセン
ター公開講座 ,2015,(名古屋),[口演]

045	 千田嘉毅，清水泰博，夏目誠治，小森康司，川合亮佑，川
上次郎，浅野智成，木下　平 : 主膵管型IPMNの治療方針
～至適切除範囲と膵全摘の要否～. 第27回肝胆膵外科学
会・学術集会,2015,(東京),[パネルディスカッション]

046	 清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，小森康司，川上次郎，浅
野智成，木下　平 : 膵頭十二指腸切除術における確実な膵
空腸吻合法～soft pancreas症例に対する嵌入法～. 第27回
肝胆膵外科学会・学術集会,2015,(東京),[ビデオシンポジウ
ム]

047	 浅野智成，夏目誠治，千田嘉毅，小森康司，川上次郎，清
水泰博 : 膵頭十二指腸切除術後胆管炎の検討. 第27回肝胆
膵外科学会・学術集会,2015,(東京),[示説]

048	 夏目誠治，清水泰博，千田嘉毅，小森康司，川合亮佑，川
上次郎，浅野智成，木下　平 : 膵頭十二指腸切除後、膵管
チューブにおける膵液感染の臨床的意義. 第27回肝胆膵外
科学会・学術集会,2015,(東京),[ワークショップ]

049	 川合亮佑，安部哲也，植村則久，川上次郎，篠田雅幸 : 食
道癌における胸部大動脈背側領域リンパ節転移症例の検
討. 第58回関西胸部外科学会学術集会,2015,(岡山),[口演]

050	 小森康司 : 第64回東海ストーマ・排泄リハビリテーション
研究会,2015,(岐阜市),[座長]

051	 岩田至紀，小森康司，木村賢哉，木下敬史 : 当科における
一時的回腸双孔式人工肛門造設の工夫. 第64回東海ストー
マ・排泄リハビリテーション研究会,2015,(岐阜),[口演]

052	 吉田　司，肘岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉
俊尚，佐藤高光，稗田信弘，奥野のぞみ，細田和貴，谷田
部恭，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : エベロリムスの二
次以降治療の有用性に関する検討. 第46回膵臓学会大
会,2015,(名古屋),[パネルディスカッション]

053	 夏目誠治，清水泰博，千田嘉毅，水野伸匡，原　和生，肘
岡　範，今岡　大，山雄健次 : 膵頭十二指腸切除術におけ
る膵空腸吻合法の工夫～ soft pancreas 症例に対する陥入
法. 第46回膵臓学会大会,2015,(名古屋),[ビデオシンポジウ
ム]
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054	 千田嘉毅，清水泰博，夏目誠治，水野伸匡，原　和生，肘
岡　範，今岡　大，山雄健次 : 主膵管型IPMN の膵切除範
囲と術後経過～残膵再発の観点から～. 第46回膵臓学会大
会, 2015,(名古屋),[パネルディスカッション]

055	 與儀竜治，肘岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，堤　
英治，佐藤高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，田近
正洋，田中　努，石原　誠，細田和貴，谷田部恭，清水泰
博，丹羽康正，山雄健次 : 長期follow-upに基づいたIPMN
再発因子の検討. 第46回膵臓学会大会,2015,(名古屋),[口演]

056	 肘岡　範，原　和生，水野伸匡，今岡　大，吉田　司，稗
田信弘，奥野のぞみ，細田和貴，清水泰博，千田嘉毅，夏
目誠治，丹羽康正，山雄健次 : TS1a膵癌の臨床病理学的
検討. 第48回膵臓学会大会,2015,(名古屋),[口演]

057	 佐藤高光，原　和生，水野伸匡，肘岡　範，今岡　大，與
儀竜治，堤　英治，吉田　司，稗田信弘，奥野のぞみ，清
水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 非切除膵癌における内視鏡
的Double stenting の検討. 第46回膵臓学会大会,2015,(名古
屋),[口演]

058	 堤  英治，肘岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，清
水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 膵神経内分泌腫瘍の転移に
関連する臨床病理学的検討. 第46回膵臓学会大会,2015,(名
古屋),[口演] 

059	 與儀竜治，今岡　大，水野伸匡，原　和生，肘岡　範，堤　
英治，佐藤高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，田近
正洋，田中　努，石原　誠，細田和貴，谷田部恭，清水泰
博，丹羽康正，山雄健次 : 主膵管狭窄と尾側膵管の嚢状拡
張を伴った膵神経内分泌腫瘍の 1 例. 第46回膵臓学会大会, 
2015,(名古屋),[示説]

060	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肘岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : GemおよびS- 1 に不応となった転移性膵
癌に対しmFOLFIRINOX 療法が奏効を示した 2 例. 第46
回膵臓学会大会,2015,(名古屋),[示説]

061	 今岡　大，水野伸匡，原　和生，肘岡　範，田近正洋，田
中　努，石原　誠，與儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，佐藤
高光，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : 切除不能進行膵腺扁平上皮癌に対する予
後の検討〈膵管癌との比較を中心に〉. 第46回膵臓学会大会, 
2015,(名古屋),[口演]

062	 筒山将之，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川合亮佑，浅野智成，川上次郎，重吉 到，岩田至紀，
倉橋真太郎，清水泰博 : 腫瘍径 5 mmのT 1 膵癌の 1 切除例. 
第回日本消化器病学会東海支部第122回例会,2015,(津),[口
演]

063	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，岩田至紀 : 大腸癌の希少
転移再発病変－ 皮膚転移(同時性、異時性)に対する当科の
治療方針. 第83回大腸癌研究会,2015,(久留米),[示説]

064	 安部哲也，植村則久，川合亮佑，川上次郎，篠田雅幸 : 食
道癌術後乳糜胸に対するリピオドールリンパ管造影を軸と
した治療戦略. 第69回日本食道学会学術集会,2015,(横浜), 

[ワークショップ]
065	 植村則久，安部哲也，川合亮佑，川上次郎，室　　圭，宇

良　敬，門脇重憲，丹羽康正，田近正洋，篠田雅幸 : 食道
癌における術前DCF療法無効例の選別. 第69回日本食道学
会学術集会,2015,(横浜),[示説]

066	 川合亮佑，安部哲也，植村則久，川上次郎，丹羽康正，田
近正洋，田中　努，石原　誠，篠田雅幸 : 当院における胃
管癌の検討. 第69回日本食道学会学術集会,2015,(横浜),[示
説]

067	 川上次郎，安部哲也，植村則久，川合亮佑，重吉　到，小
森康司，伊藤誠二，千田嘉毅，清水泰博，篠田雅幸 : 食道
胃接合部に発生した平滑筋腫に対し経裂孔核出術・
Toupet噴門形成を施行した 1 例. 第69回日本食道学会学術
集会,2015,(横浜),[示説]

068	 清水泰博 : 第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[座
長]

069	 清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史 : 膵癌
手術における術中腹腔洗浄細胞診の臨床的意義. 第70回日
本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[口演]

070	 植村則久，安部哲也，川合亮佑，川上次郎，伊藤誠二，小
森康司，千田嘉毅，三澤一成，清水泰博，篠田雅幸 : 胸腔
鏡下食道切除術におけるエネルギーデバイスの使い分け. 
第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[ビデオ]

071	 木村賢哉，小森康司，木下敬史，植村則久，伊藤友一，三
澤一成，千田嘉毅，安部哲也，伊藤誠二，清水泰博 : cT 2
以上の下部直腸癌に対する側方郭清を伴う根治手術成績の
検討. 第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[口演]

072	 伊藤友一，筒山将之，伊藤誠二，三澤一成，木下敬史，木
村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博 : 当院
におけるconversion surgeryの治療成績. 第70回日本消化
器外科学会総会,2015,(浜松),[示説]

073	 重吉　到，木下敬史，小森康司，木村賢哉，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，清水泰博 : 右側
から行う横行結腸癌に対する腹腔鏡下結腸切除術のリンパ
節郭清手技. 第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[ビ
デオ]

074	 伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，植村則久，木下敬史，木
村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博 : 術後
合併症の発生からみた高齢者胃癌外科治療の現況と問題
点. 第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[口演]

075	 川合亮佑，安部哲也，植村則久，伊藤友一，三澤一成，千
田嘉毅，小森康司，伊藤誠二，篠田雅幸，清水泰博 : 胸部
食道癌切除後胸骨後胃管再建における吻合部トラブルを減
らすための工夫. 第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜
松),[口演]

076	 木下敬史，小森康司，木村賢哉，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，清水泰博 : 右側
結腸癌に対する適切なリンパ節郭清. 第70回日本消化器外
科学会総会,2015,(浜松),[口演]

077	 浅野智成，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，清水泰博 : 膵頭
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十二指腸切除術後胆管空腸吻合部狭窄は術後定期検査から
予測可能か. 第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[口
演]

078	 倉橋真太郎，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，佐野　力，清水泰博 : 80
歳以上の高齢者に対する膵頭十二指腸切除術の安全性の検
討. 第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[口演]

079	 川上次郎，安部哲也，植村則久，川合亮佑，岩田至紀，清
水泰博，篠田雅幸 : 食道癌手術における術前化学療法前後
の骨格筋減少と術後合併症の検討. 第70回日本消化器外科
学会総会,2015,(浜松),[口演]

080	 夏目誠治，清水泰博，浅野智成，千田嘉毅，伊藤誠二，小
森康司，安部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉 : 胆管
空腸吻合部狭窄を伴わない膵頭十二指腸切除後胆管炎の検
討. 第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[口演]

081	 小森康司 : 第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[座
長]

082	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，清水泰博 : 隣接
臓器合併切除を施行した直腸癌(T 4 b)症例の時代的予後改
善の検討. 第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[口
演]

083	 筒山将之，小森康司，木村賢哉，木下敬史，清水泰博 : 当
院における側方リンパ節転移陽性直腸癌症例の検討. 第70
回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[口演]

084	 千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安部哲也，三
澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，清水泰博 : 大腸
癌肝転移に対する化学療法および休薬によるICGの変化. 
第70回日本消化器外科学会総会,2015,(浜松),[口演]

085	 岩田至紀，木下敬史，木村賢哉，小森康司，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，重吉　到，筒山将之，赤澤智之，林 大介，
清水泰博 : 上行結腸癌臍転移の 1 切除例. 第44回愛知臨床
外科学会,2015,(名古屋),[口演]

086	 重吉　到，安部哲也，植村則久，川上次郎，伊藤誠二，小
森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下
敬史，夏目誠治，清水泰博 : 内視鏡的切除術後に頚部リン
パ節転移を来した 4 mm大のpT1a食道癌の 1 例. 第44回愛
知臨床外科学会,2015,(名古屋),[口演]

087	 安部哲也 : 両側肺換気・気胸を用いた腹臥位胸腔鏡下食道
切除術－拡大視による縦隔微細解剖を意識した手術－. 第44
回愛知臨床外科学会,2015,(名古屋),[ランチョンセミナー]

088	 北坂孝幸，池井友啓，林　祐斗，八重嶋秀，澤野弘明，水
野慎士，末永康仁，三澤一成， 森　健策 : 開腹手術映像か
らの遮蔽物除去手法の基礎的検討. 電子情報通信学会技術
研究会,2015,(苫小牧),[口演]

089	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，木下敬史，木村賢哉，千
田嘉毅，安部哲也，小森康司，清水泰博，木下　平 : 胃癌
Reduced Port Surgery における臍切開の工夫-zigzag切開と
横切開-. 4 th Reduced Port Surgery Forum 2015 in Akita 
第 9 回 単 孔 式 内 視 鏡 手 術 研 究 会 第13回Needlescopic 
Surgery Meeting,2015,(秋田),[シンポジウム]

090	 唐澤健一，小田昌宏，林雄一郎，二村幸孝，北坂孝幸，三
澤一成，藤原道隆，森　健策 : 3 次元腹部造影CT像から
の膵臓セグメンテーションにおける線状構造情報を用いた
患者固有アトラス選択の有効性に関する検討. 第34回日本
医用画像工学会大会,2015,(金沢),[口演]

091	 中村嘉彦，二村幸孝，小田昌宏，北坂孝幸，古川和宏，後
藤 秀実，藤原道隆，三澤一成，森　健策 : 複数検出手法
の統合による 3 次元腹部X線CT像からの腹部リンパ節検
出手法の精度向上. 第34回日本医用画像工学会大会,2015, 
(金沢),[口演]

092	 林雄一郎，森田千尋，三澤一成，森　健策 : 腹腔鏡下手術
ナビゲーションシステムにおける臓器と血管の情報に基づ
く位置合わせ手法の検討. 第34回日本医用画像工学会大会, 
2015,(金沢),[口演]

093	 加賀城充，中村嘉彦，林雄一郎，小田昌宏，北坂孝幸，三
澤一成，森　健策 : 臓器情報に基づくルールベースの後処
理による腹部動脈に対する解剖学的名称の自動対応付け精
度向上. 第34回日本医用画像工学会大会,2015,(金沢),[口演]

094	 孟　晨，小田紘久，二村幸孝，小田昌宏，北坂孝幸，中村
嘉彦，三澤一成，森　健策 : 球状モデルを用いた腹部CT
像からのリンパ節自動検出手法の検討. 第34回日本医用画
像工学会大会,2015,(金沢),[口演]

095	 水谷友一，佐藤梨果，道満恵介，目加田慶人，三澤一成，
森　建策 : SURF特徴量の照合による腹腔鏡手術映像への
タグ付け. 第34回日本医用画像工学会大会,2015,(金沢),[口
演]

096	 北坂孝幸， 池井友啓，林　祐斗，八重嶋秀，澤野弘明， 水
野慎士，末永康仁，三澤一成 : 開腹手術映像における遮蔽
物除去手法の高精度化. 第34回日本医用画像工学会大会, 
2015,(金沢),[口演]

097	 寳珠山裕，二村幸孝，小田昌宏， 三澤一成， 藤原道隆， 森　
健策 : 深層学習を用いたCT像からのリンパ節検出におけ
る過検出削減に関する検討. 第34回日本医用画像工学会大
会,2015,(金沢),[口演]

098	 小森康司 : 大腸がんについての講義(癌学会共催企画). 第74
回平成27年度　高校生向け基礎実験体験講座,2015,(名古
屋), [特別講演]

099	 小森康司 : 消化管ストーマ造設法と合併症、直腸癌手術の
実際. 第27回東海スト－マリハビリテーション講習会,2015, 
(浜松),[口演]

100	 筒山将之，千田嘉毅，夏目誠治，清水泰博，水野伸匡，原　
和生，肘岡　範，今岡　大，山雄健次 : 鑑別に苦慮した胃
癌術後の膵頭部嚢胞性腫瘍の 1 例. 第51回肝胆膵治療研究
会,2015,(名古屋),[口演]

101	 清水泰博 : 第51回肝胆膵治療研究会,2015,(名古屋),[座長]
102	 岩田至紀，夏目誠治，千田嘉毅，筒山将之，清水泰博 : 通

常型膵癌切除後に発生した残膵癌の 4 切除例. 第42回日本
膵切研究会,2015,(大阪),[示説]

103	 筒山将之，夏目誠治，千田嘉毅，岩田至紀，清水泰博 : 当
院における腹腔洗浄細胞診陽性膵癌の検討. 第42回日本膵
切研究会,2015,(大阪),[示説]

104	 清水泰博 : 第42回日本膵切研究会,2015,(大阪),[座長]
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105	 奥野のぞみ，原　和生，水野伸匡，肘岡 範，今岡　大，
吉田　司，稗田信弘，清水泰博，谷田部恭，山雄健次 : 重
複癌(広範な胆管進展を伴った肝門部胆管癌と胆嚢癌)の 1
例. 第63回日本消化器画像診断研究会,2015,(鎌倉),[口演]

106	 鳥山和浩，肘岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，吉田　司，稗田信弘，奥野
のぞみ，平山貴視，渋谷　仁，徳久順也，近藤　尚，鈴木
博貴，藤田　曜，安部哲也，室　　圭，古平　毅，谷田部
恭，山雄健次，丹羽康正 : 当院における食道神経内分泌癌
に 関 す る 検 討. 第 3 回 神 経 内 分 泌 腫 瘍 研 究 会 学 術 集
会,2015,(仙台),[示説]

107	 吉田　司，肘岡 範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，稗田信弘，奥野のぞみ，谷
田部恭，清水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 当院における膵
神経内分泌腫瘍の予後の検討. 第 3 回日本神経内分泌腫瘍
研究会学術集会,2015,(仙台),[示説]

108	 佐藤高光，原　和生，水野伸匡，肘岡 範，今岡　大，與
儀竜治，堤　英治，吉田　司，稗田信弘，奥野のぞみ，清
水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 内視鏡的Double stentingに
おける胆道stent dysfunctionの検討. 第51回日本胆道学会
学術集会,2015,(宇都宮),[口演]

109	 清水泰博 : 第51回日本胆道学会学術集会,2015,(宇都宮),[座
長]

110	 肱岡　範，原　和生，水野伸匡，今岡　大，千田嘉毅，夏
目誠治，清水泰博，山雄健次 : 十二指腸乳頭部NETの 5
切除例. 第51回日本胆道学会学術集会,2015,(宇都宮),[示説]

111	 夏目誠治，千田嘉毅，小森康司，原　和生，肘岡　範，山
雄健次，清水泰博 : 膵頭十二指腸切除術における連続縫合
による胆管空腸吻合の成績. 第51回日本胆道学会学術集会, 
2015,(宇都宮),[口演]

112	 肱岡　範，原　和生，清水泰博 : 臨床病理学的特徴から見
えてくる 1 cm以下(TS1a)膵癌の診断方法. 第57回日本消化
器病学会大会JDDW2015TOKYO第23回日本消化器関連学
会週間,2015,(東京),[パネルディスカッション]

113	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川合
亮佑，清水泰博 : 当院における－腹膜吊り上げ式側方リン
パ節郭清－の問題点. 第13回日本消化器外科学会大会　
JDDW2015TOKYO第23回日本消化器関連学会週間,2015, 
(東京),[示説]

114	 今岡　大，水野伸匡，稗田信弘，肘岡　範，原　和生，田
近正洋，田中　努，石原　誠，吉田　司，奥野のぞみ，清
水泰博，丹羽康正，山雄健次 : 膵癌遠隔転移症例における
fibrinogenの予後への影響～ Propensity score matchingを
用いた検討～. 第57回日本消化器病学会大会JDDW2015 
TOKYO 第23回日本消化器関連学会週間,2015,(東京),[示説]

115	 佐藤高光，原　和生，水野伸匡，肘岡　範，今岡　大，興
儀竜治，堤　英治，藤吉俊尚，吉田　司，稗田信弘，奥野
のぞみ，田近正洋，田中　努，石原　誠，清水泰博，丹羽
康正，山雄健次 : 長期成績からみた超音波内視鏡下胆管
十 二 指 腸 吻 合 術(EUS-CDS)の 有 用 性 ～first line biliary 
drainageになり得るか？ . 第57回日本消化器病学会大会

JDDW2015TOKYO第23回日本消化器関連学会週間,2015, 
(東京),[示説]

116	 伊藤 雅昭，赤須孝之，佐々木有佑，小島　宏，松田圭二，
中森正二，小森康司，齋藤典男 : Stage III大腸癌における
術後UFT療法の効果とKRAS/NRAS遺伝子変異の関係 : 
NSAS-CC/RC試験からの研究. 第13回日本消化器外科学会
大会JDDW2015TOKYO第23回日本消化器関連学会週間, 
2015,(東京),[示説]

117	 林　大介，安部哲也，植村則久，川上次郎，伊藤誠二，小
森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下
敬史，夏目誠治，清水泰博，木下　平 : 食道癌術後頸部食
道傍リンパ節再発切除においてNerve Integrity Monitor　
システムが反回神経同定に有用であった 1 例. 第290回東
海外科学会,2015,(浜松),[口演]

118	 岩田至紀，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，重吉　到，筒山将之，赤澤智之，林　大
介，清水泰博 : 膿瘍形成性直腸癌に対し術前化学療法後に
根治切除した 1 例. 第290回東海外科学会,2015,(浜松),[口演]

119	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，岩田至紀，筒山将之，重吉　到，赤澤智之，林　大
介，大内　晶，清水泰博 : 当院における開腹による脾彎曲
部授動の手術手技. 第34回東海大腸外科治療研究会, 2015, 
(名古屋),[口演]

120	 中山裕史，中山吾郎，上原圭介，大河内治，近藤千紘，松
岡　浩，宇都宮節夫，坂本英至，奥村徳夫，梅田晋一，澤
田 武，小森康司，谷口浩也，室　　圭，谷田部恭 : 愛知
大腸がん遺伝子プロファイル研究( 1 )原発部位と遺伝子変
異の関連. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワー
クショップ]

121	 谷口浩也，中山裕史，高野奈緒，上原圭介，鹿野敏雄，石
榑　清，横山裕之，田近正洋，小森康司，室　　圭，柴田
典子，谷田部恭 : ゲノムスクリーニングネットワークの将
来像 - 愛知大腸がん遺伝子プロファイル研究( 2 ). 第53回日
本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワークショップ]

122	 今岡　大，清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，水野伸匡，肘
岡　範，原　和生，田近正洋，田中　努，石原　誠，丹羽
康正，山雄健次 : 膵癌術後補助化学療法後のCA19- 9 値は
予後予測に有用である. 第53回日本癌治療学会学術集会, 
2015,(京都),[ワークショップ]

123	 川上次郎，安部哲也，植村則久，伊藤誠二，三澤一成，伊
藤友一，八重樫裕，長谷川洋子，清水泰博，木下　平 : 食
道切除後障害の評価と食事指導へのPGSASの応用. 第45回
胃外科・術後障害研究会,2015,(名古屋),[口演]

124	 重吉　到，三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，清水泰博，木
下　平 : 当院における幽門保存胃切除例と幽門側胃切除例
との比較. 第45回胃外科・術後障害研究会,2015,(名古屋),[口
演]

125	 伊藤誠二 : 第45回胃外科・術後障害研究会,2015,(名古屋),[座
長]

126	 三澤一成 : 第45回胃外科・術後障害研究会,2015,(名古屋),[座
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長]
127	 伊藤友一 : 第45回胃外科・術後障害研究会,2015,(名古屋),[座

長]
128	 小森康司，濱口哲弥，島田安博，金光幸秀，杉田　昭，西

村　淳，宗像康博，池田　聡，山口茂樹，村田幸平，寺石
文則，加藤健志，冨田尚裕，赤木由人，高橋孝夫，工藤進
英，猪股雅史，松田　宙，岡島正純，前田耕太郎(JCOG
大腸がんグループ): Ⅲ期治癒切除大腸癌に対する術後補助
化学療法としてのcapecitabine療法とS- 1 療法のランダム
化第Ⅲ相比較試験(JCOG0910)Randomized phaseⅢstudy 
of adjuvant chemotherapy with S- 1  versus capecitabine 
in patients with stageⅢ colon cancer: Results of Japan 
Clinical Oncology Group Study(JCOG0910). 第70回日本大
腸肛門病学会,2015,(名古屋),[シンポジウム]

129	 木下敬史，小森康司，木村賢哉 : 腹腔鏡下結腸切除術にお
ける中結腸動脈領域のリンパ節郭清手技. 第70回日本大腸
肛門病学会,2015,(名古屋),[口演]

130	 小森康司 : 第70回日本大腸肛門病学会,2015,(名古屋),[座長]
131	 岩田至紀，小森康司，木村賢哉，木下敬史 : 一時的回腸双孔

式人工肛門の合併症　Complications of Diverting Ileostomy. 
第70回日本大腸肛門病学会,2015,(名古屋),[シンポジウム]

132	 木村賢哉，木下敬史，小森康司 : cT 3 下部直腸癌に対す
る開腹による側方郭清を伴う根治手術成績の検討. 第70回
日本大腸肛門病学会,2015,(名古屋),[口演]

133	 井上靖浩，上野秀樹，小林宏寿，小西　毅，石田文生，山
口達郎，檜井孝夫，金光幸秀，冨田　尚，小森康司，固武 
健二郎，永坂岳司，長谷川博俊，小山　基，渡邉聡明，杉
原健一，楠　正人， 石田秀行 : 本邦における家族性大腸腺
腫症を背景とした大腸癌治療の現状. 第70回日本大腸肛門
病学会学術集会,2015,(名古屋),[口演]

134	 山寺勝人，上野秀樹，小林宏寿，小西　毅，石田文生，山
口達郎，檜井孝夫，井上靖浩，金光幸秀，冨田尚裕，小森
康司，固武健二郎，永坂岳司，長谷川博俊，小山　基，渡
邊聡明，杉原健一，石田秀行，大腸癌研究会家族性大腸癌
委員会 : 本邦における家族性大腸腺腫症に対する腹腔鏡下
大腸切除の現状. 第70回日本大腸肛門病学会学術集会,2015, 
(名古屋),[口演]

135	 山口達郎，上野秀樹，小林宏寿， 小西　毅，石田文夫，檜
井孝夫，井上靖浩，金光幸秀，小山　基，渡邉聡明，杉原 
健一，冨田尚裕，小森康司，固武健二郎，永坂岳司，長谷
川博俊，石田秀行，大腸癌研究会家族性大腸癌委員会 : 家
族性大腸腺腫症における上部消化管病変. 第70回日本大腸
肛門病学会学術集会,2015,(名古屋),[口演]

136	 鳥山和浩，肘岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，大
瀬戸久美子，田中　努，石原　誠，奥野のぞみ，稗田信弘，
吉田　司，千田嘉毅，夏目誠治，田近正洋，清水泰博，山
雄健次，丹羽康正 : 膵神経内分泌腫瘍を契機に発端者とし
て診断に至った多発性内分泌腫瘍症 1 型の 2 例. 日本消化
器病学会東海支部第123回例会,2015,(名古屋),[口演]

137	 藤田　曜，肘岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，田
近正洋，田中　努，石原　誠，清水泰博，千田嘉毅，夏目
誠治，吉田　司，奥野のぞみ，稗田信弘，丹羽康正，山雄

健次 : 化学療法が著効し、根治的手術を施行し得たStage
Ⅳ膵癌の 2 例. 日本消化器病学会東海支部第123回例会, 
2015,(名古屋),[口演]

138	 森田千尋，林雄一郎，小田昌宏，三澤一成，森　健策 : 腹
腔鏡下手術ナビゲーションにおける非剛体レジストレー
ションを利用した術中の位置合わせに関する検討. 第24回
日本コンピューター外科学会大会,2015,(東京),[口演]

139	 林雄一郎，三澤一成，森　健策 : 3 次元画像を用いた開腹
手術の手術ナビゲーションシステムにおける手術支援画像
の提示法の検討. 第24回日本コンピューター外科学会大会, 
2015,(東京),[口演]

140	 林　雅大，道満恵介，目加田慶人，三澤一成，森　健策 : 
音声操作手術ナビゲーションシステムのための血管観察視
点位置の自動決定法に関る検討. 第24回日本コンピュータ
外科学会大会,2015,(東京),[口演]

141	 長柄　快，柴田睦実，清水南月，小田昌宏，三澤一成，森　
健策 : 腹腔鏡手術ナビゲーションシステムのための軟性鏡
カメラ方向測定装置の開発. 第24回日本コンピュータ外科
学会大会,2015,(東京),[口演]

142	 三澤一成 : 第24回日本コンピュータ外科学会大会,2015,(東
京),[座長]

143	 加賀城充，小田昌宏，林雄一郎，北坂孝幸，三澤一成，森　
健策 : 条件付き確率場を用いた腹部動脈の血管名自動対応
付け. 第24回日本コンピュータ外科学会大会,2015,(東京),[口
演]

144	 孟　晨，二村幸孝，小田昌宏，北坂孝幸，中村嘉彦，三澤
一成，森　健策 : 3 次元腹部CT像からのリンパ節抽出に
おける特微量計算のための球状モデルの利用. 第24回日本
コンピューター外科学会大会,2015,(東京),[口演]

145	 寳珠山裕，二村幸孝，小田昌宏，三澤一成，藤原道隆，森　
健策 : 深層学習を用いた 3 次元腹部CT像からのリンパ節
検出における過検出削減に関する検討－学習データの人工
生成が過検出削減に与える影響－.第24回日本コンピュー
ター外科学会大会,2015,(東京),[口演]

146	 木村賢哉，小森康司，木下敬史，川上次郎，植村則久，夏
目誠治，伊藤友一，三澤一成，千田嘉毅，安部哲也，伊藤
誠二，清水泰博 : 下部進行直腸癌に対する側方郭清を伴う
根治手術成績の検討. 第77回日本臨床外科学会総会,2015, 
(福岡),[口演]

147	 岩田至紀，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博 : 一時的回腸人工肛門造設の工
夫と成績. 第77回日本臨床外科学会総会,2015,(福岡),[口演]

148	 筒山将之，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，安部哲也，小
森康司，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎 : 当院における腹腔洗浄細胞診陽性膵癌の
検討. 第77回日本臨床外科学会総会,2015,(福岡),[口演]

149	 夏目誠治，清水泰博，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，重吉　到，筒山将之，林　大介 : 80歳以
上高齢者に対する膵頭十二指腸切除術の安全性と意義. 第
77回日本臨床外科学会総会,2015,(福岡),[シンポジウム]
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150	 千田嘉毅，清水泰博，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，木下　平 : 膵頭十二指腸切除術における
膵空腸吻合法の工夫～soft pancreasに対する陥入法の有用
性～. 第77回日本臨床外科学会総会,2015,(福岡),[シンポジウ
ム]

151	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，岩田至紀，筒山将之，重吉　到，清水泰博 : 直腸癌
術後骨盤内再発の術前補助化学療法(NAC)の有用性につい
て－病理組織外科的所見から検討－. 第77回日本臨床外科学
会総会,2015,(福岡),[パネルディスカッション]

152	 清水泰博 : 第77回日本臨床外科学会総会,2015,(福岡),[座長]
153	 林　大介，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安

部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，重吉　到，筒山将之，清水泰博 : 当院に
おける開腹尾側膵切除術後膵液瘻危険因子の検討. 第77回
日本臨床外科学会総会,2015,(福岡),[口演]

154	 重吉　到，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，岩田至紀，筒山将之，清水泰博 : 当院に
おける高齢者膵癌手術症例の検討. 第77回日本臨床外科学
会総会,2015,(福岡),[口演]

155	 川上次郎，安部哲也，植村則久，林　大介，伊藤誠二，小
森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下
敬史，夏目誠治，清水泰博 : 胸部食道癌における術後体重
減少の推移とリスク因子の検討. 第77回日本臨床外科学会
総会,2015,(福岡),[口演]

156	 木下敬史，小森康司，木村賢哉，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，清水泰博 : 当院における腹腔鏡下大腸切除～ 安全
な切離・吻合のための工夫～. 第77回日本臨床外科学会総
会,2015,(福岡),[口演]

157	 清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，木下　平 : 主膵管型IPMNの治療成績－
膵切除範囲と膵全摘の要否についてー. 第77回日本臨床外
科学会総会,2015,(福岡),[パネルディスカッション]

158	 安部哲也 : 第29回日本内視鏡外科学会総会,2015,(大阪),[座
長]

159	 岩田至紀，小森康司，木村賢哉，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上
次郎，筒山将之，清水泰博 : 腹腔鏡下腹会陰式直腸切断術
を施行した乳房外Paget病の 1 例とPagetoid spreadを伴う
直腸癌の 1 例. 第28回日本内視鏡外科学会総会,2015,(大阪), 
[口演]

160	 川合亮佑，安部哲也，植村則久，川上次郎，伊藤誠二，小
森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下
敬史，夏目誠治，清水泰博 : 横隔膜上憩室内早期食道癌を
胸腔鏡下に切除した 1 例. 第28回日本内視鏡外科学会総会, 
2015,(大阪),[口演]

161	 川上次郎，安部哲也，植村則久，林　大介，伊藤誠二，小

森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木下敬史，夏目
誠治，清水泰博 : 腹臥位胸腔鏡下食道癌手術の上縦隔郭清
におけるポート配置の工夫. 第28回日本内視鏡外科学会総
会,2015,(大阪),[口演]

162	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，川上次郎，植村則久，夏
目誠治，木下敬史，木村賢哉，千田嘉毅，安部哲也，小森
康司，清水泰博 : 腹腔鏡下胃切除術に適した簡便な肝挙上
法(PROLENE hanging(PH)法). 第28回日本内視鏡外科学会
総会,2015,(大阪),[口演]

163	 伊藤誠二 : 第28回日本内視鏡外科学会総会,2015,(大阪),[座
長]

164	 安部哲也，植村則久，川上次郎，小森康司，伊藤誠二，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，清水泰博 : 拡大
視による縦隔微細解剖に基づいた左上縦隔郭清-出血の少
ない、安全で根治性の高い郭清のために-. 第28回日本内視
鏡外科学会総会,2015,(大阪),[口演]

165	 木下敬史，木村賢哉，伊藤誠二，安部哲也，千田嘉毅，三
澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，川上次郎，清水
泰博 : 横行結腸癌に対するリンパ節郭清の定型化. 第28回
日本内視鏡外科学会総会,2015,(大阪),[口演]

166	 小森康司，木村賢哉，木下敬史 : 括約筋間直腸切除術(ISR)
の予後の検討－特にsurgical marginを中心に病理組織学的
所見からー. 第84回大腸癌研究会, 2016,(熊本),[示説]

167	 唐澤健一，小田昌宏，北坂孝幸，花岡昇平，林雄一郎，二
村幸孝，三澤一成，藤原道隆，森　健策 : 解剖学的ランド
マークに基づく自動臓器局所化とその膵臓セグメンテー
ションへの応用. 電子情報通信学会技術研究報告会, 2016, 
(那覇),[ワークショップ]

168	 加賀城充，二村幸孝，林雄一郎，小田昌宏，北坂孝幸，三
澤一成，森　健策 : 条件付き確率場を利用した腹部動脈お
よび肝門脈系の血管名自動対応付け. 電子情報通信学会技
術研究報告会, 2016,(那覇),[ワークショップ]

169	 森田千尋，林雄一郎，小田昌宏，三澤一成，森　健策 : 腹
腔鏡下手術ナビゲーションシステムにおける臓器表面形状
を用いた術中の非剛体レジストレーションに関する検討. 
電子情報通信学会技術研究報告会, 2016,(那覇),[ワーク
ショップ]

170	 千田嘉毅 : 第45回愛知臨床外科学会,2016,(名古屋),[座長]
171	 筒山将之，安部哲也，植村則久，川上次郎，伊藤誠二，小

森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下
敬史，夏目誠治，岩田至紀，重吉　到，赤澤智之，林　大
介，清水泰博 : 食道癌ESD後下縦隔リンパ節再発に対して
非開胸気縦隔下食道切除術を施行した 1 例. 第45回愛知臨
床外科学会, 2016,(名古屋),[口演]

172	 林　大介，伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，小森康司，安
部哲也，千田嘉毅，木村賢哉，木下敬史，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博，木下　平 : 胃悪性リンパ腫に
合併し深達度・リンパ節転移度診断に苦慮した早期胃癌の
1 例. 第45回愛知臨床外科学会, 2016,(名古屋),[口演]

173	 重吉　到，夏目誠治，千田嘉毅，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下敬史，植村
則久，川上次郎，清水泰博 : 腹膜播種を伴う膵体部癌に対



─ 109 ─

しGemcitabine投与し切除した一例. 第45回愛知臨床外科
学会, 2016,(名古屋),[口演]

174	 岩田至紀，三澤一成，伊藤友一，伊藤誠二，小森康司，安
部哲也，千田嘉毅，木村賢哉，木下敬史，植村則久，川上
次郎，木下　平 : 腹腔鏡下胃切除術における肝圧排法
(PROLENE hanging(PH)法). 第45回愛知臨床外科学会, 2016, 
(名古屋),[口演]

175	 大内　晶，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博 : 右横隔膜に孤立性腹膜播種再
発をきたした盲腸癌の 1 例. 第45回愛知臨床外科学会, 
2016,(名古屋),[口演]

176	 赤澤智之，小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，清水泰博 : 乳癌術後に発生した後腹膜神
経鞘腫の 1 切除例. 第45回愛知臨床外科学会, 2016,(名古
屋),[口演]

177	 安形真由美，伊藤理恵，榊原由美子，小島　瞳，佐々木照
美，小森康司，木下敬史 : 対麻痺を生じた患者のQOL向上
を目的としたストーマ造設について. 第33回日本ストー
マ・排泄リハビリテーション学会,2016,(甲府),[示説]

178	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，岩田至紀，伊藤誠二，安
部哲也，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目
誠治，川上次郎，筒山将之，重吉　到，赤澤智之，林　大
介，清水泰博 : 大腸癌術後における皮膚再発の検討. 第12
回日本消化管学会総会学術集会, 2016,(東京),[口演]

179	 吉田　司，肘岡　範，水野伸匡，原　和生，今岡　大，夏
目誠治，橋本光義，谷田部恭，清水泰博，山雄健次 : 膵管
内進展を伴った膵神経内分泌腫瘍の 1 例. 第64回日本消化
器画像診断研究会,2016,(名古屋),[口演]

180	 小森康司，木村賢哉，木下敬史，伊藤誠二，安部哲也，千
田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，植村則久，夏目誠治，岩田
至紀，筒山将之，重吉　到，赤澤智之，林　大介，清水泰
博 : 側方郭清を伴う腹会陰式直腸切断術後、人工肛門造設
経路(後腹膜)に起因する腸閉塞の検討. 第52回日本腹部救
急医学会総会, 2016,(東京),[口演]

181	 張　暁楠，加賀城充，小田昌宏，三澤一成，森　健策 : 腹
部動脈の血管名自動対応付けにおける分岐パターンを考慮
した機械学習の利用の検討. 2016年電子情報通信学会技術
研究報告会,2016,(福岡),[口演]

182	 伊藤友一，伊藤誠二，三澤一成，田近正洋，清水泰博，木
下　平 : 胃癌内視鏡治療非治癒切除後の外科切除症例に関
する検討. 第88回日本胃癌学会総会, 2016,(別府),[示説] 

183	 岩田至紀，伊藤誠二，三澤一成，伊藤友一，清水泰博，木
下　平 : 残胃の癌の検討. 第88回日本胃癌学会総会,2016,(別
府),[示説]

184	 成田有季哉，長谷川裕子，門脇重憲，谷口浩也，宇良　敬，
安藤正志，田近正洋，伊藤誠二，谷田部恭，室　　圭 : 切
除不能進行再発食道胃接合部腺癌の予後. 第88回日本胃癌
学会総会, 2016,(別府),[示説]

185	 伊藤誠二 : 胃癌化学療法の今後は？－Future Perspective 
of Gastric Cancer Chemotherapy－. 第88回日本胃癌学会総

会, 2016,(別府),[ランチョンセミナー]
186	 望月能成，小林大介，石榑　清，中山裕史，森岡裕貴，伊

藤誠二，小島　宏，小寺泰弘 : 胃癌に対する胃切除後早期
からの経口栄養補助療法の意義について. 第88回日本胃癌
学会総会, 2016,(別府),[パネルディスカッション]

187	 筒山将之，伊藤誠二，伊藤友一，木下　平 : 当院における
conversion surgeryの治療成績. 第88回日本胃癌学会総会, 
2016,(別府),[示説]

188	 伊藤誠二，伊藤友一，三澤一成，清水泰博，木下　平 : 
P 0 CY 1 症例の手術適応. 第88回日本胃癌学会総会,2016,(別
府), [示説]

189	 三澤一成，伊藤誠二，伊藤友一，松井隆則，廣田政志，小
島　宏，清水泰博，木下　平 : CS再建による腹腔鏡下胃
全摘･噴門側胃切除の導入期の安全性に関する前向き第Ⅱ
相試験の成績. 第88回日本胃癌学会総会, 2016,(別府),[示説]

190	 千田嘉毅 : 第52回肝胆膵治療研究会, 2016,(名古屋),[座長]
191	 重吉　到，夏目誠治，千田嘉毅，清水泰博 : Conversion 

surgeryを行った膵癌症例の検討. 第52回肝胆膵治療研究
会, 2016,(名古屋,)[口演]

整形外科部

001	 Tsukushi S, Yoshida M, Hasegawa H, Ueda T, 
Nishida Y, Ishiguro N : Planned preservation surgery 
for soft tissue sarcomas adjacent to critical structures. 
2015ISOLS&MSTS,2015,(フロリダ),[ポスター]

002	 Tsukushi S, Yoshida M, Hasegawa H, Ueda T, 
Nishida Y, Ishiguro N : Posterior flap location and 
larger tumor size(≧10) were significant risk factors for 
morbidity after microvascular free flap surgery in 
musculoskeletal sarcomas. 2015ISOLS&MSTS,2015,(フロ
リダ),[ポスター]

003	 兵藤伊久夫，奥村誠子，内堀貴文，山田健志，杉浦英志，
亀井　譲 : 背部軟部悪性腫瘍切除後の欠損に対し広背筋
V-Y進展皮弁による再建を行った 1 例. 第58回日本形成外
科学会総会・学術集会,2015,(京都),[口演] 

004	 吉田雅博，杉浦英志，長谷川弘晃 : Pazopanibが著効した
血管肉腫の 1 例. 第124回中部日本整形外科災害外科学会, 
2015,(金沢),[口演] 

005	 筑紫　聡，西田佳弘，高橋　満，杉浦英志，石黒直樹 : 
clavicula pro humero法による再建術後の合併症とその対
策. 第124回中部日本整形外科災害外科学会,2015,(金沢),[口
演]  

006	 杉浦英志，吉田雅博，長谷川弘晃，西田佳弘，濱田俊介，
山田健志，和佐潤志 : 転移性骨腫瘍の手術適応─当院での
治療成績を中心に─. 第88回日本整形外科学会学術総会, 
2015,(神戸),[口演] 

007	 杉浦英志，吉田雅博，長谷川弘晃，安藤正志，西田佳弘，
筑紫　聡，山田健志，山田芳久 : 進行性，再発性軟部肉腫
に対するパゾパニブの治療効果と投与量についての検討. 
第88回日本整形外科学会学術総会,2015,(神戸),[口演] 
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008	 大田剛広，杉浦英志，山田健志，山田芳久，筑紫　聡，浦
川　浩，小澤英史，生田国大，濱田俊介，石黒直樹，西田
佳弘 : PVNS90例における治療成績の検討. 第88回日本整
形外科学会学術総会,2015,(神戸),[口演]  

009	 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博，稲葉吉隆，清水泰博 : 
肝細胞癌の骨転移病変に対する臨床的特徴. 第88回日本整
形外科学会学術総会,2015,(神戸),[口演]  

010	 長谷川弘晃 : 大腿部皮下に発生した粘液線維肉腫の 1 例. 
第 6 回自由ヶ丘整形医会,2015,(名古屋),[口演] 

011	 吉田雅博 : 手指発生血管腫の 1 例. 第 6 回自由ヶ丘整形医
会,2015,(名古屋),[口演]  

012	 山田健志，中西速夫，杉浦英志，谷田部恭 : 骨盤悪性骨腫
瘍の 1 例. 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 
2015,(高松),[症例検討会]  

013	 杉浦英志，吉田雅博，長谷川弘晃，西田佳弘，山田健志，
山田芳久，中島浩敦，米川正洋，中西啓介，高橋　満 : 加
温処理骨を用いた患肢温存術の術後10年以上の長期治療成
績. 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会,2015,(高
松),[口演]  

014	 吉田雅博，杉浦英志，長谷川弘晃 : 軟部肉腫の術前照射に
よる縮小手術についての検討. 第48回日本整形外科学会
骨・軟部腫瘍学術集会,2015,(高松),[シンポジウム] 

015	 中村知樹，松峯昭彦，山田　聡，筑紫　聡，河南勝久，大
野貴敏，片桐浩久，杉浦英志，山田健志，山田芳久，西田
佳弘，須藤啓広 : 四肢発生軟骨肉腫の肺転移症例の予後調
査 : 東海骨軟部コンソーシアム共同研究. 第48回日本整形
外科学会骨・軟部腫瘍学術集会,2015,(高松),[口演]  

016	 大田剛広，杉浦英志，山田健志，山田芳久，筑紫　聡，浦
川　浩，小澤英史，生田国大，濱田俊介，石黒直樹，西田
佳弘 : 上腕部，前腕部軟部肉腫における治療成績の検討. 
第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会,2015,(高
松),[口演]  

017	 長谷川弘晃，杉浦英志，吉田雅博 : 骨・軟部肉腫における
ECRIと病理組織学的術前治療効果判定との関連性につい
ての検討. 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会, 
2015,(高松),[口演]  

018	 生田国大，杉浦英志，筑紫　聡，浦川　浩，小澤英史，濱
田俊介，石黒直樹，西田佳弘 : 悪性末梢神経鞘腫瘍におけ
る治療成績と予後因子. 第48回日本整形外科学会骨・軟部
腫瘍学術集会,2015,(高松),[口演]  

019	 杉浦英志，西田佳弘，浦川　浩，筑紫　聡，吉田雅博，山
田健志，山田芳久 : 軟部肉腫における分子標的治療薬開発. 
第30回日本整形外科学会基礎学術集会,2015,(富山),[シンポ
ジウム] 

泌尿器科部

001	 曽我倫久人，小倉友二，林　宣男 : Indocyanine green(ICG)
を使用した、近赤外蛍光法補助下腎部分切除術の検討. 第
57回三重泌尿器科医会,2015,(津),[口演]

002	 曽我倫久人，小倉友二，林　宣男 : 愛知県がんセンター中

央病院における2014年入院手術統計. 第57回三重泌尿器科
医会,2015,(津),[口演]

003	 寺田直樹，寺尾知可史，吉村耕治，松尾恵太郎，曽我倫久
人，小林　恭，松井喜之，井上貴博，神波大己，松田文彦，
小川　修 : SLC45A 3 とKLK 3 の遺伝子多型は正常者の血
清PSA値と相関し前立腺癌診断マーカーとなり得る. 第
103回日本泌尿器科学会総会,2015,(金沢),[示説]

004	 曽我倫久人，谷田部恭，小倉友二，林　宣男 : 院外病理医
によるGleason score(GS) 6 の診断は、院内病理医による
GSとの一致率が高く、risk分類の一致を予測する有意な因
子である. 第103回日本泌尿器科学会総会,2015,(金沢),[示説]

005	 小倉友二，曽我倫久人，林　宣男 : 前立腺癌に対するI-125
密封小線源永久挿入療法後のurinary symptom flareの検
討.第103回日本泌尿器科学会総会,2015,(金沢),[示説] 

006	 景山拓海，曽我倫久人，小倉友二，林　宣男 : 当院におけ
る去勢抵抗性前立腺癌に対するエンザルタミドの使用経
験. 第58回三重泌尿器科医会,2015,(津),[口演]

007	 小倉友二，景山拓海，曽我倫久人，林　宣男 : 当院におけ
る前立腺小線源治療の経験.第58回三重泌尿器科医会,2015, 
(津),[口演]

008	 曽我倫久人，富田夏夫，小倉友二，古平　毅，林　宣男 : 
前立腺癌に対する治療 5 年後における、排尿蓄尿症状、性
機能の治療法別比較検討. 第65回日本泌尿器科学会中部総
会,2015,(岐阜),[口演] 

009	 景山拓海，曽我倫久人，小倉友二，林　宣男 : エンザルタ
ミド療法に対する効果予測因子としての、投与前血清テス
トステロン値の役割. 第65回日本泌尿器科学会中部総会, 
2015,(岐阜),[口演]

010	 小倉友二，曽我倫久人，景山拓海，林　宣男 : 膀胱癌に対
して膀胱全摘除術が施行され、術中、術後病理にて尿管癌
を認めた症例の検討.第53回日本癌治療学会,2015,(京都),[示
説]

011	 曽我倫久人，景山拓海，小倉友二，林　宣男 : 前立腺がん
の手術療法とホルモン療法:前立腺癌におけるLH-RH 
agonist抗アンドロゲン治療中再発に対する、antagonistの
効果. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[ワーク
ショップ]

 012	曽我倫久人，景山拓海，小倉友二，林　宣男 : 埋没型腫瘍
に対する腎部分切除時の、腫瘍位置認識補助としてのICG
近赤外蛍光の有効性. 第29回日本泌尿器内視鏡学会,2015, 
(東京),[ビデオ口演]

013	 景山拓海，曽我倫久人，小倉友二，林　宣男 : 前立腺癌に
伴う播種性血管内凝固に対してエンザルタミドが奏功した
1 例.第270回日本泌尿器科学会東海地方会,2015,(名古屋), 
[口演]

014.	曽我倫久人，景山拓海，小倉友二，林　宣男 : ミニマム創
内視鏡補助下腎部分切除時の、埋没型腫瘍に対する腫瘍位
置認識補助としてのICG近赤外蛍光法の有効性. 第 8 回日
本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会,2015,(東京),[パネル
ディスカッション]
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婦人科部

001	 水野美香，坂田　純，梶山広明，小林晴美，加藤克幸，島
田聡子，佐藤　啓，下山芳江 : Atipical grandular cells(AGC)
の臨床病理学的検討.第56回日本臨床細胞学会総会春季大
会,2015,(松江)[口演], 

002	 石川光也，笠松高弘，中西　透，水野美香，馬場　長，松
本佳也，中井英勝，野河孝充，有吉和也，井上貴史，横山
正俊，齋藤文誉，川畑宜代，久高　亘，津田　均，福永真
治，坂本穆彦，加来恒壽，恩田貴志，八重樫伸生 : 子宮頚
部神経内分泌腫瘍に対する多施設共同観察研究　進行期症
例の解析.第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会,2015,(盛
岡),[ミニワークショップ]  

003	 芳川修久，柴田清住，内海　史，関谷龍一郎，三井寛子，
鈴木史朗，水野美香，梶山広明，吉川史隆 : 再発・進行卵
巣明細胞腺癌の予後を予測することは可能か？ . 第57回日
本婦人科腫瘍学会学術講演会,2015,(盛岡),[ポスター] 

004	 前田　修，高田友子，堀尾麻衣子，杉山久美子，松村陽子，
近藤育代，柴田清住，梶山広明，水野美香，吉川史隆，玉
腰浩司，下山芳江，中村栄男 : SpectrinαⅡの腫瘍組織内
での発現は卵巣癌の予後因子となる. 第57回日本婦人科腫
瘍学会学術講演会,2015,(盛岡),[ポスター] 

005	 近藤紳司，清水裕介，笹本香織，中西　透 : 当院における
子宮頸部腺癌の術後補助療法に関する臨床的検討.第57回
日本婦人科腫瘍学会学術講演会,2015,(盛岡),[ポスター] 

006	 河合要介，清水裕介，笹本香織，近藤紳司，中西　透，吉
川史隆 : 子宮体部悪性腫瘍における大網転移症例の臨床病
理学的検討. 第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会,2015, 
(盛岡),[ポスター] 

007	 笹本香織，清水裕介，近藤紳司，中西　透 : 子宮頚部IA期
に対する子宮頸部円錐切除術の治療成績. 日本産科婦人科
学会第67回学術講演会,2015,(横浜),[ポスター]  

008	 勅使河原利哉，水野美香，関谷龍一郎，三井寛子，鈴木史
郎，梶山広明，柴田清住，吉川史隆 : ヒト卵巣癌細胞株を
用いた担癌マウスにおける腹膜播種の 5 -aminolevulinic 
acidに よ るphotodynamic diagnosisお よ びphotodynamic 
therapyの検討.日本産科婦人科学会第67回学術講演会,2015, 
(横浜),[ポスター] 

009	 坂田　純，梶山広明，芳川修久，内海　史，関谷龍一郎，
三井寛子，鈴木史郎，水野美香，柴田清住，吉川史隆 : 薬
剤耐性卵巣癌におけるEMT転写因子ZEB 1 および誘導因
子TGF-βの関与. 日本産科婦人科学会第67回学術講演会, 
2015,(横浜),[ポスター] 

010	 藤掛佳代，柴田清住，内海　史，関谷龍一郎，三井寛子，
鈴木史郎，水野美香，梶山広明，吉川史隆 : 卵巣癌腹膜播
種における腹膜中皮細胞と卵巣癌細胞間の相互作用. 日本
産科婦人科学会第67回学術講演会,2015,(横浜),[ポスター] 

011	 関谷龍一郎，三井寛子，鈴木史郎，水野美香，梶山広明，
柴田清住，吉川史隆 : PLAGL 2 は卵巣癌細胞において
Raclの活性化により細胞遊走能を制御する. 日本産科婦人
科学会第67回学術講演会,2015,(横浜),[ポスター] 

012	 三井寛子，柴田清住，内海　史，新見　薫，関谷龍一郎，

鈴木史郎，山本英子，水野美香，梶山広明，吉川史隆 : 
Growing Teratoma Syndromeを呈した卵巣未熟奇形腫の
2 例. 日本産科婦人科学会第67回学術講演会,2015,(横浜),[ポ
スター] 

013	 梅津朋和，石田千晴，梶山広明，柴田清住，水野美香，長
船綾子，山本真一，吉川史隆 : 術前放射線化学療法施行後
に腹腔鏡下骨盤内臓全摘術を施行した膣腺癌Ⅳ期の 1 例. 
日本産科婦人科学会第67回学術講演会,2015,(横浜),[ポスター] 

014	 石川光也，笠松高弘，加藤達矢，岡田智志，高野政志，荷
見よう子，鈴木佳世，谷口義実，高橋一彰，有本貴英，金
田容秀，岩田　卓，小野重満，児玉省二，宮本　強，中西　
透，水野美香，馬場　長，松本佳也，中井英勝，野河孝充，
有吉和也，井上貴史，横山正俊，齋藤文誉，川畑宜代，久
高　亘，恩田貴志，八重樫伸生 : 子宮頚部神経内分泌腫瘍
に対する集学的治療を探索する多施設共同観察研究. 日本
産科婦人科学会第67回学術講演会,2015,(横浜),[ポスター] 

015	 内海　史，吉川史隆，水野美香，梶山広明，水野公雄，山
室　理，木下吉登，松澤克治，榊原克巳，河井通泰，小口
秀紀，中西　透 : 卵巣境界悪性腫瘍・初回手術術式が予後
に与える影響の検討～子宮摘出・大網切除は必要か？～. 
日本産科婦人科学会第67回学術講演会,2015,(横浜),[ポス
ター] 

016	 鈴木史郎，吉川史隆，水野美香，梶山広明，水野公雄，山
室　理，木下吉登，松澤克治，榊原克巳，河井通泰，小口
秀紀，中西　透 : Staging laparotomyが施行された再発高
リスク因子を有する卵巣癌Ⅰ期症例に対する術後化学療法
のコース数に関する検討. 日本産科婦人科学会第67回学術
講演会,2015,(横浜),[ポスター] 

017	 高橋秀憲，岩瀬　明，森　正彦 : 当院における単孔式全腹
腔鏡下子宮摘出術(単孔TLH)の検討 最短手術時間69分で安
全に単孔TLHを行うために. 第28回日本内視鏡外科学会, 
2015,(大阪),[口演] 

018	 高橋秀憲，岩瀬　明，森　正彦 : 当クリニックでの単孔式
腹腔鏡下筋腫核出術についての検討　筋腫回収における工
夫について　体内解体法. 第28回日本内視鏡外科学会,2015, 
(大阪),[口演] 

019	 岩瀬　明，森　正彦，藤原道隆 : クリニカルシミュレーショ
ンセンターを利用した婦人科腹腔鏡手術教育. 第28回日本
内視鏡外科学会,2015,(大阪),[口演]

020	 島田宗昭，三上幹男，青木陽一，喜多恒和，坂本　優，金
尾祐之，藤原久也，松元　隆，山口　聡，中西　透，齋藤
俊章，上浦祥司，青木大輔，吉川裕之，片渕秀隆：子宮　
子宮頸がんの手術療法と術後治療法 子宮頸癌IB-II期手術
症例における組織型別予後　多施設共同後方視的検討の成
績から. 第53回日本癌治療学会,2015,(京都),[ワークショッ
プ] 

021	 藤掛佳代，水野美香，内海　史，関谷龍一郎，三井寛子，
鈴木史朗，梶山広明，柴　清住，吉川史隆 : 妊娠合併子宮
頸癌における広汎子宮全摘術の検討. 第136回東海産科婦
人科学会,2016,(名古屋),[口演] 
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放射線診断・IVR部

001	 Inaba Y, Yamaura H, Sato Y, Kato M, Kawada H, 
Murata S, Hasegawa T : Penetrating severe esophageal 
obstruction via a retrograde transgastric route followed 
by successfully stenting. JSIR, ISIR & APCIO-JSEMSG 
2015（joint session）,(Miyazaki), [Oral presentation]

002	 Hasegawa T, Sato Y, Murata S, Kawada H, Kato M, 
Yamaura H,  Inaba Y  :  C l i n i ca l  ou tcomes  o f 
radiofrequency ablation for malignant lung tumor ; single 
center experience. JSIR, ISIR&APCIO 2015,(Miyazaki), 
[Poster]

003	 Hasegawa T, Sato Y, Abe T, Yamaura H, Kato M, Onoda 
Y, Murata S, Kimbara Y, Morinaga H, Yamaguchi H, 
Uemura N, Inaba Y : Lymphangiography for refractory 
postoperative chyle leakage ; 9th Meeting of the Society 
of Gatrointestinal Intervention,2015,(Seoul),[Poster]

004	 Matsushima S, Sato Y, Yamaura H, Onoda Y, Kato M, 
Murata S, Kinosada Y, Era S, Inaba Y : Correlation of 
international normalized ratios after postoperative day 5  
and MRI-based heterogeneous liver function indices in 
Child-pugh class A ; 2016 European Congress of 
Radiology, 2016,(Vienna),[Oral presentation]

005	 Matsushima S, Sato Y, Yamaura H, Onoda Y, Kato M, 
Murata S, Kinosada Y, Era S, Inaba Y : Correlation of 
i ndocyan i ne  g reen  c l e a r ance  and  MRI - ba sed 
heterogeneous liver function indices in Child-pugh class A 
patients ; 2016 European Congress of Radiology, 
2016,(Vienna),[Oral presentation]

006	 Inaba Y : Interventional palliation, expertise of interventional 
radiology. JSIR, ISIR & APCIO 2015, (Miyazaki),[symposium.]

007	 佐藤洋造 : 膿瘍ドレナージ. 第74回日本医学放射線学
会,2015,(横浜),[教育講演]

008	 佐藤洋造 : 肝胆膵領域術後のSSI(手術部位感染)の予防. 第
1 回日本穿刺ドレナージ研究会,2015,(大阪),[司会]

009	 佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，川田紘資，村
田慎一，長谷川貴章 : 膵胆道がん術後の輸入脚症候群およ
び膵液瘻に対する拳上空腸盲端部を介した経皮的ドレナー
ジ術の検討. 第 1 回日本穿刺ドレナージ研究会,2015, (大
阪),[口演]

010	 佐藤洋造 : BCLC stage Cの進行肝細胞癌を対象としたソ
ラフェニブと肝動脈化学塞栓療法の併用療法の第Ⅱ相試験
(STAB study)の進捗状況報告. 第20回肝動脈塞栓療法研究
会,2015,(宮崎),[口演]

011	 村田慎一，稲葉吉隆，山浦秀和，佐藤洋造，加藤弥菜，川
田紘資，長谷川貴章 : 転移性肝腫瘍に対する球状塞栓物質
の使用経験. 第20回肝動脈塞栓療法研究会,2015,(宮崎),[口
演]

012	 守永広征，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，小
野田結，村田慎一，長谷川貴章，金原佑樹，山口久志 : 肝
細胞癌母指転移に対して球状塞栓物質を用いてTAEを施
行した 1 例. 第58回中部IVR研究会,2015,(浜松),[口演]

013	 村田慎一，稲葉吉隆，山浦秀和，佐藤洋造，加藤弥菜，小
野田結，長谷川貴章，金原佑樹，守永広征，山口久志 : 転
移性肝腫瘍に対する球状塞栓物質の使用経験. 第58回中部
IVR研究会,2015,(浜松),[口演]

014	 金原佑樹，佐藤洋造，長谷川貴章，稲葉吉隆，山浦秀和，
加藤弥菜，小野田結，村田慎一，守永広征，山口久志 : 内
頸動脈出血に対してAMPLATZER vascular plugを用いて
塞栓術を施行した進行上咽頭癌の 1 例. 第58回中部IVR研
究会,2015, (浜松),[口演]

015	 佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，小野田結，村
田慎一，長谷川貴章，金原佑樹，守永広征，山口久志 : リ
ンパ節穿刺注入法によるリンパ管造影を施行した術後乳び
胸の 2 例. 第58回中部IVR研究会,2015,(浜松),[口演]

016	 稲葉吉隆 : 肝臓　肝細胞がん. 第13回日本臨床腫瘍学会学
術集会,2015,(札幌),[司会]

017	 村田慎一 : 転移性肝腫瘍に対する球状塞栓物質の使用経験. 
第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[ポスター]

018	 佐藤洋造 : 難治性術後乳び胸に対するリンパ管造影の検討. 
第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[ポスター]

019	 Hasegawa T, Sato Y, Murata S, Kawada H, Kato M, 
Yamaura H,  Inaba Y  :  C l i n i ca l  ou tcomes  o f 
radiofrequency ablation for malignant lung tumor ; single 
center experience. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2015, 
(札幌),[口演]

020	 稲葉吉隆 : ディーシービーズを安全に使用するコツ～いか
に合併症を回避するか～. 第 3 回ディーシービーズ検討会, 
2015,(東京),[座長]

021	 稲葉吉隆 : がん診療におけるＩＶＲ. 第32回飛鳥放射線医
学セミナー,2015,(奈良),[講演]

022	 稲葉吉隆 : ディーシービーズの適正な使用方法について. 
ディーシービーズ適正使用講習会,2015,(岐阜),[講演]

023	 松島　秀，佐藤洋造，山浦秀和，加藤弥菜，小野田結，村
田慎一，紀ノ定保臣，惠良聖一，米澤佑司，小倉弘之，稲
葉吉隆 : Child-pugh class AにおけるICGとMRI-based liver 
function indicesの相関. 第43回日本磁気共鳴医学会大会, 
Test2015,(東京),[口演]

024	 稲葉吉隆 : IVR肝細胞癌治療最前線①. 第51回日本医学放
射線学会秋季臨床大会,2015,(岩手),[座長]

025	 村田慎一 : 肺癌症例を対象にしたre-biopsyについて. 和歌
山肺癌講演会,2015,(和歌山),[講演]　

026	 浅井　翼，岩間功訓，服部寿史，米澤佑司，流　真治，松
島　秀，稲葉吉隆 : CT透視における寝台位置や患者体位
の画質への影響. 第54回全国自治体病院学会,2015,(函館),[ポ
スター]

027	 稲葉吉隆，佐藤洋造 : IVRで何とかならないか?. 第 5 回緩
和IVR研究会,2015,(静岡),[口演]

028	 稲葉吉隆 : 当院におけるサムスカの使用経験について. サ
ムスカ講演会～水利尿を考える～,2015,(愛知),[座長]

029	 山口久志 : 当院におけるサムスカの使用経験について. サ
ムスカ講演会～水利尿を考える～,2015,(愛知),[口演]

030	 稲葉吉隆 : サムスカ投与に適する患者像・タイミング・使
用方法－サムスカ導入入院を含めて－. サムスカ講演会～
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水利尿を考える～,2015,(愛知),[座長]
031	 金原佑樹，稲葉吉隆，佐藤洋造，山浦秀和，小野田結，加

藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，守永広征，山口久志，荒
井保明 : 継承したい各種ポート留置手技のコツ・工夫 : 腹
腔動脈狭窄・閉塞例に対する、CHA coil変法での肝動注
リザーバー留置術. 第40回リザーバー研究会,2015,(東京),[口
演]

032	 守永広征，佐藤洋造，山口久志，金原佑樹，長谷川貴章，
村田慎一，加藤弥菜，小野田結，山浦秀和，稲葉吉隆 : 当
院における進行肝細胞癌に対するlow dose FP療法の検討. 
第40回リザーバー研究会,2015,(東京),[口演]

033	 稲葉吉隆 : リザーバーこれまでの歩みと継承-大腸癌肝転
移に対する肝動注化学療法回帰. 第40回リザーバー研究
会,2015,(東京),[講演]

034	 村田慎一 : 愛知県がんセンターにおけるIVR～草食系救急
医の視点から～.第35回京滋ERセミナー,2015,(京都),[講演]

035	 佐藤洋造，村田慎一，山浦秀和，小野田結，加藤弥菜，長
谷川貴章，守永広征，金原佑樹，山口久志，稲葉吉隆 : 
Oncology領域におけるAVP(バスキュラープラグ)の使用経
験. 第79回東海総合画像医学研究会プログラム,2016,(名古
屋),[口演]

036	 稲葉吉隆 : 肝細胞癌でのDEB-TACE、B-TACE、ｃ-TACE
の使い分けを考える. 第 4 回ディーシービーズ検討会～
DEB-TACEの可能性を探る～,2016,(東京),[司会]

037	 稲葉吉隆 : 技術. 第59回中部IVR研究会,2016,(大阪),[座長]
038	 稲葉吉隆，荒井保明，曽根美雪，新槇　剛，大須賀慶悟 : 

ステアリングマイクロカテーテル開発試験. 第59回中部
IVR研究会,2016,(大阪),[口演]

039	 村田慎一，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，小
野田結，長谷川貴章，金原佑樹，守永広征，山口久志 : 腕
頭動脈領域の出血に対して塞栓術を行った 5 例. 第59回中
部IVR研究会,2016,(大阪),[口演]

040	 村田慎一，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，小
野田結，長谷川貴章，守永広征，山口久志 : 当院における
救急・IVRの取り組み～がんセンターにおいてoncologic 
emergencyに対してIVRができること～. 第59回中部IVR
研究会,2016,(大阪),[口演]

041	 長谷川貴章，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，加藤弥菜，
小野田結，村田慎一，守永広征，金原佑樹，山口久志，近
藤千晶，谷田部恭 : 肺RFA直後の経皮的針生検による組織
診断能評価. 第59回中部IVR研究会,2016,(大阪),[口演]

042	 守永広征，佐藤洋造，金原佑樹，山口久志，長谷川貴章，
村田慎一，加藤弥菜，小野田結，山浦秀和，稲葉吉隆 : 当
院における進行肝細胞癌に対するlow dose FP肝動注療法
の検討. 第59回中部IVR研究会,2016,(大阪),[口演]

043	 金原佑樹，佐藤洋造，稲葉吉隆，山浦秀和，小野田結，加
藤弥菜，村田慎一，長谷川貴章，守永広征，山口久志，室　　
圭 : 進行再発大腸癌の肝転移における全身化学療法不応例
に対する肝動注化学療法の意義. 第59回中部IVR研究会, 
2016,(大阪),[口演]

044	 佐藤健司，西尾福英之，田中利洋，佐藤洋造，稲葉吉隆，
正田哲也，立元将太，末吉　智，阪口　浩，吉川公彦 : 

Amplatzer Vascular Plugを用いた肝動注リザーバー留置
術におけるGDA先端固定法 : マイクロコイルとの比較. 第
59回中部IVR研究会,2016,(大阪),[口演]

045	 稲葉吉隆 : 画像診断と治療効果判定基準. 第27回日本臨床
腫瘍学会教育セミナー,2016,(横浜),[講演]

放射線治療部

001	 Kodaira T : Definitive IMRT for head and neck cancer 
patients Current Japanese status and perspectives. 15th 
International congress of radiation research,2015,(京都),[口
演]

002	 Takehana K, Yoshida M, Kimura K, Shimizu A, Makita 
C, Tomita N, Tachibana H, Kodaira T :  Retrospective 
Analysis of Clinical Efficacy of IMRT among Patients 
Treated with Definit ive Chemoradiotherapy for 
Hypopharyngeal Cancer. 15th International congress of 
radiation research,2015,(京都),[ポスター]

003	 Makita C, Tachibana H, Tomita N, Shimizu A, 
Takehana K, Kimura K, Yoshida M, Koide Y, Ito M, 
Shimizu H, Kodaira T : Volumetric and dosimetric 
changes of parotid glands in two-step IMRT for 
nasopharyngeal carcinoma. 15th International congress of 
radiation research,2015,(京都),[ポスター]

004	 Kimura K, Yoshida M, Takehana K, Shimizu A, 
Makita C, Tomita N, Tachibana H, Kodaira T : 
Intensity-modulated radiotherapy in the treatment of 
oropharyngeal cancer Retrospective analysis of Aichi 
cancer center experience. 15th International congress of 
radiation research,2015,(京都),[ポスター]

005	 Ito Y, Nakajima T. E, Ishiyama H, Tanaka M, 
Hashimoto T, Kodaira T,  Nakazawa M, Kato K : 
Phase II trial of Concurrent Chemoradiotherapy at the 
Dose of 50.4 Gy with Elective Nodal Irradiation for 
clinical stage II/III Esophageal Cancer. 15th International 
congress of radiation research,2015,(京都),[口演]

006	 Seto T，Sasaki T，Yamanaka T，Shimizu J，
Kodaira T，Nishio M，Kozuka T，Takahashi T，
Harada H，Yoshimura N，Tsutsumi S，Kitajima H，
Kataoka M，Nakagawa K，Nishimura Y，Nakanishi 
Y : A randomized phase II study of TS- 1  plus cisplatin 
versus vinorelbine plus cisplatin with concurrent thoracic 
radiotherapy for locally advanced non-small cell lung 
cancer(LA-NSCLC): WJOG5008L. 2015 ASCO annual 
meeting,2015,(Chicago),[ポスター] 

007	 Kodaira T : Symposium 5  personalized chemoradiothepray 
How do we adequetly treat with IMRT for locally 
advanced head and neck cancer?. 4 th Congress of Asian 
Society of Head and Neck Oncology,2015,(神戸),[口演]

008	 Fuwa N, Yoshizaki T,  Kodaira T,  Daimon T :  The 
long-term outcomes of alternating chemoradiotherapy for 



─ 114 ─

nasopharungeal carcinoma. 4 th Congress of Asian 
Society of Head and Neck Oncology ,2015,(神戸),[口演] 

009	 Shimizu J，Kodaira T，Seto T，Sasaki T，Yamanaka 
T，Kunitake N，Ohyanagi F，Kozuka T，Takeda M，
Nakamatsu K，Takahashi T，Harada H，Yoshimura N，
Tsutsumi S，Kitajima H，Kataoka M，Nakagawa K，
Nishimura Y，Nakanishi Y : A randomized phase II 
study of S- 1  and cisplatin vs vinorelbine and cisplatin 
with concurrent radiotherapy for locally advanced 
NSCLC: WJOG5008L. 16th world conference on lung 
cancer,2015,(Denver),[ポスター] 

010	 Tachibana H，Kougo T，Kodaira T，Tomita N，
Makita C，Shimizu A，Takehana K，Kimura K，
Yoshida M，Koide Y，Miyamoto D，Shigetomi T : 
Prevention of Oral Radiation Mucositis Using a 
Specialized Amino Acid Mixture. 57th Annual meeting of 
the American Society for Therapeutic Radiation and 
Oncology 2015 ,2015,(San Antonio),[ポスター] 

011	 Kodaira T : Trilateral symposium Free-paper 2 : 
Radiation therapy for head and neck cancers(IGRT, 
IMRT, etc.)Prospective clinical trials on IMRT for head 
and neck cancers in Japan. 第28回日本放射線腫瘍学会, 
2015,(前橋),[口演] 

012	 Fuwa N, Yoshizaki T, Kodaira T, Daimon T : The 
long-term outcomes of alternating chemoradiotherapy for 
nasopharyngeal carcinoma. 第39回日本頭頸部癌学会,2015, 
(神戸),[口演] 

013	 Yokota T, Konishi T, Tachibana H, Yurikusa T, 
Hamauchi S, Sakai K, Nishikawa M, Suzuki M, 
Naganawa Y, Hagihara T, Tsumaki H, Kubo T, Sato 
M, Taguri M, Morita S,  Eguchi T, Kubota K, Zenda 
S : Multicenter phase II study of oral care program for 
head  and  neck  cancer  pa t i en t s  t r ea t ed  w i th 
chemoradiotherapy. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2015,(札幌),[口演] 

014	 Tomita N, Kodaira T, Tachibana H, Makita C, 
Kimura K, Yoshida M, Koide Y, Ito M, Soga N, Ogura 
Y, Hayashi N : Outcome and prognostic factor following 
biochemical relapse for prostate cancer patients 
undergoing definitive external beam radiation theprapy 
in Aichi Cancer Center Hospital. 第28回日本放射線腫瘍学
会,2015,(前橋),[口演] 

015	 Makita C, Kodaira T, Tachibana H, Tomita N, 
Kimura K, Yoshida M, Koide Y, Ito M : Comparison of 
clinical outcome of different radiation strategy in 
postoperative radiotherapy for patients with head and 
neck squamous cell carcinoma: a propensity-matched 
analysis. 第28回日本放射線腫瘍学会,2015,(前橋),[口演] 

016	 Harada H, Sasaki T, Yamanaka T, Kunitake N, 
Kodaira T, Kozuka T, Nakamatsu K, Nakagawa K, 
Nishimura Y, Nakanishi Y : A randomized phase II 
study of S- 1  and cisplatin vs vinorelbine and cisplatin 

with concurrent thoracic radiotherapy for locally 
advanced NSCLC: West Japan Oncology Group 5008L. 第
28回日本放射線腫瘍学会,2015,(前橋),[口演] 

017	 大柳文義，小塚拓洋，瀬戸貴司，佐々木智成，山中竹春，
國武直信，清水淳市，古平　毅，武田真幸，中松清志，小
野　哲，原田英幸，吉村成央，堤　真一，北島寛元，片岡
正明，中川和彦，西村恭昌，中西洋一 : A randomized 
phase II study of S- 1 /CDDP vs. VNR/CDDP with 
concurrent RT for LA-NSCLC:WJOG5008L. 第55回日本肺
癌学会,2015,(京都),[口演] 

018	 清水亜里紗，小出雄太郎，吉田舞子，木村香菜，竹花恵一，
牧田智誉子，富田夏夫，立花弘之，古平　毅 : IMRTによ
るBoost照射を行った子宮頸癌根治治療症例の検討. 第28
回日本高精度放射線外部照射研究会,2015,(京都),[口演]  

019	 古平　毅，立花弘之，牧田智誉子，西川大輔，鈴木秀典，
平川仁史，花井信広，長谷川泰久 : 上咽頭癌に対するヘリ
カルトモセラピーによるIMRTの化学放射線療法の治療成
績. 第39回日本頭頸部癌学会,2015,(神戸),[口演] 

020	 牧田智誉子，古平　毅，立花弘之，西川大輔，鈴木秀典，
平川仁史，花井信広，長谷川泰久，不破信和 : Stage I/II
舌扁平上皮癌に対する小線源治療の検討. 第39回日本頭頸
部癌学会,2015,(神戸),[口演] 

021	 太田陽介，古平　毅，藤井博文，下川元継，中島寅彦，門
田伸也，横田知哉，本間明宏，上田眞也，秋元哲夫 : 日本
人の頭頸部癌患者におけるCetuximabを含む治療の観察研
究(JROSG12- 2 )急性期有害事象の中間評価. 第39回日本頭
頸部癌学会,2015,(神戸),[口演]， 

022	 立花弘之，横田知哉，小西哲仁，百合草健圭志，濱内　諭，
坂井謙介，西川雅也，全田貞幹 : 化学放射線療法を受ける
頭頸部癌患者に対する多職種チームによる口腔ケアプログ
ラム運用に関する第 2 相試験. 第39回日本頭頸部癌学会, 
2015,(神戸),[口演]

023	 安藤千賀子，鈴木美帆，佐久間恵，長縄弥生，小西哲仁，
横田知哉，立花弘之，全田貞幹，百合草健圭志 : 化学放射
線療法を受ける頭頸部癌患者に対する多職種チームによる
口腔ケアプログラム運用に関する第 2 相試験. 第12回日本
口腔ケア学会総会・学術大会,2015,(下関),[口演] 

024	 木村香菜，富田夏夫，伊藤　誠，小出雄太郎，吉田舞子，
清水亜里紗，牧田智誉子，立花弘之，古平　毅，佐藤洋造 : 
末梢性I期肺癌に対する定位照射後にGrade 3 の喀血を来し
た 1 例. 日本医学放射線学会第158回中部地方会,2015,(浜松), 
[口演] 

025	 立花弘之，富田夏夫，牧田智誉子，木村香菜，吉田舞子，
小出雄太郎，伊藤　誠，古平　毅 : 頭頸部癌治療における
放射線口腔粘膜炎重篤化予防に対する特性アミノ酸配合物
の有効性第二報. 日本医学放射線学会第158回中部地方
会,2015,(浜松),[口演] 

026	 古平　毅，立花弘之，富田夏夫，牧田智誉子，清水亜里紗，
竹花恵一，木村香菜，吉田舞子，小出雄太郎，長谷川泰久 : 
上咽頭癌のIMRTを用いた化学放射線療法の治療成績－化
学療法の治療内容による影響－. 第13回日本臨床腫瘍学会, 
2015,(札幌),[ポスター]
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027	 古平　毅 : 日本臨床腫瘍学会ガイドライン委員会企画　頭
頸部癌薬物療法ガイダンス : 紹介とケースカンファレンス
による解説Ⅱ. 部位別CQ　上咽頭. 第13回日本臨床腫瘍学
会,2015,(札幌),[口演] 

028	 中島貴子，加藤千晴，田端恭兵，古平　毅，立花弘之 : 頭
頸部がん化学放射線療法における経管栄養の検討～胃瘻と
経鼻胃管による経管栄養を比較して～. 第13回日本臨床腫
瘍学会学術集会,2015,(札幌),[ポスター]

029	 古平　毅 : 分子標的薬剤時代の放射線療法. 第 3 回北河内
頭頸部癌治療セミナー,2015,(大阪),[口演]

030	 古平　毅 : 頭頸部癌再照射. 第17回放射線腫瘍学夏季セミ
ナー,2015,(金沢),[口演]

031	 古平　毅 : 個別化医療における放射線治療の役割. 三島域
圏がん研究会　化学療法と放射線,2015,(大阪),[口演]

032	 立花弘之 : 進化したがんの放射線治療. 愛知県がんセン
ター公開講座　第 4 回,2015,(名古屋),[講演] 

033	 長縄弥生，西川雅也，坂井謙介，立花弘之，小西哲仁，百
合草健圭志，横田知哉，全田貞幹 : 化学放射線療法を受け
る頭頸部癌患者に対する多職種チームによる口腔ケアプロ
グラム運用に関する第 2 相試験. 第21回日本摂食嚥下リハ
ビリテーション学会学術大会,2015,(京都),[口演]

034	 鈴木美帆，安藤千賀子，佐久間恵，長縄弥生，川野直子，
小西哲仁，横田知哉，立花弘之，全田貞幹，百合草健圭志 : 
頭頸部化学放射線療法の口腔ケア　多施設共同第 2 相臨床
試験. 日本歯科衛生士学会　第10回学術大会,2015,(札幌),[口
演]

035	 古平　毅 : 新しい時代の化学放射線療法. 福岡頭頸部がん
治療セミナー,2015,(福岡),[口演] 

036	 古平　毅 : 教育シンポジウム 4  若手医師のためのがん放
射線治療学講座－最新情報Update強度変調放射線治療
(IMRT)の進歩　最新情報. 第53回癌治療学会,2015,(京都), 
[口演] 

037	 古平　毅 : 1100例の臨床経験からみたTomotherapyの臨床
的有用性と展望. 第28回日本放射線腫瘍学会,2015,(前橋)，  
[口演]

038	 木村香菜，吉田舞子，小出雄太郎，伊藤　誠，牧田智誉子，
富田夏夫，立花弘之，古平　毅 : 中咽頭癌に対するIMRT
による治療成績の後方視的検討. 第28回日本放射線腫瘍学
会,2015,(前橋),[口演]

039	 太田陽介，全田貞幹，立花弘之，小川洋史，石井しのぶ，
橋口周子，秋元哲夫 : 放射線性皮膚炎グレーディング　ア
トラス作成のための前向き観察研究. 日本放射線腫瘍学会 
第28回学術大会,2015,(前橋),[口演]

040	 古平　毅 : セツキシマブ併用放射線療法の副作用対策. 倉
敷頭頸部癌放射線治療セミナー,2015,(倉敷),[口演] 

041	 古平　毅 : セツキシマブ併用放射線療法の適応と実践. 第
2 回頭頸がんチーム医療セミナー,2015,(大阪),[口演] 

042	 立花弘之 : 放射線治療における副作用対策. 東海がんプロ
フェッショナル養成基盤推進プラン　平成27年度放射線治
療セミナー「ここまで来た最先端放射線治療」,2015,(名古
屋),[講演]

043	 立花弘之 : がんの放射線治療の理論と実際. 名城大学薬学

部大学院　臨床腫瘍学特論　放射線腫瘍学,2015,(名古
屋),[講義] 

044	 富田夏夫，牧田智誉子，立花弘之，伊藤　誠，小出雄太郎，
吉田舞子，木村香菜，古平　毅，曽我倫久人，小倉友二，
林　宣男 : 当院における前立腺癌に対する IG-IMRT の中
期成績. 日本医学放射線学会第158回中部地方会,2016,(名古
屋),[口演] 

045	 伊藤 誠，小出雄太郎，吉田舞子，木村香菜，牧田智誉子，
富田夏夫，立花弘之，古平 毅，田近正洋，丹羽康正，安
部哲也，長谷川泰久，室　　圭 : 当院における頚部食道癌
放射線治療成績(IMRT vs 3 DCRT の比較と再発形式の検
討). 日本医学放射線学会第158回中部地方会,2016,(名古屋), 
[口演] 

046	 小出雄太郎，木村香菜，吉田舞子，伊藤　誠，牧田智誉子，
冨田夏夫，立花弘之，古平　毅，安倍哲也，室　　圭，田
近正洋，丹羽康正 : StageI(T 1 N 0 M 0 )食道癌に対する放
射線治療の成績. 日本医学放射線学会第158回中部地方
会,2016, (名古屋),[口演] 

047	 吉田舞子，木村香菜，小出雄太郎，伊藤　誠，牧田智誉子，
富田夏夫，立花弘之，古平　毅 : T 1 - 2 N 0 M 0  声門癌に
対する放射線治療の成績:標準分割法と加速照射法の比較. 
日本医学放射線学会第158回中部地方会,2016,(名古屋),[口
演] 

048	 古平　毅，立花弘之，牧田智誉子，富田夏夫，木村香菜，
吉田舞子，小出雄太郎，伊藤　誠 : 上咽頭癌局所再発症例
の再照射の検討. 日本医学放射線学会第158回中部地方会, 
2016,(名古屋),[口演]

049	 牧田智誉子，古平　毅，立花弘之，富田夏夫，木村香菜，
吉田舞子，小出雄太郎，伊藤　誠 : 頭頸部扁平上皮癌の術
後照射における照射法と治療成績の比較. 日本医学放射線
学会第158回中部地方会,2016,(名古屋),[口演] 

050	 古平　毅 : 分子標的療法併用放射線療法における副作用対
策. 第 2 回長崎頭頸部がんセミナー,2016,(長崎),[口演]

緩和ケア部

001	 小森康永 : 精神腫瘍医の読んだシシリー・ソンダース. 第
20回日本緩和医療学会,2015,(横浜),[招聘講演]

002	 小森康永，奥野　光，矢原隆行 : ナラティヴ・セラピー入
門. 日本家族研究・家族療法学会ワークショップ,2015,(東
京),[ワークショップ]

003	 下山理史 : オンコロジストは気持ちを打ち明けてもらえる
存在になりうるか？ . 第20回日本緩和医療学会学術大会, 
2015,(横浜),[シンポジウム] 

004	 下山理史 : 患者･家族と今後の見通しについて語り合う. 第
53回日本がん治療学会学術集会,2015,(京都)， [シンポジウ
ム] 

005	 下山理史 : がん治療における緩和ケア外来の役割と意義. 
第77回日本臨床外科学会総会,2015,(福岡),[一般演題]
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看護部　

[学会発表]
001	 小原真紀子，吉田達哉，宇良　敬 : ＥＧＦＲ阻害薬による

重症化した頭皮皮膚障害に対するセルフケア介入. 第13回
日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(北海道),[口演]

002	 青山寿昭 : 地域研究会での合同イベント開催による効果と
課題. 摂食嚥下リハビリテーション学会,2015,(京都),[示説]

003	 青山寿昭，八重樫裕，北川功二 : 頭頸部がん術後嚥下障害
の患者会の効果. 日本嚥下障害臨床研究会,2015,(広島),[口
演]

004	 青山寿昭 : 地域で活躍する複数の研究会との合同イベント
の効果. 日本摂食嚥下障害看護研究会,2015,(東京),[口演]

005	 向井未年子，井上さよ子，岩井美世子，吉川 惠，柴田亜
弥子，宮武美智代，伊藤和子，新貝夫弥子 : がん専門病院
におけるがん看護外来の実践と課題. 第 2 回日本ＣＮＳ看
護学会,2015,(東京),[ポスター]

006	 佐々木照美，小島　瞳，井上さよ子，新田都子，榊原由美
子，奥村誠子，兵藤伊久夫 : がん患者に対する褥瘡発生予
防対策. 第17回日本褥瘡学会学術集会,2015,(宮城),[口演]

007	 南谷志野，翠　邦治 : インシデントレベル 0 報告数増加を
目指した取り組み─インシデント報告阻害要因の検討─. 
第19回日本看護管理学会,2015,(福島),[口演]

008	 新貝夫弥子，高木礼子 : 乳房切除後および乳房温存術と一
次再建術を受けた乳がん患者の満足度とその影響因子. 第
12回日本乳癌学会中部地方会,2015,(福井),[口演]

009	 新貝夫弥子 : Aがん専門病院における遺伝カウンセリング
を受ける乳がん患者の特徴と傾向. 日本遺伝看護学会,2015, 
(熊本),[口演]

010	 高木礼子，新貝夫弥子，岩田広治，奥村誠子 : 乳がん患者
の術式選択における影響要因と術後の満足度. 第23回日本
乳癌学会学術総会,2015,(東京),[示説]

011	 中島貴子，久保　知，加藤千晴，田端恭兵，竹花恵一，牧
田智誉子，立花弘之，古平　毅 : 頭頸部がん化学放射線療
法における経管栄養の検討　─胃瘻と経鼻胃管による経管
栄養を比較して─. 第13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015, 
(北海道),[口演]

012	 山田知里，小原真紀子，戸﨑加奈子，佐々木照美，吉川 恵，
青山寿昭，吉田達哉，堀尾芳嗣，樋田豊明 : EGFR-TKIに
よる皮膚障害に対する看護師のセルフケア介入. 第13回日
本臨床腫瘍学術集会,2015,(北海道),[ポスター]

013	 久保　知 : 化学放射線療法を受ける頭頸部癌患者を対象と
した口腔ケアプログラム運用に関する他施設共同第 2 相試
験. 第 4 回日本放射線看護学会学術集会,2015,(鹿児島),[口
演]

014	 山口真由美，宮武美智代，向井未年子，深堀慎一郎，藤田　
恵，戸㟢加奈江，舘　昌美 : がん専門病院におけるコンサ
ルテーションの現状と課題. 第46回日本看護学会看護管理
学術集会,2015,(福岡),[示説]

015	 岩井美世子，向井未年子，井上さよ子，吉川　惠，宮武美
智代，新貝夫弥子 : がん専門病院におけるがん看護外来の
現状. 第30回日本がん看護学会学術集会,2016,(千葉県),[示

説]
016	 吉川　惠 : 終末期がん患者の退院支援に関するアクション

リサーチ. 第 2 回日本ＣＮＳ看護学会,2015,(東京),[ポスター]
017	 吉川　惠，林真由美，川瀬　静，小澤洋子 : 肺癌患者の退

院支援時の意思決定支援への課題. 第26回日本在宅医療学
会学術集会,2015,(東京),[口演]

018	 高畑知帆子，堀田枝里，近藤三由希，小原真紀子 : パクリ
タキセルの血管外漏出の現状調査・および投与後の血管脆
弱性への影響への検討. 第30回日本がん看護学会学術集会, 
2016,(千葉),[示説]

019	 和田美佳，宮地愛子 : 個人防護具の病室内表示を試みて─
その効果と患者の意見─. 日本環境感染学会,2016,(京都),[ポ
スター]

020	 安形真由美，伊藤理恵，榊原由美子，小島　瞳，佐々木照
美，小森康司，木下敬史 : 対麻痺を生じた患者のＱＯＬ向
上を目的としたストーマ造設について. 第33回日本ストー
マ, 排泄リハビリテーション学会総会,2016,(山梨),[示説]

[講演講師]
001	 高木仁美 : インデックス調査分析説明会「分析結果をアク

ションプランに活かす」. 愛知県看護協会,2015,(愛知),[講師]
002	 榊原由美子 : 褥瘡ケアの基礎と実際. 愛知県看護協会, 2015, 

(愛知),[講師]
003	 小原真紀子 : 乳がん薬物療法における副作用マネジメント. 

Meet the Expert atまかび乳がん治療,2015,(沖縄),[講演]
004	 小原真紀子 : オキサリプラチン投与に伴う副作用マネジメ

ント. これからの結腸癌術後補助化学療法を考える,2015, 
(東京),[講演]

005	 小原真紀子 : 乳がん薬物療法における副作用マネジメント. 
乳がん診療Seminar,2015,(鹿児島),[講演]

006	 小原真紀子 : 外来化学療法センターでの曝露調査結果と改
善策. 第13回名古屋オンコロジーレジデントカンファレン
ス,2015,(愛知),[講演]

007	 小原真紀子 : 愛知県がんセンター中央病院における副作用
マネジメントの実際．肺がん治療におけるEGFR-TKI治療
の副作用マネジメント,2015,(東京),[講演]

008	 小原真紀子 : 肺がん治療におけるEGFR-TKI治療の副作用
マネジメント. GIOTRIF適正セミナー,2015,(石川),[講演]

009	 小原真紀子 : EGFR阻害薬を適切にこなすためにⅠ. EGFR
阻害薬適正使用セミナーＩｎ Aichi Ⅰ,2015,(愛知),[講演]

010	 小原真紀子 : EGFR阻害薬を適切にこなすためにⅡ. EGFR
阻害薬適正使用セミナーＩｎ Aichi Ⅱ,2015,(愛知),[講演]

011	 小原真紀子 : ジオトリフⓇにおけるチーム医療の重要性. 医
看薬薬連携GIOTRIF EXPERT SEMINAR,2015,(愛知)， [講
演]

012	 小原真紀子 : ジオトリフⓇにおけるチーム副作用マネジメ
ントの実際. 医看薬薬連携ジオトリフ副作用マネジメント
セミナー,2015,(愛知),[講演]

013	 青山寿昭 : 覚醒状態の悪い患者への対応. ナースのための
リハビリ講座,2015,(神戸・東京),[講師]

014	 青山寿昭 : 気管切開をされている患者への対応. ナースの
ためのリハビリ講座,2015,(神戸・東京),[講師]
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015	 青山寿昭 : 緩和ケアの実際と在宅支援「食べること」を支
える. 緩和ケアの実際と在宅支援，2015,(愛知),[講師]

016	 青山寿昭 : 手術に伴う構造変化による機能回復の限界と看
護. 日本摂食嚥下リハビリテーション学会,2015,(京都),[シン
ポジスト]

017	 向井未年子 : 緩和ケア実践のために～医療現場の看護師か
ら薬剤師への要望と期待～. 第17回三重薬剤師緩和ケアを
考える会,2016,(三重),[講師]

018	 土屋大樹 : 放射線治療に携わる放射線治療技師が知るべき
感染対策. 平成27年度愛知県放射線治療研究会,2015,(愛知), 
[講師]

019	 久保　知 : 頭頸部癌セツキシマブ併用放射線療法の副作用
とケア. 頭頸部癌チーム医療セミナー,2015,(大阪),[講師]

020	 久保　知 : 頭頸部領域と緩和における放射線療法看護. 日
本放射線治療専門放射線技師認定機構(東海ブロック), 
2015,(愛知),[講師]

021	 柴田亜弥子 : 親を亡くす子どもへの援助　子どもに何を伝
えどう支えるか　看護師から見た子どもへの支援とは. グ
リーフワークの一助を目指して，日本死の臨床研究会年次
大会,2015,(岐阜),[パネリスト]

022	 山田健司 : 手術看護認定看護師セミナー　手術室における
急変時の予測と対応. 日本手術看護学会東海地区,2015,(愛
知),[講師]

023	 須貝潤子 : リンパ浮腫外来の活動. 第 9 回がんのリンパ浮
腫研究会,2015,(愛知),[講師]

024	 須貝潤子 : 薬剤性浮腫への治療の取り組み・重度のリンパ
浮腫に対するケアの取り組み・術後の早期リンパ浮腫への
入院中のアプローチ. 第 9 回がんのリンパ浮腫研究会， 2015, 
(愛知),[ミニシンポジスト・講師]

025	 瀬古志桜 : 薬物療法を受ける術前・術後の乳がん患者の看
護. 東海ブレストケアセミナー，2015,(愛知),[講師]

026	 永田智子 : 診断期から緩和期における外来看護の実践. 東
海外来化療フォーラム,2016,(愛知),[講演]

027	 宮谷美智子 : みんなで考えよう！手足症候群をフォローす
るコツ　～皮膚ケアの実際を体験しよう～. 第 4 回がん薬
物療法における皮膚障害マネジメントのワークショッ
プ,2015,(愛知),[講師]

薬剤部

001	 Shimomura K, Yoshida T, Kajita M, Oya Y, Tnanaka 
K, Shimizu J, Horio Y, Iwata S, Hida T : Risk factors 
of Crizotinib-induced nephrotoxicity in ALK positive 
NSCLC. The Japanese Society of Medical Oncology 2015 
Annual Meeting ,2015,(Sapporo),[口演]

002	 橋本直弥，前田美恵子，立松三千子，水谷旭良 : 経口抗が
ん剤TAS-102を安全に外来導入するために. 第13回日本臨
床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[口演]

003	 髙橋新次，前田章光，松崎雅英，梶田正樹，水谷旭良 : シ
クロホスファミド調製時における閉鎖式混合調製器具

「TEVADAPTORⓇ」の曝露防止に対する有用性の検討. 第

13回日本臨床腫瘍学会学術集会,2015,(札幌),[ポスター]
004	 松崎雅英，平島佳代，梶田正樹，岩田修一，井上さよ子，

新田都子，向井未年子，下山理史，小森康永 : 「緩和ケア
センター」での薬剤師の役割. 第 9 回日本緩和医療薬学会
年会,2015,(横浜),[口演]

005	 前田章光，宇良　敬，堀尾芳嗣，尾瀬　功，梶田正樹，長
谷川郁恵，平島佳代，高橋新次，長谷川彩子，栗原幸司，
伊藤裕子，下村一景，伊藤基博，岩田修一 : シスプラチン
による悪心・嘔吐に対するオランザピン＋パロノセトロン
＋デキサメタゾン併用制吐療法の第 2 相臨床試験. 日本医
療薬学会,2015,(横浜),[口演]

006	 前田章光，安藤　仁，宇良　敬，小森　梓，室　　圭，長
谷川彩子，橋本直弥，前田美恵子，松崎雅英，小島　康，
青木正博，小原真紀子，岩田修一，藤村昭夫 : レゴラフェ
ニブによる肝障害に対するSLCO 1 B 1 遺伝子多型の影響. 
日本臨床腫瘍薬学会, 2016,(鹿児島),[口演]

007	 立松三千子 : がんチーム医療～薬剤師がつなぐサポートの
輪～. 第Ⅱ期QOLがん認定薬剤師　エキスパートコース成
果発表会,2015,(東京),[特別講演]

008	 立松三千子 : 医看薬薬連携で実現した外来患者サポート. 
痛みを考える薬剤師の会,2015,(東京),[口演]	

009	 立松三千子 : 抗がん剤の服薬説明のポイント. がん患者と
の医療コミュニケーションセミナー,2015,(名古屋),[講演]

010	 立松三千子 : 薬薬連携で実現する緩和ケア～あなたのひと
ことが患者さんを笑顔にする！～. 第16回三重薬剤師疼痛
緩和を考える会,2015,(津),[講演]	

011	 立松三千子 : 副作用マネジメント～薬剤師の立場から～. 
肺がん医療向上委員会肺がんチーム医療推進フォーラムin
名古屋,2015,(名古屋),[講演]

012	 立松三千子 : 医看薬薬連携で取り組むがん患者サポート～
あなたのひとことが患者さんを笑顔にする～. 第 2 回緩和
医療薬薬連携セミナー in Hanshin ,2015,(西ノ宮),[講演]

013	 立松三千子 : チームでサポートＣＩＮＶ～患者さんの“つ
らい”を見過ごさないために～. ＣＩＮＶフォーラムｉｎ
知多半島,2015,(半田),[講演]

014	 立松三千子 : 薬剤師だからできる！がん患者サポート～あ
なたのひとことが患者さんを笑顔にする～. 鈴鹿医療科学
大学薬学部卒後研修セミナー,2015,(鈴鹿),[講演]

015	 立松三千子 : 医看薬薬連携による緩和ケア～あなたのひと
ことが患者さんを笑顔にする！～. 北海道薬薬連携シンポ
ジウム2015 ,2015,(札幌),[講演]

016	 橋本直弥 : 大腸がんサルベージラインにおけるチーム医療
の取り組み. 第53回日本癌治療学会学術集会,2015,(京都),[講
演]

017	 橋本直弥 : 実践 ラムシルマブの臨床導入. 愛知県病院薬剤
師会学術集会,2015,(名古屋),[講演]

018	 橋本直弥 : 抗EGFR抗体製剤投与における薬剤師の役割. 
Team management Symposium for Colorectalcancer 
2015,2015,(東京),[講演]
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3 ．学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）

疫学・予防部

001	 Ito H : The risk prediction for esophaneal cancer by 
drinking, smoking, and the polymorphisms of ALDH 2  
and ADH 1 B. AACR ANNUAL MEETING 2015, 2015, 
(Philadelphia),[ポスター(示説)]

002	 Ito H, Oze I, Hosono S, Watanabe M, Tanaka H, 
Matsuo K : Cumulative risks of stomach cancer by PSCA 
polymorphism, Helicobacter Pylori infection and smoking 
history in Japan. The 34th Sapporo International Cancer 
Symposium, 2015,(Sapporo),[ポスター(示説)]

003	 Oze I, Nakagawa H, Shimada S, Akiyama Y, Yatabe Y, 
HIto H, Tanaka H, Matsuo K, Yuasa Y : Comparison 
of circulating miRNA levels between gastric cancer 
patients and non-cancer controls.The 34th Sapporo 
International Cancer Symposium, 2015,(Sapporo),[ポスター
(示説)]

004	 Tanaka H : Epidemiology of gastrointestinal tract cancer 
in Japan. Cancer Meeting in Tokushima 2015, 2015, 
(Tokushima),[口演]

005	 Inoue S, Hosono S, Ito H, Oze I, Matsuo K, Kato S, 
Tanaka H, Ito Y : Trends in a survival of cancer of the 
corpus uteri in Japan 1993-2006(J-CANSIS) . 8 th 
NAGOYAグローバルリトリート, 2015,(Aichi),[ポスター(示
説)]

006	 田中英夫 : 子供からのがん予防教育の必要性. 名古屋市学
校保健研究会, 2015,(名古屋),[講演]

007	 渡邉美貴，細野覚代，伊藤秀美，尾瀬　功，松尾恵太郎，
田中英夫 : 多因子疾患としての乳がん個別予防実用化への
試み～正しい保健行動につなげるために研究者は何を伝え
るべきか～. がん予防学術大会2015さいたま, 2015,(さいた
ま),[シンポジウム]

008	 中川弘子，伊藤秀美，細野覚代，尾瀬　功，田中英夫，三
上春夫，服部昌和，西野善一，中田佳世，杉山裕美 : 日本
人における大腸がんの部位別罹患率の経年変化の検討 : 
1975年～2004年. 地域がん登録全国協議会第24回学術集会, 
2015,(前橋),[ポスター(示説)]

009	 山口通代，伊藤秀美，田中英夫 : 愛知県がん登録における
市別のI/M比と早期がん割合について. 地域がん登録全国
協議会第24回学術集会, 2015,(前橋),[ポスター(示説)]

010	 井上修作，細野覚代，伊藤秀美，尾瀬　功，松尾恵太郎，
加藤聖子，田中英夫，伊藤ゆり : 地域がん登録データを用
いた子宮体がん患者の生存時間分析(J-CANSIS). 平成27年
度がん若手研究者ワークショップ, 2015,(長野),[口演]

011	 田中英夫 : がん疫学・予防支援活動班　支援説明. 平成27
年度文部科学省新学術領域研究「がん研究分野の特性等を
踏まえた支援活動」支援説明会/公開シンポジウム, 2015, 
(東京),[シンポジウム]

012	 中川弘子，伊藤秀美，細野覚代，尾瀬　功，三上春夫，服

部昌和，西野善一，中田佳世，田中英夫 : 日本人における
大腸がんの部位別罹患率の経年変化の検討 : 1975年～2004
年. 第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古屋),[ポスター(示
説)]

013	 田中英夫 : 個別化がん予防の実用化に向けた諸課題と克服. 
第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古屋),[教育講演]

014	 細野覚代，伊藤秀美，尾瀬　功，西野善一，服部昌和，井
岡亜希子，中山富雄，田中英夫，伊藤ゆり : 日本における
卵巣がん生存率トレンド(J-CANSIS):標準治療の影響につ
いて. 第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古屋),[口演]

015	 尾瀬　功，伊藤秀美，細野覚代，西野善一，服部昌和，井
岡亜希子，中山富雄，田中英夫，伊藤ゆり : 日本人非小細
胞肺がん患者の相対生存率で見る分子標的療法の効果 : 
J-CANSIS study. 第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古屋), 
[ポスター(示説)]

016	 井上修作，細野覚代，伊藤秀美，尾瀬　功，西野善一，服
部昌和，井岡亜希子，中山富雄，加藤聖子，田中英夫，伊
藤ゆり : 日本の子宮体がんに関する生存率の動向 : J-CANSIS. 
第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古屋),[ポスター(示説)]

017	 田中英夫 : 日本のがん疫学とがん登録の現状. アンダーラ
イティング協会教育講演会, 2015,(東京),[講演]

018	 山口通代，伊藤秀美，中川弘子，近藤良伸，田中英夫 : 愛
知県における市別の早期がん割合と、罹患/死亡比の関係
について. 第74回日本公衆衛生学会総会, 2015,(長崎),[ポス
ター(示説)]

019	 尾瀬　功，伊藤秀美，細野覚代，西野善一，服部昌和，井
岡亜希子，中山富雄，田中英夫，伊藤ゆり : 地域がん登録
データによる1993-2006年の小細胞肺がん生存率の変遷-　
J-CANSIS　study. 第56回日本肺癌学会学術集会, 2015,(横
浜),[口演]

020	 田中英夫 : 肝がん罹患率の都道府県較差とその要因. 日本
医師会共催シンポジウム, 2015,(東京),[講演]

021	 田中英夫 : 肝がん罹患・死亡の都道府県較差とその要因.　
JACRシンポジウム, 2015,(東京),[シンポジウム]

022	 細野覚代，伊藤秀美，尾瀬　功，西野善一，服部昌和，井
岡亜希子，中山富雄，田中英夫，伊藤ゆり : 日本における
子宮頸がん生存率のトレンド(J-CANSIS). 第26回日本疫学
会学術総会, 2015,(米子),[口演]

023	 尾瀬　功，長崎洋美，島田　周，秋山好光，谷田部恭，細
野覚代，伊藤秀美，田中英夫，松尾恵太郎，湯浅保仁 : び
まん型胃がんの早期発見マーカーとしてのmiRNAの検討. 
第26回日本疫学会学術総会, 2015,(米子),[ポスター(示説)]

024	 中川弘子，伊藤秀美，細野覚代，尾瀬　功，松尾恵太郎，
田中英夫 : Coffee and the risk of colorectal : a pooled analysis 
from two case-control studies in Japan. 第26回日本疫学会
学術総会, 2015,(米子),[ポスター(示説)]

025	 井上修作，細野覚代，伊藤秀美，尾瀬　功，西野善一，服
部昌和，井岡亜希子，中山富雄，松尾恵太郎，加藤聖子，
田中英夫，伊藤ゆり : 地域がん登録データを用いた婦人科
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がん高齢患者の生存時間分析(J-CACSIS). 第26回日本疫学
会学術総会, 2015,(米子),[ポスター(示説)]

026	 渡邉美貴，伊藤秀美，細野覚代，尾瀬　功，田島和雄，加
藤久登，松尾恵太郎，田中英夫 : 出生年別に見た日本人の
血清Helicobacter pylori抗体ならびに血清ペプシノゲンに
よるHelicobacter pylori感染者、胃がんハイリスク者の割
合の特徴. がん研究分野の特性等を踏まえた支援活動公開
シンポジウム, 2015,(東京),[ポスター(示説)]

027	 田中英夫 : 日本のがん登録の現状と罹患データの活用. 愛
知県保健所長会がん登録講演, 2015,(名古屋),[招請講演]

分子腫瘍学部

001	 関戸好孝 : Hippo pathway inactivation in malignant 
mesothelioma cells. Keystone Symposia, 2015,(Taos, New 
Mexico),[ポスター]

002	 関戸好孝 : Hippo pathway dysregulation in mesothelioma 
cells. 第16回世界肺癌学会, 2015,(Denver),[ポスター]

003	 竹下純平，山本尚吾，辰野健二，大搗泰一郎，栗林康造，
近藤展行，長谷川誠紀，辻村　亨，長田啓隆，中野孝司，
関戸好孝，油谷浩幸 : 悪性胸膜中皮腫の遺伝子プロファイ
ル. 第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古屋),[口演]

004	 関戸好孝 : 悪性胸膜中皮腫の分子生物学的解析と臨床への
応用. 第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古屋),[口演]

005	 羽切周平，長田啓隆，関戸好孝 : 悪性胸膜中皮腫細胞株に
おけるBAP 1 遺伝子不活化変異についての検討. 第74回日
本癌学会学術総会, 2015,(名古屋),[口演]

006	 Osada H, Yanagisawa K, Tatematsu Y, Sekido Y, 
Ono K, Takahashi T : Anti-CLCP 1  antibody as cancer-
targeting vehicle. 第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古
屋),[口演]

007	 Murakami-Tonami Y, Sekido Y, Kadomatsu K : SGO 1  
regulates DNA damage response in MYCN-amplified 
neuroblastoma cells. 第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古
屋),[口演]

008	 関戸好孝 : 悪性中皮腫細胞におけるBAP 1 遺伝子の機能解
析. 第22回石綿・中皮腫研究会, 2015,(川崎),[口演]

009	 関戸好孝 : 悪性中皮腫におけるトランスレーショナルリ
サーチ. 第56回日本肺癌学会, 2015,(横浜),[シンポジウム]

010	 関戸好孝 : 悪性中皮腫におけるHippoシグナル伝達系異常. 
第38回日本分子生物学会年会第88回日本生化学会大会合同
大会,2015,(神戸),[ワークショップ]

011	 村上（渡並）優子，関戸好孝，門松健治 : SGO 1 はMYCN
がん遺伝子増幅細胞においてDNA損傷応答を制御する. 第
38回日本分子生物学会年会第88回日本生化学会大会,2015, 
(神戸),[ポスター]

遺伝子医療研究部

001	 Kasugai Y, Tsuzuki S, Yoshida N, Suguro M, 

Takahara T, Karube K, Ohshima K, Seto M : HBZ, 
BCL-xL, Akt, and loss of Ink 4 a/Arf synergistically 
transform primary murine T cells and elicit ATL-like 
disease in mice : 13th International Conference of 
Malignant Lymphoma. 2015,(Lugano),[口演]

002	 Sakura T, Hayakawa F, Sugiura I, Imai K, Usui N, 
Fujisawa S, Murayama T, Yujiri T, Kiyoi H, Ohnishi 
K, Miyazaki Y, Ohtake S, Kobayashi Y, Matsuo K, 
Naoe T : Effectiveness of High-Dose MTX Therapy for 
Adult Ph-Negative ALL By Randomized Trial. JALSG 
ALL202-O. 57th ASH Annual Meeting and Exposition, 
2015,(Orlando),[ポスター]

003	 Urayama YK, Takagi M, Kawaguchi T, Matsuo K, 
Tanaka Y, Arakawa Y, Hasegawa D, Yuza Y, Kaneko 
T, Noguchi Y, Taneyama Y, Ota S, Inukai T, 
Yanagimachi M, Keino D, Koike K, Toyama D, 
Nakazawa Y, Kurosawa H, Nakamura K, Moriwaki K, 
Goto H, Sekinaka Y, Morita D, Kato M, Koh K, Ishida 
Y, Ohara A, Mizutani S, Matsuda F, Manabe A : 
Genetic Susceptibil ity Loci for Childhood Acute 
Lymphoblastic Leukemia Among Japanese. 2015, 
(Orlando),[ポスター]

004	 Hijioka S, Hosoda W, Matsuo K, Ueno M, Furukawa M, 
Yoshitomi H, Kobayashi N, Ikeda M, Ito T, Nakamori 
S, Ishii H, Kodama Y, Morizane C, Yanagimoto H, 
Yane K, Notohara K, Furuse J, Yatabe Y, Mizuno N : 
Clinicopathological features and response to platinum-
based chemotherapy in pancreatic neuroendocrine 
carcinoma: A retrospective multicenter study of 70 
patients. 2016 Gastrointestinal Cancers Symposium, 
2016,(San Francisco),[ポスター]

005	 Taishi T, Matsuo K, Nakamura S, Seto M, Tsuzuk S : 
Synergistic activity of Card11 mutant and Bcl 6  genes in 
the development of diffuse large B cell lymphoma in a 
mouse model. 13th K-J Lymphoreticular Workshop, 
2016,(Seoul),[口演]

006	 Morishima S, Kashiwase K, Keitaro Matsuo, Azuma F, 
Yabe T, Sato-Otsubo A, Ogawa S, Shiina T, Satake M, 
Saji H, Kato S, Kodera Y, Sasazuki T, Morishima Y : 
High risk HLA allele for severe acute graft-versus-host 
disease and mortality in unrelated donor hematopoietic 
stem cell transplantation. 2016 BMT Tendem Meetings, 
2016,(Honolulu),[ポスター]

007	 松尾恵太郎 : がん疫学入門. 第74回日本癌学会学術総会, 
2015,(名古屋),[口演]

008	 春日井由美子，都築　忍，吉田稚明，勝呂　幸，高原大志，
加留部謙之輔，大島孝一，瀬戸加大 : HBZ, BCL-xL, Akt, 
and loss of Ink 4 a/Arf synergistically transform primary 
murine T cells and elicit ATL-like disease in mice(急性型
成人T細胞性白血病/リンパ腫(ATL)の新規マウスモデル). 
第74回日本癌学会学術総会,2015,(名古屋),[口演]

009	 高原大志，都築　忍 : Analysis of functional roles of 
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Diffuse Large B cell Lymphoma(DLBCL)-associa ted 
genes employing a mouse lymphoma model(マウスモデル
を用いたDiffuse large B cell lymphoma(DLBCL)関連遺伝
子の機能解析). 第74回日本癌学会学術総会,2015,(名古屋), 
[ポスター]

010	 松尾恵太郎，伊藤秀美 : アルコール摂取と胃がんリスク　
遺伝子環境要因交互作用. 平成27年度アルコール・薬物依
存関連学会合同学術総会,2015,(神戸),[口演]

011	 鵜飼知嵩，伊藤秀美，松尾恵太郎 : アセトアルデヒド脱水
素酵素 2 (ALDH 2 )の遺伝子多型の女性乳癌に対する影響. 
第26回日本疫学会学術総会,2016,(米子),[口演]

012	 正岡寛之，松尾恵太郎，伊藤秀美，若井建志，永田知里，
中山富雄，定金敦子，田中恵太郎，玉腰暁子，菅原由美，
溝上哲也，澤田典絵，井上真奈美，津金昌一郎，笹月　静 : 
日本人における喫煙と膀胱癌がんリスクに関するsystematic 
review. 第26回日本疫学会学術総会,2016,(米子),[ポスター]

013	 澤部　倫，伊藤秀美，細野覚代，尾瀬　功，田中英夫，松
尾恵太郎 : 頭頸部癌患者コホートにおける飲酒と予後の関
連の検討. 第26回日本疫学会学術総会,2016,(米子),[ポス
ター]

014	 中川弘子，伊藤秀美，細野覚代，尾瀬　功，松尾恵太郎，
田中英夫 : Coffee and the risk of colorectal cancer: a 
pooled analysis from two case-control studies in Japan. 第
26回日本疫学会学術総会,2016,(米子),[ポスター]

015	 尾瀬　功，長崎洋美，島田 周，秋山好光，谷田部恭，細
野覚代，伊藤秀美，田中英夫，松尾恵太郎，湯浅保仁 : び
まん型胃がんの早期発見マーカーとしてのmiRNAの検討. 
第26回日本疫学会学術総会,2016,(米子),[ポスター]

016	 井上修作，細野覚代，伊藤秀美，尾瀬　功，西野善一，服
部昌和，井岡亜希子，中山富雄，松尾恵太郎，加藤聖子，
田中英夫，伊藤ゆり : 地域がん登録データを用いた婦人科
がん高齢患者の生存時間分析(JCANSIS). 2016,(米子),[ポス
ター]

腫瘍免疫学部

001	 Miyama T, Kawase T, Kitaura K, Chishaki R, 
Shibata M, Oshima K, Hamana H, Kishi H, 
Kuzushima K, Saji H, Suzuki R, Ichinohe T : 
Comprehensive T-Cell Receptor Repertoire Analysis 
Using Deep Sequencing and Single Cell Cloning Reveals 
Extreme Ol igoc lona l i ty  o f  Ex Vivo  Expanded 
Cytomegalovirus-Reactive Cytotoxic T-Cells. The 57th 
ASH Annual Meeting and Exposition, 2015,(フロリダ 米国), 
[ポスター]

002	 Gondo N, Rezano A, Kuzushima K, Iwata H, 
Kuwahara K : DSS 1  depletion is a promising strategy 
increasing chemosensitivity possibly independent of 
BRCA 2  expression. The 38th San Antonio Breast 
Cancer Symposium, 2015,(サンアントニオ 米国),[ポスター]

003	 Tsujimura K, Ohta R, Imai M, Yamazaki S : Analysis 

of C 5 a receptor expression on the various subsets of 
dendritic cells. LC2015 14th International Workshop on 
Langerhans Cells, 2015,(京都),[ポスター]

004	 Miyama T, Kawase T, Kitaura K, Chishaki R, Shibata 
M, Oshima K, Hamana H, Kishi H, Kuzushima K, Saji 
H, Suzuki R, Ichinohe T : Comprehensive analysis of 
CMV-specific T-cell repertoire by deep sequencing and 
single cell cloning. 第77回日本血液学会学術集会, 2015,(金
沢),[口演]

005	 Takayama S, Odanaka M, Ohta R, Imai M, Yamazaki 
S : Differential roles of complement anaphylatoxin C 5 a 
and C 5 adesArg. 第44回日本免疫学会学術集会, 2015,(札
幌),[ポスター] 

006	 Nicholas Paul Casey，藤原　弘，岡本幸子，峰野純一，
葛島清隆，珠玖　洋，安川正貴 : Targeting Aurora Kinase 
A utilising an improved TCR gene-tasnfer vector. 第19回
日本がん免疫学会総会, 2015,(東京),[口演]

007	 田中ヒロキ，藤原　弘，谷本カズシ，越智史博，岡本幸子，
峰野純一，葛島清隆，珠玖　洋，安川正貴 : Lentivirally 
gene-modified T cells expressing chimeric CD16-CD 3  
receptors and mogamulizumab for the treatment of adult 
T cell leukemia. 第19回日本がん免疫学会総会, 2015,(東京), 
[ポスター]

008	 辻村幸平，太田里永子，今井優樹，山崎小百合 : C 5 a第 2
レセプターC 5 L 2 の発現解析. 第52回日本補体学会学術集
会, 2015,(名古屋),[口演]

009	 河村剛至，太田里永子，今井優樹，大澤真以，塩見友祐，
羽二生久夫，岡田秀親，岡田則子，松田佳和 : 好中球エラ
スターゼにより活性化する新規カルボキシペプチダーゼR
の解析. 第52回日本補体学会学術集会, 2015,(名古屋),[口演]

010	 稲熊容子，細川晃平，赤塚美樹，岡本晃直，片桐孝和，葛
島清隆，中尾眞二，恵美宣彦 : 再生不良性貧血患者の造血
前駆細胞をHLA-B*40:02拘束性に抑制する細胞傷害性T細
胞の単離と機能解析. 第 7 回血液疾患免疫療法研究会学術
集会, 2015,(東京),[口演]

011	 張　エイ，植村靖史，劉天懿，岡本幸子，池田裕明，巽美
奈子，竹之山光宏，赤塚美樹，岡田誠治，峰野純一，珠玖　
洋，葛島清隆 : インバリアントNKT細胞と樹状細胞の相
互作用によるTCR遺伝子導入T細胞の抗腫瘍効果増強. 第
74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古屋),[口演]

012	 岡村文子，赤塚美樹，葛島清隆 : 癌細胞で提示されるTAP
非依存性エピトープの解析. 第74回日本癌学会学術総会, 
2015,(名古屋),[ポスター]

013	 岩間達章，鈴木元晴，劉天懿，張　エイ，吉川聡明，下村
真菜美，中面哲也，葛島清隆，植村靖史 : 活性化iNKTに
よるIL-12ファミリーサイトカイン/オステオポンチンのバ
ランス制御. 第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名古屋), [ポ
スター]

014	 葛島清隆 : 抗原特異的T細胞の解析方法. 第74回日本癌学
会学術総会, 2015,(名古屋),[口演]

015	 桑原一彦，伊藤秀美，岩瀬弘敬，葛島清隆，岩田広治，田
中英夫，松尾恵太郎 : 散発性乳癌の発症におけるganp遺伝
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子の分子疫学的研究. 第74回日本癌学会学術総会, 2015,(名
古屋),[口演]

016	 葛島清隆 : ワクチンを含む、がん免疫療法の最近の動向に
ついて. 第19回日本ワクチン学会学術集会, 2015,(犬山市), 
[口演]

017	 河村剛至，太田里永子，山本博之，今井優樹，松浦凌太，
松山　悟，佐古兼一，羽二生久夫，岡田秀親，松田佳和 : 
好中球エラスターゼにより活性化する新規カルボキシペプ
チダーゼRの解析. 日本薬学会第136年会, 2015,(横浜),[ポス
ター]

感染腫瘍学部

001	 小根山千歳 : 脂質ラフトによるSrcの空間的制御とがん進
展．日本がん分子標的治療学会第19回学術総会,2015,(松
山),[口演]

002	 神田　輝，宮田眞美子 : EBウイルス株間におけるLMP 1
蛋白質の機能的差異の解析．第29回ヘルペスウイルス研究
会,2015,(長崎),[口演]

003	 小根山千歳 : microRNAによるSrcがんシグナル制御とそ
の破綻．第67回日本細胞生物学会大会,2015,(東京),[特別講
演] 

004	 神田　輝 : 発見の興奮から半世紀─EBウイルス研究で今
起きていること─．第14回みちのくウイルス塾,2015,(仙台), 
[招聘講演] 

005	 神田　輝，宮田眞美子 : がん組織由来LMP 1 はBARTマイ
クロRNA群と協調してウイルス産生効率を増強する．第
12回EBウイルス研究会─国際集会─,2015,(出雲),[口演] 

006	 二宮悠一，小根山千歳 : c-Srcがん化初期におけるmicroRNA
の発現減少とがん抑制作用．第 7 回日本RNAi研究会／第
2 回日本細胞外小胞学会,2015,(広島),[ポスター] 

007	 桒原　敦，小根山千歳 : c-Srcによるエクソソームの制御
とがん形質．第 7 回日本RNAi研究会／第 2 回日本細胞外
小胞学会,2015,(広島),[ポスター] 

008	 小根山千歳 : MicroRNAs as the fine-tuners of Src oncogenic 
signaling．第 7 回日本RNAi研究会／第 2 回日本細胞外小
胞学会,2015,(広島),[特別講演]

009	 神田　輝 : がん細胞由来・B細胞由来EBウイルス株LMP 1
蛋白質の機能的差異について．第74回日本癌学会学術総会, 
2015,(名古屋),[口演]

010	 二宮悠一，小根山千歳 : c-Srcがん形質発現初期における
microRNAの発現減少とがん抑制における重要性．第74回
日本癌学会学術総会,2015,(名古屋),[ポスター]　

011	 桒原　敦，小根山千歳 : c-Srcによりがん化した細胞から
分泌されるエクソソームの制御とその機能．第74回日本癌
学会学術総会, 2015,(名古屋),[ポスター] 

012	 小根山千歳，二宮悠一 : microRNAを介したc-Src発現亢進
とがん形質．第74回日本癌学会学術総会,2015,(名古屋),[口
演]

013	 神田　輝 : EBウイルスの基礎知識と研究の現況─ありふ
れたウイルスがどうして病気を起こすのか？─．名古屋医

療センター　第191回HIVカンファレンス,2015,(名古屋),[招
聘講演]

014	 神田　輝 : がん細胞由来EBV LMP 1 とウイルスマイクロ
RNAの協調効果．第63回日本ウイルス学会学術集会, 2015, 
(福岡),[口演]

015	 二宮悠一，小根山千歳 : c-Srcがん化初期に発現減少する
microRNAのがん抑制作用．BMB2015, 2015,(神戸),[ポス
ター]

016	 桒原　敦，小根山千歳 : c-Srcがん化におけるエクソソー
ムの制御．BMB2015,2015,(神戸),[ポスター]

017	 小根山千歳，二宮悠一 : FerキナーゼによるSrcがんシグナ
ルの増幅と伝搬．BMB2015, 2015,(神戸),[口演]

018	 小根山千歳 : Srcがんシグナル制御の新機軸．岐阜大学連
合創薬医療情報研究科特別セミナー, 2015,(岐阜),[特別講演]

019	 小根山千歳 : Srcシグナルの制御破綻を標的としたがん治
療シーズの探索．平成27年度中部地区医療・バイオ系シー
ズ発表会,2016,(名古屋),[口演]

020	 小根山千歳 : がんシグナル抑制を担うmicroRNA－シグナ
ルネットワークとその破綻－．岡山大学医歯薬総合研究科
特別セミナー,2016,(岡山),[特別講演]

分子病態学部

001	 Aoki M, Sakuma K : An in vivo sh RNA screen identifies 
HNRNPLL as a novel colorectal cancer metastasis．
Tenth AACR-JCA Joint Conference on Breakthroughs in 
Cancer Research: From Biology to Therapeutics,2016, 
(Maui, Hawaii),[ポスター]

002	 青木正博，武藤 誠，藤下晃章 : MEK阻害薬trametinibに
よるApc△716マウスの腸管ポリープ形成抑制効果と間質
COX- 2 の関与．第19回日本がん分子標的治療学会学術集
会,2015,(松山),[ポスター]

003	 青木正博 : マウスモデルを用いた大腸がん浸潤･転移の予
防･治療標的の探索．第74回日本癌学会学術総会,2015,(名
古屋),[シンポジウム]

004	 藤下晃章，梶野リエ，小島　康，武藤　誠，青木正博 : 
MEK/ERK経路の阻害はCOX 2 およびCCL 2 の発言レベ
ルを減少させ腸管ポリープ形成を抑制する．第74回日本癌
学会学術総会,2015,(名古屋),[口演]

005	 小島　康，藤下晃章，武藤　誠，青木正博 : II型脱ヨード
酵素の大腸がん進展における役割の検討．第74回日本癌学
会学術総会,2015,(名古屋),[ポスター]

006	 佐久間圭一朗，青木正博 : 大腸がん転移抑制因子候補
HNRPLLは上皮間葉転換によって負の制御を受ける．第
74回日本癌学会学術総会,2015,(名古屋),[口演]

007	 梶野リエ，藤下晃章，小島　康，武藤　誠，青木正博 : 腸
管腫瘍形成におけるJNK-mTORC 1 経路活性化機序の解
析．第74回日本癌学会学術総会,2015,(名古屋),[ポスター]

008	 小島　康，オリム・フローレンス，藤下晃章，武藤　誠，
青木正博 : 腸管腫瘍形成における甲状腺ホルモンの役割．
第38回日本分子生物学会年会,2015,(神戸),[ポスター]
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009	 藤下晃章 : Role of tumor microenvironment in intestinal 
adenocarcinoma resistance to mTOR． 第 8 回NAGOYA
グローバルリトリート,2016,(大府),[招請講演]

腫瘍医化学部

001	 Inaba H, Goto H, Kasahara K, Kumamoto K, 
Yonemura S, Inoko A, Yamano S, Wanibuchi H, He D, 
Goshima N, Kiyono T, Hirotsune S, Inagaki M : 
Ndel 1  suppresses unscheduled cilia formation in 
proliferating cells by regulating the trichoplein-Aurora-A 
pathway. The 55th Annual Meeting of the American 
Society for Cell Biology, 2015,(San Diego),[ポスター]

002	 稲葉弘哲，後藤英仁，笠原広介，猪子誠人，熊本香奈子，
米村重信，何　東偉，五島直樹，山野荘太郎，鰐渕英機，
広常真治，清野　透，稲垣昌樹 : Ndel 1 による一次線毛形
成抑制は腎臓の形態形成に重要である. 第67回日本細胞生
物学会大会,2015,(東京),[ポスター]

003	 牧原弘幸，田中宏樹，後藤英仁，猪子誠人，榎本　篤，後
藤満雄，栗田賢一，井澤一郎，稲垣昌樹 : ビメンチンリン
酸化不全変異マウスにおける染色体不安定性と老化. 第67
回日本細胞生物学会大会,2015,(東京),[ワークショップ・ポ
スター]

004	 太田　緑，秦　裕子，後藤英仁，稲垣昌樹，尾山大明，木
村　暁，北川大樹 : 中心体の複製を 1 コピーに保障する分
子機構. 第67回日本細胞生物学会大会,2015,(東京),[若手優秀
発表・ポスター]

005	 田中宏樹，後藤英仁，猪子誠人，牧原弘幸，榎本　篤，井
澤一郎，稲垣昌樹 : Defect of Vimentin phospho-deficient 
mice display aneuploidy and skin premature aging. 第74
回日本癌学会学術総会,2015,(名古屋),[ワークショップ]

006	 笠原広介，青木啓将，田中宏樹，清野　透，高坂美恵子，
福田枝里子，五島直樹，稲垣昌樹 : 脱ユビキチン化酵素
Usp 8 による 1 次シリアの制御. 第38回日本分子生物学会・
第88回日本生化学会合同大会(BMB2015),2015,(神戸),[一般
口頭発表・ポスター]

007	 猪子誠人，林　裕子，清野　透，稲垣昌樹 : Albatross/
Fbf 1 蛋白質は中心体機能に広く寄与する. 第38回分子生
物学会年会・第88回日本生化学会大会合同大会, 2015,(神戸), 
[一般口頭発表・ポスター]

008	 秋山敏宏，瀬川尋貴，猪子誠人，加治優一，大鹿哲郎，加
納英明 : マルチモーダル多光子分光顕微鏡を用いたラット
網膜・視細胞の分子イメージング. 第 9 回分子科学討論会, 
2015,(東京),[ポスター]

009	 稲葉弘哲，後藤英仁，笠原広介，猪子誠人，熊本香奈子，
米村重信，何　東偉，五島直樹，山野荘太郎，鰐渕英機，
広常真治，清野　透，稲垣昌樹 : Ndel 1 は増殖細胞におい
て一次線毛形成を抑制する. 第68回日本細胞生物学会大会, 
2016,(京都),[ワークショップ]

010	 牧原弘幸，稲葉弘哲，田中宏樹，榎本　篤，友野靖子，後
藤満雄，栗田賢一，後藤英仁，稲垣昌樹 : デスミンの分裂

期特異的リン酸化部位の同定と機能解析. 第68回日本細胞
生物学会大会,2016,(京都),[ポスター]
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4 ．学会誌・その他誌上発表テーマ調べ（名誉総長・名誉院長・総長）

名誉総長

001	 Nimura Y :  Cholangiocarcinoma : Introduction．
Cholangiocarcinoma, New York, Nova Science Publishers, 
2015, pp 1-15.

002	 Nimura Y : Chapter 70 : Bile Duct Resection． Atlas of 
Upper Gastrointestinal and Hepato - Pancreato - Biliary 
Surgery, Second Edition, Berlin Heidelberg, Springer-
Verlag, 2016, pp 623-636.

003	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－肝門部胆管癌治療における移植手術の介
入：欧米の動き－. 消化器外科, 38 : 955-974, 2015.

004	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－レビュー論文からみた最近の肝門部胆管癌
の外科治療の現状－. 消化器外科, 38: 1091-1105, 2015.

005	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－世界の先端施設での肝門部胆管癌手術の現
状－. 消化器外科, 38: 1215-1233, 2015.

006	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－リンパ節郭清とリンパ節転移のステージ分
類－. 消化器外科, 38: 1337-1348, 2015.

007	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－胆道癌のmicrometastasisとリンパ節郭清
範囲－. 消化器外科, 38: 1467-1485, 2015.

008	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－術前胆管ドレナージ；東西論争の軌跡( 1 )
－. 消化器外科, 38: 1599-1618, 2015.

009	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－術前胆管ドレナージ；東西論争の軌跡( 2 )
－ PTBD vs EBD. 消化器外科, 38: 1741-1760, 2015.

010	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－再発胆道癌の再切除－. 消化器外科, 38: 
1875-1887, 2015.

011	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－胆道癌に対する新たなチャレンジ－. 消化
器外科, 39: 91-105, 2016.

012	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－胆道癌に対する日本発の究極の拡大手術；
HPDの歴史と変遷－. 消化器外科, 39: 219-232, 2016.

013	 二村雄次 : 総説　世界に誇る胆道癌の外科治療： 胆道癌へ
の外科の挑戦－胆道癌に対する日本発の究極の拡大手術；
HPDの現状－. 消化器外科, 39: 350-363, 2016.

名誉院長

001	 Shinoda M, Ando N, Kato K, Ishikura S, Kato H, 
Tsubosa Y, Minashi K, Okabe H, Kimura Y, Kawano 
T, Kosugi S, Toh Y, Nakamura K, Fukuda H : 
Randomized study of low-dose versus standard-dose 
chemoradiotherapy for unresectable esophageal squamous 
cell carcinoma (JCOG0303). Cancer Science , 106( 4 ):407-
12, 2015. 

総長

001	 高橋進一郎，斎藤典男，小西 大，木下 平 : 大腸がん同時
性肝転移の治療戦略. 千葉医学雑誌, 91:133, 2015．

002	 佐野 力，清水泰博，千田嘉毅，夏目誠治，木下 平，二村
雄次 : 胆管ステント留置・左肝管十二指腸吻合術43年後に
発症した胆管癌の 1 例. 日本臨床外科学会雑誌, 76:2524-
2531, 2015．

003	 岩田至紀，安部哲也，植村則久，川合亮佑，伊藤誠二，小
森康司，千田嘉毅，三澤一成，伊藤友一，木村賢哉，木下
敬史，夏目誠治，川上次郎，浅野智成，倉橋真太郎，重
吉 到，筒山将之，清水泰博，篠田雅幸，木下 平 : 異所性
胃粘膜に発生した頸部食道腺癌の 1 切除例. 日本臨床外科
学会雑誌, 76:2601, 2015．

004	 倉橋真太郎，夏目誠治，清水泰博，千田嘉毅，川合亮佑，
植村則久，木下敬史，伊藤友一，木村賢哉，三澤一成，安
部哲也，小森康司，伊藤誠二，木下 平 : T 1 膵癌の 1 切
除例．日本臨床外科学会雑誌, 76:2604, 2015．



─ 124 ─

5 ．学会誌・その他誌上発表テーマ調べ（病院）

病院長

001	 丹羽康正 : 【消化器内視鏡の診断と治療の最前線】 消化器
内視鏡診断の進歩(解説/特集). 現代医学,63巻 2 号: 1 - 7 , 
2015.

002	 北川晋二，水口昌伸，宮川国久，入口陽介，大泉晴史，大
黒隆司，小川眞広，小林正夫，丹羽康正，藤谷幹浩，松浦
隆志，日本消化器がん検診学会全国集計委員会 : 平成25年
度消化器がん検診全国集計(解説). 日本消化器がん検診学
会雑誌, 54巻 1 号:77-99,2016.

消化器内科部　

001	 Ueno M, Okusaka T, Omuro Y, Isayama H, Fukutomi 
A, Ikeda M, Mizuno N, Fukuzawa K, Furukawa M, 
Iguchi H, Sugimori K, Furuse J, Shimada K, Ioka T, 
Nakamori S, Baba H, Komatsu Y, Takeuchi M, Hyodo 
I, Boku N : A randomized phase II study of S- 1  plus 
oral leucovorin versus S- 1  monotherapy in patients with 
gemc i t ab i n e - r e f r a c t o ry  advanced  panc r ea t i c 
cancerdagger. Ann Oncol, 27( 3 ):502-508,2016.

002	 Miyazaki M, Yoshitomi H, Miyakawa S, Uesaka K, 
Unno M, Endo I, Ota T, Ohtsuka M, Kinoshita H, 
Shimada K, Shimizu H, Tabata M, Chijiiwa K, 
Nagino M, Hirano S, Wakai T, Wada K, Isayama H, 
Okusaka T, Tsuyuguchi T, Fujita N, Furuse J, 
Yamao K, Murakami K, Yamazaki H, Kijima H, 
Nakanuma Y, Yoshida M, Takayashiki T, Takada T : 
Clinical practice guidelines for the management of biliary 
tract cancers 2015 :  the 2 nd Engl ish edit ion .  J 
Hepatobiliary Pancreat Sci, 22( 4 ):249-73,2015.

003	 Shimizu Y, Yamaue H, Maguchi H, Yamao K, Hirono 
S, Osanai M, Hijioka S, Kanemitsu Y, Sano T, Senda 
Y, Bhatia V, Yanagisawa A : Validation of a nomogram 
for predicting the probability of carcinoma in patients 
with intraductal papillary mucinous neoplasm in 180 
pancreatic resection patients at 3  high-volume centers. 
Pancreas, 44( 3 ):459-64,2015.

004	 Takigawa M, Kuwahara T, Takahashi A, Okubo K, 
Takahashi Y, Nakashima E, Yamao K, Watari Y, 
Nakajima J, Takagi K, Fujino T, Kimura S, Hikita H, 
Hirao K, Isobe M : Simultaneous isolation of superior 
and inferior pulmonary veins on both the left and right 
sides could yield better outcomes in patients with 
paroxysmal atrial fibrillation. Europace, 17( 5 ):732-40,2015.

005	 Hijioka S, Hosoda W, Mizuno N, Hara K, Imaoka H, 
Bhatia V, Mekky MA, Tajika M, Tanaka T, Ishihara 
M, Yogi T, Tsutumi H, Fujiyoshi T, Sato T, Hieda N, 

Yoshida T, Okuno N, Shimizu Y, Yatabe Y, Niwa Y, 
Yamao K : Does the WHO 2010 classification of 
pancreatic neoplasms accurately characterize pancreatic 
neuroendocrine carcinomas?. J Gastroenterol, 50( 5 ):564-
72,2015.

006	 Hosoda W, Sasaki E, Murakami Y, Yamao K, Shimizu 
Y, Yatabe Y : GNAS mutation is a frequent event in 
pancreatic intraductal papillary mucinous neoplasms and 
associated adenocarcinomas. Virchows Arch, 466( 6 ):665-
74,2015.

007	 Okubo K, Kuwahara T, Takagi K, Takigawa M, 
Nakajima J, Watari Y, Nakashima E, Yamao K, 
Fujino T, Tsutsui H, Takahashi A : Relation between 
dabigatran concentration, as assessed using the direct 
thrombin inhibitor assay, and  activated clotting time/
activated partial thromboplastin time in patients with 
atrial fibrillation. Am J Cardiol, 115(12):1696-9,2015.
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